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物語 の 鍵 を 握る 重要 な 要素 が 多数 の カッ ト に て 散 D ば め ら れ て いる オー プ ニ ン グ 。 そ の 中 に 劇 中 の 用 語 が 白 抜き 文字 の テロ ッ プ 
で 登場 し て いる が 、「ADAM」 だ け 白 地 に 黒 抜き 文字 と いう 真 逆 で 表現 され て いる 。 これ は NERV 本 部 の 地下 に 捕らわれ た 「 ア ダム ] 
と 呼ば れる 存在 に つい て 、 作品 終盤 で 明か され る 仕掛 け の ヒン ト で あっ た の か も し れ な い 。 な お 、 「SECOND IMPACT」 の 文字 は 
黒地 に 赤 抜 き の 文字 。 ち な み に 最 後 の カ ッ ト は 、 庵野 監督 の 絵 コ ン テ に よる と 死海 文書 の 天使 文字 。 
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歌 : 高橋 洋子 作曲 : 佐藤 英敏 
作詞 : 及川 眠子 編曲 : 大 森 俊之 
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物 相 関 較 


答 旨 織 の 活動 と 関係 


_ 特務 機関 NERV 


使徒 の 調査 や 研究 、 天 減 を 目的 と し た 特務 機関 
国連 直属 の 非 公開 組織 で 超 法 規 的 に 保護 され る 国際 
武装 集団 だ が 、 国連 に は 直接 的 な 影響 力 は な く 、 実 質 
ゼー レ と 人 類 補 完 委員 会 の 監視 下 に ある 。 


ゼー レ / 人 類 補完 委員 会 


ゼー レ は 人 類 補 完 計 画 の 完遂 を 目指 す 国際 秘密 結 
社 で 、 国連 を も 掌握 する 巨大 な 組織 。 ま た 、 国連 直属 
の 褒 問 機関 で ある 人 類 補完 委員 会 の 代表 者 は 、 ゼ ー ま = で テ 
レ に お いて も 重要 な 位置 占め て いる と 目 さ れ て いる 。 最高 司令 官 
国連 / 同 連 軍 | 錠 ゲ ンド ウ 


2015 年 に お いて は 全 世 界 の 指導 者 と も 呼べ る 存在 


と な っ た 国際 失 構 。 加盟 各国 は 自国 の 軍隊 を 派遣 35 
国連 が これ を 国連 軍 と し て 再編 成 し 、 世 界 の 治安 維 ク い 
持 と 使徒 に 対す る 防衛 を 担っ て いる 。 | \ ID 
) 
、 
提 日 本 国政 府 0 用 
NN 6 「 
日 本 国 を 統治 する 内 閣 や 中 央 宜 庁 な どの 統治 機関 N NRN 2 
の 総称 。 国 連 に 協力 的 で は ある が 、 超 法規 的 に 保護 - 
され た NERV の 強権 ぶ がり に は あま り よ い 顔 を し て お ら 
ず 、 その 関係 は 良好 と は 言い 難い 。 
EVA 零 号機 専属 操縦 者 
2 綾波 レイ 
EVA 初 号 機 専 属 操縦 者 EVA 弐号 機 専 属 操縦 者 
人 シン ジ 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 


第 3 新 東京 市 立 第 才 中 学校 2 年 A 組 
相田 ケン スケ 


第 3 新 東京 市立 第 老 中 学校 2 年 A 組 | 第 3 新 東京 市 立 第 老 中 学校 2 年 A 組 
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最高 幹部 / 人類 補 完 委員 会 議長 
キー ル ・ ロ ー レ ン ツ 


副 司 令 官 特殊 監 察 部 他 
ロウ ゲ ウツ 加持 リョ ッ ウジ 


中 央 作戦 司令 室 付 
育 葉 シゲ ル 


// 人 と 


戦 術 作戦 部 作戦 選 第 一 課 本 僚 | 旧 た SPX 
葛城 ミサ ト 赤木 リツ コ 


プ 
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技術 開発 部 技術 局 一 課 


伊 骸 マヤ 


中 央 作戦 司令 部 作戦 局 第 一 課 


日 向 マ コト 


キャ ラク ター 
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人 と 接する こと に 勝 病 な “第 3 の 適格 者 "。 
命がけ の 戦い と 周囲 の 人 々 と の ふれ あい を 通し 、 
自身 の 存在 意義 を 見 出し て いく 。 


汎用 人 型 決 戦 兵 器 ・ 人 造 人 間 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 初 号機 の 適格 
者 一 サー ド チ ルド レン と し て 、 人 類 補 完 委員 会 直属 の 族 問 機 
関 と され る マル ドゥ ッ ク 機 関 に 選出 され た 少年 が 硬 シ ンジ で ある 
彼 は 、 操 縦 者 と し て の 訓練 を 受け る こと な く EVA に 乗り 始め た 
と いう 点 に お いて 、 適 格 者 の 中 で も 特異 な 存在 で ある 。 初 搭乗 
時 に 41.3% と いう 高い シン クロ 率 を 記録 し 、EVA の 操縦 者 と し 
て 最高 と も 言え る 適性 を 示し た シン ジ は 、 本 人 の 内 向 的 な 性 質 
と は 裏腹 に 、 数 々 の 戦闘 に お いて 最前 線 に 立つ こと を 義務 付け 
られ る 。 戦闘 の 最 中 に も 幾度 と な く 苦 悩 す る 様子 を 見 せ 、 長 い 
間 EVA に 乗る 理由 を 見 出せ ず に いた シン ジ 。 それ で も 彼 が EVA 
に 乗り 続け て いた 理由 は 、 自 分 に 課せ られ た こと 一 一 放棄 も 可 
能 で ある は ず の 「 任 務 ] を 拒む こと が で き な い と いう 消極 的 な 心 
理 に よる も の で ある 。 以 降 も シン ジ は 数 少な い 適格 者 と し て 、 義 
務 感 、 恐 怖 心 、3 年 ぶり に 再会 し た 父 で ある 人 ゲ ンド ウ へ の 屈折 
し た 感情 な ど を 抱え な が ら 初 号機 に 搭乗 し 、 使徒 と 対 財 し た 


NERV 最 高司 令 官 で ある 父 か ら 初 号 
機 に 搭乗 する よう 命令 され 、「 乗 れ 
る わけ な いよ 」 と 答え る シン ジ 。 親 
子 と し て の 会 話 は 交わ され ず 、 意 志 
の 疎通 は ほぼ 皆無 だ っ た 


恐怖 に 駆 られ な が ら 、「 逃 げ ち ゃ ダ 
メ だ | と 自分 に 言い 聞か せる よう に さき S、 
繰り 返す シン ジ 。 初 号機 の 専属 操縦 エー 
者 と し て の 負担 は 計り 知れ ず 、 心 の 
葛藤 に 世 ま れる こと も 多く な る 


PEHSIHHL HHTH 

較 名 前 : 古 シ ンジ 

男 年 齢 : 14 歳 

記 国籍 : 日 本 

較 生年 月 日 : AD.2001/06/06 

血液 型 : A 型 

圧 所 属 : NERV/EVA 初 号機 専属 操縦 者 
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| 人 血 係 


も と も と 内 向 的 な 性 格 の 持ち 主 で ある シン ジ は 、 痛 み を 恐 
れ 、 つ ね に 互い に 傷つか な い 距 離 を 保 と うと する 傾向 の 持ち 
主 で ある 。 そ の 結果 、 相 手 に 対し 強く も の を 言え な か っ た り 、 
表面 だ け 人 に あわ せる よう な 態度 を と る こと が 多い 

父 が 最高 司令 官 を 務め 、 使 徒 迎 撃 を 主任 務 と する 特務 機 
関 NERV に 召集 され た シン ジ は 、 以降 、 人 類 存亡 の 鍵 を 握る 
EVA の 操縦 者 と いう 特殊 な 人 員 と し て NERV 本 部 に 在籍 し 、 
その 所 在 地 で ある 第 3 新 東京 市 で 暮らす こと と な る 。 そこ で 
の 彼 の 人 間 関 係 は 、 そ の 特殊 な 立場 を 中 心 に 構築 され て い 
く 。 ゲ ンド ウ と の 関係 に つい て 大 き な 葛 藤 を 抱え る 一 方 で 、 
上 司 兼 保護 者 の 葛城 ミサ ト 、 零 号機 専属 操縦 者 の 綾波 レイ 、 
弐号 機 専属 操縦 者 の 惣 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー ら NERV を 中 
心 と し た 人 間 関係 は 、 シ ンジ に と っ て 成長 を 促す 一 因 と な る 
また 、 一 般 人 と し て の 生活 で も クラ ス メ イ ト の 鈴原 トウ ジ や 
相田 ケン スケ と の 交流 が 深まる こと で 、 他 人 と の 間 に 壁 を 作 
ろう と する 内 向 的 な 性 格 に 改善 の あと が 見 られ る よう に な る 


トウ ジ と ケン スケ の 存 


彼ら と いる と き の シ ン 
ジ は 少年 らし い 表 情 を 
見 せる こと も 多い 


| 人 


シン ジ の 生活 の 中 心 と な っ て いる の は 、NERV に お ける 
EVA 関連 の 実験 、EVA 初 号機 に 搭乗 し て の 使徒 残 減 作 戦 の 
遂行 と いっ た 活動 で ある 。 彼 自身 は 決し て EVA に 搭乗 する 
こと を 望ん で いた わけ で は な く 、 当 初 は 操縦 者 と し て 消極 的 
な 面 が 強く 見 られ た 。 長 い 間 EVA に 乗る 理由 を 見 出せ ず に 
いた た めか 、 使徒 と の 戦闘 の 最 中 に も 直 度 と な く 苦 悩 する 様 
子 を 見 せ て いる 。 し か し 、 他 の 適格 者 や 周囲 の 大 人 た ちと 
関わ っ て いく うち に 、 彼 は 少し ずつ EVA に 乗る 理由 を 見 出し 
て いく こと と な る 。 それ と 並行 する よう に し て 、 作 戦 的 な 面 
に お いて も 少し ずつ 成長 が 見 られ る 。 戦 闘 を 重ね る ご と に 他 
の 適格 者 ら が 操る EVA と の 共同 戦闘 が 多く 見 られ る よう に 
な り 、 特 に 弐号 機 が 戦闘 に 参加 する よう に な っ て か ら は 、 初 
号機 単独 で の 戦闘 は ほぼ な く な り 、2 機 も し く は 3 機 で 展開 さ 
れる 作戦 の 中 で 自ら の 役割 を 果たす こと 一 一 他 者 と の 協調 
を 覚え て いく 。 そ の 成長 は NERV に お ける 活動 だ け で な く 、 
一 般 人 と し て の 生活 に も よい 影響 を 与え た よう だ 


圏 NERV に お ける 活動 


適格 者 と し て の 高い 適性 を 持っ て いた た め 、 シ ンジ は 数 々 
の 戦闘 に お いて EVA 初 号機 を 駆っ て 最前 線 に 立っ て いる 
彼 が 操縦 する 初 号機 は 初戦 の 対 第 3 使徒 戦 以降 、 多 く の 戦 
闘 に お いて 主力 を 担い 、 使 徒 の 残 減 に 貢献 し て いる 。 た だ し 、 
時 に は 命令 違反 な ども 見 られ 、 シ ンジ の 初 号 機 専属 操縦 者 
と し て の 自覚 は 薄い と 言わ ざる を 得 な い 状 態 で あっ た 。 こ れ 
は 、EVA に 乗り 始め て か らし ば らく の あい だ 、EVA に 乗る 明 
確 な 理由 を 持っ て いな か っ た た め と 考え られ る 。 


シン ジ の 操縦 する 初 号 
機 。 暴 走 す る と いっ た 


多く の 戦闘 に お いて 主 
力 を 担っ て いる 。 


在 は 思い の ほか 大 きく 、 


不安 定 な 部 分 も ある が 、 


較 ゲ ンド ウ と の 関係 

ほとん どの 場合 、 父親 で は な く 「NERV 最 高司 令 官 ] と し て 
自分 に 接する ゲン ドウ に 対し 、 愛 憎 が 入り 混じっ た 感情 を 
抱い て いる よう に 見 受け られ る シン ジ 。 そ の 複雑 な 感情 は 、 
若干 14 歳 の 少年 を 苦悩 させ る に 十分 すず ぎる も の だ っ た 


自分 と は 親子 らし い 会 話 を 
交わ さ な い が 、 レ イ と は 親 
密 な よう す の ゲ ンド ウ 。 そ 
れ を 見 た シン ジ の 心中 は 複 
雑 で あっ た だ ろう 


較 綾波 レイ と の 関係 


他 者 と の 絆 の た め に EVA に 乗り 、 そ れ 以 外 に 何 も 持 た な 
いと いう EVA 零 号機 専属 操縦 者 、 綾 波 レ イ 。 彼女 の 生き 方 
は EVA 初 号機 専属 操縦 者 で ある シン ジ の 心 に 強い 衝撃 を 与 
え 、 結果 と し て 彼 の 前 向き な 思考 を 引き 出す 一 因 と な る 。 


ゲン ドウ の 命令 に 従い 、 満 
身 創 参 の 身 で 初 号 機 に 乗 ろ 
うと し た レイ 。 その 姿 を 見 
た シン ジ は 、 初 号機 に 乗る 
決意 を 固め た 。 


級友 ・ 友 情 


級友 ・ 友 情 


級友 ・ 友 情 と 羨 み 


同僚 ・ 興 味 ? 
、 古 ゲン ドウ て 当 演 
部 下 ・ 無 関心 ? 
古 シ 
上 司 ・ 保 護 者 


同僚 ・ 複 雑 な 感情 


Psg3rM 作田 ケン スケ ー 


同僚 ・ 競 争 心 と 興味 


物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 


中 学校 制服 


NH を 一 さび キヤ 


マキ ご 


エヴァ ン ゲ リオ ン 
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未知 の 存在 で ある 使徒 に 対し 、 人 類 が 抗 
し うる 唯一 の 切り 札 と され る 汎用 人 型 決戦 
兵器 ・ 人 造 人 間 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 。 天 文学 
的 な 予算 と 14 年 の 歳 月 を 費やし て 建造 され 
た 非 軍事 兵器 で ある 。 運 用 する 特務 機関 
NERV に お いて EVA と 呼称 され る 同 兵 器 の 
テス ト タ イ プ が EVA 初 号機 で ある 。 起動 に 
成功 し 初め て 実戦 に 投入 され た EVA で ある 
初 号 機 は 、 試 験 機 で あり な が ら 単 独 で 第 3 
使徒 サキ エル ら を 残 減 す る な ど 、 高 い 浴 在 
能力 を 有 し て いた 。 し か し EVA に は 、 頭 部 
の 修復 費用 だ け で も 国家 が 傾く ほど 募 大 な 
金額 が か か り 、 兵 器 と し て は コス ト パ フ ォ 
ー マ ン ス が 著しく 低い と いう 欠点 も あっ 
た 。 さ ら に 幾 度 か の 戦闘 に お いて 、 本 来 は 
停止 状態 に あっ た 機体 が 再起 動 、 オ ペレ ー 
ター か ら の 操作 を 受け 付け ず 、 操 縦 者 の 意 
志 と も 無関係 に 活動 を 続け る "暴走" が 発生 。 
建造 を 担っ た と され る NERV 本 部 に も 制御 
し 切れ な いと いう 危う さ を 秘 め た 諸刃 の 剣 
で ある こと が 赴 見 し た 。 


HTH 


機 体 : EVA-01 TEST TYPE 
初 号 機 
搭乗 者 : 3rd Children 
シン ジ 
主 装備 : パレ ッ ト ラ イフ ル 
ハン ドガ ン 
プロ グレ ッ シ ブ ・: ナ イフ 他 


徒 と の 交 戦 記録 (一 第 捨 参 話 ) 
第 3 使徒 サキ エル 三 暴走 に より 獲 減 

還 第 4 使徒 シャ ムシ エル = 
第 5 使徒 ラミ エル ーー 旦 敗 北 。 
第 6 使徒 ガ ギ エル せ ず 
第 7 使徒 イス ラフ ェ ル ーー 旦 敗北 。 再戦 後に 残 減 
第 8 使徒 サン ダル フォ ン 三 交戦 せ ず 
第 9 使徒 マト リエ ル ーー チー ム プ レイ に て 大 減 
第 10 使 徒 サ ハク ィ エ ル チー ム プ レイ に て 防御 担当 
第 11 使 徒 イ ロウ ル 三 交 戦 せ ず 


汎用 人 型 決戦 兵器 
人 道人 間 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 


)y Hirofu 面 INIKawa 
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Il 


| 隆 作 の 特徴 


テス ト タ イ プ の お も な 目的 は 稼働 デー タ の 収集 と 考え られ 
る 。 その た め 初 号機 は 本 格 的 な 実戦 を 想定 し て 造ら れ た だ 
け で な く 、 実 験 的 な 要素 が 組み 込ま れ た モデ ル で ある と 推測 
され る 。 また 、 南極 で 発見 され た アダ ム の 調査 及び 研究 に よ 
っ て 得 た も の か ら EVA を 創造 する と され る E 計 画 に は 謎 が 多 
く 、 EVA の 中 で 、 初 号機 だ け は 唯一 リリ ス な る 使徒 か ら 造 ら 
れ た と も 言わ れ て いる 。 その 真相 は 定か で は な い が 、 古 ゲン 
ドウ に は この 初 号 機 を 特別 視 す る 節 も 見 受け られ る た め 、 特 
殊 な 意味 合い を 持つ 機体 で ある こと は 間違い な い 


動力 


NERV 本 部 が 所 有する EVA は 、 稼 動 時 の 慕 大 な 運動 エネ 
ルギー を 賭 う た め ア ン ビ リカ ル ・ ケ ー ブ ル と 呼ば れる ケー ブル 
を 用 い 、 有 線 で 電力 供給 を 受け る 。 な お 、 緊 急 時 に は 内 部 
電源 に よる 稼働 も 可能 だ が 、 活動 時 間 は 制限 され る 
対 使徒 戦 の 主戦 場 と な る 第 
3 新 東京 市 の 各所 に は 、 ケ 


ー ブ ル が 内 蔵 さ れ た 電力 供 
給 ビ ル が 建造 され て いる 


。 
(人 | 


アン ピリ カル ・ 
グー ジル 


| 便 徒 と の 昔 園 


未知 の 存在 で ある 使徒 が 展開 する A.T. フ ィ ー ル ド と 呼ば 
れる 絶対 不可 侵 の 障壁 を 破る に は 、 同様 に A.T. フ ィ ー ル ド を 
展開 し 、 中 和 す る し か な い 。 そ の 意味 で 、A._T. フ ィ ー ル ド の 
展開 が 可能 で ある EVA は 、 汎 用 性 は ある も の の 、 あ くま で 使 
徒 交 滅 が 目的 の カウ ンタ ー ウ ェ ポ ボン と 言え る 。 その 機体 の 中 
で も 戦闘 経験 が 最も 多い の が 初 号機 で あり 、 様 々 な ケー ス で 
使徒 と 交戦 、 こ れ を 残 減 し て いる 。 初 陣 で は シン ジ が 満足 に 
初 号機 を 動か せ ず 、 光 の 槍 で 頭 部 を 買 通 され 活動 停止 する 
が 、 そ の 直後 に 暴走 し 、 反撃 。 追い詰め た 第 3 使徒 が 初 号機 
を 巻き 込み 自爆 する も 、 同 機 は 無事 に 生 司 し た 。 そ の 後 も 
初 号機 は 、 多 く の 戦果 を 上 げ な が ら テ スト タイ プ と いう 本 来 
の 役目 を 果たし 、 実戦 で の 活動 デー タ 収 集 に 十分 貢献 し た 
た だ し 、 「 暴 走 ] が 高い 勝率 の 要因 で ある こと も また 事実 で あ 
る 。 必 ず し も シン ジ の 実力 と EVA の 性 能 に よる 勝利 ば か り 
で は な く 、 作戦 司令 部 と し て も 不 確 定 要素 を 抱え な が ら の 作 
戦 指揮 を 余儀 な くさ れ た も の と 考え られ る 

専属 操縦 者 ・ 巡 シン ジ 

適格 者 と し て 3 番目 に 見 出さ れ た 少年 、 サ ー ド チル ドレ ン 
NERV 最 高司 令 官 ゲ ンド ウ の 息子 で あり 、 主体 性 が な く 内 
向 的 な 少年 。 幼 い 頃 、 父 の 知人 に 預け られ た まま 成長 し た 
た めか 、 父 子 間 の 確執 は 根 深 く 、 常 に 父 に 対し て 愛憎 を 抱 


いて いる 。 ま た 、 EVA へ の 適性 は 高い も の の 、 当初 は 使徒 と 
の 戦い を 快く 思っ て いな か っ た よう で ある 


EVA に 乗る 意味 を 見 
出せ すず 苦 悩 す る シン ジ 
操縦 者 に 成り 立て の 頃 
は 、 痛 み と 恐 怖 に 涙 を 
流す こと すら あっ た 


操縦 席 


操縦 席 は 本 体 か ら 独 立 し て 存在 し 、 エ ント リー プラ グ と い 
う 円 筒 状 の プラ グ 内 に 設け られ て いる 。 これが EVA 本 体 に 
挿入 され る こと で 起動 の 準備 が 整い 、 内 部 に L.C.L. と 呼ば れ 
る 呼吸 可能 な 液体 が 注入 され る 。 ちなみに 、 初 号機 の エン 
トリ ー プ ラグ は 改良 が 施さ れ て いる た め 、 部 分 的 な 形状 が 試 
作 機 の 零 号機 の も の と 異な っ て いる 
プラ グ 内 の 衝撃 を 和らげ 、 
操縦 者 を 守る 働き を 持つ 
L.C.L.。 さ ら に 操縦 者 は 


LC.L. 中 の 酸素 を 直接 肺 に 
取り 入れ て 呼吸 可能 と な る 


1 
EVA と 操縦 者 は 神経 接続 過 
され る 。 そ の た め 、 機 体 の 
ダメ ー ジ が 操縦 者 に 直接 フ 
ィ ー ド バッ ク さ れ 、 幻 痛 と 
し て 当 人 を 韻 む 


エド リー プラ ダグ 


ーー 


ンジ 


』 


の 


エ ジ 1 ト リー ジラ ダグ 
内 部 イン テリ ア 
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EVA 初 号機 


外装 


テス ト タ イ プ で ある 初 号 機 は 、 プ ロト タイ プ に は な い 格 闘 
兵 装 が 収納 され た 肩 部 や 、 姿 勢 制御 ノズル を 内 蔵 し た と 思 
し き 胸 部 装甲 を 持つ 。 な お 、 素 体 頭 部 の 目 の 数 は 零 号 機 が 1、 
初 号 機 が 2、 弐号 機 が 4 と それ ぞ れ 異な っ て いる 


外装 が 破壊 され た 初 号 機 の 
素 体 。 そ の 外装 は 強固 な 装 
甲 で ある と 同時 に 、EVA 
の 強大 な 力 を 抑え る た め 拘 
束 具 と し て の 役割 も 果たす 


内 蔵 兵 装 


初 号機 か ら 増 設 さ れ た 肩 部 外装 に は 、 固 定 武装 と し て 格 
闘 武 器 で ある プロ グレ ッ シ ブ ・ ナ イフ が 内 蔵 さ れ て いる 。 な お 、 
初 号機 の 稼働 デー タ が フィ ー ド バッ ク さ れ た 結果 か 、 弐 号機 
に は 改良 型 の 内 蔵 兵 装 が 受け 継が れ て いる 


A.T. フ ィ ー ル ド を 中 和 し て 
の 近接 戦闘 で は 、 最 も 頼り 
に な る 格闘 武器 。 そ の 威力 
は 、 使 徒 の コア を 貫く に 十 
分 な も の だ っ た 


プロ ダレ ッ ジ ラ ・ 
ナイ フ PK-01 


中 | 


マキ エニ エマ エ H と ーー ざさ ヤ 
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綾 渡 レイ 


感情 を 表 に 出さ な い “ 第 1 の 適格 者 "。 
EVA に 搭乗 し 他 の 適格 者 と と も に 戦う こと に より 、 
他人 と の 繋が り を 深め て いく 。 


へ で 衣 落 


EVA 零 号機 の 適格 者 ファ ー ス トチ ルド レン と し て 人 類 補 
完 委員 会 直属 の 族 問 機関 と され る マル ドゥ ッ ク 機 関 に 選出 され 
| な が ら 、 一 切 の 個人 情報 が 抹消 され た 謎 の 少女 が 綾波 レイ で あ 
る 。 彼女 は EVA の プロ ト タ イ プ 、 零 号機 の 開発 及び 実験 段階 か 
ら 操縦 訓練 を 受け 、 最 初 に EVA に 足 を 踏み 入れ た 適格 者 で ある 
し か し 、NERV 本 部 第 2 実験 場 に お いて 行わ れ た 最初 の 起動 試験 
は 失敗 し 、 重傷 を 負う 。 さ ら に 、 その 傷 が 完治 する 前 に 第 3 使徒 
が 襲来 。 歪 シン ジ が 使徒 迎撃 を 拒ん だ た め 、 代 役 と し て 出撃 を 
命じ られ る 。 レ イ は 苦痛 に 中 き を ながら も 、 命 令 に 従っ て 出撃 し 
よう と する 一 一 。 感情 が 希薄 で あり 、 必 要 以 上 の 言葉 を 発する 
こと の な い レ イ は 、NERV か ら 下 され る 命令 を 拒否 する こと も な 
い 。 そ ん な 彼女 が 唯一 守 ろ うと する も の が 、 EVA に 乗る こと に よ 
り 築 か れる 他人 と の 繋が り で ある 。 も と より 強い 繋が り を 持つ 
大 ゲン ドウ だ け で な く 、 他 の 適格 者 た ちと の 出会い に よっ て さま 
ざま な 絆 が 生ま れ 、 彼女 の 感情 も 開か れ て いく よう に な る 


感情 が 希 蒲 で 、 そ の 表情 か ら 彼 女 の 
考え を 読み 取る こと は 難し い 。 白 い 
肌 、 青 色 の 髪 、 赤 い 瞳 と いっ た 外見 
も 、 そ の 存在 自体 の 特異 性 を 想起 さ 
せる 要素 の ひと つ で も ある 


教室 の 窓際 の 席 に 座り 、 よ く ひ と り 
で 外 を 眺め て いる レイ 。 他人 を 意識 
的 に 避け て いる わけ で は な い が 、 直 
接 的 な 接触 に よっ て 人 と の 繋が り を 
作ろ うと は し な いよ うだ 。 


PEHSHHHL IHTH 

圏 名 前 : 綾波 レイ 

園 年 齢 : 14 歳 

遼 国籍 : 不明 

較 生年 月 日 : 不明 

血液 型 : 不明 

圏 所 属 : NERV/EVA 寺 号 機 専属 操縦 者 
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感情 が 希薄 で ある レイ は 、 積極 的 に 人 と の 繋が り を 作ろ う 
と は し な い 人 物 で ある 。 根 本 的 に 自分 に は 「 何 も な い ] と 考 
えて いる た めか 、 そ の 言動 は 受動 的 な も の が 多く 、 時 に 冷や 
や か さす ら 感 じ さ せる こと も ある 。 そう いっ た 傾向 は 、 彼 女 
が 通っ て いる 第 3 新 東京 市 立 第 壱 中 学校 で の 生活 に 如 実 に 
現れ て いる 。 ク ラス メイ ト と 会 話 を し て いる よう す も ま っ た 
く 見 受け られ ず 、 ま た 、 部 屋 に 誰か が 訪ね て くる こと も ほ と 
ん ど な い 。 冥 黙 な 性 格 で 感情 を 表 さ ず 、 必 要 以 上 の 会 話 を 
し な い 彼 女 は 、 意 識 的 に 避け て いる わけ で は な いも の の 、 他 
人 と の 接触 を 最小 限 に と ど め て いる 。 在 ゲン ドウ に だ け は 心 
を 開く 様子 を 見 せる が 、NERV に お いて も その 性 質 は ほとん 
ど 変 わら な い 。 し か し 、 同 じ く 適格 者 で ある 条 シン ジ の 出現 
に より 、 彼 女 を 取り 巻く 状況 は 徐々 に 変化 を 見 せる 。 彼 女 
自身 は 受動 的 な 姿勢 は 変わ ちら な いま まだ が 、 NERV や 学校 生 
活 に お いて 、 他 人 と の 絆 は 確実 に 増え て いく 。 そ れ に し た が 
い 、 感 情 の 扉 も 少し ずつ 開か れ て いっ た よう だ 。 


か つて は ゲン ドウ に の 
み 少 女らしい 表情 を 見 
せ て いた レイ 。 次 第 に 
他 者 に も そう いっ た 表 
情 を 見 せる よう に な る 


レイ の 生活 の 中 心 と な っ て いる の は 、 他 の 適格 者 と 同様 に 、 
NERV に お ける EVA 関連 の 実験 、EVA 零 号機 に 搭乗 し て の 
使徒 多 減 作戦 の 遂行 で ある 。 た だ し 、 それ に 加え て 碗 ゲン ド 
ウ 、 冬 月 コウ ゾウ 、 赤木 リツ コ ら 上 層 部 の み が 知 る 謎 の 活動 
に つい て も 、 重 要 な 役割 を 果たし て いる よう で ある 。NERV 
に お ける 活動 に つい て は 、 唯 一 絶対 的 な 信頼 を 寄せ て いる ゲ 
ンド ウ の 存在 が ある た め 、 た と え 重 傷 を 負っ て いて も EVA に 
乗る こと を 拒 ま な いな ど 、 ど の よう な 危険 な 任務 で あっ て も 
忠実 に に こ な そ うと する 様子 を 見 せる 。 それ は ほとん と 感情 を 
示さ ず に 「 わ た し に は 他 に 何 も な いも の ] と 言い 切っ た 彼女 
が 、 信頼 する ゲン ドウ の 意思 に 忠実 で ある こと 一 一 EVA に 搭 
乗 し 続け る こと が 自ら の 存在 理由 で ある と 感じ て いた た め だ 
ろう 。 それ は 「 ゲ ンド ウ と の 絆 ] を 重視 し た も の と も 考え られ 
た が 、 初 号機 、 弐 号機 と の 共同 戦闘 が 多く な っ て か ら は 、 シ 
ンジ と の 絆 を 構築 する 役割 も 果たし た よう だ 
園 NERV に お ける 活動 

レイ は NERV に お いて 最初 に EVA に 搭乗 し た 適格 者 だ が 、 
NERV 本 部 第 2 実験 場 に お いて 行わ れ た 最初 の 起動 試験 の 
際 、 零 号機 は 彼女 の 制御 を 離れ て 暴走 。 実験 は 失敗 し 、 自 
身 も 重傷 を 負っ て いる 。 そ の た め 、 実戦 に 復帰 する の は 対 第 
5 使徒 戦 以降 と な っ た 。 な お 、 彼 女 が 実質 的 な 戦力 と な っ た 
の は 零 号機 ( 改 ) が 実戦 に 投入 され た 後 だ が 、 戦闘 中 は 積極 
的 に 攻撃 役 に ま わる こと は 少な く 、 ど ちら か と いう と サポ ー 
ト 役 を 担当 する こと が 多かっ た 。 


レイ の 操縦 する 零 号機 
第 5 使徒 戦 以降 に 全体 
的 な 改修 が 施さ れ 、 外 
装 が 青色 の 零 号機 ( 改 ) 
らら な っ た 。 


還 確 ゲン ドウ と の 関係 


レイ が 唯一 心 を 開く 様子 を 見 せる 相手 、NERV 最 高司 令 
官 の 硬 ゲン ドウ 。 レ イ は 、 ゲン ドウ に 対し て 絶対 的 な 信頼 を 
寄せ て いる 。 一 方 の ゲン ドウ も 、 レ イ に 対し て 実子 の シン ジ 
に も 見 せな いよ うな 親密 な 態度 で 接し て いる 。 


シン ジ が ゲン ドウ へ の 不信 
感 を 口 に し た こと に 半 り 、 
彼 の を 叩く レイ 。 こ こま 
で 強い 感情 を 発露 させ る こ 
と は 非常 に 稀 だ 


っ 


園 シ ンジ と の 関係 

EVA の 搭乗 者 で あり 、 ク ラス メイ ト で あり 、 ゲ ンド ウ の 人 息 
子 で も ある 和 シ ンジ 。 レ イ に と っ て の 彼 は 同じ 適格 者 と いう 
だ け の 存在 だ っ た が 、 と も に 戦闘 を 繰り 返す に つれ 、 徐 々 に 
心 を 開い て いく 様子 を 見 せる よう に な る 。 


エン トリ ー プ ラグ か ら 救 い 
出し て くれ た シン ジ に 、 笑 
顔 を 見 せる レイ 。 ゲ ンド ウ 
以外 の 人 間 に 笑 顔 を 向け る 
こと は 珍し い 。 


同僚 ・ 興 味 ? 
部 下 ・ 焼 如 ? 


・ 監督 対象 
同僚 ・ 無 関心 


物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 


上 司 ・ 無 関心 


同僚 ・ 競 争 心 


で キー ニ マ さ マ で エ H を 一 ざさ ヤ 


エヴァ ン ゲ リオ ン 
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人 店 人 間 エ * SE am 


エヴァ ン ゲ リオ ン 本 


ml IChIKawa 


南極 で 発見 され た 光 の 巨人 、 アダ ム を 人 
類 の 手 で 復活 させ る べく 始動 し た E 計 画 。 
*E” は “EVANGELION” の 頭 文字 と 推測 
され 、 表 面 上 の 目的 は 使徒 迎撃 用 の 兵器 で 
ある EVA の 建造 と され る 。2000 年 前 後に 開 
始 さ れ た 同 計画 、2003 年 に 硬 ゲ ンド ウ が 冬 
月 コウ ゾウ を 箱根 地下 へ 招い た と き は 、 す 
で に 零 号 機 の 頭 部 と 脊髄 部 分 が 試作 され て 
いた が 、 完 成 に は 程遠い 状態 で あっ た 。 そ 
し て 、 計 画 の 発動 か ら 14 年 、 天 文学 的 な 予 尊 
算 を 費やし て 、 つ い に 完 成 し た の が EVA 零 
号機 で ある 。 同 機体 は プロ ト タ イ プ ゆ え に 
不安 定 部 分 も 多く 、 最 初 の 起動 実験 に 失敗 。 
し 暴走 。 結 果 、 特 殊 ベ ー ク ライ ト で 凍結 さ 
れ て いた た め 、 第 3 使徒 来襲 時 に は 出撃 で 
き な か っ た 。 ち な み に 山 吹 色 の 機体 の 零 号 
機 は 、 第 5 使徒 戦 に お いて 敵 の 加 粒 子 砲 を 
受け て 装甲 が 溶解 し た 。 そ の た め 、 次 に 出 
撃 し た 対 第 9 使徒 戦 以降 は 、 青 い ボ ディ へ 
と 換装 され た 零 号機 ( 改 ) と な っ て 使徒 と 
の 戦い に 臨む お こと と な っ た 。 


: EVA-00 PROTO TYPE 
零 号機 


: 1st Children 
綾波 レイ 
: な し 


使徒 と の 交戦 記録 (一 第 挫 参 話 ) ! 
第 3 使徒 サキ エル ラー 交 ジ 」 
第 4 使徒 シャ ムシ エル : 交 OO 
第 5 使徒 ラミ エル 6 - 
第 6 使徒 ガ ギ エル 過 クジ 9 「/ に ー Mg/ \ 
第 7 使徒 イス ラフ ェ ル 戦 ラー 民 
第 8 使徒 サン ダル フォ ン 』  。 fi NII 人 


第 9 使徒 マト リエ ル ララ バッ クア ッ プ 担当 ンー アー *W NN WW 


第 10 使 徒 サ ハク ィ エ ル 残 減 
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II 


| 了 体 の 百 和 


プロ ト タ イ プ の お も な 目的 は 、 実 戦 よ り も 実験 や 研究 で あ 
っ た 。 試作 機 ゆ え に 未 知 数 な 部 分 が 多い 零 号機 は 、 初 め て 
の 起動 実験 で いき な り 暴 走 。 操縦 者 も 負傷 する と いう 大 事 
故 を 起こ し て し まう 。 し か し 、 零 号機 の も た らし た 実験 デー 
タ は 初 号 機 以降 の 機体 へ と 確実 に 活か され て いく 。 零 号機 
は 実験 機 ゆ え に こ れ と いっ た 武装 は 装備 され て いな い 。 だ が 、 
その 基本 構造 、 基 本 性 能 は 後に 完成 を 見 た 初 号機 や 弐号 機 
と 大 き な 違 い は な く 、 第 3 使徒 残 減 後 は 即時 に 凍結 を 解除 さ 
れ 、 装備 を 整え て の 実戦 投入 が 可能 で あっ た 。 


操縦 席 


操縦 席 が 本 体 か ら 独立 し て 存在 し 、 エ ント リー プラ グ 内 に 
設け られ て いる と いう 点 は 、 他 の EVA と 同様 の 構造 と な っ て 
いる 零 号機 。 た だ し 、 操 縦 席 の 細部 と エン トリ ー プ ラグ の 部 
分 的 な 形状 は 、 他 の 機体 と は 異な っ て いる よう だ 


脱出 用 ロケ ッ ト ノ ズル は 4 
基 と 、 他 の プラ グ と 比べ て 
少な く 、 射 出 時 の 安全 性 は 
低かっ た よう だ 


エン トリ ー ブ ラ グ bo 
の っ 
| 作 徒 と の 戦 較 


零 号機 は 試作 機 ゆ え に 完 成 ま で に は 様々 な 失敗 作 が 建造 
され 、NERV 本 部 地下 に ある ター ミナ ルド グマ に は 、 頭 部 と 
脊髄 の み が 造 られ た 機体 、 さ ら に 頭 部 形状 の 異な る 機体 な 
ど が 数 多く 放置 され て いる と いう 。 その 試行 錯誤 の 未 に 完 
成 し た 後 は 、 様 々 な 実験 を 経て 、 そ の デー タ を 初 号機 を 始め 、 
以降 の 機体 へ と フィ ー ド バッ ク す る 役目 を 担っ て いた 。 当然 、 
各 実験 に 前 例 は な く 、 零 号機 は 初 の 起動 実験 で 暴走 。 零 号 
機 を 固定 し て いた 拘束 具 を 壁 ご と 破壊 し 、 コ ント ロー ルル ー 
ム を 破壊 寸前 に 追い 込み 、 操 縦 者 も 負傷 する と いう 事故 へ 
と 繋が っ た 。 結果 、 特 殊 ベ ー ク ライ ト で 凍結 され た た め 、15 
年 振り の 使徒 来襲 時 に は 出撃 で き な か っ た 。 ま た 、 初 陣 と な 
っ た 対 第 5 使徒 戦 で は 防御 を 担当 し た が 、 敵 の 加 粒 子 砲 に よ 
り 装 甲 が 融解 し て いる 。 そ の た め 、 再 就 役 に あ た り 青 い 装 甲 
へ と 換装 され て 零 号機 ( 改 ) と な り 、 対 第 9 使徒 戦 を も っ て 
戦線 に 復帰 。 お も に 初 号 機 、 弐 号機 と 共同 戦線 を 張り 、 使 
徒 撃退 に 成功 し て いる 


専属 操縦 者 綾波 レイ 


適格 者 と し て 最初 に 見 出さ れ た 少女 、 フ ァ ー ス トチ ルド レ 
ン 。 過 去 の 経歴 は 抹消 され て いる た め 選 出さ れ た 過程 な ど 
は 不明 で ある 。 な お 、NERV 最 高司 令 官 古 ゲ ンド ウ と は 、 単 


な る 上 司 と 部 下 と は 言い 難い 強い 信頼 関係 で 結ば れ て いる 。 
無口 で 感情 表現 に 乏しい レイ だ が 、 ゲ ンド ウ に だ け は 笑顔 を 
見 せる ほど 心 を 許し て いる よう だ 。 


零 号機 操縦 時 は 危険 を 
顧み な い レ イ 。EVA 


他人 と の 絆 を 確か め て 
いる の か も し れ な い 


を 操縦 し 続け る こと で 、 


特殊 装備 


対 第 5 使徒 戦 直 前 に NERV に より 急造 され た 、EVA 専 用 耐 
熱 光 波 防御 兵器 。SSTO (SINGLE STAGE TO ORBIT)、 
いわ ゆる 単 段 式 宇宙 往還 機 の 船底 パー ツ を 改造 し た 同 装備 
を 手 に し た 零 号機 は 、 見 事 に 敵 の 加 粒 子 砲 を 受け 止め た 。 
対 第 5 使徒 戦 に て 初め て 実 
戦 に 赴 い た 零 号機 。 そ の 任 
務 は 初 号機 の 守備 だ っ た た 


め 、 急 造 さ れ た 盾 の み を 装 
備 し て 戦地 へ と 向かっ た 


実戦 で は 見 事 加 粒子 砲 を 受 
け 止 め た も の の 、 限 界 時 間 
を 超え て の 使用 に 盾 は 融解 
最終 的 に は 盾 も ろ と も 零 号 


機 の 装甲 も 融解 し た 
EVA 専用 耐熱 光波 
防御 兵器 (急造 仕様 ) 
る 完 テ - 、 
、 


人 EE 


` ] 


外装 


全体 的 に 、 若 干 シ ンプ ル な 外装 を 持つ 零 号機 。 後 に 改修 
され た 肩 部 外装 も 当初 は 形状 が 異な り 、 固 定 武装 を 持た な 
か っ た 。 ま た 、 頭 頂部 の 電磁 波 ア ン テ ナ が 剥き 出し に な っ て 
いる な ど 、 実戦 に は 不向き な 仕様 も 幾つ か 見 受け られ る 。 


肩 部 装甲 が 弐号 機 と 同型 に 
改修 され た 零 号機 。 プ ログ 
レッ シブ ・ ナ イフ を 内 蔵 す 
る だ け で な く 、 さ ま ざ ま な 
装備 が 換装 可能 に な っ た 。 


EVA 堆 号 機 ( 改 ) 
頭 部 


堆 号 機 ( 改 ) 背 面 
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、 キャ ラク ター 
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物流 アス カ ・ 
ラン グレ ー 


自ら の 能力 に 強い 誇り を 持つ “第 2 の 適格 者 "。 
彼女 の 到来 が 、 対 使徒 戦 だ け で な く 、 
他 の 適格 者 に も 多大 な 影響 を 与え る 。 


Il5 


初 号機 で 一 応 の 完成 を 見 た EVA の 制式 機 で ある 弐号 機 。 そ 
の 適格 者 一 セカ ンド チル ドレ ン が 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー で あ 
る 。 式 号機 の 最終 組立 と 起動 実験 が 行わ れ た ドイ ツ に て 操縦 訓 
練 を 重ね て いた 彼女 は 、 弐 号機 と と も に ドイ ツ よ り 日 本 に 移送 
され る 途上 、 太 平 洋上 に お いて 第 6 使徒 と 交戦 。 国 連 海軍 太平 
洋 艦隊 と の 連携 作戦 に より これ を 撃破 し た 。 以後 は 日 本 に 滞在 
し 、 他 の 適格 者 た ちと 同様 に NERV 本 部 に 属し て 使徒 迎撃 の 任 
務 に 当たる こと と な る 。 アス カ は EVA の 操縦 者 に 選ば れ た こと 
を 誇り に 思う と 同時 に 、 幼 い 頃 か ら 多大 な 努力 も 払っ て きた 。 
また 、 彼 女 は 14 歳 に し て 既に 大 学 課程 を 修了 し て いる 天才 児 で 
も ある 。 他人 に 負け る こと を 酷く 嫌う 一 面 や 、 我 が 強く 時 に 傍 
若 無人 に 映る 性 格 、 自 ら の 感情 に 忠実 で ある こと な ど は 、 そう い 
っ た 非凡 な 能力 や 実績 に 裏付け られ て いる 。 あら ゆる 点 で 、 同 
じ 適格 者 で ある シン ジ や レイ と は 対照 的 な 彼女 の 到来 は 、 周 囲 
の 人 間 関 係 に 大 き な 影 響 を 与え る こと と な る 


日 本 人 と ドイ ツ 人 の クォータ ー で あ 
る アス カ 。 赤みがかっ た 茶色 の 髪 に 
状 い 瞳 と 、 外 見 的 に は 欧米 人 に 近い 
その 整っ た 顔立ち は 強い 意志 と 自信 
を 支え る 要素 と な っ て いる 


シン ジ に 向かっ て 弐号 機 を 誇示 する 
アス カ 。 弐 号機 は 彼女 に と っ て 誇 ら 
し き 戦 友 と 言え る 存在 で あり 、 他 の 
適格 者 が あま り 見 せな い 、EVA へ 
の 強い 愛着 を 示す こと も 多い 


PEHSMHHL HHTH 

圏 名 前 : 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 

較 年 齢 : 14 歳 

遼 国籍 : アメ リカ 合衆国 

田 生年 月 日 : AD.2001/12/04 

較 血液 型 : A 型 

圏 所 属 : NERV/EVA 弐 号機 専属 操縦 者 


し いし 
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| 人 箇 剛 人 
勝気 で 積極 的 な 性 格 の 持ち 主 で ある アス カ は 、 誰 に 対し 
て も 物怖じ する こと が な い 。NERV に お いて は 上 司 に あたる 
ミサ ト や 加持 と も 、 敬語 を 使う 事 な く 近 し い 友 人 の よう に 会 
話 を する 。 それ が 同年 代 の 少年 少女 と も な れ ば 、 な お 物怖じ 
し な い 傾 向 は 顕著 に な る 。 同年代 の 少年 た ち 一 一 特に 、 対 
使徒 戦 に お いて 自分 以上 の 結果 を 残し て いる シン ジ に 対し 
て は 「 あ ん た 、 バカ ァ ? 」 と いう よう な 横柄 な 言葉 を 口 に する 
こと も 度々 あり 、 そ の 態度 は 性 格 と 同様 に 攻撃 的 で ある 
し か し 、 そ の 態度 が 若干 の 皿 軟 を 生む こと も ある も の の 、 一 
方 で 相手 の テリ トリ ー に 比較 的 容易 に 踏み 込む と いう 効果 
を 発揮 する 。 それ は 、 内 向 的 な 性 格 の シン ジ に すら 時 に 激 し 
く 口 論 を させ て し まう ほど だ 。 い つ で も 攻め の 姿勢 を 崩さ な 
い ア スカ の 在り 方 は 、 敵 を 作り や すい と 同時 に 、 味 方 を も 作 
りや すい も の だ と 言え る だ ろう 。 た だ し 、 加 持 リ ョ ウジ に 対 
する 態度 に は 依存 心 ら し きも の が 見 受け られ 、 無意識 に 支え 
と な る 存在 を 探し て いる 弱い 一 面 が 見 え 隠れ し て いる 


初対面 の 相手 に も 強気 
に 接する アス カ 。 そ の 
性 質 は 、 人 間 関 係 に も 
多大 な 影響 を 及ぼ し て 
いる も の と 思わ れる 


アス カ の 生活 の 中 心 と な っ て いる の は 、NERV に お ける 
EVA 関連 の 実験 、EVA 弐 号機 に 搭乗 し て の 使徒 残 減 作 戦 の 
遂行 で ある 。 自ら の 能力 を 周囲 の 人 間 に 知ら し め る こと 
ーー それ が アス カ の 、EVA に 乗る 理由 で ある 。 そ の た め 、 
NERV に お ける 活動 に お いて は 、 他 の 適格 者 に は 見 られ な い 
積極 性 を 持っ て いる 節 が 見 受け られ る 。 ま た 、 弐 号機 こ そ が 
初 の 実戦 用 た る 本 物 の EVA だ と 言い 切る アス カ は 、 自 分 の 
機体 に 強い 愛着 を 持ち 、 ま れ に 機体 に 向かっ て 話し か ける 
こと も ある 。 弐 号機 は 、 彼 女 に と っ て 誇 ら し き 戦友 で あり 、 
心 の 拠り どこ ろ と な っ て いる よう だ 。 弐号 機 を 駆っ て 危険 な 
任務 も 忠 踏 せ すず に こ な そ うと する 様子 は 、 ど の よう な 危険 な 
任務 で あっ て も 忠実 に こ な そ うと する レイ と は 違っ た 意味 で 
「EVA に 乗る こと | を 重要 視 し て いる よう に も 見 受け られ る 
な お 、 アス カ は 余暇 や 恋愛 な ど 一 般 人 と し て の 生活 に も 充実 
を 求め て お り 、 内 向 的 な 性 格 の 持ち 主 で ある シン ジ や 感情 が 
希薄 で ある レイ と は 異な り 、 ひ と り の 14 歳 の 少女 と し て の 生 
活 も 重視 し て いる よう だ 


NERV に お ける 活動 


戦闘 に 対し て どこ か 消極 的 な シン ジ の EVA 初 号機 と 、 基 
本 的 に サポ ー ト 役 と な る 零 号 機 の み が 使徒 に 対 財 し て いた 
中 、 ア スカ 及び 弐号 機 が NERV 本 部 所 属 と な っ た こと は 、 対 
使徒 戦 に 大 き な 変化 を 与え た 。 非 常に 強い 積極 性 を 持つ ア 
スカ は 最前 線 で の オフ ェ ン ス 役 に 最も 適し て お り 、 機 能 、 装 
備 と も に 充分 し た 弐号 機 に ふさ わし い 人 材 で あっ た と 言え る 
作戦 の 立案 を 担う ミサ ト と し て も 、 ア スカ の よう な 性 質 を 持 
スン 


アス カ が 専属 操縦 者 と 
な る 弐号 機 。 設 計 と 部 
品 製造 は 日 本 で 、 組 み 
立て お よび 起動 実験 は 
ドイ ツ で 行わ れ た 


巡 シン ジ と の 関係 

訓練 も な し に 初 号機 に 搭乗 し 、 実 戦 に 赴 い た 礎 シン ジ 
アス カ は その 実績 に 対し て 強い 対抗 心 を 燃やす 。 以 後 、 同 
じ 住居 や 学校 で の 生活 を 送る 中 で シン ジ を 認め つつ も 、 プラ 
イド が それ を 許さ な いと いう 矛盾 し た 感情 を 持ち 続け る 


第 7 使徒 迎撃 作戦 に お いて 
は 、 シ ンジ と と も に 特殊 な 
訓練 も し た アス カ 。 彼 に 対 
し て は 、 以 降 も 愛憎 入り 混 
じ っ た 気持 ち を 抱い て いく 


物 注 アス か ラン グレ ルー 


加持 リョ ウジ と の 関係 
NERV の 特殊 監察 部 に 所 属す る 加持 リョ ウジ 。 気 の 強い 
アス カ も 、 憧 れ の 対象 の 前 で は 、 素直 さす ら 感 じ さ せる 一 面 
を 見 せる 。 た だ し 、 加 持 か ら 見 た アス カ は や は り 中 学生 の 子 
供 で あり 、 それ な り の 態度 で 接し て いる よう だ 。 


加持 に 買い 物 に 付き 合っ て 
も らい 、 満 面 の 笑顔 を 浮か 
べ る アス カ 。 た だ し 、 加 持 
に と っ て は 仕事 の 一 環 な の 
か も し れ な い 。 


巡 シ ンジ 


同僚 ・ 複 雑 な 感情 
元 上 司 ・ 憧 れ 


加持 リョ ウジ て 


修 同僚 ・ 競争 心 と 興味 
級友 ・ 友 情 


元 部 下 ・ 監 督 対象 


上 司 ・ 保 護 者 


部 下 ・ 保 護 
同僚 ・ 競 争 心 


が 0 ⑨ 狗 


ペン 


本 > 


の 


洞 木 ヒカリ 


同僚 ・ 無 関心 


マキ ニニ H を 一 ささ ギヤ 
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E 計 画 の も と に 、14 年 の 歳 月 と 天文 学 的 な 
予算 を 費やし て 建造 され た EVA の 制式 モデ 
ル と な る EVA 弐号 機 。 機体 の 形式 番号 
「EVA-02 PRODUCTION MODEL| か ら も わ 
か る 通り 、 量産 化 を 前 提 と し て 開発 され た 機 
体 で 、 設 計 と 部 品 の 製造 を 日 本 、 組み 立て 及 
び 起 動 実 験 を ドイ ツ の NERV 第 3 支部 で 行っ 
て いる 。 その た め 弐 号機 は 、 プ ロト タイ プ 、 
テス ト タ イ プ と 異な り 、 胸 部 装甲 や 肩 部 装甲 
な ど が 量産 化 を 前 提 に 簡素 化 さ れ て いる ほ 
か 、 頭 部 に 4 つの 補助 光学 カメ ラ と 電磁 波 セ 
ン サ ー を も つ な ど 、 零 号機 及び 初 号 機 で 培っ ンー 
た 様々 な ノウ ハウ を 活か し 、 実 戦 で の 運用 を ンコ 
想定 し た 設計 と 実装 が 施さ れ て いる 。 機体 "で ぎ 
の 完成 度 は 高く 、 暴 走 な ど 制 御 不能 に 陥る 
こと の な い 安 定 し た 性 能 を 発揮 。 非 凡 な 才 
能 を 持つ 操縦 者 の 能力 も あい まっ て 、 十 分 な 
戦果 を 挙げ て いる 。 な お 、 総合 的 に 性 能 が 向 
上 し て いる 弐号 機 だ が 、 稼 動 の た め の 英 大 な 
電力 は 如何 と も し 難かっ た よう で 、 稼 働 時 間 
の 延長 と いっ た 向上 は 見 られ な か っ た 。 


IHTH 
機 体 : EVA-02 PRODUCTION MODEL 
弐 機 


搭乗 者 : 2nd Children 
物流 : ア スカ ・ ラ ング レー 

主 装備 : プロ グレ ッ シ ブ : ナ イフ ( 改 ) 
ソニ ッ ク グ レイ ブ 
スマ ッシュ ・ ホ ー ク 他 


徒 と の 交戦 記録 (一 第 挫 参 話 ) 
第 3 使徒 サキ エル 三 交 戦 せ ず My 
第 4 使徒 シャ ムシ エル ご 交戦 せ ず 7 4 の 
三 交 戦 せ ず 


第 6 使徒 ガ ギ エル ー 国 連 軍 と の 連携 で 大 滅 6 汎用 A 了 : 天 戦 兵 
第 7 使徒 イス ラフ ェ ル ーー 遇 敗北 。 再戦 後に 砥 減 り 


第 8 使徒 サン ダル フォ ン 三 捕 獲 の の ち 残 減 w NO 

第 9 使徒 マト リエ ル ー 防 御 担当 4 \ も 』 ) 
第 10 使 徒 サ ハク ィ エ ル ーー チ ー ム プレ イ に て 大 減 族 で 0 ( ョ リ / 

第 11 使 徒 イ ロウ ル 三 交 戦 せ ず 
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Ilustration by HirofjfmllGKawa 
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| 機体 の 特 衝 


実戦 で の 運用 と 量産 化 を 前 提 と し て 建造 され た EVA 式 号 
機 。 零 号機 や 初 号 機 と 異な り 、 装 甲 や 兵 装 な どの 一 部 が 共 
通化 され て いる た め 汎 用 性 が 高く 、 さ ま ざ ま な 状況 に 対応 す 
る こと が 可能 と な っ て いる 。 ベ ー ス と な る 素 体 は 、 零 号機 、 
初 号機 と 同様 に 生体 パー ツ ら し きも の で 構成 され て いる が 、 
テス ト タ イ プ の 実戦 デー タ が フィ ー ド バッ ク さ れ て いる と 考 
えら れる 。 その は ほか 神経 接続 、 精神 汚染 の 防止 性 能 と いっ た 
ソフ ト 面 で も 、 実 戦 デ ー タ を も と に し た 効率 化 が 図ら れ て い 
る と 考え る の が 妥当 で あろ う 


| 外装 


弐号 機 は 実戦 で の 本 格 運 用 を 求め られ た 機体 で ある た め 、 
零 号機 や 初 号 機 と 比べ て 、 肩 部 と 胸部 の 装甲 に 実用 的 な 改 
良 が 施さ れ て いる 。 た だ し 、 汎 用 性 と 量産 化 を 前 提 と し て い 
る た め 、 機体 の 各所 が 簡素 化 さ れ た も の と も 考え られ る 


特徴 的 な 頭 部 の 弐号 機 。 な 
お 、 表 層 部 の 眼 は 光学 カメ 
ラ で あり 、 素 体 の 目 は 装甲 
に よっ て 守ら れ て いる 


EVA 弐号 機 / 
頭 部 


| 作 徒 と の 戦 上 


完成 度 が 高く 、NERV 本 部 が 運用 し て いる 機体 の 中 で は 
最も 実戦 向き の 機体 と 言え る 弐号 機 。 初 号機 の ずば抜け た 
戦果 が "暴走" に 依る と ころ が 多い 反面 、 弐 号機 の 戦果 は 
機体 の 性 能 、 さ ら に それ を 駆る 操縦 者 の 非凡 な セン ス に 依る 
と ころ が 大 きい 。 た だ し 、 そ れ 故 に 操縦 者 で ある アス カ の シ 
ンク ロ 率 の 低下 が 戦闘 に 直接 影響 を 及ぼ し て し まう な どの 
貞 害 も あり 、 実 際 の 戦闘 力 は 彼女 の 体調 や 感情 に 左右 され 
る と ころ も あっ た よう だ 。 ア スカ が 及 ん だ 使徒 残 減 作 戦 の ほ 
と ん ど が 他 の 機体 と の 共同 作戦 で あっ た こと は 、 彼 女 に と っ 
て 幸い だ っ た と 言え る だ ろう 。 ちな み に 弐 号機 は 、 輸送 中 に 
第 6 使徒 と 遭遇 し EVA 初 の 水中 戦 を 行っ て いる 。 そ の 際 、 使 
徒 の 口内 に 捕らわれ る も 、 操縦 者 の アス カ と 同乗 者 の シン ジ 
の 一 念 に よっ て か が 高い シン クロ 率 を 記録 し た 。 こ の 現象 が 
起き た 理由 は 定か で は な い が 、 そ の 際 に は 弐号 機 頭 部 の 装 
甲 が 展開 し 、 素 体 の 目 が 覗い て いた と いう 。 


専属 採 織 者 ・ 惣 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 


適格 者 と し て 2 番目 に 見 出さ れ た 少女 、 セ カン ド チ ルド レ 
ン 。 来 日 前 は ドイ ツ に ある NERV 第 3 支部 に 所 属し 、 弐 号機 
の 起動 、 操 縦 訓 練 を 受け て いた 。EVA の 操縦 者 で ある こと 
に 強い 誇り を 持っ て いる 少女 で 、 プ ライ ド が 高く 勝ち 気 な 
性 格 で ある た め 、 消 極 的 な 古 シ ンジ や 感情 の 希薄 な 綾波 レ 
イ に 対し て 昔 立 ち を あら わ に する こと も 多い 。 


シン ジ に 過剰 な まで の 
競争 心 を 燃やす アス カ 
ll No1 に な る こと で 、 
、 自身 の 存在 意義 を 示し 
た い の か も し れ な い 。 


特殊 装備 


さま さ ざ ま な 局面 で の 運用 を 想定 し た 特殊 装備 が 開発 され 
た EVA。 た だ し 、 耐熱 ・ 耐 圧 ・ 耐 核 防護 服 で ある D 型 装備 の よ 
うな 一 部 の 特殊 装備 は 、 制 式 モ デル で ある 弐号 機 で の 運用 
を 想定 し て 開発 され て いた よう だ 。 


マグ マ 内 で の 活動 を 可能 と 
する 潜水 服 の よう な 局 地 戦 
用 D 型 装備 。 な お 、 操 縦 者 
に も 耐熱 仕様 の D 型 プラ グ 
スー ツ が 用 意 さ れ て いた 


局 地 戦 用 D 型 装備 は 脚 部 べ 革 
ルト に て プロ グレ ッ シ ブ ・ 
ナイ フ を 携行 可能 。 さ ら に 、 人 
使徒 捕獲 用 の キャ ッ チ ャ ー 
も 用 意 さ れ て いた 


局 地 戦 用 EVA-D 型 
装備 


TH FSSEHTIHLE 
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内 蔵 兵 装 
弐号 機 の 内 蔵 兵 器 は 、 肩 部 外 尊 パ ー ツ に 格納 され た プロ 
グレ ッ シ ブ ・ ナ イフ ( 改 ) で ある 。 同 兵器 は 初 号 機 が 持つ 
PK-01 タ イプ と は 異な り 、 刃 の 部 分 が カッ ター ナイ フ 状 と な 
っ て いる 。 その た め カ ッ タ ー ナ イフ と 同様 に 刃 が 折れ て も 、 
瞬時 に 替 刃 と 交換 する こと が 可能 で ある 


一 般 的 な カッ ター ナイ フ と 
は 刃 が 逆 向き の 構造 を 持つ 
PK-02。PK-01 タ イプ と 同 
様 に 、 刃 は 高 振動 粒子 に よ 
り 圧 縮 形 成 さ れ て いる 。 


左肩 マル チ ウ ェ ポ ン ・ ベ ペイ 
が 展開 し 、 内 部 か ら PK-02 軒 
を 収納 し た 輔 状 の ホル ダー 
が 前 面 に せり 出す 構造 と な 
っ て いる 


プロ グレ ッ シ ジブ プ ・ 
ナイ フ ( 改 ) PK-08 


マキ ニャ YEH を 一 ざさ ヤ 


キャ ラク ター 
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「 復 讐 」 の た め に 、 あえ て 対 使徒 戦 の 
最前 線 に 身 を 置く 若き 作戦 部 長 。 
EVA を 指揮 し 、 勇猛 果敢 に 使徒 に 挑ん で いく 。 


特務 機関 NERV 本 部 に て 、 戦 術 作戦 部 作戦 局 第 一 課 課長 を 務 
め る 女性 が 葛城 ミサ ト で ある 。 彼 女 は 、14 歳 の 頃 に 父 が 隊長 を 
| | 務め る 葛城 調査 隊 と と も に 南極 に 上 陸 し た が 、 そこ で セカ ンド イ 
ン パ クト に 直面 し 、 父 を 亡くし た 。 そ の ショ ッ ク に より 一 時 失語 
症 に 陥る も 、 無事 に 治癒 し 、 第 二 東 京 大 学 に 入学 。 同 大 学卒 業 
後 は NERV の 前 身 で あり 、 母体 と も な っ た 秘密 組織 ゲ ヒ ルン に 入 
所 し て いる 。 最終 的 に は ゲ ヒ ルン の 人 員 、 施設 その 他 の すべ て が 
NERV に 移行 し た た め に 、 当 然 ミ サト も それ に 沿い 、NERV 本 部 
へ 配属 され る こと と な る 。EVA に よる 使徒 残 減 戦 の 作戦 指揮 を 
担当 する 彼女 は 、 適 格 者 た ちの 直接 的 な 上 司 に 当たる 存在 で あ 
る 。 さ ら に 彼女 は 、 巡 シン ジ を 自宅 に 引き 取り 、 さ ら に は 第 7 使 
徒 迎撃 作戦 の 訓練 時 以降 は 惣 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー も 自宅 に 迎 
え 入 れ て いる 。 ミ サト は NERV の 作戦 部 長 と し て 適格 者 を 監督 
する だ け で は な く 、 ま だ 中 学生 の 少年 少女 で ある 彼ら を ひと り の 
大 人 と し て 見 守る 保護 者 的 な 役割 を 担っ て いた の で ある 


MM 


と キ ーー ニー 


初対面 で ある シン ジ に 、 自 分 の こと 
を 名 前 で 呼ぶ よう に 言う ミサ ト 。 緊 
張 し て いる で あろ う 相 手 を 気遣う な 
ど 、 そ の 細やか な 配慮 は 、 ま だ 少年 

少女 で ある 適格 者 の 助け と な る 


作戦 実行 時 は 、 甘 さ な ど 一 切な い 顔 
つき で 迷い な く 作 戦 指揮 を 執る ミサ 
ト 。 普段 見 せ て いる 能 天 気 な 態度 を 
一 変 さ せ 、 険 し い 表 情 を 見 せ て 操縦 
者 た ち に 命令 を 下 し て いく 


ENSHHHL HHTH 

較 名 前 : 葛城 ミサ ト 

較 年 齢 : 29 歳 

国籍 : 日 本 

圧 生年 月 日 : AD.1986/12/08 
較 血液 型 :A 型 

圏 所 属 : NERV/ 戦 術 作戦 部 作戦 局 第 一 課 課長 
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葛城 ミサ ト 


本 明 yW デ | 
| 人 箇 陣 人 礎 シンジ と の 関係 加持 リョ ウジ と の 関係 
本 来 な ら ば ひと り で 暮らす は ず だ っ た シン ジ 。 ミサ ト は 彼 を 、 学生 時 代 か ら の 知り あい で あり 、 元 恋人 で も ある 加持 リョ 


気さく で 陽気 、 か つ 楽 天 的 な 考え 方 の 持ち 主 で ある ミサ ト 自宅 に 引き 取る こと を 決め た 。 シ ンジ の 他人 を 寄せ 付け よ ウジ 。 彼 が NERV 本 部 に 在籍 する こと に な っ て か ら は 、 ミ サ 
一 見 する と いい 加減 な 性 格 を し て いる よう で 、 は る か に 歳 下 うと し な い 性 格 を 見 か ね て の こと と 思わ れる が 、 そ こ に は 彼 ト は その 言動 に 振り 回 され る 。 ま た 、 特 殊 な 任務 に つい て い 
の シン ジ に 初対面 か ら 「 歳 の 割 に 子供 っ ぽい 」 と 言わ れ て し 女 な り の 母性 が 働い た の か も し れ な い る 加持 の 持つ 情報 は 、 ミサ ト に 大 き な 影 響 を も た らし た 。 
まう ほど で ある 。 し か し その 実 、 芯 の 強 さ と 男勝り な 一 面 を 
持ち 合わ せ て お り 、 無 鉄砲 と も 思え る 行動 を 取る 場面 も 多々 
見 受け られ る 。 そ れ は 、NERV の 作戦 部 長 と いう 、 強 さと 潔 
さ が 必 要 な ポジ ショ ン を 務め て いく うち に 形成 され た 人 格 と 
も 推察 で きる 。 ま た 、 ミ サト は 理論 的 な 考え より も どちら か 
と いう と 感情 や 勘 を 頼り に 行動 する タイ プ で ある 。 正 し い 理 
論 と いう も の は 時 に 冷酷 な も の だ が 、 彼 女 は そう いっ た 正論 
より も 、 人 の 心情 に 重き を 置い て いる よう に 見 受け られ る 
冷静 な 理論 派 の 多い NEHRV に お いて 彼女 の よう な 人 物 は 珍 


自宅 で は 、 シ ンジ に だ らし 
な い 姿 を 見 せる こと も 訂 わ 
な い ミ サト 。 他人 に は 見 せ 
な い 次 を 晒す の は 、 彼 を 家 
族 と し て 認め て いる 証 と 言 
える 


過去 の 関係 を 暴露 され 、 攻 
を 真っ 赤 に し て 加持 を 門 鳴 
りつ ける ミサ ト 。 彼女 は ほこ 
の 再会 を 「 悪 夢 ] と 評 し て 
いる が 、 そ の 本 心 は 不明 で 
ある | 


シン 
も | 


マキ ご ざさ エエ H を 一 ささ ヤ 


し く 、 指 揮 官 と し て の 能力 も さる こと な が ら 、 そ の 性 質 が 周 mr 
囲 に 与え る 影響 は 大 きい 。 特 に 、 ま だ 春期 の 少年 少女 で 世 シ ンジ 
ある シン ジ ら 適格 者 に と っ て は 、 近 し い 大 人 と し て 多大 な 影 上 司 保護 者 | 全 部 下 ・ 保 


響 を 与え る 存在 と 言え る だ ろう 従 ゲ ンド ゥ 王 馬 人 
全 


部 下 ・ 指 令 | 同僚 ・ 元 恋人 
葛城 ミサ ト 
部 下 ・ 監 督 対象 同僚 ・I 旧 友 
日 ツ 
[希望 的 観測 は 、 人 が 


巡 ロ 上 司 | ・ 所 
生き て いく た め の 必 需 部 下 ・ 保 護 上 司 ・ 保 護 者 


品 よ 」 と 言う ミサ ト 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 
その 前 向き さ は 周囲 に 
も よい 影響 を 与え た 


| 委 


ミサ ト は 特務 機関 NERRV に お いて 、 戦術 作戦 部 作戦 局 第 一 
課 課長 と いう 要職 を 務め 、 ほ ぼ す べ て の 使徒 戦 に お いて 指揮 
を 執っ て きた 。 その 手腕 は 優秀 で 、 彼 女 の 立案 し た 作戦 が 
な けれ ば 使徒 残 減 が 困難 で あっ た 局面 も 多く 見 られ る 。 作 
戦 に は 成功 確率 が 限り な く 低 いも の も あり 、 適格 者 た ち は 困 
難 な 命 令 を 下さ れる こと と な っ た が 、 個 体 ご と に 特徴 の 異な 
る 未知 の 敵 と の 戦い は 、 も と より 勝率 を は じき 出す こと すら 
困難 な も の だ っ た 。 立案 され た 作戦 及び 実際 の 指揮 は 無 鉄 
砲 に も 見 えた が 、 結 果 的 に ミサ ト は 敗北 の 許さ れ な い 数 々 の 2 
使徒 史 減 作戦 を 成功 に 導い た 。 な お 、 セ カン ドイ ン パ クト 発 
生 時 、 ミ サト は その 惨劇 を 目の当たり に し 、 家 庭 を 顧み な か 
っ た は ず の 父 に 守ら れ て 生き 延び た 。 そ の 出来 事 は 彼女 の 
心 に 多大 な 影響 を 与え 、 使 徒 迎撃 の 任 に 着い た こと に つい 
て 「 復 讐 を し た い だ け な の か も し れ な い 」 と いっ た 言葉 を 口 に 
し て いる 。 対 使徒 戦 の 指揮 を 執る 立場 に 身 を 置く 、 と いう 
生き 方 を 選ん だ ミサ ト は 勇猛 果敢 な 人 物 と 言え る が 、 そ の 
裏 に は 意外 な 弱 さ も 見 え 隠れ し て いる 


NERV に お ける 活動 


NERV に よる 対 使徒 戦 の 現場 に お いて 作戦 立案 及び 指揮 
を 務め た ミサ ト は 、 直 属 の 部 下 で ある 日 向 マコ ト に 慕 われ て 
お り 、 適 格 者 た ちか ら も 一 定 の 信頼 を 得 て い た 。 難しい 立 
場 に 置か れ な が ら 、 作 戦 を 進め る 上 で 適当 な 人 間 関係 を 構 
築 し て いた こと も 、 作 戦 部 長 と し て 評価 され る べき 点 だ ろう 
な お ミサ ト は 、 対 使徒 戦 の みな ら ず 、J.A. 暴 走 事件 に お いて も 、 
その 暴走 を 単身 で 阻止 する 活躍 を 見 せ て お り 、 そ の 行動 力 
は NERV に お いて も 突出 し た 存在 と 言え る だ ろう 


J.A. 暴 走 時 、 そ の 和 機体 
に 乗り 込 も うと 試み る 
ミサ ト 。 危 険 な 場面 に 
身 を 置く こと も 碑 わ な 
い 豪 胆 さ を 見 せ た 


答 黙 か つ 冷 徹 な NERV 最 高司 令 官 。 
EVA に よる 対 使徒 戦略 の みな ら ず 
人 類 補完 計画 を も 推し 進め る 。 


02 7 


国連 直属 の 特務 機関 NERV、 そ の 本 部 を 統率 する 最高 司令 官 
が 和 ゲ ンド ウ で ある 。 西暦 2002 年 、 人 工進 化 研究 所 と ゲ ヒ ルン 
の 所 長 だ っ た 彼 は 、E 計 画 に 着手 。 次 いで 2004 年 に EVA 初 号 機 
の 接触 実験 を と り 行 う も 、 そ の 最 中 に 妻 の ユイ を 喪失 。 直 後に 
行方 不明 と な る も の の 1 週間 程度 で 復帰 し 、 人 類 補 完 計画 を 始 
め と し た さま ざま な 計画 に 着手 し て いく こと と な る 。 さ ら に ゲン 
ドウ は 、 ゲ ヒル ン が 特務 機関 NERV へ 移行 し た こと に 伴い 、 同機 
関 の 最高 司令 官 に 就任 し た 。 な お 、 ゲ ンド ウ は NERV の 最高 司 
令 官 で ある と 共に 、 人 類 補 完 計画 立案 者 と し て 計画 を 遂行 する 
立場 に ある が 、 そ の 実情 を 知る 者 は ほん の 一 握り で と 考え られ る 
ちな み に 、 ゲ ンド ウ が 本 格 的 に 人 類 補 完 計画 の 遂行 に 着手 し た 
の は 、 妻 で ある ユイ を 失っ た 後 の こ と だ が 、 彼 が 遂行 する 計画 の 
シナ リオ は 、 ゼ ー レ が 用 意 し た も の と 異な る と も 言わ れ て いる 
彼 の 真 の 目的 は 、 計 画 の 実現 に より 「 愛 し た 妻 に 再び 出逢う 」 
こと と も 推察 で きる が 、 その 真相 は 不明 で ある 


NERV 最 高司 令 官 と し て の 威厳 に 満 
ち た ゲン ドウ 。 他人 に ほとん と 上 興味 
を 示す こと が な い 彼 は 、 実 の 息子 と 
3 年 ぶり に 再会 し た 際 に も 、 そ の 硬 
い 表 情 を 六 す こと は な か っ た 


NERV 最 高司 令 官 を 務め る と 同時 に 、 
人 類 補完 計画 提唱 者 と し て 計画 を 遂 
行 す る ゲン ドウ 。 そ の 活動 を 褒 問 す 
る 特殊 な 機関 、 人 類 補完 委員 会 と 渡 
り 合う 機会 も 多かっ た 


PEHSHHHL HHTH 

園 名 前 : 梓 ゲ ンド ウ 

還 年 齢 : 48 歳 

較 国籍 : 日 本 

圏 生年 月 日 : AD.1967/04/29 
較 血液 型 :A 型 

園 所 属 : NERV/ 最 高司 令 官 


EHHWHETEH 


| 人 箇 瑞 人 


NERV の 最高 司令 官 と し て 卓越 し た 統率 力 を 見 せる 一 方 、 
目的 の た め な ら ば 手段 を 選ば な い 性 質 で ある ゲン ドウ 。 彼 は 
使徒 工 減 と いう 命題 の た めで あれ ば 、 実 の 息子 で ある 条 シン 
ジ で あろ うと 、 自 分 を 慕う 綾波 レイ で あろ うと 迷わ ず 利 用 す 
る 。 絶 対 的 な 信頼 を 寄せ る レイ の よう な 存在 は 別 と し て 、 そ 
れ 以 外 の 多く の 部 下 に は 、 冷 徹 な 人 物 と 評 さ れ て いる よう だ 
また 彼 は 、2015 年 に 至る まで に 秘密 結社 ゼー レー その 人 息 
の か か っ た 国連 の 褒 問 機関 で ある 人 類 補 完 委員 会 と 深い つ 
な が り を 構築 し 、 さ ま ざ ま な 計画 の 推進 を 任 さ れ て いる 。 そ 
の 活動 は 、NERV 本 部 に お いて も 古く か ら の 協力 者 で ある 冬 
月 コウ ゾウ 、 赤 木 リ ツ コ ら と いっ た 一 部 の も の し か 認識 し て 
いな いた め 、 人 外部 組織 だ け で な く 、NERV 内 部 に も 不信 感 を 
抱く 者 が いる よう だ 。 ち な み に 2015 年 に お いて は 、 各 計 画 に 


対す る 見 解 の 相違 か ら か 、 ゼ ー レ 及び 人 類 補 完 委員 会 と は 
衝突 を 繰り 返し て いる よう で 、 ゲ ンド ウ が 非常 に 難し い 立場 
に 身 を 置い て いる こと は 間違い な い 


シン ジ と 会 話す る ゲン 
ドウ 。 3 年 振り に 共に 
妻 の 墓参 り に 訪れ た 際 
は 、 珍 し く 父 親 と し て 


軸 記 語 請 証 還 較 の 古 を わせ た 


| 庄 


未知 の 存在 で ある 使徒 の 調査 、 残 減 を 担う NERV に お い 
て 、 最高 司令 官 と いう 役職 を 務め 、 そ の すべ て の 活動 に つい 
て 最終 的 な 決定 権 を 持っ て いた ゲン ドウ 。 さ ら に 対 使徒 戦 
の 現場 に お いて 最高 の 権限 を 持つ 組織 と な っ た NERV は 、 人 
類 補完 委員 会 に 監査 され る だ け で な く 、 一 部 の 対外 組織 に 
は 疎ん じ ら れ る 立場 に あっ た た め 、 そ の 対応 に 追わ れる な ど 
多忙 を 極め て いた よう だ 。 ま た 、E 計 画 、 ア ダム 計画 、 人 類 
補完 計画 と いっ た 計画 の 遂行 に つい て も ゲン ドウ が 最高 責任 
者 を 務め た が 、 そ れ ら の 背後 に は ゼー レ の 影 が 見 え 隠れ する 
すなわち 、 表 立っ た 活動 が で き な い ゼー レ の 計画 を 実行 に 移 
し て いた の が 、 ゲ ンド ウ で あっ た と 言え る だ ろう 。 彼 は 常に 
冷徹 な 指揮 官 と いう 役割 を 演じ な が ら 、 人 類 補完 計画 発動 
の 契機 を 狙っ て いた 。 目的 の た め に 必要 な 事柄 に つい て は 
何 ひ と つ 訂 うこ と が な く 、 冷 静 沈着 に こと を 進め る その 姿 が 
職務 に 忠実 で ある が 故に 、 彼 に は 常に [非情 な 人 物 ] と いう 
イメ ー ジ が 付き まとう こと と な っ た 


NERV に お ける 活動 


ゲン ドウ の 目的 の た め な ら ば 手段 を 選ば な い 性 質 と 、 瞬 時 
に 下さ れる 冷徹 な 判断 は 時 に 周囲 を 戸 惑 わ せる こと も ある 
また 、 数 々 の 機密 計画 の 指揮 も 執る と いう 多忙 さ 故 に 、 
NERV 本 部 に 不在 の こと も 多い 。 た だ し 、 執 務 を 貴 か に する 
こと は 決し て な く 、 の みな ら ず 、 第 9 使徒 柚 来 の 際 は 作業 現 
場 に 身 を 置い て 手動 に よる EVA 起動 準備 の 指揮 を 執る 姿 を 
見 せ た 。 そう いっ た ゲン ドウ の 座 勢 は 、 人 類 最後 の 砦 た る 
NERV の 統率 者 に ふさ わし いも の と 言え る だ ろう 


力 仕事 に 従事 する こと 
も 訂 わな い ゲ ンド ウ 
窮地 に お いて 、 部 下 た 
ち を 牽引 する 行動 力も 
持ち 合わ せ て いる 


シ ンジ と の 関係 

ゲン ドウ に 冷た い 態 度 を 取ら れ 続 け な が ら 、 望 み ど お り に 
EVA に 搭乗 する シン ジ 。 だ が 、 ゲ ンド ウ は 彼 を 突き 放し 続け 
る 。 不 器用 ゆえ に シン ジ を 傷つけ る こと を 恐れ る 「 愛 情 表現 
の 裏返し ] と も 考え られ る が 、 そ の 真意 は 定か で は な い 。 


も う EVA に は 乗ら な いと 
言う シン ジ に 「 和 失望 し た 
と 告げ る ゲン ドウ 。 逆 に 、 
それ まで は 期待 し て いた も 
の と も 受け と れる 


上 司 ・ 深 い 信 頼 


綾波 レイ と の 関係 ” 


ゲン ドウ に 絶対 的 な 信頼 を 寄せ て いる レイ 。 常に 冷静 沈 
着 な 態度 を 展 す こと の な い ゲ ンド ウ も 、 レ イ に 対し て は 柔和 
な 態度 を 見 せ て いる 。 そ の 態度 は 、 実 の 息子 た る シン ジ が 
始 に も 似 た 感情 を 抱い て し まう ほど 親密 な も の で ある 。 


鶴 号 機 の 起動 実験 失敗 の 際 
に は 珍し く 大 きく 狼 狼 し た 
表情 を 見 せ 、 そ の 身 の 危 険 
を 顧み る こと な く 、 自 ら の 
手 で レイ を 救出 し た 


上 司 ・ 協 力 
マ 部 下 ・ 協 力 者 5 


上 司 ・ 特 殊 な 関係 


部 下 ・ 舞 関心 
人 シ ンジ 
上 司 ・ 愛 憎 
て 部 下 ・ 指 令 
上 司 ・ 服 属 


部 下 ・ 特 殊 な 関係 
上 司 ・ 協 力 と 監視 


マキ ニュ エキ HH を どー で ざさ ヤ 


HHHHETEH 


_NERV_ 


冬 月 
コウ ソ 


人 ゲ ンド ウ を 補佐 する NERV 副 司令 官 。 
年 長者 らし い 穏やか さと 厳し さ を 持 ち 、 
特殊 な 組織 で ある NERV の 活動 を 支え る 。 


| NERV に お いて 常に 最高 司令 官 、 征 ゲン ドウ の 側 に 立ち 、 そ の 
補佐 役 を 担う 副 司 令 官 が 冬 月 コウ ゾウ で ある 。 過去 に 京都 大 学 
ア に て 形 面 上 生物 学 の 研究 を 専門 と し 、 ま た 教鞭 も 執っ て いた 彼 
は 、 1999 年 頃 、 教え 子 の 和 ユ イ の 紹介 に より 、 ゲン ドウ (当時 は 
六 分 儀 姓 ) と 出会う 。 そ の 後 、 セ カン ドイ ン パ クト を 経て 、 2002 
年 、 国 連 の セカ ンド イン パク ト 調 査 団 に 参加 し た 際 に ゲン ドウ と 
再会 。 こ の 頃 、 ゲ ンド ウ に 対し て 強い 不信 感 を 抱い て いた も の の 、 
その 後 人 工進 化 研究 所 に 彼 を 訪問 し た 後 は 、 一 転 し て 協力 関係 
を 結ぶ こと と な っ た 。 以来 、 科 月 は ゲン ドウ の 腹心 と し て 活動 し 
て きた が 、 時 に 非情 に 過ぎ る と 思わ れる 判断 を する ゲン ドウ に 助 
言 を 与え 、 彼 の 真意 を 部 下 た ち に 伝え る 仲介 者 と し て の 役割 も 
果たす 彼 は 、NERV に と っ て も 欠か せな い 存 在 と な る 。NERV と 
いう 場所 を ひと つの 組織 と し て 考え た 場合 、 冬 月 と いう 人 間 は 、 
ゲン ドウ と は 違う 角度 で 大 局 を 見 据え る こと の で きる 非常 に 貴 
重 な 存在 と 言え る だ ろう 


NERV 本 部 に お いて 、 常 に ゲン ドウ 
妥 の 傍 に 立つ 冬 月 。 ゲ ンド ウ と 会 話す 
| る 際 は 、 部 下 に 対す る 時 より も 複雑 

な 表情 を 見 せる が 、 そ こ か ら は ふた 
り の 付き 合い の 深 さ が 宝 え る 


発令 所 の 司令 席 で は 、 声 を ひそ め て 
ゲン ドウ と 会 話す る 場面 る 多々 見 ら 
れる 。 ゲ ンド ウ が 常に 冬 月 を 隣 に 置 
く の は 、 他 人 に 聞か れ て は な ら な い 
会 話 が 多い せい も ある だ ろう 


PENSUHHL HHTH 

名 前 科 月 コウ ゾウ 

較 年 齢 : 不明 

還 国籍 : 日 本 

園生 年 月 日 : AD.?/04/09 
較 血液 型 : AB 型 

男 所 属 : NERV/ 副 司令 官 
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| 人 箇 剛 係 


NERV 副 司令 官 と いう 特殊 な 立場 に あり 、 非 日 常 性 の 高 
い 場 所 に いな が ら も 、 情 に 厚い 人 間 性 と 常識 的 な 思考 を 持 
つ 人 物 で ある 冬 月 。 使 徒 と の 戦闘 時 、 パ イロ ッ ト の 生命 
慮 る よう な 言動 が 見 られ る こと や 、 国連 軍 に 出撃 を 要請 し な 
く て は な ら な い 事 態 に 陥っ た 際 に 了 を 嫌う よう な 発言 を し て 
いた こと か ら も 、 そ の 事実 が 見 て 取れ る 。 こ うい っ た 彼 の 性 
質 は NERV 内 、 特 に 上 層 部 の 中 で は 稀有 な も の で ある 。 ま た 
その 人 と な り が 温厚 で ゲン ドウ ほど と 威圧 的 で な いた めか 、 部 
下 た ち に も それ な り に 慕 われ て いる 様子 で ある 。 非 常に 「 人 
間 ら し い 」 存在 で ある と 言え る 冬 月 で は ある が 、 そ の 一 方 で 
ゲン ドウ や ゼー レ と いっ た 人 類 補完 計画 を 担う 人 々 と も 強い 
繋が り を 持っ て お り 、 彼 の み し か 知り 得 な い 葛 藤 も 抱え て い 
る よう だ 。 な お 、 仕 事 以外 で 同僚 た ち 、 あ る い は 部 下 た ちと 


の 付き 合い は 見 受け られ な い が 、 こ れ は 他人 と の 私 的 な 交流 
を 軽 ん じ て い る と いう より も 研究 者 的 な 性 質 に よる と ころ が 
大 きい と 推測 され る 


任務 の 合間 に 詰め 将棋 
を 楽し む 冬 月 。 ひ と り 
で 時 間 を 潰す こと を 苦 
と し な い 性 格 で ある よ 
うだ 


請 


お も に NERV 司 令 部 で 活動 する 冬 月 。 彼 は この 特異 な 組 
織 に お ける 最 年 長 の 人 物 で ある 。 ゲ ンド ウ と いう 上 司 と 、 部 
下 に あたる スタ ッ フ た ちの 間 で 緩衝 剤 的 な 役割 を 果たし て い 
る 冬 月 だ が 、 そ の 位置 を あま り 苦 と し て いな い 様 子 で ある 
組織 内 で の 階級 は ゲン ドウ より 下 に な る が 、 年 長者 と し て ゲ 
ンド ウ と 対等 に 接する こと も 冬 月 の み が 成 し 得る こと と 言え 
る だ ろう 。 ちな み に 冬 月 は 、 ゲ ンド ウ と 同様 に か ね て か ら ゼ 
ー レ と の 繋が り を 持ち 、EVA に 関す る さま ざま な 計画 や 、 人 
類 補完 計画 を 中 心 と する 一 連 の 事案 に つい て の 真実 を 知る 
人 物 で も ある 。 そ の 思惑 は 不明 だ が 、NERV 本 部 に お いて 使 
徒 嘩 減 の た め の 活動 に 従事 する 一 方 で 、 ゲ ンド ウ を 中 心 と し 
た 一 部 の 人 間 が 実行 役 を 務め る 人 類 補完 計画 に お いて も 、 
非常 に 重要 な 役割 果たし て いる も の と 考え られ る 。 そ の 
態度 で は っ きり と 見 せる こと は な いも の の 、 ゲ ンド ウ は 冬 月 
に か な り の 信頼 を 寄せ 「 よ き 理 解 者 ] と し て 側 に 置き 、 冬 月 
も また その 意思 を 波 ん で 行動 し て いる よう だ 


NERV に お ける 活動 


冬 月 の お も な 仕事 は 勿論 、 ゲ ンド ウ の サポ ー ト を する こと 
で ある 。 ゲ ンド ウ が 司令 席 に いる 際 は 常に 側 に 立っ て 助言 
を 口 に する 姿 が 見 られ る が 、 何 か と 席 を 外す ゲン ドウ に 代わ 
り 、 作 戦 指 揮 を 執る こと も ある 。 ま た 「 古 め 、 昔 か ら 雑 務 は 
みん な 私 に 押し つけ お っ て 」 と こぼし て いる こと か ら 、 上 層 部 
が 請け 負う べき 雑事 を 一 手 に 引き 受け て いる と も 推察 で き 
る 。 サ ポー ト 的 業務 、 最高 司令 官 の 代行 、 庶務 一 般 を こなす 
冬 月 は 、 NERV に 必要 不可 欠 な 人 物 と 言え る だ ろう 


>NN ゲン < る 


角 


最高 責任 者 と な る 冬 月 
普段 の 穏やか さと は 一 
転 し て 、 厳 し い 表情 を 
浮か べ る こと も ある 


最高 司令 官 の 不在 時 は 、 


本 ゲン ドウ と の 関係 


ゲン ドウ と 冬 月 は 、15 年 ほど 昔 か ら 知 己 で ある 。10 歳 ほ 
と の 年 齢 差 は ある も の の 常に 対等 な 関係 を 保っ て お り 、 ゲン 
ドウ に と っ て の 冬 月 は た っ た ひと り の 「 よ き 理 解 者 ] で あり 、 
冬 月 も また それ を 強く 自覚 し て いる よう だ 


3 年 ぶり に 息子 と 対面 する 
ゲン ドウ を 見 送る 際 、 微 妙 
な 表情 を 見 せ た 冬 月 。 年 長 
者 と し て 、 何 か 思う と ころ 
が あっ た の か も し れ な い 


NERV ス タッ フ と の 関係 
NERV 司 令 部 に お いて 最 年 長 で ある 冬 月 。 直 属 と 思わ れる 
部 下 は 青葉 シゲ ル の み だ が 、 そ の 他 の スタ ッ フ に と っ て や 冷 
徹 で 威圧 感 の 強い ゲン ドウ より は 、 常 識 人 で あり 温厚 な 冬 月 
の ほう が 上 司 と し て 接し や すい 人 間 で ある よう だ 。 


偶然 電車 内 で 出会っ た 際 、 
緊張 の 面持ち で 冬 月 に 挨拶 
を する 青葉 。 ゲ ンド ウ と は 
異な り 、 部 下 に は 純粋 な 意 
味 で の 敬意 を 払わ れ て いる 
よう だ 


巡 ゲン ドウ 


部 下 ・ 協 力 者 


部 下 ・ 協 力 者 


上 司 ・ 協 力 


赤木 リツ コ 


協力 


ME 部 下 ・ 監 督 対象 


| 生 直 ミ サト 上 司 ・ 服 属 


部 下 ・ 複 雑 な 関係 


上 司 ・ 服 属 
部 下 ・ 指 令 


上 司 ・ 協 力 と 監視 


NERV 制 服 
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ヾ キ ご 


キャ ラク ター 
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| 赤木 リツ コ 


NERV の 技術 的 な 側面 を 一 手 に 引き 受け る 科学 者 。 
秀 で た 才能 を 持つ が ゆえ に 、 
彼女 は NERV の 暗部 を も 知る 人 物 と な る 。 


E 計 画 責任 者 、MAGI の 運営 と 管理 責任 者 を 兼任 する NERV 本 
部 技術 開発 部 技術 局 一 課 所 属 の 科学 者 が 赤木 リツ コ で ある 。 第 
2 東京 大 学 を 卒業 し た 後に ゲ ヒ ルン に 所 属す る こと と な っ た リツ 
コ は 、 そ こ で EE 計画 セク ショ ン に 配属 され 、 EVA 開発 作業 の 中 心 
人 物 と な っ て いく 。 さ ら に NERV に 籍 を 移し て か ら は 、 故人 と な 
っ た 母 が 基礎 理論 を 構築 し た スー パー コン ピュ ー タ MAGI の 運 
営 、 管 理 を 担当 する こと と な る 。 彼 女 の 性 質 は 簡潔 か つ 論 理 的 で 、 
科学 者 らし い デー タ に 基づい た 思考 の 持ち 主 と 言 える 。 た だ 、 
自分 自身 に 高い 稔 持 を 持ち 、 他 人 の みな ら ず 自分 に も 非常 に 厳 
し い 。 自分 の 失敗 は 自分 で 拭 お うと し 、 近 し い 人 間 に 頼 る こと 
が な い 。 こ れ は 、 自 ら の 能力 に 絶対 的 な 自信 を 持つ 彼女 
ライ ド 」 ゆえ の 行動 で ある と 共に 、 他 人 を 信用 する こと が で き な ぐ 、、 
いと いう 感情 の 裏返し と も と れる 。 な お 、 そ の 任務 の 性 質 上 、 人 、 
ゲン ドウ と は 秘 補 裏 に 接触 を し て いる 様子 が あり 、 人 類 補 完 
画 に 関係 する 一 部 の 李 秘 事項 に も 通じ て いる よう だ 4 

し 
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感情 を 表 に 出さ な い 性 格 と 思 


ちな リツ コ だ が 、 実 際 は 表情 豊か で NE 


笑顔 を 見 せる こと も 多い 。 ま た 、 潜 Be 
水 作業 も 豚 わ な いな ど 、 活 動 的 な 一 
面 も 持っ て いる 


IN 
/ 
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凛と し た 表情 で 、EVA 零 号機 の 再 
起動 実験 に 臨む リツ コ 。 伊吹 マヤ を 
は じ め と する オペ レー ター に 簡潔 か 
つ 的 確 な 指示 を 与え る その 表情 か ら 
は 、 一 瞬 の 迷い も 読み 取れ な い 


PEHSIHHL HHTH 

圏 名 前 赤木 リツ コ 

較 年 齢 :30 歳 

面 国籍 : 日 本 

較 生年 月 日 : AD.1985/11721 

較 血液 型 :B 型 

較 所 属 : NERV/ 技 術 開発 部 技術 局 一 課 
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科学 者 らし い 論 理 的 な 思考 の 持ち 主 で ある リツ コ 。 冷 
に 状況 を 把握 し た うえ で 必要 と 判断 し た な ら ば 、 過 激 な 手 
段 を 執る こと も 胡 わ な い 。 ま た 、 無 駄 だ と 判断 され る も の は 
完全 に 省 い て いく 。 そ の 場 の 感情 より も 現実 に 沿っ て 行動 
する 彼女 は 、 職 務 に お いて は 時 に 非情 と も 思え る 判断 を 下 
すう え に 多 少 神経 質 な と ころ も 持ち 合わ せ て いる 。 し か し 、 
同時 に その 能力 は 高く 評価 され て お り 、NERV 本 部 に お いて 
は ゲン ドウ と は 違っ た 意味 で 異 怖 され て いる よう だ 。 直属 の 
部 下 で ある マヤ な ど は 、 そ の 能力 を 信奉 し 敬愛 し きっ て いる 
ほど で ある 。 ま た 、 プ ライ ベー ト で は それ な り に と っ つき や す 
い 姿 も 見 せ 、 頭 が 固い だ け で は な いと いう 一 面 も の ぞ か せ て 
いる 。 た だ 、 大 学生 の 頃 か ら の 旧友 で 非常 に 近しい 間柄 で 
ある 葛城 ミサト や 加持 リョ ウジ に 対し て も 、 リ ツ コ は 積極 的 
に 自分 の こと を 語 ろ うと し な い 。 自分 自身 に 興味 が 無い た 
め と も 受け 取れ る が 、 こ こ に も 他人 を 信用 する こと が で き な 
いと いう 性 格 が 見 え 隠れ し て いる 


「 ヤ マ ア ラ シ の ジレ ン 
マ ] に つい て 説明 する 
リツ コ 。 人 間 関 係 に つ 
いて も 論理 的 に 解釈 す 
る 性 質 の よう だ 


EVA 関連 の 実験 の 際 は 必ず 中 心 と な っ て 指揮 を 執っ て い 
る リツ コ 。 実験 の 際 に は 何ら か の 問題 が 発生 する こと も 多 
い が 、 そ の 度 に 彼女 の 的 確 な 判断 も 手伝い 、 何 と か 事なき 
を 得 て い る 。 ま た 彼女 は 、 NERV 本 部 の 全 シ ステ ム を 制御 す 
る スー パー コン ピュ ー タ で あり 、EVA の サポ ー ト コン ピュ ー 
タ で も ある MAGI の 運用 、 管 理 の 責任 者 で も ある 。MAGI は 
第 三 新 東京 市 の 市 政 に まで 利用 され て お り 、NERV だ け で は 
な く 一 都市 の 命運 を 左右 する その シス テム の 運用 、 管理 を 一 
任 さ れ て いる こと は 、 リ ツ コ に と っ て 科学 者 と し て の 誇り に 
な っ て いる よう だ 。 ちなみに 、 一 般 職 員 が 知る こと の な い 
NERV の 数 々 の 秘密 を 知っ て いる リツ コ は 、 ゲ ンド ウ の 数 少 
な い 協 力 者 で も ある 。 ゲ ンド ウ が 秘密 裏 に 推進 する 人 類 補 
完 計画 に 力 を 貸す こと を 己 の 役割 と し て いる 彼女 は 、 機 密 
保持 の た め に 他 の スタ ッ フ を 結果 的 に 騙す こと に な っ た り 、 
倫理 観 に 反する ダミ ー シ ス テム の 開発 を 行う な ど 、NERV に 
お ける 暗部 を 担う 存在 に も な っ て いる 


圏 NERV に お ける 活動 


科学 者 と し て 研究 を 進め る だ け で な く 、 対 使徒 戦 に お いて 

も 重要 な 存在 で ある リツ コ 。 第 11 使 徒 が NERV 本 部 内 に 侵 
入 し た 際 は 、 そ の 能力 を いか ん な く 発 揮 し た 。MAGI へ と ハ 
ッ キ ング を 仕掛 け 、 NERV 本 部 の 自律 自爆 を 実行 し よう と し 
た 同 使徒 に 対し 、 自 減 促進 プロ グラ ム を 送り 込む こと に より 
自 壊さ せる こと に 成功 し た の で ある 。 こ れ は 、EVA を 使用 す 
る こと な く 使 徒 を 残 減 し た 唯一 の 事例 で あり 、 類 稀 な 能力 
を 持つ リツ コ が 勝ち 取っ た 勝利 と 言え る だ ろう 


自ら の 手 で MAGI を 守 
り 抜 こ うと する リツ コ 
彼女 が 表立っ て 戦っ た 
数 少な い 事例 で ある 


裏 コ ー ド な ど を も と に 、 


還 巡 ゲ ンド ウ と の 関係 

NERV 最 高司 令 官 で あり 、 人 類 補 完 計画 の 実行 者 で も あ 
る ゲン ドウ 。NERV 内 の 技術 的 な 側面 を 一 手 に 引き 受け て 
いる リツ コ は 、 科 学者 と し て 、 ま た ひと り の 「 女 ] と し て その 
能力 の すべ て を ゲン ドウ に 捧げ る 協力 者 で ある 
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ゲン ドウ に 特別 扱い され て 
いる レイ を 見 て 、 怒 婦 と も 
取れ る 表情 を 浮か べ る リツ 
コ 。 科 学者 と し て の 顔 の 裏 
に は 「 女 」 と し て の 顔 が あ 
る の か も し れ な い 


男 葛城 ミサ ト と の 関係 


同僚 で あり 、 学 生 時 代 か ら の 旧友 で も ある ミサ ト 。 互い に 
EVA に 深く 関わ る 身 と し て 、 自 ら に は な い 相 手 の 性 質 に 助 
けら れる こと も 多々 あり 、 あ まり 他人 に 気 を 許す こと の な い 
リツ コ に と っ て は 貴重 な 存在 で ある よう だ 


リツ コ に ioi で Gi プラ イベ 
ー ト で の 付き 合い も 由 と す 
る 友人 は 数 少な い 。 加 持 も 
含め た 3 人 の 関係 は 、 彼 女 
に と っ て 特別 な を も の の よう 


部 下 ・ 特 殊 な 関係 
・ 旧 友 


可 
彰 


條 上 司 . 特殊 な 関係 


葛城 ミサ ト 


名 
導 


同僚 ・| 旧 友 ァ < 上 司 ・ 敬 愛 


部 下 ・ 協 力 者 冬 月 コウ ゾウ 


加持 リョ ウジ 本 作 ・ 皮 


部 下 ・ 始 ? 


上 司 ・ 無 関心 


マキ ニー エ H を 一 ざさ ヤ 


キャ ラク ター 
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加持 
リョ ウン 


NERV、 日 本 国政 府 、 セー レ の 三 者 間 で 
謀 報 活動 を 続け た 間 謀 。 彼 は 死 の 間際 まで 、 
人 類 存亡 に 関わ る 真実 を 追い 続け た 。 


特務 機関 NERV の 特殊 監察 部 に 所 属す る 加持 リョ ウジ 。 同 時 
に 彼 は 、 日 本 国政 府内 務 省 調査 部 、 さ ら に ゼー レ の 間 謀 と し て 
活動 し て いる 「 三 重 ス パイ | で ある 。NERV ド イツ 支部 に 勤務 し 
て いた 加持 は 、 ア スカ と 弐号 機 の 来 日 の 際 に 護衛 と し て 同行 し 
ドイ ツ よ り 帰 国 。 出 向 の 辞令 を 受け 、 そ の まま NERV 本 部 に 勤 
務 す る こと と な っ た 。 あ ら ゆ る 側面 か ら 課 報 活動 を 続け て いた 
加持 だ が 、 そ の 個人 的 な 目的 は 、NERV や ゼー レ の 秘密 裏 の 活 
動 を 知る こと だ っ た と 考え られ て いる 。 た だ し 、 そ の 真相 は 明 ら 
か に な っ て お ら ず 、 結果 的 に その 活動 は 葛城 ミサ ト に 引き 継が れ 
る こと と な っ た 。 ちなみ に 、 来 日 と いう 状況 の 変化 は 彼 に と っ て 
都合 の 良い 出来 事 と 考え られ る が 、 こ れ ら が ゼー レ ら に より 意図 
的 に 作ら れ た 状況 だ っ た か は 定か で は な い 。 周囲 に は 危険 が 増 
し て いっ た が 、 そ れ を 廊 う こと すら な か っ た 加持 。 本 人 の 口 か ら 
あえ て 危険 な 場所 に 身 を 置い て いた 理由 が 語ら れる こと は な く 、 
彼 は 死 の 瞬間 まで 真実 を 追い 求め た 


周囲 に は 終 々 と し て 掴み 所 の な い 人 
物 、 と いう 印象 を 与え る 加持 。 無精 
能 と 無造作 に 括っ た 長髪 と いう 外見 
上 の 特徴 も 、 そ うい っ た 印象 を 与え 
る 要因 と 言え よう 


内 務 省 の スパ イ に 忠告 を 受け た 際 、 
何ごと も 自分 の 目 で 確か め な いと 気 
が 済ま な い タ チ だ と 答え た 加持 。 組 
織 に 属し て いて も 、 行 動 を 制限 され 
る こと は 好ま な いよ うだ 


PEH5SHHHL HHTH 

園 名 前 : 加持 リョ ウン 

較 年 齢 :30 歳 

画 国籍 : 日 本 

生年 月 日 : AD.1985/06/17 
較 血液 型 : A 弄 

悦 所 属 : NERV/ 特 殊 監 窪 部 他 
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| 人 箇 瑞 人 


間 謀 と いう 特殊 な 立場 に あり な が ら 、 一 見 、 軽薄 そう な 印 
象 を 与え る 加持 。 外 見 的 な 印象 に 加え 、 女 性 に 対し て 腹面 
な く 甘 い 言葉 を 路 く こと が その お も な 要因 で ある 。 か つて 恋 
人 で あっ た ミサ ト だ け に 留まら ず 、 古 いつ き あ い の あ る 赤木 
リツ コ や 、 ほ ば ぼ 初 対面 だ っ た と 考え られ る 伊吹 マヤ に まで ち 
ょ っ つかい を 出し て いた よう だ 。 ま た 彼 は 、 他 人 を か ら か うこ 
と も し ば し ば で 、 ミ サト な ど は その 言動 に 翻弄 され る こと も 
多かっ た よう で ある 。 し か し その 一 方 で 、 惣 流 ・ ア スカ ・ ラ ン 
グレ ー に は 保護 者 と し て 紳士 的 に 接し 、 和 シン ジ に 対し て は 
よき 理解 者 と し て 真剣 に 忠告 を 与え る こと も 多く 、 適 格 者 
に と っ て は 「 身 近 に いる 大 人 の 男性 ] と いう 貴重 な 存在 で あ 
っ た 。 た だ 、 他 人 に 様々 な 側面 か ら 関 わる こと を 太 わ な か っ 
た 加持 だ が 、 そ の 一 方 で 、 自 身 に つい て 追及 され た 際 は の ら 
りく ら り と か わし 、 そ の 本 心 を 見 せる こと は ほとん ど な か っ た 
その 潰 然 と し た 性 質 は 、 自 ら の 本 心 を 見 せな いた め に 培 わ れ 
た も の と も 考え られ る 


シン シ ジ に 再び EVA に 
乗る 決意 を させ た 加持 
大 人 の 男性 と し て 、 道 
標 を 与え る 存在 で あ 

た と 言え る だ ろう 


| 


NERV を 含む 3 つの 組織 を 股 に 掛け 、 さ ま ざ ま を な 情報 収集 
に 奉 走 し て いた 加持 。 ドイ ツ 支 部 か ら 本 部 に 転属 し た あと は 、 
施設 内 部 の 探索 と いっ た NERV 以 外 の 組織 へ の 報告 を 主眼 
と し た (ある い は 個人 的 な ) 活動 も 行なっ て いた よう だ 。 そ 
の 立場 を 利用 し て あら ゆる 情報 を 収集 し て いた 彼 の 目的 は 、 
セカ ンド イン パク ト 、 あ る い は 人 類 補完 計画 の 真実 を 知る こ 
と で あっ た と する 見 方 が 有力 で ある 。 た だ し 加持 は 、 そ れ を 
知っ て 何 か に 利用 する と いっ た 二 次 的 な 目的 は 持っ て いな 
か っ た よう で ある 。 「 自 分 の 中 の 真実 に 近づき た い だ け だ 」 と 
迷う こと な く 口 に し て いた こと も 、 そ の 証左 で ある 。 彼 の 求 
め て いた 真実 を 知る た め に は 、 様 々 な 情報 を ま 得 な けれ ば な ら 
ず 、 そ の た め に 彼 は 最も 情報 の 集まっ て きやすい ポジ ショ ン 
を 探し て いた と も 考え られ る 。 それ が 結果 と し て 、 セ カン ド 
イン パク ト に 何ら か の 形 で 関わ っ て いる で あろ う 組 織 を 行き 
来 し 、 三重 スパ イ を する と いう 行為 だ っ た と 言え る だ ろう 


NERV に お ける 活動 


NERV に お いて は 、 間 課 以 外 の 仕事 も 受け 持っ た 加持 
情報 公開 法 に 基づい て 請求 され た 資料 の 操作 (改定 )、 対 第 
7 使徒 戦 の 作戦 案 提示 な ど 、 専 門外 と 見 られ る 活動 も こなし 、 
結果 を 残し て いる 。 こ れ ら の 事実 か ら 彼 が オー ル マ イ ティ な 
能力 を 持つ こと は 明白 で あり 、 ゆ え に ゲ ンド ウ は 彼 を 重用 し 
た の で ある 。 し か し 、3 つ の 組織 問 を パラ ンス よく 動く べき だ 
っ た 彼 は 、 後に ゼー レ に 拉致 され た 冬 月 を 救出 する 。 こ の 行 
動 が 、 NERV の み に 与 する 行為 と 見 られ た よう だ 


組織 を 股 に 掛け る 活動 
を 続け た 結果 、 何 者 か 
に より 銃撃 され た 加持 
死 の 直前 の 表情 に 後悔 
の 色 は 見 られ な か っ た 


葛城 ミサ ト と の 関係 


NERV の 同僚 で ある ミサ ト 。 か つて 恋愛 関係 に あっ た が 、 
加持 が 来 日 し て か らし ば らく の 間 、 ミ サト は 彼 を 避け る よう 
な 素振り を 見 せ て いた 。 し か し 、 ミ サト が 加持 と 別れ た 理由 
を 語っ た 後 、 ふ た り は 再び 恋人 と 呼べ る 関係 に な る 


ミサ ト の 傍ら で 真剣 な 表情 
を 浮か べ る 加持 。 彼 女 に 後 
を 託す こと で 、 更 な る 危険 
『 4 に 身 を お こう と いう 強い 決 


I6ELIWH 間 H 有 IIE 


巡 ゲン ドウ と の 関係 3 


NERV に お ける 加持 は ゲン ドウ の 特命 で 動く こと が 多く 、 
来 日 し た 真 の 目的 も 、 復 元 さ れ た アダ ム の サン プル を ゲン ド 
ウ に 届け る こと だ っ た 。 ゲ ンド ウ は 彼 が 三重 スパ イ で ある こ 
と に 気づき つつ 、 彼 を 最大 限 に 利用 し て いた よう だ 。 


アダ ム の サン プル を 運ぶ と 
いう 、 危 険 か つ 重 大 な 任務 
を 遂行 し た 加持 。 ゲ ンド ウ 
も 、 彼 の 能力 を 非常 に 高く 


意 が 見 て 取れ る 評価 し て いた まう だ 
葛城 ミサ ト 
同僚 ・ 元 恋人 | 鈴 同 僚 ・ 元 恋人 
た 上 司 ・ 協 力 と 監視 同僚 ・ 旧 友 
確 ゲ シ ド ウ 【 呈 計 赤木 リツ コ 
部 下 ・ 複 雑 な 関係 同僚 ・ 旧 友 邊 
上 司 ・ 協 力 と 監視 本 、| 人 本 
| < 月 コウ ソウ 部 下 ・ 複 雑 な 関係 | 

元 部 下 ・ 保 護 | 


物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 


ヾ マキ ご で NH を 一 で ざさ び さえ ヤ 


キャ ラク ター 
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| 青葉 シゲ ル 


中 央 作戦 司令 室 付け の スタ ッ フ 。 
情報 分 析 の スペ シャ リス ト と し て 上 忠実 に 職務 を まっ と うす る 。 


NERV 本 部 に お いて 、 中 央 作戦 司令 室 付 け と いう 肩書 き を 持 
ち 、 オ ペレ ー タ ー を 務め る スタ ッ フ が 青葉 シゲ ル で ある 。 端的 に 
言え 々 ば リア リス ト と いえ る 性 質 の 持ち 主 で ある シゲ ル 。 自 ら に つ 
いて 語る こと は ほとん ど な く 、 プ ライ ベー ト で も 同僚 た ちと 付き 
合い を 持つ 様子 は 見 られ な い 。 私 的 な 面 で 判明 し て いる こと と 
いえ ば 、 ギ ター が 趣味 の ひと つと いう こと 程度 で ある 。 た だ 、 仕 
」 事 面 に つい て は 、 や や 軽 そ うに 見 える 外見 に 反し て 、 非 常に 真 
| 面目 に 取り 組ん で いる 。 不測 の 事態 を アナ ウン ス す る 際 な ど に 
! は 激 す る 姿 も 見 受け られ る が 、 そ の オペ レー ティ ング 自体 は 正確 
で あり 、 冷 静 に 情報 分 析 を 行っ て いる も の と 見 受け られ る 。 地 
味 な 裏方 で は ある が 、 忠 実に 職務 を まっ と うす る 彼 の 存在 は 、 中 

央 作戦 司令 室 に お いて 必要 不可 欠 だ っ た と 言え る だ ろう 


NERV 


第 10 使 徒 奄 減 作戦 を 展開 する 際 、 
退避 する よう 勧告 し た 葛城 ミサ ト に 
対し 「 こ れ も 仕事 で すか ら | と 返し 

『 』 『 = た シゲ ル 。 彼 の 業務 に 対す る 座 勢 は 
ーー ン ミ ) 証 El 非常 に 真 撃 を も の だ っ た 
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較 名 前 : 青葉 シゲ ル 

還 年 齢 : 不明 

較 国籍 : 日 本 

較 生年 月 日 : AD.?/5/5 

較 血液 型 : A 型 

本 所 属 : NERV/ 中 央 作戦 司令 室 付 
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| 人 箇 瑞 係 


MM 令 室 付け と いう 肩書 き を 持つ シゲ ル だ が 、 同じ 
オペ レー ター 業務 を 務め る 日 向 マコ ト 、 伊 吹 マ ヤ と は 異な り 、 
yh り し な い 。 その 位置 づけ や 中 央 作戦 
司令 室 で の や り 取 りか ら 、 冬 月 コウ ゾウ が 直属 の 上 司 で ある 
と も 考え られ る が 定か で は な い 。 私 的 に は 強い 繋が り の ある 
人 物 を 持た な い シ ゲル だ が 、 同 僚 で ある マコ ト と マヤ と は お 
お むね 良好 な 関係 に あり 、 中 央 作戦 司令 室 に お ける オペ レー 
ター 業務 で は 息 の あ っ た と ころ を 見 せ て も いる 。NERV に お 
ける シゲ ル は 、 適 度 な 人 間 関 係 を 築い て は いる も の の 、 あ く 
まで ビジ ネス ライ ク に 職務 を まっ と うし て いる よう だ 


leer 
時 り 


第 87 タ ン バ パク 壁 の 異変 
に つい て 科 月 の 確認 を 
取る シゲ ル 。 冬 月 が オ 
ペレ ー タ ー と 直接 や り 
取り する こと は 珍し い 


031I 


旧 向 マコ ト 


作戦 局 第 一 課 に 所 属す る スタ ッ フ 。 敬 愛す る 上 司 、 
葛城 ミサ ト の 補佐 役 と し て 対 使徒 戦 に 臨む 。 


NERV 本 部 戦術 作戦 部 作戦 局 第 一 課 に 所 属し 、 作 戦 立案 、 情 
報 分 析 、 通 信 な ど 様 々 な 任務 に 従事 し て いる スタ ッ フ が 日 向 マ 
コト で ある 。 勤務 中 は 厳し い 表 情 を 見 せる こと も 多い が 、 若 十 
14 歳 で ある 適格 者 の こと を 気遣う 態度 を 見 せる こと も ある 和 柔和 
な 性 格 の 持ち 主 で ある 。 職務 に お いて は 、 ク ー ル な 青葉 シゲ ル 、 
少々 夢見 が ちな 伊吹 マヤ 、 さ ら に は 上 司 の ミサ ト に 挟ま れ 、 気 苦 
労 が 多い ポジ ショ ン に いた 。 それ で も 特に 問題 な く 職務 を 務め 
あげ る 彼 は 、 作 戦 遂 行 、 人 間 関係 の 双方 に お いて 、 緊 迫 し た 空 
気 が 流れ る こと が 多い 司令 室 の 潤滑 油 的 役割 を も 果たし て いた 
と 考え られ る 。 そ の 一 方 で 、 選 挙 カ ー の 乗っ 取り や 、 待 機 中 と 
は いえ 司令 室内 の オペ レー ター 席 で 漫画 雑誌 を 読み な が ら 笑 う 
と いっ た 、 な か な か の 胆 力 も 持ち 合わ せ て いる 行動 派 で あっ た 


マキ ニー エエ H を 一 さえ ヤ 


険しい 表情 を 浮か べ な が ら 何 か を 訴 
えて いる 様子 の マコ ト 。 普段 は 穏 や 
か な 気質 で ある が 、 上 司 に 対し て も 
物怖じ せ ず に 発言 する 点 は 、 マ コト 
の 長所 と 言え る だ ろう 
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画 名 前 : 日 向 マ コト 

固 年 齢 : 不明 

圏 国籍 : 日 本 

遼 生年 月 日 : AD.?/2/13 

較 血液 型 :B 型 

較 所 属 : NERV/ 中 央 作戦 司令 部 作戦 局 第 一 課 


LN 


作戦 局 第 一 課 所 属 の マコ ト は 、 作 戦 部 長 ミ サト の 直属 の 
部 下 に あたる 。 15 年 ぶり の 使徒 襲来 以後 、NERV は 常時 戦 
闘 態 勢 と も 言え る よう な 緊迫 し た 状況 下 に 置か れ た 。 本 来 
な ら ば ミサ ト の 補佐 を する 立場 の マコ ト も 、 戦 況 報告 や オペ 
レー ショ ン 業 務 に あたる 時 間 が 大 幅 に 増え て いた 。 た だ 、 当 
然 な が ら 同 僚 の シゲ ル や マヤ より も 、 ミ サト と や り 取 りす る 
こと の 方 が 多く 、 オ ペレ ー タ ー と し て は も ちろ ん 情報 収集 能 
力 に も 秀 で た 彼 は ミサ ト の 信頼 も 厚かっ た 。 彼女 の 依頼 に 
より マコ ト は 多少 の 危険 な 行為 に も た び ぴた び 足 を 踏み 入れ 
た が 、 そ の 原動力 は 尊敬 を 越え た 起 い だ っ た よう だ 
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ミサ ト の 右腕 と し て 側 
に 控え る マコ ト 。 ミ サ 
ト の 信頼 も 厚く 、 彼 女 
の 個人 的 な 依頼 に も た 
び た び 応え て いた 


キャ ラク ター 
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伊 骨 マヤ 


技術 局 一 課 に 所 属す る スタ ッ フ 。 敬 愛す る 上 司 、 
赤木 リツ コ の 指示 を 忠実 に 実行 する 。 


NERV 技 術 開 発 部 技術 局 一 課 に 所 属し 、 お も に オペ レー ティ 
ング 業務 に 従事 し て いる スタ ッ フ が 伊吹 マヤ で ある 。 彼女 は 大 
学 を 卒業 する と 同時 に NERV に 入所 し 、 そ の 後 赤 木 リ ツ コ 直属 
の 部 下 と し て 、 対 使徒 戦略 の 骨子 と な る E 計 画 に 携わる こと と な 4 


ーー デー 
一 
に 3 


に とも -、 


ぺ マ アデ 


っ た 。 彼女 の お も な 職務 は リツ コ の 補佐 だ が 、 使 徒 朋 撃 の 際 に は 、 


NERV 本 部 中 央 作戦 司令 室 の オペ レー ター 席 に 就 いて 、 青 葉 シ 
ゲル 、 日向 マコ ト と と も に オペ レー ティ ング 業務 に 従事 。EVA 操 


縦 者 の シン クロ 率 等 を モニ ター し 、 情 報 の 収集 、 分 析 を 担当 する 、 半 

こと と な る 。 非常 に 仕事 熱心 な 女性 で 、 デ スク を 離れ る と きも | 

ノー ト パ ソ コン を 手 に し て いる 場合 が 多い 。 ち な み に あ まり 表 に ! 
出る こと は な い が 、 リ ツ コ に より 直接 教授 され た 技術 を 持つ 、 優 / 


秀 な プロ グラ マー と し て の 一 面 も 持っ て いた よう だ 


オペ レー ティ ング 、 ブ ログ ラミ ング 
と も に 、 リ ツ コ の 眼鏡 に か な う 能 力 
を 持っ て いる マヤ 。 ど こと な く あ ど 


| け な さ を 感じ させ る 女性 だ が 、 業 務 4 
』 中 は 凛と し た 表情 を 見 せる り 


PEHSMNHL 0HTH 


較 名 前 : 伊吹 マヤ 

較 年 齢 : 24 歳 

固 国籍 : 日 本 

較 生年 月 日 : AD.1991/7/11 

記 血液 型 :A 型 

較 所 属 : NERV/ 技 術 開発 部 技術 局 一 課 


HHHHETEH 


| 
| 鈴 、 ] NERV 制 服 


技術 局 一 課 所 属 の マヤ は 、 リ ツ コ の 直属 の 部 下 に あたる 
中 央 作戦 司令 室 の オペ レー ター 業務 以外 で は 、 リ ツ コ と 行動 
を 共に する こと が 多い よう だ 。 仕事 に 対し て 座 直 で 的 確 に 
上 司 を 補佐 する 能力 を 持つ 一 方 で 、 リ ツ コ に 深 癖 症 と 評 さ 
れる な ど 、 感 情 的 な 面 で は まだ 大 人 に な りき れ て いな い 部 分 
も 見 受け られ る 。 た だ し 、 リ ツ コ の 右腕 と し て 充分 な 働き を 
し て お り 、 互 い の 信頼 は 厚い も の が ある 。 マ ヤ は リツ コ に 強 
い 尊 敬 や 羨望 と いっ た 感情 愛情 に 近い 想い を 抱い て い 
る 。 一 方 の リツ コ も 、 ま だ 少女 の よう な 純粋 さ を 持 つ マ ヤ に 
救 わ れ て いる 部 分 が あっ た の か も し れ な い 


リツ コ が 詳細 な 指示 を 
出し 、 マ ヤ が 忠実 に 実 
行 す る 。 息 の 合っ た 連 
係 は 、 深 い 信頼 関係 の 
証 と 言え る だ ろう 


用 を SSEHIIHL EIHHEHOIT ENHHHHIEI 


人 衣 マヤ 和 民 ウジ 


キ 
: 
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2 年 A 組 の 生徒 で ある 熱血 漢 。 シ ンジ と の 友情 を ッ 

築い た 彼 は 、 後に 4 人 目 の 適格 者 と な る 。 シ 

第 3 新 東京 市 立 第 壱 中 学校 2 年 A 組 の 生徒 で ある 鈴原 トウ ジ アニ 4 


彼 は 硬派 を 自称 する 熱血 漢 で ある 。 邊 シン ジ が 転入 し て 間 も な 
く 、 ト ウジ は EVA と 使徒 と の 戦闘 で 妹 が 負傷 し た こと に 慎 り を 
感じ 、 初 号機 の パイ ロッ ト で ある シン ジ を 殴り つけ た 。 し か し 、 
後に その 認識 が 誤っ て いた と 認め 、 逆 に 自分 を 殴ら せ た 。 そん 
な 一 連 の 出来 事 も 、 彼 の 熱く 潔い 性 格 を 表し て いる 。 そ の 一 方 
で 、 入院 し て いる 妹 を 何 度 も 見 舞っ て いる こと や 、 友人 へ の 態度 
な どか ら 情 に 厚い 一 面 も 見 て 取れ る 。 ち な み に ト ウジ は 、 後 に 
適格 者 と し て 選出 され 、EVA に 乗る こと を 決意 する 。 彼 は その 
交換 条件 と し て 、 妹 を NERV 本 部 付属 の 医学 部 に 転院 させ る こ 
と を 要求 し た 。 他 の 適格 者 と 比べ EVA に 乗る 理由 は 簡潔 な も の 
だ が 、 そ れる も 彼 の 一 本 気 な 性 質 に 起因 し て いた と 言え る だ ろう 


初 号 機 の パイ ロッ ト で ある こと を 明 
か し た シン ジ を 、 静 か に 昭 み つけ る 
トウ ジ 。 妹 が 対 第 3 使徒 戦 の 被害 に 
違っ て いた た め 、 シ ンジ に 対す る 妃 
り を 隠せ な か っ た の だ ろう 


PEHSIHHL HHTH 

較 名 前 : 鈴原 トウ ジ 

右 年 齢 : 14 歳 

賠 国籍 : 日 本 

較 生年 月 日 : AD.2001/12/16 

圧 血液 型 :B 型 

賠 所 属 : 第 3 新 東京 市 立 第 壱 中 学校 (のち に NERV) 


ENHHHHETEH 


| 人 間 関 係 
2 年 A 組 の 生徒 で ある トウ ジ は 、 学校 で は 大 抵 シ ンジ と 、 以 
前 か ら の 友人 で ある 相田 ケン スケ と つる ん で いる 。 「3 バ カト 
リオ 」 と も 呼ば れ て いる この 3 人 は 、 親 友 と 言っ て 差し 支え 
な い 関 係 に ある 。 内 向 的 な シン ジ 、 ど こ か 達観 し た ケン スケ 、 
そし て 熱血 江 な トウ ジ と 、 ま っ た く 違 っ た タイ プ の 人 間 が 集 
まっ て 絶妙 な バラ ンス が 取れ て いた よう だ 。EVA に 関係 する 
人 間 た ちの 中 で 、 ト ウジ の よう に 人 間 ら し く 、 ま た 少年 らし 
い 存 在 は 少な い 。 し か し 、 だ か ら こ て 彼 の 存在 が 際立ち 、 特 
殊 な 環境 に 生き る 適格 者 、 特 に シン ジ に 良い 影響 を 与え て 
いた こと は 間違い な い だ ろ う 


アス カ に 「3 バ パカ トリ 
オ 」 と 命名 され た トウ 
ジ た ち 。 シ ンジ と の 軌 
坪 が 解消 され て 以来 、 
14 歳 の 少年 らし い 友 
情 で 結ば れ て いた 


33 


に おい かい ナー 上 | 


キャ ラク ター 


HHHHETEH 


相田 
ンス ケ 


2 年 A 組 の 生徒 で ある 早 成 し た 人 格 を 持つ 少年 。 
適格 者 の 苦し み を 知っ て な お 、 憧れ を 抱い て いた 。 


第 3 新 東京 市 立 第 壱 中 学校 2 年 A 組 の 生徒 で ある 相田 ケン スケ 
彼 は 、 中 学 2 年 生 と いう 年 頃 の 少年 と し て は 珍し い ほ どの 、 熱烈 
な ミリ タリ ー マ ニ ア で ある 。 さらに カメ ラ を よく 携帯 し て いる と 
ころ か ら は 、 映 像 、 画 像 撮影 も 5 大きな 趣 味 の ひ と つ で ある こと が 
類 え る 。 そん な 嗜好 を 持つ ケン スケ は 、EVA に 乗る こと に 対す 
る 強い 憧れ を 抱い て いた 。 普段 は どこ が か 達観 し た 雰囲気 の 彼 だ 
が 、EVA に 関し て は 趣味 へ の 傾倒 に 留まら な い 興 味 を 見 せ 、 友 
人 と な っ た シン ジ の 適格 者 と し て の 苦し み を 知っ て も な お 、EVA 
に 乗る こと に 憧れ て いた よう で ある 。 結局 、 ケ ンス ケ に 搭乗 の チ 
ャ ンス すら 与え られ る こと は な か っ た が 、 彼 も 適格 者 候補 が 集め 
られ て いた と され る 2 年 A 組 の 一 員 で は あっ た 。 つ まり 、 彼 が 
EVA の 操縦 者 と な る 可能 性 も 皆無 で は な か っ た の で ある 。 


鈴原 トウ ジ が シン ジ を 呼び 出し て 殴 
り 倒 し た 後 、 そ の 行動 に つい て フォ 
ロー を 入れ る ケン スケ 。 人 間 関 係 な 
ど を 潤滑 に 運ぶ べく 、 細 か い 気遣い 
が で きる 性 質 の 持ち 主 だ っ た 


| 人 箇 剛 係 


2 年 A 組 の 生徒 で ある ケン スケ は 、 シ ンジ や トウ ジ と 親友 関 
係 に ある 少年 で ある 。 た だ 、 ケ ンス ケ は 他 の 2 人 と は 一 線 を 
画 し た 多面 性 を 持っ て いる 。 自ら の 趣味 に 対し て は 少年 ら 
し く 夢 中 に な る 様子 を 見 せる が 、 友 人 ら と 何気ない 会 話 を 
し て いる 際 な ど は 、 時 に 中 学生 の 少年 と は 思え な い ほ ど に 達 
観 し た 考え を 覗か せる こと が ある 。 特 に 、 彼 の 存在 な し で は 、 
シン ジ と トウ ジ シ が 和解 する こと も 簡単 で は な か っ た だ ろう 
まっ た く 性 格 の 違う 彼ら だ が 、 達 観 し た 様子 で 周囲 に 気 を 
配る ケン スケ が いた か ら こ そ 、 そ れ ぞ れ 心 地 よ い 関 係 を 築く 
こと が で きた の で は な いか と 思わ れる 


普段 の ミサ ト の 様子 を 
聞き 「 そ れ っ て 家族 じ 
ゃ な いか | と いう ケン 
スケ 。 シ ンジ に 何 か を 
気付 か せる 機会 も 多 か 
っ た 


PEHSHHHL HHTH 

較 名 前 : 相田 ケン スケ 

大 年 齢 : 14 歳 

圏 国籍 : 日 本 

生年 月 日 : AD.2001/9/12 

圏 血液 型 :A 型 

圏 所 属 : 第 3 新 東京 市 立 第 壱 中 学校 


EHHHHETEB 


flHHW 隊 用 還 上 | 


導 / 没 人 


洞 小 ヒカリ 


キ 

|| 3 

| | タク 
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2 年 A 組 の クラ ス 委 員 長 を 務め る 生 真 面目 な 少女 。 
密か に 鈴原 トウ ジ に 想い を 寄せ る が ……。 | 
第 3 新 東京 市 立 第 壱 中 学校 2 年 A 組 の クラ ス 委員 長 で ある 洞 木 オ 


ヒカリ 。 性 格 的 に は 生 真 面目 で 、 思 っ た こと を は っ きり と 言え る 
一 面 を 持つ た め 、 委 員 長 の 任 に は 非常 に 適し た 人 材 で ある 。 少々 
怒り っ ぽく 見 える 部 分 も 、 責 任 感 の 強 さ に 由来 する も の と 考え 
られ る 。 授業 中 は 真剣 な 面持ち で 学業 に 励み 、 休 み 時 間 に は ク 
ラス の 友人 と 他愛 な い 会 話 を 楽し み 、 時 に は 恋愛 に つい て 密か 
に 心 を 悩ま せる こと も ある 。 そ ん な ヒカリ の 日 常 は 、 い か に も 「 普 
通 の 中 学生 の 女の子 ] らし いも の だ 。2015 年 に お いて は 、 第 3 新 
東京 市 で 暮らす 多く の 少年 少女 が 、 否 応 な く 使 徒 襲来 と いう 危 
険 と 隣り 合わ せ の 場 に 身 を 置い た が 、 大 多数 は 何気ない 日 常 の 
中 で 生活 し て いた 。 ヒ カリ も また 、 日 常 的 な 生活 を 営む お こと を 
許さ れ た 幸い な 存在 だ っ た と いえ る だ ろう 


教師 で すら 放置 する 騒が し い 教 室内 
で 、 ク ラス メイ ト に 強く 注意 を 促し 
た ヒカリ 。 や や ヒス テリ ッ ク な 面 も 
ある が 、 委 員 長 と し て の 責任 感 を 強 
く 感 じ さ せる 行動 で ある 


PEH5MHHL 0HTH 


園 名 前 : 洞 本 ヒ カリ 

園 年 齢 : 14 歳 

国 国籍 : 日 本 

層 生年 月 日 : AD.2002/2/18 

還 血液 型 : 不明 

還 所 属 : 第 3 新 東京 市 立 第 壱 中 学校 


WW 


2 年 A 組 の クラ ス 委員 長 で ある ヒカリ は 、 そ の 生 真 面目 な 
性 格 ゆ え に 男 子 か ら は [面倒 な 存在 ] と 思わ れる こと が ある 
し か し 、 彼 女 は 意志 を 曲げ る こと な く 責 務 を まっ と うし て お 
り 、 女子 生徒 と の 関係 は 良好 な よう で ある 。 ク ラス 内 で は 特 
に アス カ と 仲 が よく 、 恋 愛 相談 を 持ち か けた こと も ある ほど だ 
ちな み に ヒ カリ は 、 密 か に トウ ジ に 想い を 寄せ て いた 。 普段 
は ふざけ て ば か り い る よう に 見 える トウ ジ だ が 、 その実 、 妹 想 
いで あっ た り 、 友 人 想い で あっ た り と 、 隠 れ た 優し さ を 持つ 
少年 で ある 。 長 い 間 彼 を 見 続け て きた ヒカリ は 、 そ れ を 見 抜 
いて いた の だ ろう 


【HHHHETEH 


トウ ジ に お 弁当 を 作る 
た め 、 料 理 雑誌 に 目 を 
通す ヒカリ 。 少 し で も 
想い を 伝え よう と し た 、 
精 一 杯 の 行動 だ っ た 


キャ ラク ター 
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xs リグ 


さめ の 
NR 
る 


| 


人 類 補 完 委員 会 の 議長 に し て セー レ の 最 有 力 者 。 
補完 計画 の 果て に 、 人 類 の 新た な 姿 を 見 出す 。 


国連 の 族 問 機関 で あり 、NERV が 推し 進め る 「 人 類 補完 計画 ] 
の スケ ジュ ー ル 進捗 を 指導 、 監 査 する 「 人 類 補 完 委員 会 ] 議長 
を 務め る 謎 の 男 。 独 ・ 英 ・ 米 ・ 露 ・ 仏 の 代表 か ら な る 委員 会 に お い 
ア て は 癖 の 強い 人 物 が 多い が 、 そ こ で の キー ル の 発言 力 は 非常 に 
強く 、 長 足り える 人 物 と し て 認め られ て いた よう だ 。 さ ら に 彼 は 、 
国連 に も 多大 な 影響 力 を 持つ 国際 的 秘密 組織 ゼー レ の 主要 メン 
バー で も ある 。 彼 自身 の 個人 情報 つい て は 、 そ の 名 前 と 、 ドイ ツ 
国籍 を 持つ こと 、 そ の 体 の ほとん ど が 機械 化 さ れ て いる と いう こ 
と 以外 は 明らか に な っ て いな い 。 機械 化 に より 生き 長らえ 、 人 
類 補完 の 瞬間 を 待っ て いた と 予想 され る キー ル 。 その 執念 は 並々 
な ら ぬ も の で あり 、 彼 は 同 計画 の 発案 者 で ある 和 ゲン ドウ と 祥 を 
分 か つか た ち で 計画 の 成就 に 進 し た 


厳格 な 雰囲気 を 身 に まとい 、 議 長 と 
し て 人 類 補 完 委員 会 の 意思 を まとめ 
て いた キー ル 。 独断 の 目立つ ゲン ド 
ウ に 対し て は 、 厳 し い 態度 で 苦言 を 
呈す こと が 多かっ た 


LNHHHNETEB 


| 人 画 剛 人 


人 類 補 完 委員 会 議長 で ある キー ル 。 た だ し 、 彼 の 本 来 の 
立場 は ゼー レ 最 高 幹部 で ある 。 何人 存在 する か 定か で は な 
い が 、 彼 は 最高 幹部 の 中 で も 首席 、 あ る い は それ に 準ずる 存 
在 だ っ た と 思わ れる 。 どちら の 立場 に お いて も 、 そ の 発言 力 
は 絶大 な も の で あっ た 。 な お 、 キ ー ル は 少な く と も セカ ンド 
イン パク ト 前 後 か ら 、 ゼ ー レ に 在籍 し て いた こと が 判明 し て 
いる 。 その 当時 か ら 、 ゲ ンド ウ と は 知己 で あっ た よう だ が 
二 者 間 に 馴れ 合い は な く 、 逆 に 独断 が 目立つ ゲン ドウ を 危 
険 視 し て いた よう だ 。 キー ル は 人 類 補 完 計画 発動 の 直前 、 実 
力行 使 と いう か た ち で その 意志 を 明確 に し た 


モノ リス の 映像 を 通じ 
音声 の み で 行わ れる セ ゼ 
ー レ 最高 幹部 会 議 。 キ 
ー ル を 表わす モノ リス 
は No.01 と な っ て いる 


床 ) が 必要 に な る な ど 面 倒 な 面 ち あっ た が 、 知 能 が 非常 に 高 


変 は 、 後 に 同居 人 と な っ た シン ジ と アス カ に と っ て も 癒し の 
存在 と な っ た よう だ 。 ち な み に ペ ン ペ ン は 、 実 験 動物 と し て 
処分 され る 間際 、 ミ サト に 引き 取ら れ た と も 言わ れ て いる 


微 を 感じ 取る こと に 長け て いた 。 な お ペン ペン は 、 後 に 疎開 
する 洞 木 家 に 預け られ た が 、 こ れ は ミサ ト に と っ て 家族 と の 
別れ に 等 し いも の だ っ た よう だ 


O 谷 


べ 


葛城 家 で 暮らす 、 高 い 知能 を 持つ 温泉 ベン ギン 。 
その 愛くるしい 姿 は 、 ミ サト ら に 癒し を 与え た 。 


葛城 家 の 住 人 で ある ペン ペン 。 故 あめ っ て ミサ ト に 引き 取ら れ 
た 新種 の 温泉 ペン ギン で 、 非 常に 知能 が 高く 、 他 の 愛玩 動物 と 
比べ て 遥か に 世話 が し や すか っ た も の と 思わ れる 。 温泉 ペン ギン 
は 正統 な 進化 を 遂げ た ペン ギン 類 で は な く 、 人 工 的 に 生み 出さ 
れ た 亜 種 と 考え られ て お り 、 寝床 と し て 気温 の 低い 場所 を 好む 、 
風呂 や 温泉 を 好む 、 そ し て 人 語 を ある 程度 は 理解 する 高い 知能 
を 有 し て いる と いっ た 特徴 を 持っ て いる 。 基 本 的 に は 、 あ くま で 
本 能 の 赴く まま に 生き る 愛玩 動物 だ っ た ペン ペン だ が 、 同 居 人 
ら の 言葉 を 理解 し て いた 節 も 見 受け られ た 。 時 に は 同居 人 の 心 
情 を 思い や る よう な 表情 を 見 せる な ど 、 人 間 味 すら 感じ られ る 
行動 を と る こと も あっ た 。 使徒 と の 戦い の 渦中 に 身 を 置く 同居 
人 た ち に と っ て 、 貴重 な 存在 で あっ た こと は 間違い な い 
| 温泉 ペン ギン と いう だ け あ っ て 、 葛 

城 家 に お いて は 頻繁 に 入浴 し て いる 
』 ペン ペン 。 な お 、 胸 に つけ た ネー ム 


プレ ー ト の 「BX293A」 と いう ナン 
バー は 個体 識別 番号 と 思わ れる 


新聞 を 抱え 、 テ レビ 欄 に 目 を 通し て 
いる ペン ペン 。 非 常に 知能 が 高く 、 
文字 の 判別 が 可能 で ある よう だ 。 た 
だ し 、 テ レビ 欄 以 外 の 記事 も 読ん で 
いる か は 定か で は な い 


葛城 家 の 住人 で ある ペン ペン 。 飼 育 に は 専用 の 冷蔵 庫 ( 寝 


く 、 葛城 家 で 自由 気まま に 暮らし て いた 。 その 愛くるしい 容 


ペン ペン は それ に 深い 絆 を 感じ て いる の か 、 ミ サト の 心 の 機 


「 し ば らく お 別れ ね ]」 
と いう ミサ ト と 、 返 事 
を する よう に 鳴く ペン 
ペン 。 ふ た り の あい だ 
に は 意思 の 疎 通 が 見 て 
取れ た 
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使徒 襲来 と いう 危機 に 直面 し た 人 類 。 
使徒 の 脅威 は 、 軍人 、 民間 人 を 間 わ ず 、 
それ ぞ れ の 活動 に 多大 な 影響 を 与え た 。 


| 国連 全 剛 係 者 


国連 軍 と NERV は 、 ど ちら も 国連 の 一 組織 で ある 。 た だ し 、 
NERV は 使徒 残 減 を お も な 任務 と する 特務 機関 で あり 、 そ の 
力 を 知ら し め た 第 3 使徒 朋 来 以降 、 対 使徒 戦 の イニ シア チ ブ フ 
は 彼ら が 握る こと と な っ た 。 結果 的 に その サポ ー ト に まわ る 
こと を 余儀 な くさ れ た 国連 軍 の 中 に は 、 国 連 第 2 方 面 軍 高 官 
や 太平 洋 艦隊 を 率い た オー バー・ ザ ・ レ イン ボウ 艦長 と 副 艦 長 
の よう に 、 自 分 た ち が そ れ ま で の 世界 平和 を 守っ て きた と 自 
負 す る も の も 多かっ た 。 そ の た め 、 組 織 間 の 関係 は 必ず し も 
良好 と は いえ ず 、 国 連 軍 関係 者 の 言葉 や 態度 の 端々 に 懐疑 
的 、 ある い は 人 笑 し 蔵 的 な 感情 が 見 え 隠れ し て いた 


\ー・ ザ ・ レ イン ボウ 


ヘーーーーーー 一 


いか に も 軍人 と いっ た 
出で立ち の 、 国 連 第 2 
方 面 軍 高官 。 新 設 され 
た NERV を 快く 思っ て 
いな か っ た よう だ 


NERV に 懐疑 的 な 態度 
だ っ た 艦長 た ち 。 し か 
し 、 第 6 使徒 の 襲撃 を 
受け た 際 は 、 速 や か に 
協力 体制 を と っ た 


| 護 碧 人 


使徒 の 衣 来 が 民間 人 に 与え る 影響 は 多大 で あっ た が 、 そ 
れ に より 被害 を 受け た も の と 、 何 ら か の 利益 を 得 た も の の 明 
暗 は は っ きり と 分 か れ て いる 。 新 東京 市 立 第 壱 中 学校 の 2 年 
A 組 は 殺伐 と し た 世界 に 生き る 適格 者 た ちの 癒し の 場 と な っ 
た が 、 そ の クラ ス メ イ ト た ち は 第 3 使徒 の 龍 撃 以降 、 疎 開 を 
余儀 な くさ れる も の が 増え て いっ た 。 逆 に 使徒 来 に より 、 
使徒 に 対抗 し うる 人 型 自 走 兵 器 の 建造 と いう 役割 を 得 た 、 
日 本 重化学 工業 共同 体 の よう な 民間 組織 も 存在 。 時 田 シ ロ 
ウ が 代表 を 務め る 同 組 織 は 、 実 質 的 に 日 本 国政 府 の 後押し 
を 受け て いた と も 言わ れ て いる 


ら 年 A 組 の 生徒 た ち 


で p 


の ュー 
| 


使徒 虐 来 と いう 危機 を 
体験 し た 2 年 A 組 の 生 
徒 た ち 。 数 日 後に は 
14 歳 の 少年 少女 らし い 
| 無邪気 さ を 見 せ て いた 


J.A. の 性 能 に 絶対 の 自 
信 を 持つ 時 田 。 才 女 と 
し て 名 高い 赤木 リツ コ 
を や り 込 め る ほど の 人 狗 
材 だ っ た 
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西暦 2000 年 9 月 13 日 、 セ カン ドイ ン パ クト と 呼 
ば れる 大 爆発 が 南極 で 発生 。 そ の 結果 、 南極 の 氷 
が 融解 、 併 せ て 津波 が 発生 し 、 海 面 が 数 十 m に わ 
た り 上 昇 し た 。 こ れ に より 当時 の 世界 人 口 の 半数 
が 死亡 。 世 界 各 地 で 紛争 や 餅 人 鐘 が 相次ぐ 。 その 
後 2001 年 2 月 14 日 に バレ ンタ イン 休戦 臨時 条約 が = 

地球 の 自転 軸 が 傾い た 結果 、 四 季 が 消え て 常夏 の 国 と な っ た 日 本 
結ば れ 、 世界 は 復興 に 向かう の だ が …… 当時 、 水 没 し た 沿岸 部 で は 大 型 船 や 小舟 で 暮らす 人 々 も 見 られ た 
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セカ ンド イン パク ト か ら 15 年 、 "使徒" と 呼ば れ 
る 超常 の 存在 が 襲来 する 。 世 界 的 な 影響 力 を 持 
つ 秘 密 結 社 ゼ ー レ は 、 そ れ を “ 裏 死海 文書 " と 呼ば 
れる も の で 予見 。 来 る べき 日 に 備え 、 対 使徒 組織 
で ある “特務 機関 NERV” を 発足 させ て いた 。 そこ 
で 開発 され た 対 使徒 兵器 "エヴァンゲリオン" を s 上 

人 類 と は 相容れない 敵 、 使 徒 を 迎撃 する た め の 要 寒 都市 “第 3 新 
も っ て 、 人 類 は 使徒 の 襲来 に 抗 する の で あっ た 東京 市 " と 、 汎 用 人 型 決戦 兵器 ・ 人 造 人 間 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 


人 N 旧 ネオ ンジ ェ ネ シス ヒス トリ ー 


ElH BEHE515 HISTIHY 


才 ゃ で 1 せ ヾ グマ o ツ 
胃 セカ ンド イン パク ト 後 の 世界 情 吉 
が プ 
3 世界 の 情勢 世界 の 主要 国 と 紛争 地域 
ジ tuation 0f World 
人 セカ ンド イン パク ト 後 の 情勢 不安 は 世界 的 な 錠 
人 位 や 紛争 を 招い た 。 し か し な が ら 、 バ レン タイ ン 
休戦 臨時 条約 に より 事態 は 収束 に 向かう 。 国連 は : 6 
世界 規模 の 復 具 と 再建 を 担う 組織 と し て 再編 成 
され 、 事 実 上 の 世界 政府 と し て 機能 。 南 沙 語 島 の 結語 軒 M 


紛争 な ど は あれ ども 、 世 界 は 安定 の 道 を 歩み 出す 


セカ ンド イン パク ト 後 は 9 
世界 的 に 出生 率 が 年 々 低 

下 し て いる と いう ニ 

ス が 流れ て いる 2015 年 

これ が 災厄 の 結果 か どう 

か 因果 関係 は 不明 で ある 


南極 に 落下 し た 大 質量 限 石 に よっ て 引き 起こ さ 

れ た 大 災害 。 発 生 直後 の 津波 と 溶け だ し た 氷 に よ 

る 海面 上 昇 で 20 億 の 人 々 が 死亡 し た 。 ま た 、 そ の 3 

後 の 混乱 期 に 軍事 衝突 や 民族 紛争 が 発生 し て いる 中 a 


セカ ンド イン パク ト 後 
人 回 日 本 円 南極 回 アメ リカ 回 ドイ ッ セカ ンド イン パク ト 後 は 南極 大 陸 が 消 減 。 ア ジア 


生生 に まる まで ー パ キス タン な どの 中 東園 で は 紛争 が 勃発 し 不安 定 
物 が 存在 し な い 、 死 の 団 イギリス 回 ロシア ァ 丹 中国 南沙 諸島 な 情勢 が 続い た 。 再 編 後 の 国連 に は 米 、 独 、 英 、 吉 


が 主要 国 の 地位 に 収まっ て いる 。 な お 、2015 年 に 


Sa 回 カン ボ ジ ア 国 イン ド 国 パキスタン [ 皿 ヨル ダン も 南沙 請 島 を 巡っ て の テロ 活動 が 続い て いる よう だ 。 


A.D.2015 年 に お ける 関東 エリ ア 


Situation of Japan 
海面 上 昇 の 影響 で 沿岸 部 は 水没 し 、 関 東 の 地 9 周 主要 都市 
N M 
形 は 様変わり し た 。 復興 に お いて 政府 は 独自 の 戦 oo 
来 が 予測 され て いた た め NERV 本 部 と 共に 第 3 新 
東京 市 が 建設 され 、 世 界 的 に 重要 な エリ ア と な る 


東京 都心 は 新型 爆弾 に よ 

て 壊 減 。 首 都 機能 は 長 
野 県 松本 市 の 第 2 新 東京 
市 に 移転 し た 。 そ の 結果 


介 東 京 市 三 座 区 2015 年 の 三鷹 は 市 か ら 


区 に な っ て いる 


第 G 新 東京 市 
第 2、 第 3 新 東京 市 建設 の 流れ (NERV 本 部 ) 


セカ ンド イン バク ト 発 生 
テロ リス ト に よる 旧東 京 へ の 爆弾 投下 (首都 機能 の マヒ ) / 愛知 県 堪 橋 市 
〒 
須 都 計画 発動 
kg 
首都 選定 マ 
の 
第 ら 東京 市 建設 開始 
人 口 進化 研究 所 
了 e ( ゲ ヒ ルン ) 設立 
征 素 京 市 発 成 Me 人 類 の 敵 で ある 謎 の 存在 "使徒 " を 迎え 撃つ た め 
第 3 新 東京 市 建設 開始 の 武装 要塞 都市 。 人 類 の 対 使徒 兵器 エヴァ ン ゲ リ 
オン を 効率 良く 運用 する た め に 用 意 さ れ た 、 大 規模 


マ 
ーーーー ペ ーー な バッ クア ッ プ 施設 と も いえ る 


画題 還 第 ら 新 東京 市 関連 男 還 男 第 3 新 東京 市 関連 
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用 EE59EHTIIHLEIHHWELHOW WHOHIELE 


ャ 人 小手 唱 骸 


セカ ンド イン パク ト 後 に 世界 政府 と も 呼べ る 
組織 と な っ た 国連 。 そ の 実権 は 背後 に いる ゼ 
ー レ が 尚 握 、 彼ら の 望み を 叶え る べく 組織 され 
た 実行 機関 が NERV で ある 。 そ の た め 巨 大 な 
権力 を 持つ NERV は 世界 各国 の 様々 な 組織 に 
疎ん じ ら れ て いる 。 な お 、 使徒 の 存在 は 基本 的 
に 秘匿 され て いる た め 、NERV の 活動 や 人 類 補 
完 委員 会 の 存在 は 公 に され て いな い 。 


テマ へ 閉 Ysh 和 や を テキ アー ベ HH 


直属 の 論 問 機関 


hm ヴァ ン ゲ リオ ン 
操縦 適格 者 の 選出 


間 
課 
を 
用 
い 
て 
内 
偵 


計 本 層 


エピ ソー ドガ イド 


PISHIE BlHIDE 


5sEEHME/【HEEH PMIII 


邊 正体 不明 の 物体 、 
相模 湾 に 接近 

@ 正 体 不明 の 物体 は 、 
使徒 と 認定 され … 
岡 連 軍 と 交 揚 … 


優 巡 シン ジ 、… に it 
国連 軍 と 使徒 の 戦闘 に …… 


巻き 込ま れる 


人 人 大 ミ サト 、 
シン ジ を 回 収 し て 
戦場 か ら 退 避 


国連 軍 、 
使徒 に 対し 
地雷 を 使用 


使徒 健在 、 
自己 修復 を 開始 


人 指 揮 権 が 国連 か ら 
NERV へ と 移譲 され る 


区 シン ジ 、 
NERV 本 部 へ 到着 


使徒 、 
自己 修復 を 完了 。 
再 侵攻 


⑯⑩ シ ンジ 、 


Eoy 
初 号機 と 泥 逝 …………… 


供 シ ンジ 、 父 と 再会 
出撃 を 命令 され る 


使徒 、 


ジオ フロ ント を 攻撃 …… 


⑲ シ ンジ 、 
初 号 機 へ 搭乗 


ず 


徐 初 号機 、 使 徒 と 対 時 


第 式 話 へ 


プー 


23 17 JI 
23 1 MI 


2305 Mi 
[POW7 


3317 Mi 


3415 MI 


3 00 MI 
還 23 19 JIUI 


…… 回 099 


西暦 2015 年 。 巨 大 な 怪物 体 が 紺碧 の 海 を 割っ 
て 日 本 本 土 へ と 上 陸 し た 。 待 ちか まえ て いた 国連 
軍 は 、 そ の 怪物 体 一 一 使徒 へ 総 攻撃 を 仕掛 ける も 、 
まっ た く ダ メー ジ を 与え る こと が で き な い 。 そ の 戦 
況 を 冷静 に 見 据え る 男 、 碗 ゲン ドウ 。 切り札 と も 
言う べき ry 地雷 で も 目標 を 撃破 で き な か っ た 国連 
軍 は 、 や む な く ゲン ドウ が 指揮 する 特務 機関 
NERV に 作戦 指揮 権 を 委譲 し た 。 そ の 頃 、NERV 
司令 官 で ある 父 に 招 鴨 され 近く の 街 ま で 来 た 中 学 
生 の 少年 、 委 シン ジ は 、 使 徒 と 国連 軍 の 戦闘 に 巻 
き 込 まれ る も 、 迎 え に 来 た NERV の 士官 、 葛 城 ミ サ 
ト に 救 わ れ NERV 本 部 へ と 向かう 。 本 部 へ 到着 し 
た シン ジ は 、 ミ サト に 案内 され 赤木 リツ コ 博 士 と 
対面 。 そ し て 3 年 振り に 再会 し た 父 か ら 、 使 徒 撃 
退 の た め に 人 型 兵器 エヴァ ン ゲ リオ ン 初 号機 に 乗 
る よう 命令 され る 。 拒 絶する シン ジ だ っ た が 、 自 
分 が 乗ら な けれ ば 綾波 レイ と 呼ば れ た 重傷 の 少女 
が 代わ り に 乗る と 知り 、 彼 は EVA に 搭乗 する 決意 
を 固め る 。 シン ジ を 乗せ 出撃 する 初 号 機 。 か く て 、 
史上 初 の EVA 対 使徒 の 戦い が 始ま ろう うと し て いた 。 


中 より 接近 する 物体 、 

使徒 。 迎え 撃つ 国連 の 
戦闘 部 隊 だ が 、 使 徒 は その 
攻撃 を も の と も し な い 。 


し Pe 
き 込 まれ た シン ジ を 救 
っ た の は 、 彼 を 迎え に 来 た 
NERV の 葛城 ミサ ト だ っ た 。 


本 本 貞和 Gーーー ニ ーーー デー デー ャ ーー ニュ ーー 


第 索 話 (初回 放映 日 : 95.10.4) 


脚 本 : 庵 野 秀明 
絵 コン テ : 摩 砂 雪 、 庵 野 秀明 
演 出 : 鶴巻 和哉 
作画 監督 : 鈴木 俊二 
第 受話 NEON 
GENESIS 
使 FVANGELION 
徒 、 舞 来 で ax 
EMHLIHMH 


物語 の 序章 と な る エピ ソー ド だ が 、 細 か い 部 分 で は 
伏線 と も な る セリ フ や 用 語 が 、 既 に さり げ な く 随 所 に 
散り ば め ら れ て いる 。 例 えば シン ジ に 対し て ミサ ト の 「 苦 
手 な の ね 、 お 父さん が 。 私 と 同じ ね ] と いう セリ フ や 、 
無人 の 初 号 機 の 右手 が 自律 的 に 動き シン ジ を 守る シ 
ー ン で の 「 彼 を 守っ た ?」 と いう ミサ ト の 驚嘆 な ど は 
見 逃 せ な い 。 あ る い は マル ドゥ ウッ ク の 報告 書 、 シ ンク 
口 率 や 暴走 な ど 、 キ ー ワ ー ド と な る 単語 も な ん の 説明 
も な く 会 話 の 中 に 登場 。 想 像 が か きた て られ る 。 


B 連 軍 は 、 使 徒 侵攻 を 阻 
"9 上 止 す る た め 、rr 地 雷 を 
使用 。 強 烈 な 爆発 に 呑み 込 
まれ る 使徒 。 だ が 


HE ES9EHTIHL EIHHWEIHW 間 HHIIELE 


時 間 か け て 自己 修復 を 

完了 し た 使徒 は 再び 活 
動 開始 。 だ が ゲン ドウ も ゃ 副 
官 の 冬 月 も 至っ て 冷静 だ 。 


っ 本 部 へ と 接近 。 ゲ 


徒 は つい に 本 部 に 気 づ 
き 、 ジ オフ ロン ト へ も 
被害 が 及ぶ 。 そ し て シン ジ 
は EVA に 乗る 決意 を 固め る 。 


木 リツ コ 博 士 を 紹介 さ 


れ た シン ジ 。 リ ツ コ は 、 


彼 を 人 型 兵器 エヴァ ン ゲ リ 
オン と 対面 させ る 。 


送 げ ちゃ だ め だ 。 遂 げ ち ゃ だ め だ 。 
逃 げ ば ちゃ だ め だ 。 交 げ ちゃ だ め だ 。 


鞍 け ちゃ ため だ … 


射出 され た 初 号 
眼前 に 使徒 が 


IM5 


ー ヾ ユ 半 Yshh 人 を 革 マー で H 


チェ ッ ク ボ ポイ ント 


HEEH PHIHTI 


15 年 振り に 出現 し た 第 3 の 使徒 を まず 迎え 撃っ 
た の は 国連 軍 で あっ た 。 上 陸地 点 で は 多数 の 戦車 
部 隊 が 目標 を 一 斉 砲撃 、 上 陸 後 は 航空 機 を 主体 
と し た 総力 戦 が 展開 され た 。 だ が 使徒 の 戦闘 能 
は 国連 軍 の 予想 を 大 幅 に 上 回 り 、 投 入 し た 戦力 
は ほぼ 壊滅 。 つ い に n* 地 雷 を 用 いる に 至る が 残 減 
は 適わ ず 、 作戦 指揮 権 は NERV へ と 委譲 され た 。 


1 02 [ 和 層 租 キュ ャ ル 。。。。 


DHTH 
圧 呼称 : 第 3 使徒 

左 天使 名 : サキ エル 

還 象徴 : 水 

画 能力 : 光 の 槍 、 怪 光線 、 自 爆 


096 


| サキ エル 近 撃 


FI 
| 
I 1 


5E 


15 年 振り に 現れ た と いう 3 番目 の 使徒 。 国 連 軍 
を 退け 、 第 3 新 東 京 市 へ と 向かう 。 人 型 を し て お り 、 
えら の よう な 部 位 で 呼吸 らし き 行 為 を 行う 。 また 、 
掌 部 か ら 伸び る 光 の 槍 を 持ち 、 再 生後 は 顔 ら し き 
部 位 よ り 怪 光線 を 放つ よう に な っ た 


地雷 に より ダメ ー ジ を 受 
けた サキ エル は 、 破 損し た 
顔 ら し き 部 位 が ふた つ に 増 
殖 。 単 な る 修復 以上 の 能力 
を 示唆 する も の で も ある 


最終 手段 と し て 、 国 連 軍 は ni 地雷 の 
使用 を 決断 。 目 標 を 地雷 の 埋設 地点 
へ と 誘導 し 、 爆 破 を 行う 。 だ が 残 減 邊 
は 叶わ ず 、 若 干 の 損害 を 与え 、 そ の 計 
活動 を 一 時 的 に 抑止 する に 留まる 


THWETIES 


15 年 振り に 出現 し た 、 謎 の 戦闘 兵器 
ー 一 使徒 。 こ れ に 対す る は 、 国 連 軍 の 
威信 と 総力 を 賭け た 迎撃 作戦 で ある 。 


上 陸 を 果 し た 使徒 に 対し 、 国 連 軍 は 
VTOL 戦闘 機 を 中 心 と し た 航空 戦力 
で 応戦 。 猛 攻撃 を か ける も 戦果 は 思 
わし く な く 、 足 止め する こと さえ で 


|"* 地 電 の 使用 


認 ーー MEHPII 


nm 兵器 は 、 人 類 が 保有 する 中 で も 最大 級 の 破壊 
力 を 持つ 兵器 で ある 。 投 入 し た 戦力 を 撃破 され た 
国連 軍 が 、 サキ エル 残 減 の た め に 使用 し た 切り 札 
だ が A.T. フ ィ ー ル ド を 有する 使徒 に は 、 決 定 的 な 
ダメ ー ジ を 与え る こと は で き な か っ た 。 


核兵器 並 の 破壊 力 を 持つ が 、 
爆発 後に 放射 能 な ど は 残ら 
な いよ うだ 。 こ の 衝撃 波 に 、 
ミサ ト と シン ジ は 巻き 込ま 
れる こと に な る 


組 来 し た 第 3 使徒 に 対す る 最初 の 迎撃 作戦 を 展 
開 し た の が 国連 直轄 の 軍隊 国連 軍 で ある 。 セ カ 
ンド イン パク ト 後 の 国連 の 再編 に 伴い 、 自 衛 隊 を 
含め 各国 の 軍隊 は 国連 軍 へ 委託 編入 され て いる 。 
その た め 、 本 来 的 に は 同じ 国連 の 組織 で ある 
NERV と は 協調 すべ き 関 係 な の だ が 、 現 実に は 国 
連 軍 は NERV を 疎ましく 思っ て いる よう だ 。 


国連 軍 と NERV と は 命 
令 系 統 の 異な る 組織 で 
ある 。 旧態 的 を な プライ 
ド か ら か 、NERV の 存 
在 を 快く 思っ て いな い 


| 投入 


国連 軍 が 展開 し た サキ エル 迎撃 作戦 に は 、 所 有する 陸 空 
両 戦力 が 惜しみ な く 投 入 さ れ た 。 陸戦 部 隊 と 空戦 部 隊 の 連 
携 そ の も の は 至っ て スム ー ズ で あり 、 上 陸 し た 使徒 に 対し 、 
間断 な く 重 層 的 に 砲火 を 浴び せる も 、 歯 が 立 た な か っ た 


空戦 部 隊 の 主力 と な っ て いた VTOL 戦闘 機 。 主 武装 は 細 
下 パ イロ ン に 取り 付け られ た ロケ ッ ト ラ ンチ ャ ー。 地 上 を 侵 
攻 す る 使徒 に 対し オー ルレ ンジ で 攻撃 を 仕掛 け て いた 。 


ロケ ッ ト ラ ンチ ャ ー を 一 斉 
発射 する 重 戦闘 機 。VTOL 
な ら で は の 指 動力 を 活か し 
て 使徒 を 包囲 、 火 力 の 集中 
攻撃 を 加え る 


| 国 較 澤 高 和 


サキ エル 地 撃 作戦 の 指揮 を 執っ て いた 国連 軍 の 指揮 官 た 
ち 。 本 作戦 で は 、NERV 本 部 内 へ 出向 し 、 発 令 所 に 設置 さ 
れ た 指令 台 よ り 命 令 を 下 し て いた 。 生 司 令 が 彼ら に 散 語 
使っ て いた こと か ら 、3 名 と も 軍事 的 な 階級 は 上 と 思わ れる 


使徒 の 撃退 に 自信 満々 だ っ 
た 高官 た ち だ が 、 通 常 兵 器 
は 役に立た を ず 、 切 り 札 の ni 
地雷 すら 決定 打 に な ら な か 
っ た こと に 驚 乙 する 。 


大 型 機 


機体 底部 に 大 型 ミサ イル を セッ ト し た 爆撃 機 。VTOL 戦 闘 
機 の 攻撃 に も ま な い サ キ エ ル に 対し 、 大 火力 の ミサ イル で 
遠 距 離 か ら 攻 撃 す る た め に 投入 され た 


サキ エル に 向け て 発射 され 


直撃 し た も の の 片手 で 受け 
と め ら れ 、 そ の 衝撃 に より 
圧 壊し て し まう 


債 宗 用 無人 ヘリ コ プ タ ー 


地雷 に よっ て 、 目標 の 活動 を 一 時 的 に 抑え る こと に 成功 
し た 際 、 状 況 偵察 に 送り 込ま れ た ツイ ン ロ ー タ ー の ジャ イロ 
機 。 他 に も 医療 用 な どの 機体 パリ エー ショ ン が ある 。 


nm 地雷 に よる 、 使 徒 の ダメ 
ー ジ 確認 の た め に 発進 し た 
偵察 用 無人 へ リコ プター 
だ が 接近 し た 途 端 、 使 徒 に 
撃破 され た 


た 大 型 ミ サイ ル で あっ た が 、 


戦車 


サキ エル 上 陸地 点 と な っ た 海岸 線 に ずら り と 配置 され て い 
た 戦車 部 隊 。 い わ ば 第 一 次 防衛 線 と し て 先制 砲撃 を 敢行 し 
た も の の 、 足止め すら で きず 目標 の 上 陸 を 許し て し まう 。 


サキ エル の 上 陸 を 、 今 や 遅 
し と 待ち か まえ る 戦車 部 隊 
だ が 、 そ の 先制 攻撃 も 使徒 
の AT. フ ィ ー ル ド に は 通用 
し な か っ た の で ある 。 


ロケ ッ ト ラ ンチ ャ ー 車 両 
6 連装 型 の 自 走 発 射 機 MLRS。 「Multiple Launch Rocket 


Systeml| (多目的 ロケ ッ ト 発 射 シ ステ ム )。 サ キ エ ル 迎撃 の 
た め に 配備 され た が 、 戦車 部 隊 と 共に 壊 減 し て いる 。 


サキ エル の 上 陸 を 阻止 する 


戦車 部 隊 の 砲撃 に 火力 支援 
を 行っ た が 、 使 徒 の 歩み は 
止め られ な か っ た 。 


た め 、 海 岸 線 に 配置 され た 。 


デマ 北 Nsh よ を アー マ H 
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チェ ッ ク ボ イン ト 


HEEH PHIIHT 


NI 0 
1 05」 ーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー ーー IMH 


使徒 降 減 を 目的 と し て 秘密 裏 に 組織 され て いた | ーー | 
特務 機関 。 世 界 各地 に 支部 が あり 、 そ の 本 部 は 日 人 ゲン ドウ 科 月 コウ ゾウ 
本 の 旧 芦 ノ 湖 付近 地下 の ジオ フロ ント 内 に ある 


いつ も る 僚 伏 と し た 表情 の NERV の 最高 司令 官 。NERV の NERV の 副 司 令 。 常 に ゲン ドウ の 脇 に 立ち 彼 を サポ ー ト す 
YS 0 

ai 令 略 は 古 ゲ ンド ウ 。NERV は 国連 直属 の 圧入 語 に 絶対 9 な 自信 を 持っ て お り 、 為 す 術 な く 敗 る 。 ゲ ンド ウ に 比べ て 温厚 な 人 物 で ある が 、 測 現し た 使 科 や 

/ ^ に に ピ 

公開 組織 で あり 、 超 法規 的 に 保護 され て いる 。 そ し た 国連 軍 か ら サ キ エ ル 狂 減 作戦 を 当然 の 如く 引き 継 く その 戦闘 力 に 対す る 分 析 は 極め て 冷静 で あっ た 


の 数 々 の 特権 の た めか 、 同 じ 国 連 の 組織 で ある 国 
連 軍 や 日 本 国政 府 な ど 他 の 組織 と の 関係 は 悪い 


イチ ジ ク の 葉 と 「GOD'S 
IN HIS HEAVEN. ALLS E 
RIGHT WITH THE どこ か 独善 的 な 界 囲 気 の 漂 
WORLD.」 と いう 英文 う ゲ ンド ウ は 、 口 数 も 少な 
で デザ イン され た エン く 、 ま さ に 冷 入 そ の も の だ 
ブレ ム 


使徒 の 圧倒 的 な 戦闘 力 を 前 
に し て も 、 一 切 動 じ る こと 
は な か っ た 


ケイ ジ 内 に て 、 エ ヴァ ン ゲ リオ ン の 各種 メン テ 
ナン ス や 発進 準備 作業 を 行う 作業 スタ ッ フ 。 初 
陣 に 於 いて も 冷静 に 作業 を 進め 、 初 号機 の 発進 
準備 を 整え た 


エヴァ ン ゲ リオ ン と いう 
超 兵 器 を 取り 扱う た め 、 
現場 の 作業 人 員 に は エキ 
スパ ー ト が 集う 


UE | 和 シ ンジ 滑 


EHHNNETEH 


14 蔵 の 内 気 な 少年 。 使 徒 が 出現 し た その 日 、 父 NERV 本 部 の 作戦 部 課長 。 階 級 は 一 尉 。EVA 
で ある ゲン ドウ に 呼ば れ 第 3 新 東京 市 へ と や っ て く 運用 に お いて は 直接 彼女 が 作戦 指示 を 出す こと に 
る が 、 途 中 、 使 徒 と 国連 軍 の 戦闘 に 巻き 込ま れる な っ て いる 。 その た め な の か 、 EVA パイ ロッ ト 候 補 
自分 が その 使徒 と 戦う と は 思っ て も いな か っ た の シン ジ を 、 ミ サト 自身 が 迎え に 出 て いる 


シン ジ に 送ら れ て いた 、 待 
ち 合 わせ の た め の ミ サト の 
写真 。 初 対面 で ある に も 関 
わら ず 、 キ スマ ー ク 入り と 、 
ちゃ め っ 気 た っ ぷり 


父親 か ら 呼 ば れ て 、NERV へ と や っ 
て 来 た シ ンジ だ が 、 単 に 「 呼 ば れ た 
か ら 」 以上 の 理由 は な か っ た 


ミサ ト が 個人 で 使用 し 
て いる アル ピー ヌ ル ノ 
ーA310 ( 改 )。 本 来 は 左 
ハン ドル の ガソリン 車 だ 
が 、 日 本 仕様 の 右 ハ ンド 
ル 、 さ ら に 電気 駆動 車 に 使徒 と の 戦闘 に 巻き 込ま れ 、 
カス タマ イズ され て いる 自慢 の マシ ン は 傷 だ ら け 


使徒 臣 減 を 目的 と し て 、14 年 の 歳 月 と 天文 学 
的 な 資金 を 投じ て 建造 され た 汎用 人 型 決戦 兵器 
使徒 同様 に A.T. フ ィ ー ル ド を 展開 する こと が で き 
る た め 、 使 徒 と 互角 に 戦う こと が で きる 現在 人 類 
が 保有 する 唯一 の 兵器 で ある 。 適 格 者 と 呼ば れる 
子供 だ けが 操縦 可能 。 そ の 存在 自体 、 初 出撃 まで 
は 最 重要 機密 扱い と され て きた た め 、 部 外 秘 と さ 
れる NERV の パン フレ ッ ト 「 よ うこ そ NERV 江 」 に 


さえ も 記載 され て いな か っ た 

Psmev EVA の 神経 接続 
モ ニタ 。A" 神 経 
接続 に より 機体 各 


部 の 感覚 が 、 パ イ 
ロッ ト に フィ ー ド 
バッ ク さ れる 


ぶ ど ご ミミ こさ 全書 3 


EVA と 搭乗 者 の 
シン クロ グラ フ 
EVA を 起動 する 
に は パイ ロッ ト と 
の 精神 的 な シン ク 
ロ が 不可 欠 


| ント リー フラ タク 


イン テリ ア と 呼ば れる EVA の 操縦 席 を 収め た 筒 状 の 構造 
体 。 こ れ を EVA の 脊 内 部 分 の 接続 口 へ 専用 機材 を 使い 挿入 
し 、 パ イロ ッ ト は EVA に 搭乗 する 。 緊急 時 に は オー ト エ ジェ 
クシ ョ ン 機 能 に より 、 プ ラグ ご と 外部 へ 射出 する こと も 可能 


ElIHHEELIH 109. 


頭 部 


エン トリ ー 
プラ グ 挿 入口 


アン ビリ カル 
ケー ブル 接続 
部 


ケイ ジ 内 に 設置 され た 専用 
の 挿入 機材 を 用 いて 、 ね じ 
込む よう に EVA へ と 挿入 
され る エン トリ ー プ ラグ 
』 通常 回 収 も る これ で 行わ れる 


DHTH 


ME 四 。 


W 1I ke 


神経 接続 用 探査 針 
メイ ン パ バッチ 
非常 用 ハ ッ チ 


lk.ek. 


挿入 され た エン トリ ー プ ラグ 内 に 満た され る 液体 。 酸 素 供 
給 機能 を 有 し て お り 、 搭 乗 中 の パイ ロッ ト は 、L.C.L. に より 
肺 か ら 直接 酸素 を 取り 入れ る 仕組 み と な っ て いる 


エン トリ ー プ ラグ 内 を 満た 
し て ゆく LC.L.。 こ の 錆 の 
よう な 黄色 味 の か か っ た 液 
体 は 生臭 く 、 ま る で 血 の よ 
うな 匂い が する と いう 


A" 神 経 接続 中 の プラ グ 内 
エン トリ ー プ ラグ 内 に 充填 
され た LC.L. は 、 電 荷 さ れ 
る こと で スク リー ン 形 成 を 
行い 視界 を 確保 する 


脱出 用 ロケ ッ ト 


EVA を 起動 する た め に 必要 な 搭乗 者 と EVA の 神経 回 路 の 
同調 率 。 こ の 数 値 が 一 定 以 上 で な いと 、EVA を 起動 する こ 
と が で き な い 。 操縦 者 は EVA と 感覚 を 共有 する た め 、EVA 
の 受け た 痛み を 幻 痛 と し て フィ ー ド バッ ク し て し まう 


神経 回 路 の 同調 イメ ー ジ 5 


EHIMEELIWH 

エヴァ ン ゲ リオ ン の テス ト タ イ プ 。 その 起動 確 
率 は 、 0.000000001% と 限り な く 低 い 数 値 で 、「09 
(オー ナイ ン ) シス テム 」 と 抑 搬 され て いた 。 だ が 、 
実際 に 搭乗 し た シン ジ と 驚く ほど 高い シン クロ 率 
を 示し 、 初 起動 で 初 実戦 を 行う 


無人 で あり な が ら 、 初 号機 
は 突如 起動 し 、 使 徒 の 攻 撃 
で 天井 より 落下 し て きた 鉄 
骨 材 か ら シ ンジ を 守る が ご 
と き 不 可 解 な 動き を 見 せ た 


則 」 ジオ フロ ント 


NERV 本 部 施設 が 置か れ て いる 巨大 な 球状 空 
間 。 日 本 の 芦ノ湖 付近 の 地底 に 位置 し て お り 、 そ 
の 80% 以 上 は 今 も 埋もれ て いる 。NERV 本 部 の 設 
置場 所 は いわ ば その 僅か な 上 部 空間 と 言う こと に 
な る が 、 それ で も 幅 6km と いう 広大 な も の だ 


ジオ フロ ント に 建設 され た 
本 部 施設 。 地 上 と は リニア 
レー ル で つなが っ て お り 、 
集 光 ビル に より 地上 の 光 を 
も 取り 入れ る こと が 可能 で 
ある 


1 


テマ へ 半 Nsh 下 補 デ へ 生 アー ベベ H 


肘 呈 翌 


エピ ソー ドガ イド 


PISUUE ほ HIDE 


SEEHE/EHEEH PMIHT 


代 使 徒 と の 戦闘 で 
初 号機 活動 停止 


葵 シン ジ 、 
意識 が 途切れ る 


但 シ ンジ 、 


NERV の 病院 で 目覚 め る … 


ず 
旨 ミサ ト 、 
防護 服 で 戦闘 現場 を 調査 
ず 
加 ゲ ンド ウ 、 
人 類 補 完 委 員 会 の 
会 識 に 出席 


因 シ ンジ 、 

病院 で レイ を 見 か ける 
マ 

作 ミサ ト 、 

シン ジ を 迎え に 病院 へ 
ず 

人 シン ジ 、 

病院 で ゲン ドウ と 遭遇 
ず 

ミサト 、 

シン ジ の 保護 者 と な る 
ず 

0 シン ジ 、 


第 3 新 東京 市 を 一 望 … 


h 
捧 シ ンジ 、 
ミサ ト の マン ショ ン へ ヘ へ 

ず 
昌 ゲ ンド ウ と リツ コ 、 
凍結 中 の 零 号機 を 視察 

マギ 
W シ ンジ 、 
昨夜 の 記憶 が 蘇 る 


替 初 号機 、 
再起 動 後に 暴走 


〒 


⑯A.T. フ ィ ー ル ド を …… 


侵食 し て 使徒 を 圧倒 
⑯ 使 徒 、 
初 号機 を 巻き 込み 自爆 

h 4 
電 シ ンジ 、 
昨夜 の 記憶 に え る 

ず 
⑳ ミサ ト 、 
シン ジ を 褒め る 
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第 参 話 へ 


Eo 


> 証 累 『052 


- か P053 


>  P052 


p 町 P055 


ゅ > BI55 


出撃 は し た も の の 、 訓練 を し て いな い シ ンジ が ま 
と も に 戦え る は ず も な く 、 初 号機 は 使徒 に 一 方 的 
に 攻撃 され 沈黙 一 一 目 を 覚ます と 、 シ ンジ は 
NERV 本 部 内 の 病院 の ベッ ド に いた 。 その 頃 、 ゲ 
ンド ウ は 謎 の 男 た ち 一 一 人 類 補 完 委員 会 の メン バ 
ー と 会 議 中 で あっ た 。 ゲ ンド ウ の や り 方 を 皮肉 る 
委員 会 の 面々 は 、 人 類 補完 計画 な る プロ ジェ クト 
を 推進 する よう 要請 する 。 一 方 ミサ ト や リツ コ は 、 
昨夜 の 戦闘 の 現場 検証 を 行っ て いた 。 そ こ ヘ シン 
ジ の 意識 回 復 の 連絡 が 。 シ ンジ が 父親 と 同居 し な 
いと 知っ た ミサ ト は 、 彼 を 自分 の マン ショ ン に 引 
き 取 る こと に する 。 い つも 以上 に は し ゃ いで シン 
ジ を 歓迎 する ミサ ト で あっ た が 、 内 向 的 な シン ジ は 
今ひとつ 乗り きれ な い 。 そし て 与え られ た 部 屋 で 、 
何 を する で も な く 漫 然 と 音楽 を 聴く 彼 の 脳裏 に 、 
昨夜 の 戦い が 上 る 一 一 沈黙 し た 初 号 機 は 直後 に 
再起 動 し 暴走 。 一 気 に 形 勢 を 逆転 させ 使徒 を 瞬 
時 に 残 減 し た 。 そ の 残虐 な 戦闘 、 不気味 な 初 号機 
の 瞳 に シン ジ は 戦 昼 す る 。 そん な 彼 に ミサ ト は 、「 が 
ん ば っ て ね 」 と 励ま し の 言葉 を か ける の だ っ た 。 


届 し た 初 号機 だ が 、 為 

す 術 な く 使徒 の こ 
さら され 、 初 号機 は 沈黙 
シン ジ は 意識 を 失う 


人 きじ 頃 、 ゲ ンド ウ は 人 類 

補完 委員 会 の 会 議 に 出 
席 。 委 員 会 は 人 類 補完 計画 
の 進行 を 気 に か ける 


人類 補完 計画 | 


| 第 17 次 中 間 報 千 


SIHfTF LHSI 


第 弐 語 (初回 放映 日 : 95.10.11) 


脚 本: 榎戸 洋司 、 庵 野 秀明 
絵 コン テ : 摩 砂 雪 、 庵 野 秀明 
演 出 : 鶴巻 和哉 

作画 監督 : 本 田 雄 


第 式 話 上 NO 
GENESIS 
ら EVANGELION 
ぬ 大 井 "regsr 


[LUIMH ー に 


早く も 人 類 補 完 委員 会 と 「 人 類 補完 計画 ] と いう 単 
語 が 登場 。 委 員 会 で の 会 話 か ら 、EVA が “予想 され 
得 た " 使徒 の 再 襲 来 に 対し て 建造 され た こと や 、 零 
号機 が 既に 壊れ て いる らし いこ と が 伺え る 。 ま た 、 覚 
醒 し た シン ジ に 記憶 の 混乱 有り と の 連絡 を 受け た ミ 
サト が 「 精 神 汚染 !?] と 一 瞬 真顔 で 心配 する 場面 が あ 
る が 、 こ の セリ フ の 意味 が 判る の は シリ ー ズ 後半 に な 
っ て か ら で あ る 。 ま た 暴走 し た 初 号 機 が 腕 部 を 自己 
修復 する と いう 、 第 拾 刀 話 を 思わ せる シー ン も ある 。 


わか っ てい * る o 


人 間 に ca 時間 か 


な い の だ 。 


THHE ESSEHTIHL EIUHHWEMHUW MMMIHELE 


シ ンジ が 父親 と 暮 ら さ な 
いこ と に 納得 で き な い 
ミサ ト は 、 彼 を 自分 の マン 
ショ ン に 同居 させ る 


- 旧 こ 部 で は ゲン ドウ と リツ 
コ が 凍結 中 の 零 号機 を 

視察 。 そこ で ふた り は 、 

EVA 操縦 者 に つい て 話す 。 


虐 な 戦い を 思い 出し た 
シン ジ は 恐怖 に 震え る 
ミサ ト の 励ま し の 言葉 も 、 


今 の 彼 の 心 に は 届か な い . 


Ip 


サト は 第 3 新 東京 市 が 
一望 出 来る 高台 ヘ シ ン 
ジ を 案内 。 美 し いそ の 眺め 
こそ 、 彼 が 守っ た 街 だ 


シ ンジ は また も 見 知ら ぬ 
天井 を ぼん や り 眺 め て 
いた 。 そ し て 、 昨 夜 の 戦い 
が 脳裏 に 浮か が ぴ は じ め る 。 


第 弐 話 


。 パ ご パ 
。r 誤 SW ば 受 


。 守 寺泊 癌 の 翌 三 


oe 司 ば は O 全 半ば 史 
凌 沙 混 臣 居 如 洲 . 受 ざさ 


あな た は 人 に 膨 め られ る 
立 沙 な こと を し た の よ 。 


胸 を 尋 っ て いい わ 
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テー へ 区 Nsh 和 を 一 へ キア ー ベ CH 


チェ ッ ク ボ ポイ ント 


HEEH PHIIHI 


人 類 史 上 初 と な っ た 、 エ ヴァ ン 
ゲ リ オ ン の 実働 作戦 

第 3 使徒 が 再度 侵攻 を 開始 し た の は 夜 で あっ た 
NERV は 当日 到着 し た サー ド チ ルド レン に よる 初 
号機 出撃 準備 を 進行 。 サ ー ド チル ドレ ン は 訓練 無 
し で 初 号機 の 起動 に 成功 し 出撃 する も 、 使徒 に 圧 
倒さ れ 一 旦 は 沈黙 。 だ が 突如 再起 動 を 果たす と 暴 
走 。 コ ント ロー ル 不 能 に 陥っ た まま 高い 戦闘 能 
で 使徒 を 瞬時 に 粉砕 。 作戦 は 一 応 の 成功 を 見 た 


出撃 し た 初 号機 で あっ た が 


突如 再起 動 し た 初 号機 は 暴 
走 し 、 異 様 な まで の 高い 戦 
闘 能力 を 発揮 。 劣勢 を 一 気 
に 挽回 し 使徒 の 弱点 で ある 
コア に 攻撃 を 集中 し た 


上 曽 胃 往 軸 中 間 1 


対 サ キ エ ル 戦 戦 闘 概要 図 


発進 し た 初 号機 は 歩行 に 成功 。 し か し 直後 に 転倒 し 使徒 
の 攻撃 を 受け 続け 、 沈 黙 。 そ の 後 再起 動 す る と 暴走 。 損 傷 
し た 左腕 を 自己 修復 し 、 使 徒 へ 接近 。 組 供 す と コア へ 集中 
攻撃 。 使 徒 は 自爆 を 図る も 、 初 号機 は 健在 で あっ た 


初 号機 、 歩行 貼 初 号機 、 転倒 


使徒 、 初 号機 を 捕獲 回 初 号機 、 光 の 槍 に より 後退 


初 号機 、 再 起動 同 初 号 機 、 反 机 開 始 


A.T. フ ィ ー ル ド 中 和 回 初 号機 、 追 加 攻 撃 回 使徒 転倒 


初 号機 、 追 撃 一 使徒 、 反 撃 了 使 徒 、 自 爆 


TEEHILD 


国連 軍 の n* 地 雷 に より 損傷 し た 第 3 使徒 で あっ 
た が 、 数 時 間 を か け て 自己 修復 し 再生 を 果 し た 
破損 し た 顔 らし き 部 位 に は 新た な 顔 が 現れ 、 さ ら 
に 経験 か ら 学習 し 、 偵 察 機 を 即座 に 破壊 し て いる 


無 抵抗 の 初 号機 を 軽々 と 持 
ち 上 げ 、 そ の 腕 を へ し 折る 
サキ エル 。 上腕 部 が 異様 に 
膨れ あがっ て お り 、 筋 力 の 
増幅 を 伺わ せる 


側面 上 半身 


| 修 委 後 全 史 | 


NERV 職 員 が な ん ら か の 汚染 の 危険 の ある 区 域 
に て 作業 を 行う 際 に 着用 する 気密 型 防護 服 。 戦 
闘 終了 後 、 未知 の 存在 で ある 使徒 と の 戦闘 検証 の 
際 に も 、 ミサ ト ら が 着用 し て 作業 を 行っ て いた 


機密 性 が 高い 分 着用 時 の 通 
気性 は 当然 無 視 さ れ て お り 、 
常夏 と な っ て いる 現在 の 日 
本 で の 防護 服 を 着用 し て の 
作業 は 、 か な り 厳 し い 


発令 所 と も 呼ば れる NERV 本 部 の 中 枢 部 。 本 部 
地下 の セン トラ ルド グマ と 呼ば れる 施設 内 に 位置 
し 、 中 央 部 に は 、NERV の 文字 通り 頭脳 で ある ス 
ー パ ー コ ンピュータ MAGI が 格納 され て いる 


戦艦 の 艦橋 を 思わ せる 
NERV の 発令 所 。 地 上 数 階 
建て の ビル と 同等 の 高 さ を 
持つ 、 複 雑 で 巨大 な 構造 体 
で ある 


回 MAGI 


NERV が 誇る スー パー コン 
ピュ ー タ MAGI シ ステ ム 
3 機 の 独立 し た コン ピュ ー 
タ の 複合 体 で 、 各 種 分 析 か 
ら 本 部 施設 の 管理 まで 司る 


回 副 発令 所 


| 発令 所 前 方 部 の テラ ス 状 の 
左右 フロ ア に 設け られ て い 
る 。 発令 所 の サポ ー ト な ど 
を 行っ て お り 、 多 数 の オペ 
レー ター が 常駐 する 


回 前 方 投影 スク リー ン 


床 面 より 投影 され た 3 次 元 
型 の 地形 図 と 、 正 面 の メイ 
ン ピ ビュ ア か ら 成 る 多目的 ス 
クリ ー ン 。 戦 況 確認 の みな 
ら ず 通信 に も 使わ れる 


司令 室 付き の 主 オ ペレ ー タ ー を 務め る の は 、 伊 吹 マヤ 、 日 
向 マ コト 、 青 葉 シ ゲル の 3 名 で ある 。 彼ら は EVA の 作戦 遂行 
時 に お ける バッ クア ッ プ を 主 な 任務 と し て いる 


る 伊吹 マヤ 

正面 向かっ て 左側 の 席 に 座る 女性 
オペ レー ター。EVA の 機体 テレ 
メト リー の モニ タリ ング を 担当 


ぁ 日向 マコ ト 

中 央 の 席 に 座る 男性 オペ レー ター 
主 に 、 葛 城 ミ サト の 補佐 的 な 役割 
を 担っ て いる 


青葉 シゲ ル 

正面 向かっ て 右側 の 席 に 座る 男性 
オペ レー ター。 使徒 の 識別 を 含む 
情報 解析 と 通信 が 主 な 任務 


大 司令 塔 / 司 令 席 


了 回 オペ レー ター 席 


- 婦 * で 


ェ ーー デー 一 -c デ 


条 司令 と 冬 月 副 司令 は 、 通 常 は ここ で 指揮 を 執る 。 な お 、 司 令 席 
フロ ア は リフ ト 式 で 下部 へ 移動 で きる よう に も な っ て いる 


と オペ レー ター 男女 


副 発令 所 フロ ア や MAGI フ ロア な ど で 働 いて いる オ 
ペレ ー タ ー た ち 。 発令 所 を 円 滑 に 機能 させ る 上 で 、 彼 
ら の 存在 は 欠か せな い 


司令 塔 直 下 に 位置 する の が 主 オ ペレ ー タ ー 席 で ある 。 ま た 、 作 戦 
遂行 時 は この フロ ア よ り 葛 城 ミ サト が EVA へ 作戦 指示 を 出す 


_ 選 


デ で へ へ 半 Nsh ゆ や を デュマ アー くじ H 


チェ ッ ク ボ ポイ ント 


HEEHW PHIIHTI 


INSTHLLHIIMI 


NERV 本 部 の 置か れ て いる ジオ フロ ント 直上 に 
較 | 建設 され た 都市 。 そ の 名 称 か ら も 判る 通り 、 日 本 
政府 の 須 都 計画 に 基づき 建設 が 進め られ た 街 で は 
ある が 、 実 際 に は 対 使徒 戦略 上 の 拠点 と な る 「 要 

講 都市] と し て 位置 づけ られ て いる 


第 3 新 東京 市 市 街 地 の 超 近代 
的 な ビル 群 は 周囲 の 自然 と の 
間 に 独 特 の コン トラ スト を 生 
じ て い る 


第 3 新 東京 市 周辺 は 山間 部 な 
ど 自 然 が 色濃く 残っ て いる が 、 
内 部 に は 様々 な 施設 が 設け て 
ある 場所 も 多い 


第 3 新 東京 市 市 街 地 


NERV 本 部 直上 に 位置 し 、 戦 
闘 時 に は ビル 群 は 地下 へ 収容 
され る 。 ま た EVA 関連 設 
の 擬装 ビル も 多数 存在 する 


旧 市 街 


旧 根 ・ 芦 ノ 湖 周辺 に あっ た 
民間 の 居住 区 域 。 現 在 も 昔 な 
が ら の 街並み が 残さ れ て いる 
場所 で ある 


第 3 新 東京 市 立 
第 壱 中 学校 


第 3 新 東京 市 北側 に 位置 する 
市 立 中 学校 。 シ ンジ や 綾波 
レイ ら 、EVA パ イロ ッ ト も 
この 学校 に 在 席 し て いる 


丘 の 上 公園 展望 台 


第 3 新 東京 市 を 一 望 で きる 東 
側 の 丘 の 上 に 造ら れ た 公園 
葛城 ミサ ト は 、 よ く こ こ を 訪 
れ て いる よう で ある 


コン フォ ー ト 17 
(ミサ ト の 部 屋 ) 


葛城 ミサ ト が 入居 し て いる マ 
ンション 。 こ こも 市街地 より 
東側 の 高台 に ある 。 地 下 に は 
広大 な 駐車 場 が ある 


団地 
(レイ の 部 屋 ) 


市 街 地 より 北東 側 に 存在 する 
団地 群 。 取 り 壊 し の は じ ま っ 
た 場所 で 、 綾 波 レ イ の 住む 部 


屋 も ここ に ある 
5 集 光 ビル 半 水 上 都市 ロー プ ウ ェ イ 
市 街 地 南側 に 設け られ た ビル 集 光 ビ ル 付 近 に 建設 され て い 本 部 防衛 網 の 擬装 兵力 の ひと 


I1 


居住 用 で は な く 、 ジ オフ ロン 
ト 部 へ の 採光 と 太陽 発電 に よ 
る 電力 供給 用 の 施設 で ある 


る ビル 群 。 芦ノ湖 内 に 突き 出 
た ブロ ッ ク に 存在 し て お り 、 
係留 場 な を ど が ある 


つ 。 ゴ ンド ラ 内 か ら 機 銃 を 連 
射す る 。 平 時 は 本 来 の ロー プ 
ウェ イ と し て 稼働 


吊 


第 3 新 東京 市 の 外縁 部 と な る 高台 に 建設 され た 
マン ショ ン 。 ミサ ト 以 外 、 住人 は いな いよ うだ 。 ミ 
サト の 部 屋 は テラ ス 付 き の 11 階 部 分 に ある 。 一 人 
住ま いと し て は 必要 以上 に 大 き な 間 取り で 、 実 際 、 
古 シ ンジ を 引き 取っ て も 充分 な 部 屋 数 が あっ た 。 


ル ミサ ト の 部 屋 の 見 取り 図 ” / 信 


| 


暫 媒 


玄関 

回 ダイ ニン グ キ ッ チ ン 

回 リピ ング ルー ム 

回 ミサ ト の 部 屋 

還 シン ジ の 部 屋 / ア スカ の 部 屋 (アス カ 転 居 後 ) 
国 脱衣 場 / 風 呂 坦 

悦 納戸 デシ ンジ の 部 屋 (アス カ 転 居 後 ) 


較 コン フォ ー ト 17 


ミサ ト の 住む せ マ ンション 


ミサ ト の 暮らす マン ショ ン で 、 同 居 人 は 温泉 ペン ギン の ペ 
ン ペ ン 。 条 シン ジ も 現在 は に ここ で 暮らし て いる (後に は 惣 流 ・ 
アス カ ・ ラ ング レー も 同居 ) 


ミサ ト の 部 屋 に 住む 新種 の 温泉 ペン ギン 。 彼女 日 
わく | 同居 人 ] で 、 事 実 、 多 少 の 知能 を 持ち 、 自 分 で 
進ん で 入浴 し た り 扉 を 開け 閉め し た り も で きる 


ダイ ニン グ キ ッ チ ン 
に は 、 ペ ン ペ ン の 個 
室 と し て 、 専 用 の 大 

冷蔵 庫 が 設置 され 
て いる 


7 | 人 類 補 寺 委 員 会 . 提 


国連 内 部 に 設置 され た 小 委員 会 だ が 、 現在 の 国 
連 の 実権 を 事実 上 掌握 し て いる 組織 で も ある 。 衛 
ゲン ドウ も メン バー と し て 会 議 に 参加 し て いる 。 
また NERV の 予算 承認 な ども この 委員 会 が 行う 


障 向 | 
人 類 補 完 計画 


人 類 補 完 委員 会 に と っ て 最 
重要 な 計画 。2015 年 に は 
第 17 次 報告 が され て いる 
な お 、NERV は 使徒 残 滅 以 
| 外 に この 計画 の 遂行 も 担う 


0 


人 類 補 完 委員 会 の リー ダー 格 ら し き ド イツ 人 の 老人 。 遮 
光 器 型 の バイ ザー を 常に 身 に つけ て いる 。 議長 と いう 肩書 き 
だ が 、 国連 で の 地位 を 示し て いる の か は 定か で な い 。 


第 17 次 中 間 報 千 


| NMAW 


Peaceceawies 


人 類 補完 委員 会 は 、 キ ー ル 議長 を 含め 5 人 の メン バー で 構 
成 さ れ て いる 。 そ の 構成 員 は いずれ も 国連 の 常任 理事 国 の 
人 間 と な っ て いる の が 特徴 だ が 、 詳細 は 不明 。 


レプ ヽ 、 4 アメ リカ 代表 


HIWELHUH 【H 


ISTWMLLHTI0H 


4 ミサ ト の 


夫 


則 | A.T. フ ィ ー ル ド 


「Absolute Terror Field] の 略 。 直 訳 は [絶対 恐 
怖 領域 ||] あら ゆる 物理 的 な 千 渉 を 遮蔽 する 特殊 
フィ ー ル ド で あり 、 使 徒 は これ を 常時 発生 させ て 
いる た め 通 常 兵器 で は 本 体 に ダメ ー ジ を 与え る こ 
と が で き な い 。A.T. フ ィ ー ル ド を 破る た め に は 、 同 
じ く A.T. フ ィ ー ル ド を 使っ て 中 和 す る 必要 が あり 、 
現在 人 類 の 兵器 で これ を 発生 させ る こと が 可能 な 
の は EVA の み で ある 。 通常 は 不可 視 だ が 、 強 力 に 
な る と 発光 し て 可視 化す る 。 


初 号機 の 攻撃 に 対し 
AT. フ ィ ー ル ド を 展開 
する 第 3 使徒 。 強 力 な 
AT. フ ィ ー ル ド は 肉眼 
で も 知覚 可能 で ある 


+ 0072470 ビ ーー0214631 


PS 2 さと 2 すま 


初 号 機 の Al_T. フ ィ ー ル 
ド に よっ て 、 第 3 使徒 
の AT. フ ィ ー ル ド が 中 
和 さ れ て いる こと 示す 
計測 グラ フ 


回 
P ァ 
ト ゃ を 


ーー00304753 こ エキ 00084672 


トー 一 】 


BlIIELE 


テマ へ 革 さ sh や を へ 生 ア マ ー ベ H 


コー| 


エピ ソー ドガ イド 


PISHUE 6BHMIDE 


sEEHE/EHEEH PMIITI 


倫 シ ンジ 、 
パレ ッ ト ラ イフ ブル 
の 射撃 訓練 を 行う 


仔 シ ンジ 、 
第 中 学校 に 登校 


き ミ サト 、 
シン ジ に つい て 
リツ コ と 電話 


人 相田 ケン スケ 、 
転校 生 に つい て 
鈴原 トウ ジ と 話す 


シン ジ 、 
EVA の パイ ロッ ト だ と 
クラ ス に 知れ 渡る 


@ シ ンジ 、 
トウ ジ に 殴ら れる 
人 g 第 1 使徒 血 来 - PU58 


8 第 3 新 東京 市 、 
戦闘 形態 へ 移行 


7 | 


ケン スケ と トウ ジ 、 
シェ ルター か ら 抜 け 出 す 


0 初 号 機 
使徒 と 交戦 


鈴 初 号機 

アン ビリ カル ・ テ ケー プル 

断線 

的 初 号機 、 

山間 部 へ 投げ 飛ば され る 
h 

トウ ジ と ケン スケ 、 

戦闘 に 巻き 込ま れる 
ず 

符 ト ウジ と ケン スケ 、 

初 号機 に 収容 


介 シ ンジ 、 
プロ グレ ッ シ プ ・ ナ イフ で 
使徒 に 突撃 


使徒 、 活動 停止 


吉 ト ウジ 、 
シン ジ へ の 
電話 を た め ら う 
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第 四 話 へ 


シン ジ が 第 3 新 東京 市 の 中 学 へ 編入 し て 2 週間 。 
彼 は 未だ 友人 も で きず 、 通学 と EVA の 訓練 を 流さ 
れる まま に こなし て いる だ け だ っ た 。 そん な と き 、 
長期 久 席 し て いた 鈴原 トウ ジ が 登校 し て くる 。 彼 
は 先 の 使徒 戦 で 重傷 を 負っ た 妹 の 看病 の た め 休 
ん で お り 、 そ の た め EVA と その パイ ロッ ト を 恨ん で 
いた 。 ひ ょ ん な こと で シン ジ が EVA パイ ロッ ト で あ 
る と クラ ス 中 に 知れ 渡っ た こと か ら 、 ト ウジ は シン 
ジ を 校舎 裏 に 呼び 出す と 、 有 無 を 言わ さ ず 殴り つ 
ける 。 そ の 直後 、 ま た も 使徒 が 襲来 。EVA で 出撃 
する シン ジ だ が 、 機 械 的 な 対処 が 裏目 に 出 て 窮地 
に 追い 込ま れる 。 さ ら に 、 戦 い を 見 物 し よう と シ 
ェ ル ター か ら 抜 け 出 た 相田 ケン スケ と トウ ジ が 戦 
闘 に 巻き 込ま れ て し まう 。 外 部 電源 を 断 た れ 活 動 
限界 が 迫る 中 、 ミ サト の 独断 で トウ ジ た ち を 初 号 
機 に 収容 し た シン ジ は 、 撤 退 命 令 を 無視 し 突如 プ 
ログ ・ ナ イフ で 使徒 に 応戦 。 辛 うじ て 残 減 に 成功 
する 。 そ れ か ら 3 日 後 。 トウ ジ は ケン スケ に 促さ れ 、 
欠席 を 続け る シン ジ に 電話 し よう と する が 、 結 局 
シン ジ の 携帯 が 鳴る こと は な か っ た 。 


VA の 串 練 は シン ジ の 日 

常 と な っ た が 、 彼 は 言 
われ た 通り に 機械 的 に こ な 
し て いる だ け だ っ た 


シ ンジ の クラ ス メ イ ト の 

ンス ケ は 、 登 校 し て 
きた トウ ジ に 、 転 校生 = ニシ 
ンジ の こと を 話す 


人 層 だ っ て 、 
乗り た く て 乗っ て る 
わけ じゃ な し * の (に ……… 


合馬 條 を た まま 5 
第 参 語 (初回 放映 日 : 95.10.18) 


脚 本 : 薩 川 昭夫 、 庵 野 秀明 
絵 コン テ : 鶴巻 和哉 、 石 堂 宏之 


演 出 : 和 石堂 宏 之 
作画 監督 : 細井 信宏 
鳴ら 5 な ぃ い 電 。 淡 。 
EVANGELION 
話 語 MI Atransfer 
ELIMMH 


シン ジ が 通う 学校 の 数 学 教師 に よっ て 、 作 品 の 世 
界 観 が 語ら れる 。 即 ち 、 セ カン ドイ ン パ クト に よる 地 
球 規模 の 災害 と 、 そ れ が も た らし た 環境 変化 や 経済 
問題 ・ 民 族 紛争 な ど だ 。 だ が 、 こ こ で は セカ ンド イン 
パク ト の 具体 的 な ビジ ュ ア ル を 見 せる こと な く 、 本 来 
の 授業 と か け 離 れ て 、 淡 々 と 昔話 を 独り 言 の よ うに 
語る 教師 と いう 画面 作り (さら に 言え ば 、 生 徒 は その 
話 を 聞い て いな い ) に な っ て お り 、 意 図 的 に 、 聞 き 流 
し て し まい そう な 形 で 情報 を 組み 入れ て ある 。 


マ さ レ ンジ が 第 3 新 東京 市 立 
ン 弟 疹 中 学校 に 転校 し て 
2 週間 、 未 だ 友達 と 呼べ る 存 
在 は いな か っ た 。 


VA の パイ ロッ ト で ある 

と 知れ た 途 端 、 シ ンジ 
は クラ ス の 注目 を 浴び 、 覧 
きつ つも 受け 応え する 。 


の 頃 、 新 た な 使徒 が 第 

3 新 東京 市 を 目指 し て 
飛来 。 シ ンジ に は 本 部 か ら 
の 緊急 招集 が か けら れる 


HHEE5SEHIIHLEIHHWELUHOHEHHHHIELE 


3 新 東 京 市 は 戦闘 形態 

へ 移行 。 ビ ル 群 は ジオ 
フロ ント へ 収容 、 民 間 人 は 
シェ ルター へ 避難 し た 。 


上 で は 初 号 機 と 使徒 が 

戦い を 開始 。 だ が 、 訓 
練 の 甲斐 も な 形勢 は 初 
号機 が 不利 だ っ た 


徒 の 攻撃 は 続く 。 動 播 

し た シン ジ は 応戦 で き 
ず 、 初 号機 は 近く の 山 へ と 
投げ 飛ば され て し まう 


サト か ら の 撤退 の 命令 
、 突 如 感情 を 
使徒 

グ ・ ナ イフ で 任 く 


徒 は 活動 を 停止 。 そ の 

中 で トウ ジ と ケン スケ 
は 見 た 。 シ ンジ の ギリ ギリ 
いっ ぱい の 戦い を 


号機 の 落下 場所 に は ト 


ウジ と ケン スケ が いた 。 


ミサ ト は ふた り を 初 号 機 に 
収容 する こと を 決断 。 


いか ら 3 日 。 ケ ンス ケ 

に 促さ れ た トウ ジ は シ 
ンジ に 電話 し よう と する が 、 
結局 た め ら っ て し まう 。 


器 マ ニア の ケン スケ は 、 


ププ や トウ ジ に 協力 し て も ら 
い 、EVA と 使徒 の 戦闘 を 見 
る た め 地 上 へ 出る 


徒 の 攻撃 に より 初 号 機 
は 外部 電源 を 遮断 され 
て EVA に 残さ れ た 
時 間 は あと 僅か に 
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デマ へ 閉 Nsh 了 を アキ アー ベベ H 


チェ ッ ク ボ イン ト 


HEEH PHMHIHT 


TNITIE5 


飛来 し た 第 4 使徒 。 第 3 
新 東京 市 周辺 に 設け られ 
た 通常 兵器 の 対空 火器 で 
迎撃 する も 、 ま っ た く 効 
果 は 得 ら れず 


内 蔵 電 源 の み を 用 いた 、EVA 
パイ ロッ ト の 独断 戦闘 

第 4 使徒 に 対し 迎撃 に 出 た 初 号機 だ っ た が 、 ア 
ン ビ リカ ル ・ ケ ー ブ ル を 切断 され 丘陵 地帯 へ 投げ 飛 
ば され て し まう 。 落下 地点 に は 民間 人 の 少年 が 2 
名 お り 防 戦 一 方 と な る 。 葛 城 一 尉 は 緊急 的 判断 
で 民間 人 を 初 号機 内 に 収容 。 そ の 後 体勢 の 立て 
直し を 図 ろ うと する が 、 パ イロ ッ ト は 独断 で 使徒 
へ 突撃 。 目 標 は 沈黙 し 辛うじて 作戦 は 完遂 され た 


対 シ ャ ムシ エル 戦 
戦闘 経過 図 


CFS ゅ ゆ 


活動 限界 時 間 の 迫る 初 号機 だ っ た が 、 
パイ ロッ ト は 感情 に まかせ て 突撃 。 プ 
ログ ・ ナ イフ に て 目標 の コア を 買い た 


シャ ムシ エル 


第 4 使徒 は 、 第 3 使徒 戦 か ら 3 週 間 後に 出現 。 低 
空 か ら 飛来 し 第 3 新 東京 市 内 へ と 侵攻 する 。 飛行 
中 は 体 能 を 水平 に 保ち 、 戦 闘 時 は 直立 し 頭 部 を 
前 方 へ と 傾け る 。 武 器 は 両 肩 部 分 より 伸び る 光 
の 触手 で 、 鋭い 貫通 力 や 切断 力 を 有する 


シャ ムシ エル の 武器 は 光 の 
触手 。EVA の ボディ を 簡 
単に 思 く ほど の 威力 が ある 
また 、 対 象 に 巻き 付け 持ち 
上 げ る こと も 可能 


飛行 形態 側面 


DWHTH 

画 呼称 : 第 4 使徒 

圏 天使 名 : シャ ムシ エル 

固 象徴 : 昼 

層 能力 : 光 の 触手 、 形 態 移行 


戦闘 形態 正 押 戦闘 形態 背面 


ll8 


I3 」 第 3 新 東京 市 


第 3 新 東京 市 校外 北東 部 の 山 の 中 腹 に ある 中 学 
校 。 [第 壱 ] 以外 の 中 学 は 存在 せ ず 、 第 3 新 東京 市 
に ある 唯一 の 中 学校 で ある 。 校生 は いた っ て 普通 
の 建物 で 、 都 心 部 や NERV 本 部 の よう な 最新 鋭 の 
施設 は な い 。 な お 、EVA の パイ ロッ ト は 決ま っ て 
この 中 学 の 2 年 A 組 に 在 席 し て いる 。 


ーーmm ア mW や 中 学校 は 、 第 3 新 東 
京 市 が 展望 で きる ほど 、 
市 街 地 中 心 部 か ら 苑 れ た 
と ころ に ある 。 だ が 生徒 
の 親 の 多く は NERV 関 係 
者 で ある よう だ 


第 壱 中 学校 の 校舎 や 教室 
な ど 、 そ の 設備 は 旧態 然 
と し た 古めかしい も の だ 
が 、 授 業 に 於 いて は 最新 
型 の ラッ プ ト ッ プ PC が 
利用 され て いる 


第 壱 中 学校 で 数 学 の 教鞭 を 執る 老 教師 。 し か し いつ も 途 
中 で 、 セ カン ドイ ン パ クト の 悲劇 と そこ か ら の 人 類 の 復興 の 
歴史 へ と 話 が それ て し まう よう だ 


独り 言 の よ うに 菩 話 を 語る 
老 教師 。 雑 談 を する 生徒 た 
ち に も 注意 ひと つ し な い 。 


k ラッ プ ト ッ プ PC 


第 壱 中 学校 で は 授業 に 紙 製 の ノー ト 等 は 使わ 
ず 、 ラ ッ プ トッ プ PC で 授業 が 行わ れる 。 板書 や 
宿 馬 な を ど 、 すべ て パソ コン で 管理 され る 

ラッ プ ト ッ プ PC 
は 教科 書 や ノー ト 
と し て 利用 され て 
いる が 、 メ ー ル の 
や り と り も 可能 


相田 ケン スケ は 、 
学校 支給 の PC で 
は な く 、 自 分 の 私 
物 で ある 黒い PC 
を 持ち 込ん を で いる 


INSTMLLHTIMH 


大 校舎 
眉 体育 館 
回 渡り 廊下 


常夏 と な っ た 日 本 で は 、: 


プー ル の 授業 も 頻繁 に 
行わ れ て お り 、 そ れ は 
第 壱 中 学校 で も 例外 で 
は な い 


生徒 の 人 数 が 少な いた 
めか 、 校 内 に は 使わ れ 
て いな い 教 室 が ある 
黒板 な ど 昔 と 変わ ら な 
い 学 校 の それ で ある 


用 


テ へ へ 半 Ysh 了 や を テキ デー ベビ H 


午 尺 層 


E チェ ッ ク ボ イン ト 
HEEH PHIHI 


遼 シ ンジ は 第 壱 中 学校 2 年 A 組 へ と 編入 され た 
この クラ ス に は 同じ く EVA 零 号機 パイ ロッ ト で あ 
る 綾波 レイ も 在 席 (また 後に 弐号 機 パ イロ ッ ト 、 
惣 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー も 転入 ) し て お り 、 これ は 
明らか に EVA 運用 上 の 都合 か ら 、 パ イロ ッ ト を ひ 
と つの クラ ス に まとめ て いる と 考え られ よう 
2 年 A 組 の プレ ー ト 。 クラ 
ス の 担任 は 数 学 担当 の 老 教 
師 。 こ の クラ ス の 生徒 は 、 


実 の と ころ EVA の バイ ロ 
ッ ト 候補 が 集め られ て いた 


当初 は 孤立 し て いた シン ジ 
で あっ た が 、EVA バ イロ N 
ッ ト で ある と 知れ た 途 端 、 本 本 
クラ ス 中 の 注目 の 的 と な っ 
て し まう 


ンジ 。 次 第 に クラ ス に 馴染 
ん で ゆく 彼 に は 、 何 人 か の 


2 年 A 組 の クラ ス 委 員 長 を 務め る 少女 。 漂 癖 で 生 真 面目 な 
と ころ が ある 。 その 性 格 は 確か に クラ ス 委 員 に 向い て お り 、 
授業 中 に 騒ぎ 出す 生徒 た ち を 唯一 、 注意 し て いた 。 


授業 中 に 大 声 で 騒ぎ まく る 
クラ ス メ イ ト た ち に 「 静 か 
に ! ]」 と 一 喝 す る ヒカリ 


シン ジ の 同級 生 。 ミリ タリ ー マ ニ ア で EVA に 強 
い 興 味 を 持つ 。 そ の た め 、 避 難 シ ェ ル ター を 抜け 
だ し 戦闘 を カメ ラ に 収め よう と 行動 を 起こ す 


ケン スケ は 初 号機 の 戦闘 を 見 
る た め に 、 ト ウジ の 協力 を 得 
て 人 避難 シェ ルター を こっ そり 
と 抜け 出し た 。 そ の 戦闘 を 目 
の 当たり に し て 興奮 する 


常に ジャ ー ジ を 着 て いる シン ジ の 同級 生 。 ケ ン 
スケ と は 親友 同士 で ある 。 妹 が 第 3 使徒 戦 で 負傷 
し た た め 、 EVA に 良い 感情 を 持っ て いな い 


EVA と その パイ ロッ ト を 恒 
む ト ウジ 。 彼 は シン ジ が EVA 
の パイ ロッ ト と 知り 、 校 舎 裏 
に 呼び つけ る と 、 有 無 を 言わ 
さ ず 殴り つけ る 


EHHHHETEH 


ENHHHHETEH 


EMHHHETEH 


使徒 の 襲来 に 際 し 、 第 3 新 東京 市 は 中 心 部 の 重 
要 施設 を 地下 へ と 収容 し 、 戦 闘 形態 へ と 移行 する 
これ に より 使徒 戦 に 於 ける 被害 を 最小 限 に 食い 止 
め る こと が で きる 


ジオ フロ ント 内 に 収容 され た 高 
8 層 ビ ル 。 ジ オフ ロン ト 側 か ら は 
つり 下がっ て いる よう に 見 える 
た め 天 井 ビ ル と 呼ば れる 


民間 人 は 市 街 地 及び 周辺 に 多数 
設け られ た 避難 シェ ルター へ と 
退避 する 。 小 中 学校 は クラ ス ご 
と に 非難 場所 が 分 か れ て いる 
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INSTNLLHTIMH 


TECHHILIUV 

EVA を 稼働 させ る た め に は 大 量 の 電力 が 必要 で 
ある 。 その た め 、 EVA は アン ビリ カル ・ ケ ー ブ ル と 
呼ば れる 電源 ケー ブル を 通し て 外部 か ら 電 力 の 供 
給 を 受け て 稼働 する 。 第 3 新 東京 市 市 街 地 に は 、 
予備 の ケー ブル ソケット を 収納 し た 電源 ビル が 多 
数 存在 し 、 EVA の 活動 を サポ ー ト し て いる 。 


ビル か ら 電 源 ソ ケッ ト を 
引き 出す 弐号 機 。 電 源 ビ 


に の し お ル を 多数 設け る こと で 、 
ENWAk 外部 か ら の 電力 供給 を 絶た れ た 場 ケー ブル に よる 活動 範囲 
合 、 内 蔵 電源 に 切り 替わる 。 だ が 、 そ の 場合 1 分 の 制約 を 軽減 し て いる 


か ら 5 分 ほど し か 活動 を 維持 で き な い 


内 部 電源 に 切り 
替わっ た 場合 、 
活動 限界 を 示す 
カウ ント ダウ ン 
表示 が モニ ター 
に 現われ る 


ケー ブル 装着 時 の EVA 


9 」 パレ ッ ト ラ イフ ブル 


EVA の 主要 兵 装 の ひと つ で 、 別 名 パレ ッ ト ガ ン 
と も 呼ば れる 。 フ ルオ ー ト の 自動 小銃 で 命中 精度 
も 高く 、 貫通 力 の 高い 劣化 ウラ ン 弾 を 銃床 内 部 の 
電磁 レー ル で 高速 射出 する こと で 敵 を 撃破 する 。 


MEHPHMH 


シャ ムシ エル に 対し フル 
オー ト 射 撃 を する が 、 結 
果 、 爆 煙 で 敵 が 見 えな く 
な り 危 機 を 招い て し まう 


弾倉 は グリ ッ プ の 後ろ に 配置 され た ブル パッ プ 
方 式 。 そ の た め 銃 身 を 長く 設計 で き 、 高 い 命 
中 精度 を 持つ の が 特徴 で ある 


ビル 内 に 収納 され た 予備 「 
の パレ ッ ト ラ イフ ル 。 擬 
装 ピ ル に は 、 こ の よう な 凌 / 
兵 装 ロ ッ カ ー も ある 


ll 」 プロ グレ ッ シ プ ・ ナ イフ (PK-01) 民 病 


EVA の 格闘 戦 用 装備 で ある 高周波 ナイ フ 。 刃 
先 が 高周波 振動 する こと で 対象 物 を 分 子 レ ベル で 初 号機 の 標準 装備 。 な お 、 再 就役 し た 零 号 機 も 同 
切断 する 。 別名 プロ グ ・ ナ イフ 。AT. フ ィ ー ル ド を 型 の PK-01 を 装備 し て お り 、 弐 号機 は 改良 型 の 

PK-02 を 装備 し て いる 
中 和 し て の 近接 戦闘 で 威力 を 発揮 する 。 


テ で へ へ 閉 Nsh や を キア マー CH 


プロ グレ ッ シ プ ・ ナ イラ ヲ 
の 刃先 は 短い が 、 逆 に 小 
回 り が きく 。PK-01 は ア 
タッ クナイ フ 型 


プロ グレ ッ シ ブ : ナ イジ 
は 肩 部 パイ ロン 内 部 に 収 
納 さ れ て お り 、 必 要 に 応 
じ て ポ ッ プ アッ プ す る 


5l 


肘 富 


エビ ソー ドガ イド 


PISIHE IIDE 


SEEHE/【HEEH PIT 


人 ミ サト 、 
シン ジ の 家出 を 知る 

ぜ 
ト ウジ と ケン スケ 、 
シン ジ を 迎え に 来る 

マ 
但 シ ンジ 、 


第 3 新 東京 市 第 7 眼 状 線 …… 


で 終日 を 過ごす 
納 シ ンジ 、 
映画 館 で 一 夜 を 明か す 


倫 シ ンジ 、 
大 浦 谷 の 近辺 を 徒 簡 - 


@ ミサト 、 
リツ コ に シン ジ の 
家出 を 話す 
ー 
作 ミ サト 、 
第 4 使徒 戦 直 後 を 回 想 
eg 
ケン スケ 、 
サバ イ バ ル 訓練 中 に 
シン ジ と 出会う 


人 W シ ンジ 、 

ケン スケ の テン ト で 
一 夜 を 過ごす 
⑩ シ ンジ 、 
保安 課 報 部 

に 連行 され る 


介 ミ サト 、 
拘束 され た シン ジ 
に 面会 


内 シ ンジ 、 


NERV の 登録 抹消 


替 シ ンジ 、 


Pe 


> Pi 


料 箱根 湯本 駅 に …………… 


移送 され る 
4 トウ ジ と ケン スケ 、 
シン ジ を 見 送り に 来る 


シン ジ と トウ ジ 、 
わだかまり が 消え る 
失 シン ジ 


第 3 新 東 京 市 を 去る こと を 


思い 止ま る 
但 ミ サト 、 
新 箱根 湯本 駅 に 
駆け つけ る 


シンジ と ミサ ト 、 
和解 する 


第 他 話 へ 


前 回 の 使徒 戦 か ら 5 日 。 ミ サト の 部 屋 か ら 去っ 
た シン ジ は 、 第 3 新 東京 市 を 宛て も な く 歩 いて いた 。 
ミサ ト は 、 いつの間に か シン ジ が 家出 し た こと を リ 
ツ コ に 告げ る と 、 も う 戻っ て こない か も 知れ な いと 
叶 く 。 街 を 離れ 自然 が 残る 郊外 へ と や っ て 来 た シ 
ンジ は 、 偶 杖 に も ひと り で 戦争 ご っ こ に 興じ る ケ 
ンス ケ と 出会い 、 一 緒 に テン ト で 食事 を する 。 だ 
が ケン スケ の テン ト に NERV の 人 間 が 現れ 、 シ ンジ 
を 連行 し て いく 。 独房 に 入れ られ た シン ジ に 、 ミ 
サト が 面会 に 訪れ る 。 う わ べ だ け の 受け 答え に 終 
始 す る シン ジ に 半 り を ぶち まけ る ミサ ト 。 結局 シ 
ンジ は 、 第 3 新 東京 市 か ら 去 る こと を 決め る 。 駅 
に は トウ ジ と ケン スケ が 見 送り に 来 て お り 、 ト ウジ 
は シン ジ に 心から 謝る の だ っ た 。 そ の 言葉 に シン 
ジ は 自分 が た だ 逃げ だ そう と し て いた こと に 気 が 
つく 。 そし て 第 3 新 東京 市 を 去る た め の 列 車 は 発 
車 す る が 、 そ の 直後 、 ミ サト が 駅 に 駆け つけ る 。 
彼女 も る 過ち に 気づき シン ジ を 迎え に 来 た の だ 。 だ 
が 、 シ ンジ は 列車 に は 乗ら な か っ た 。 そ し て ミサ 
ト は 言っ た 。 「 お か えり な さい 」 と 。 


屋 か ら 姿 を 見 せな い シ 

ンジ に 、 ミ サト は 彼 の 
部 屋 を 覗い て みる 。 そ こ は 
も ぬけ の 殻 で あっ た 


出し た シン ジ は 、 市街 

地 の 環状 線 に 無為 に 乗 
り 続 けり 、 と うと う 終 電 の 時 
刻 に な っ て し まう 


イ を 検査 する リツ コ に 

向かい 、 家 出し た シン 
ジ は きっ と 戻っ て こない だ 
ろう と 、 ミ サト は 告げ る 


STHff LIST 一 一 ーーーーーーー へ 、 
第 四 語 (初回 放映 日 : 95.10.25) 

脚 本 : 薩 川 昭夫 

絵 コ ン テ : 其 目 喜一 

演出: 加賀 ツヨシ 

作画 監督 : 重田 知 


球 、 内 理 。 沿 is 
た REVANGBLION 


EPISODE:4 
Hedgehog's Dilemma 


『 


党 


第 四 許 


E0LMMH 


これ まで あま り 判 然 と し て いな か っ た 第 3 新 東京 市 
の 位置 関係 や 市街地 周辺 部 の 状況 が 、 シ ンジ の 家 
出 で の シー ン や NERV の 登録 を 抹消 され 街 か ら 去る 
シー ン な どか ら 、 よ り 具 体 的 に うか が い 知る こと が 出 
来る 。 特に 環状 線 の 駅 名 と し て [厚木]「 強 弘 」 な ど と 、 
現実 に ある 名 称 が アナ ウン ス さ れる 点 が 大 きい 。 また 、 
第 弐 話 と 同じ く ミ サト と シン ジ の 「 お か えり な さい 」「 た 
だ いま 」 の あい さ つ が 新た な 感情 を 込め て 交わ され 、 
ふた り の 絆 が 描か れ て いる 。 


FE 99EHTIHL 


ElHHWELHWN 財 有 MMIELE 


4 使徒 戦後 、 シ ンジ の 

散 度 が 腹 に 据え か ね た 
ミサ ト は 叱責 する が 、 彼 は 
受け 流し て いた 


ンス ケ の テン ト に 泊 ま 
っ た シン ジ は NERV 本 
部 へ 翌朝 運行 。 ケ ンス ケ は 見 
送る こと し か で き な か っ た 。 


ンジ を 見 送り に 、 ト ウ 
マン ジル ケン スケ が ま で 
来る 、 そ し て トウ ジ は 自分 
を 殴っ て 欲し いと 言う 


ンジ が NERV か ら 去 る 
ゲン ドウ に 伝 
に 。 だ が 彼 は 事務 的 

に その 報告 を 聞く 


れ が 近づく 。 ト ウジ と 

ケン スケ の 態度 に 、 シ 
ンジ は 素直 に 自分 の 気持 ち 
を 言葉 に し て は き 出 す 。 


第 四 話 


どう せ 僕 し か 
乗 し な いん で し ょ …… 


053 


テー へ 著 Nsh 了 や を 厄 キア メー バド H 


チェ ッ ク ボ ポイ ント 


HEEH PHIIHTI 


| 第 3 新 東京 市 : 交通 機関 


第 3 新 東京 市 内 の 公共 交通 機関 と し て 、 リ ニア 
式 環状 モノ レー ル 線 な ど が 運行 され て いる 。 要塞 
都市 と いえ ども 市 内 に は 民間 の 施設 も 多数 存在 し 
て お り 、 こ うし た 交通 機関 を 利用 する 市 民 は 多い 


て いる 


| リ = ア 素 政 田 急 ロ マン スカ ー ー 1 


2009 年 に デビ ュー し た 小田 急 7700 系 。11 両 編成 で 展望 ea 
席 が 設け て ある 。 第 3 新 東 京 市 だ と 新 箱 根 湯本 駅 が 最寄り ) を ここ 
駅 で 、 政府 専用 車 と し て も 運用 


/ さい < \ 
8 UN 
寿 友好 1 IS 
ー イ ーー 時 1 1 
77 ア の と | 
emm 7 / 77 
ーー ーー 


N 
第 3 新 東京 市 郊外 と 市 街 地 を 結ぶ 路線 バス が 運 N 
行 さ れ て いる ほか 、 ジ オフ ロン ト 部 と 地上 を 結ぶ 
リニア レー ル な ども 存在 し て いる 
部 外 と 市 街 地 を 結ぶ 
路線 バス 。 非 常に ロ 
カル な 雰囲気 が 漂 
う が 、 実 際 に 周辺 旭 
作 で る 1 
2 と 新 箱根 湯本 駅 構内 


NERV 戦 員 が 通勤 や 
連絡 等 に 使用 し て い 
る 、 地 上 部 と ジオ フ 
ロン ト 部 を 結ぶ リ ニ 
アレ ー ル 


駅 の ホー ム は 
政府 専用 車両 も 
利用 する た め 
専用 乗降 ロ が 設 


けら れ て いる 


シン ジ の 携帯 オー ディ オ 

シン ジ が いつ も 肌身 離さ ず 持 っ て いる ヘッ ド ホ ンス 
テレ オ 。 テ ー プ メデ ィ ア の SDAT (Super Digital 
Audio Tape の 略 ) で ある 。 


PF @ 


26 曲 目 が 終わ っ て 
も 再び 繰り 返し 聞く 
と いう へ ビー ロー テ 


ーション を 継続 する 


シン ジ 。 


を 
トー li 
朝 の 通学 通勤 時 間 帯 で の 第 l 諾 琴 | 則 脱出 且 川本 出 昨 有 
7 環状 線 の 車内 。 ラ ッシュ 誕 | 識 叫 放 
と 言う ほど の 混雑 で は な い 時 1 s 、 
が 、 そ れ な り の 季 車 率 と な 間 人 才 6 


』 
ISTHLLHTIWI 


る 新 箱根 湯本 駅 外観 


第 3 新 東 京 市 の 
最寄り 駅 だ が 、 
郊外 に 位置 し て 
いる た め 周 辺 は 
閑散 と し て いる 


02 | 第 3 新 東 京 市 : 郊外 


【 吉 
INSTMLLHTIMW 


近代 科学 の 粋 を 凝ら し て 建設 され た 第 3 新 東 京 に 生 の ー ジ に た ジ は エ 
市 で ある が 、 そ の 周辺 部 と な る 郊外 は 未だ 自然 が Rn り 
残る 、 非 常に ロー カル な 地域 と な っ て いる 。 ま た 、 ンプ ト 
郊外 地域 へ 足 を 運ぶ 人 間 も 少 な い レダ 2 ーー の ダ 

の W 『 テー へ 、 し 
旧 箱 根 町 付近 に 建設 され た た 
第 3 新 東京 市 の 周辺 に は 、 本 チ 
観光 地 と し て 知ら れ た 場所 | | エ 
が 随所 に ある 。 大 浦 谷 も そ 1 放 ク 
うし た 場所 の ひと つ NN ポ 
ル ( り 
サリ アメ 本 届か ン 
! 。 M ト 
4 人 
アル ジジ 
/ / /6 
「 7 | | 
マ ケ ン スケ の テン ト 
仙石 原 に 広がる スス キ の 原 で 、 
戦争 ご っ こ に 興じ る ケン スケ 
周辺 に は 自然 の まま の 場所 が か | 1 
な り 残 っ て いる よう だ 2 4 
バ に すい 


4 ア ー ミ ー ル ッ ク の の 
ケン スケ ここ パ W | | 

ミリ タリ ー マ ニ ア の ケン スケ は 、 

ー 人 で 郊外 へ 来 て テン ト を 張っ て 


は 、 戦 争 ご っ こ に 興じ て いた 。 そ 
こ で 偶然 シン ジ の 姿 を 目撃 する 


HHNIEIEH マル ドッ ゥ ッ ク 機 関 と 

サー ド チ ルド レン 

マル ドゥ ッ ク 機 関 は 、EVA の 適格 者 と な る 子供 
を 選出 する た め の 人 類 補 完 委員 会 直属 の 褒 問 機 
関 で ある 。 シ ンジ を 「 サ ー ド チル ドレ ン 」 と 呼ぶ の 
は 「3 人 目 の 適格 者 ] と いう 意味 。 な お 、NERV 本 
部 勤務 者 は セキ ュ リ ティ カー ド を 持ち 、 こ れ で 本 
部 に 出入 りす る 。EVA パ イロ ッ ト を 止め た 際 シ ン 
ジ の カー ド は 登録 抹消 され た 。 


EVA パイ ロッ ト は 最高 機密 に 関す る 職務 に 就 い 
て いる た め 、 常 に 保安 課 報 部 の 監視 下 に あり 、 そ 
の 行動 は 完全 に マー ク さ れ て いる 

家出 を し た シン ジ を 本 部 へ 連 
どい 、 行 する た め に 現われ た 保安 謀 


報 部 の メン バー。 ダ ー ク スー 
ツ が 威 跡 的 で も ある 


「 「| 計 


4 人 目 の 適 格 

| 者 は 発見 され 

に 1 \ \ 

第 3 新 東京 市 か ら 難 れる こと ii 

に な っ た シン ジ を 、 専 用 列車 その 補充 は 簡 

に 乗せ る の も 保安 謀 報 部 の 仕 単に は で き な 
事 で あっ た / 


いよ うだ 


セキ ュ リ ティ カー ド 


保安 課 報 部 が 使用 する NERV の 公用 車 は キャ デ 
ィ ラ ッ ク ・ コ ンコ ー ス 。 公 用 車 と 判る よう 、 NERV 
と 国連 を 意味 する UN の 文字 が 書か れ て いる 


公用 車 に は 屋根 や ト 
ラン ク 、 リ ア 便 の サ 
イド に NERV や UN 園 保安 謀 報 部 の 
の 文字 が 大 きく 書か 構成 貞 

れ て いる 


待 守 翌 


エピ ソー ドガ イド 


PISIHE IIDE 


SEEIME/【HEEH PMIIT 


第 2 実験 場 で の ・ 
起動 実験 に 失敗 … 


細 堆 号機 の 
復旧 作業 が 進む 


代 シ ンジ 、 


時 


p [PU58 
[PO69 
…y PU6H 


使徒 の サン プル 岡 収 作業 … 


を 見 学 

〒 
@ シ ンジ 、 
学校 


レイ を 意識 する …………… 


ず 
葵 シン ジ 、 
談笑 する レイ と ゲン ドウ 
に 驚く 
@ リツ コ 、 
ミサ ト の 部 屋 を 訪ね る 
W シ ンジ 、 
リツ コ か ら 
レイ の カー ド を 託さ れる 
マ 


思 シ ンジ 、 


レイ の 部 屋 を 訪れ る …………- 


ず 
シンジ 、 
レイ を 追っ て 
NERV 本 部 へ 


⑩ シ ンジ 、 
ゲン ドウ の こと で 
レイ に 平手 打ち され る 
4 
側 容 号機 、 
再 超 動 実 験 に 成功 
2 未確認 飛行 物体 、 
第 3 新 東京 市 に 接近 
ー 
@ き 初 号機 、 
出撃 直後 
使徒 に 攻撃 を 受け る 


ドコ 


第 六 語 へ 


ら 【 国 PO59 


遡る こと 22 日 前 。NERV 本 部 で は 零 号機 の 起動 
実験 が 行わ れ て いた 。 だ が 実験 は 失敗 し て 零 号機 
は 制御 不能 に 陥り レイ は 重傷 を 負っ て し まう 。 そ 
し て 、 現 在 。 零 号機 の 再起 動 実験 の 準備 と 併行 
し て 、 回 収 し た 第 4 使徒 の 分 析 作 業 が 続け られ て 
いた 。 し か し 未知 な 部 分 が 多く 、 解 析 は は か どら 
な い 。 その 作業 の 視察 に 訪れ た ゲン ドウ を ちら り 
と 見 た シン ジ は 、 父 の 右手 に 酷い や けど の 痕 が あ 
る こと を 知る 。 そ れ は レイ の 起動 実験 事故 の 際 、 
彼女 を エン トリ ー プ ラグ 内 か ら 救い 出 そ う と し て 
負っ た も の だ と リツ コ は 言う 。 学 校 で も 会 話 を し 
た こと の な い レ イ が 、 思 い が け ず 父 親 と 親しい 関 
係 だ と 知り 、 シ ンジ は 驚く 。 そ ん な 折り 、 彼 は リツ 
コ に 頼ま れ て ID カー ド を 渡す た め レ イ の アパ ー ト を 
訪れ る 。 殺 伐 と し た 部 屋 の 中 、 思 わ め ぬ 不 可 抗力 で 
シン ジ は レイ を 押し 倒し て し まう 。 気まずい シン ジ 
だ が 、 レ イ は 至っ て 冷静 だ っ た 。 その後 、 零 号機 
の 起動 実験 が 再開 。 実験 は 成功 する も 、 そ の と き 
第 5 の 使徒 が 接近 中 と の 報 が 。 四 急 発進 し た 初 号 
機 に 対し 、 使徒 の ビー ム が 胸部 を 直撃 する 


o 


まま 号機 の 起動 実験 は 失敗 
零 号機 は 制御 不能 と な ー 日 前 
り 、 ゲ ンド ウ は 身 を 控 し て 


レイ を 数 い 出し た 


生か ーーーーーーーーーーーーーーーー ベ 
第 件 話 (初回 放映 日 : 95.11.1) 
脚 本 : 薩 川 昭夫 、 庵 野 秀明 


絵 コ ン テ : 甚 目 喜 一 
演 出 : 和 杉山 慶一 
作画 監督 : 鈴木 俊二 

レ 生計 s 

3 EVANGELION 
心 の む こう に EPISODE:5 Rell 
ELIHMH 


第 壱 話 で レイ が 重傷 を 負っ て いた 理由 や 、 シ ンジ が 
初 号 機 と スム ー ズ に シン クロ で きた こと の 凄 さ の 絵 解 
き と も な っ て いる 零 号機 起動 実験 の エピ ソー ド 。 それ 
だ け で な く 、 レ イ を 必死 に 救出 する ゲン ドウ の 姿 を 見 
つめ る リツ コ の 表情 や 、 起 動 失 敗 の 原因 を 察する リツ 
コ の 姿 が 意味 深 長 。 そ の 意味 は 第 弐拾 参 話 で 明らか 
に な る 。 ま た 壊れ た ゲン ドウ の メガ ネ を 大 切 に する レ 
イ や ゲン ドウ の 右 掌 の アッ プ な ど 、 同 じ く 第 弐拾 参 話 
に リン ク す る 描写 が 随所 に 散り ば め ら れ て も いる 。 


THE ESSEHTIHL ENHWELIHWN MOHIELE 


第 伯 話 


4 使徒 の 回 収 作業 の 見 

学 に 来 た シ ンジ は 、 そ 
こ で ゲン ドウ を 見 か け 、 掌 
の や けど 痕 を 見 つけ る 。 


テー へ 光 ヾ sh ホ を っ さき テーマ H 


iehPp 綾波 レイ 
f ト た 


イ が ゲン ドウ と 親しく 

談笑 し て いる 姿 を 目撃 
する シン ジ 。 そ の 和 柔和 な 表 
情 に 驚嘆 を 隠 せな い 。 


( は 
リ U 


人 お ー ーー ーー いい 子 よ 、 と て も 。 
覆い ビレ イ 0 拓 ュ っ 12 あな た の お 父 き ん に 似 て 、 


Sci 議 、 二 語 *23 天 | に で も 不 旭 用 だ けど 


起動 実験 は 成功 。 レ イ 

は 、 大 切 に し て いる 壇 
れ た ゲン ドウ の メガ ネ を プ 
ラグ 内 に 持ち 込ん で いた 


2 呈 起動 成功 後 、 未 い 5 使徒 の 加 粒 子 砲 が 、 
ロ 体 # 報 出撃 し の 初 号機 
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_ チェ ッ ク ボ ポイ ント 


HEEH PHIHT 


ら 3 
る 導 


エヴァ ン ゲ リオ ン の プロ ト タ イ プ 。 実戦 も 可能 
で ある が 、 主 に EVA 運用 に 係わる 実験 に 用 いら れ 
て お り 、 肩 の 兵 装 パ イロ ン も 装備 され て いな い 
また 外部 装甲 の 規格 も 初 号 機 や 弐号 機 と 異な る 
テス ト 用 ケイ ジ に 固定 され 
た 零 号機 。 実 験 用 と いう こ 
と も あっ て か 頭頂 の セン サ 


ー は むき 出し 。 機体 の カラ 
ー リ ング は 山吹 色 で ある 


起動 実験 中 に 制御 不能 と な 
り 、 暴 れ 回 る 零 号機 。 そ の | 
後 は 約 22 日 の あい だ 凍結 
され 、 第 4 使徒 戦後 に 再起 
動 実験 が 行わ れ た 
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起動 実験 中 に 、 突 如 と し て 制御 
不能 と な っ た 零 号 機 

来る べき 使徒 襲来 を 前 に 、NERV で は EVA 零 号 
機 に よる 起動 実験 が 行わ れ て いた 。 安 定か つ ス ム 
ー ズ な 起動 は EVA 運用 の 第 一 歩 だ が 、 実 際 に は ひ 
と つの 壁 と な っ て いた 。 第 2 実験 場 で の 起動 実験 も 、 
搭乗 者 の 精神 的 な 不安 定 さ が 原因 と な り 、 神経 パ 
ルス が 逆流 、 結 果 的 に 零 号機 は 制御 不能 と な り 実 
験 は 中 止 。 零 号機 自体 も 損傷 に 至っ て いる 


起動 実験 の 経過 


起動 実験 開始 一 一 神経 接続 開始 


4 刀 司令 、 実 験 中 止 を 指示 


零 号機 、 制 御 不能 
施設 の 破壊 を 開始 


エン トリ ー プ ラグ 強制 排出 


EMHWELIIN 


上 神経 バル ス 逆 流 一 一 零 号機 制御 不能 


THETIE5 


第 3 使徒 襲来 前 に 行わ れ た 
零 号機 起動 実験 。 だ が 神経 
接続 に 失敗 し た 零 号機 は 完 
全 に 制御 不能 と な り 、 実 験 
施設 の 破壊 を 開始 する 


」 


主 電源 を 接続 し 、 機 体 の シス テム を 稼働 状態 に する 第 1 次 接 
続 は 問題 な く ク リア 。 神 経 接続 を 開始 する 。 初 期 コ ンタ クト 
は 異常 な く 行 われ 、 腕 部 、 脚 部 等 へ の 動力 伝達 を 開始 


零 号機 の 起動 実験 は 、 結 局 
第 5 使徒 出現 直前 に 再開 
この 時 は 、 以 前 失敗 し た 絶 
対 境界 線 突破 を クリ ア し 
起動 実験 は 難なく 成功 し た 


接続 状態 は 良好 で 、 赤 木 リツ コ 博 士 は 第 3 次 接続 の 開始 を 指 
示 。 し か し 絶対 境界 線 突破 直前 に 神経 パル ス が 逆流 。 神 経 接 
続 が 次 々 と 断線 、 零 号機 は 制御 不能 の 状態 へ と 陥る 


赤木 博士 は 停止 信号 に よる 起動 中 止 を 試み る も 信号 は 届か ず 
拘束 具 を 破壊 し 動き 始め た 零 号機 を 見 て 科 司令 は 実験 中 止 を 
宣言 。 非 常 手段 で ある 電源 切断 で 零 号機 を 止め る よう 指示 


外部 電源 を 切断 され 、 内 部 電源 に 切り 替わっ た 零 号機 だ っ た 
が 完全 に 制御 不能 と な り 、 自 動 制御 装置 も 作動 せ ず 。 第 2 実 
験 場 の モニ ター 室 に 向かっ て 、 強 力 な 殴打 を 連発 し 続け る 


エン トリ ー プ ラグ の オー トイ ジェ クシ ョ ン 機 能 が 起動 。 こ ち 
ら は 正常 作動 し プラ グ は 排出 。 だ が 狭い 実験 場内 の 壁面 に 激 
突 し 落下 。 一 方 暴れ 続け た 零 号機 は 電源 切れ で 活動 を 停止 


1 03 | 機 疲 レイ 。 人 


【HHNHHETEH 


零 号 機 の 専属 パイ ロッ ト 。 シ ンジ と 同級 生 だ が 、 
第 5 使徒 組 来 まで は ほとん ど 会 話し た こと が な か っ 
た 。 普段 は 感情 を 表 に 出さ な い 黙 な 少女 だ が 、 
意外 に も ゲン ドウ の 前 で は 明る い 表 情 を 見 せる 


零 号機 起動 実験 で エン トリ 
ー プ ラグ 排出 に より レイ は 
重傷 を 負い 、 第 3 使徒 襲来 
時 も まだ その 作 は まっ た く 


上 NERY : 第 2 実験 電 


NERV 本 部 施設 内 に 設け られ た 屋内 実験 場 = ーー 


エエ 

EVA 一 体 分 が 収まる 程 度 の 空間 し か な く 、 起動 実 | 1 | 柚 呈 | $ 
験 等 、 静 的 な 実験 前提 と し て いる 施設 で ある 。 イキ ルル イイ Tr 1 ト 
1 | Ei 『 中 8 、 

EVA へ の 電源 供給 の た め の 外 部 電源 ソケット が 用 凍 ルレ 昌 5 還 タカ 
意 さ れ て お り 、 長 時 間 の 実験 が 可能 と な っ て いる レー | し 仙 | | ド 
EVA を 肩 部 ・ 腕 部 で 固定 す ライ リン ラテ に チ 

る た め の 拘 束 具 が 壁面 に 設け | 。g 5 デイ - に プラ / se | S 

られ て お り 、 実 験 は これ に 固 還 生 ペグ この ルン) ク 

定 さ れ た 状態 で 行わ れる 上 0 | WS に 。 の 

f < | り 

ト 


EVA の 暴走 に 備え て 、 特 殊 
ペー クラ イト 噴射 装置 が 内 装 
され て いる 。 上 緊急 時 に は これ 
に より EVA を 拘束 する 


Ii 第 3 導 京 : 第 4 人 侍 サ ンプ ル 競 。 間 


すっ りす ) 
ISTWLLHTIMH 


コア ー 点 を 破壊 し た た めか 、 第 4 使徒 は 活動 停 第 4 使徒 と の 戦闘 現場 
止 後に も 完全 に 原形 を と ど め て いた 。 そこ で NERHV 


は 体 馬 を サン プル と し て 回 収 す る た め 、 戦 闘 現 場 ァ サ ンプ ブル 回 収 現場 の 仮 施設 
に 仮設 研究 施設 を 設営 し て 解析 を 行っ て いる 。 居 が 

回 収 さ れ た 使徒 の サン プル は 

その 場 で 解析 も 行わ れ た が 、 


コン ピュ ー タ は 解析 不能 を 示 
す コ ー ド 「601」 を 解答 


サン プル か ら 判 明 し た 使徒 の 
固有 波形 パタ ー ン は 、 区 く べ 
きこ と に 人 間 の 遺伝 子 と 
99.89% 同 一 だ と 判明 し た 


lb 第 3 閣 東 京 市 : マン モス 団地 
第 3 新 東京 市 の 市 街 地 外 縁 部 に 林立 する 旧型 の 
団地 。 元 々 は 第 3 新 東京 市 建設 時 の 作業 に 伴う 暫 


定 的 な 居宅 と し て 建設 され た も の で 、 現 在 は ほぼ 間取り 
無人 で あり 、 解体 作業 が 進行 中 と な っ て いる 


いわ ゆる ワン ルー ム 
マン ショ ン の 間取り 
で あり 、 キ ッ チ ン や 
パス ルー ム も 最低 限 


建設 作業 員 用 の 宿 合 程 度 の 意 の も の し か な い 
味 合い で 設計 され た た めか 、 
あく まで 暫定 の も の と し て 建 
造 され た 団地 
クー e=* ン 
補 N ニッ 
和伸 1 上 Mi ーー 内 装 
WU ! っ 
ぐ N 中 | 
べ 才 ま ーー ン 1 
用 陳 寺 2 日 | AN 季 辻 5 年頃 の 少女 の 部 屋 と 
ーー 日 本 人 則 に レ ll 較 間 語 2 し は 、 あ りえ な い 
= シー ナー- 蘭 朋 朋 EE、 当 ほど 殺伐 と し て お り 、 
人 | | 壁 は コン クリ ー ト が 
SN | 剥き 出し で ある 。 
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エピ ソー ドガ イド 


PISIHE IIDE 


SEEHE/【HEEH PMIHT 


夫 初 号機 、 


梓 ss e 


加 粒 子 砲 を 受け る 
因 初 号機 、 
緊急 回 収 


W シ ンジ 、 
人 部 中 央 靖 院 の 
紫 急 処置 室 に 運ば れる 


使徒 、 
NERV 本 部 を 目指 し 
シー ルド 究 孔 開始 


@ ミ サト 、 


作戦 課 第 2 分 丁 室 で …… 


戦力 分 析 を 行う 
@ ミサ ト 、 

対 使徒 作戦 案 を 
古 司 令 に 上 申 


自 走 陽電子 砲 を 徴収 ……… 


@ 作 戦 準備 が 進行 


介 シ ンジ 、 


意識 を 取り 戻す 


0 シン ジ 、 
レイ か ら 
作戦 要項 を 聞く 


傘 ケ ンス ケ ら 、 
初 号 機 を 見 送る 


的 シン ジ と レイ に 
作戦 の 担当 
が 伝達 され る 


シン ジ と レイ 、 
作戦 に 向け て 待機 


ーー 


33 17 上 用 


ゅ MP075 


> PO07 


ゅ 還 P072 


m ボ ポジトロン スナ イ バ パー ライ フル の … ッ > 【 『 07! 


第 一 射 目 失敗 
ーー 


堆 堆 号機 、 


EVA 専用 耐 料 光 渋 防御 兵器 で … > 国 P079 


初 与 機 を 防御 


鐘 第 二 射 目 で 
使徒 撃破 に 成功 
内 シン ジ 、 

レイ の 無事 を 確認 


第 七 詰 へ 


使徒 の 攻撃 で 初 号機 は 中 破 。 シ ンジ は ば 皆 睡 状 
態 の まま 集中 治療 室 へ 。 一 方 使徒 は 掘削 シー ルド 
で ジオ フロ ント へ 直接 侵攻 を 開始 し た 。 到 達 まで 
後 9 時 間 。 ミ サト は 敵 の 射程 範囲 外 か ら の 超 長 距 
離 狙撃 作戦 = ヤシ マ 作 戦 を 立案 。 そ れ は 戦 目 か ら 
徴用 し た ポジ トロ ンス ナイ パー ライ フル を 、 日 本 中 
の 電力 で 使用 する と いう 前 代 未 聞 の 作戦 で ある 。 
意識 を 回 復 し た シン ジ は EVA に 乗る の を 嫌がり 甘 
え を 口 に する が 、 言 葉 少 な く レ イ は 突き 放す 。 作 
戦 直前 、 再 び 初 号機 に 乗る 決意 を し た シン ジ は 、 
レイ が EVA に 乗る 理由 は 「 人 と の 絆 」 だ と 知る 。 
そし て 決戦 の 時 が 来る 。 初 号機 の 初 弾 は 使徒 の 
逆 射撃 に あい 失敗 。 間髪 を 入れ ず 第 2 射 を 撃つ 使 
徒 だ が 、 零 号機 が 急造 の 盾 で これ を 防ぐ 。 よ う や 
く 次 弾 の 射撃 体勢 が 整い 、 シ ンジ は トリ ガー を 引 
いた 。 使徒 を 撃破 する も 零 号機 は 大 破 し て し まう 。 
慌て て シン ジ は 、 零 号機 に 駆け 寄り エン トリ ー プ 
ラグ の 非常 ハッ チ を こじ 開け る 。 無 事 な レ イ の 姿 
に 涙 を 流す シン ジ 。 レ イ は 困惑 する が 、 彼 の 姿 に 
ゲン ドウ の 面影 を 重ね 、 微笑 み 返 す の で あっ た 。 


5 使徒 の 放つ 加 粒 子 砲 

は 、 ビ ル を 買い た 上 で 
初 号 機 の 胸部 を も 直撃 。 胸 
部 装甲 は 完全 に 融解 し た 


号機 は 緊急 回 収 さ れ 、 

パイ ロッ ト の シン ジ は 
意識 不明 の 容態 の まま 、 直 
ち に 病院 へ 搬送 され た 


き サト の 策 は 、 使 徒 の 射 
で 程 範囲 外 か ら の 超 長 距 
離 狙撃 だ っ た 。 ゲ ンド ウ は 
この 提案 を 了承 する 


STHff LIST 一 一 ーーーーー へ 、 
第 六 請 (初回 放映 日 : 95.11.8) 

脚 本 : 薩 川 昭夫 、 庵 野 秀明 

絵 コ ン テ : 摩 砂 雪 

演 。 出 : 和 石堂 宏之 

作画 監督 : 細井 信宏 


HL 痢 や NE 
決戦 ま EVANGELON 
市 


EPSODE:6 
第 六 許 


Reil 


EULMMI 


第 伯 話 と 第 六 話 は 、 英文 サブ タイ トル 通り レイ の エ 
ビ ピ ソ ー ド で ある 。 こ の ヤシ マ 作 戦 に よ に っ て レイ は シン 
ジ の こと を 徐々 に 意識 し て いく 。 そ の 結果 、 レ イ の エ 
ピ ソ ー ド 3 回 目 で ある 第 弐拾 参 話 や 劇場 版 第 26 話 で 
シン ジ の た め に 行動 を 起こ す 。 ま た 、 第 5 使徒 は それ 
まで の 常識 的 な “ 敵 メ カ " の イメ ー ジ を 覆す 正 多面 体 
と いう 非 生 物 的 な 形状 で 、 使 徒 の 不可 解 さ が 一 層 増 
し て いる 。 その デザ イン は し か し 企画 書 段階 か ら 提 示 
され お り 、 当初 か ら の 狙い で あっ た こと が 伺え る 。 


ェ 革 人 街 地 に 滞空 し た 使徒 は 、 

底部 より 巨大 な シー ル 
ド を 伸ばし 、 ジ オフ ロン ト 
へ と 侵攻 を 始め る 


撃 作戦 の た め 、 ま ず 戦 

自 が 試作 し た 大 出力 の 
自 走 陽電子 砲 を 、NERV 権 
限 で 徴用 する ミサ ト 


TIE ESSEHTIHHL EUHHBEEHON EHHUHIELE 


徒 鍼 減 に 必要 な 電力 は 
日 本 中 で 賭 う こと に 
ヤシ マ 作 戦 と 命名 され 急 ビ 


の 竹 戦 
ンマ 
呼称 し ます 


陽 の 中 EVA が 作戦 現場 。 き サト より 作戦 担当 が 指 

へ と 発進 。 親友 が 操る ! KG で 示さ れ た 。 シ ンジ が 砲 
その 勇次 に 、 ケ ンス ケ や ト // , 匠 7 ) 手 、 レ イ は 急造 の 盾 で 防御 
ウジ は 声援 を 送っ た 。 / 邊 を 務め る こと に 


) 


量 


ゃ 


戦 が は じ ま り 、 一 度 は は 徒 の 攻撃 で 零 号機 は 大 
失敗 する も 、 零 号機 の 
フォ ロー も あっ て 初 号 機 は 


使徒 の 狙撃 に 成功 する 


破 。 レ イ の 無事 を 安 炊 
する シン ジ に 、 彼 女 は ゲン 
ドウ の 面影 を 見 た 


シマ 作戦 決行 へ の カウ 

ント ダウ ン が 進む 中 、 
初 号 機 パ イロ ッ ト 、 シ ンジ 
は 意識 を 取り 戻す 
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チェ ッ ク ボ イン ト 
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| 便 徒 と の 会 英 と 能力 の 推定 


飛来 し た 使徒 は 、 第 3 新 東京 市 上 空 に 滞空 。NERV 側 は そ 
の 能力 確認 を 行っ た 結果 、 加 粒子 砲 の 射程 範囲 は 、 芦 ノ 湖 
対岸 を 優 に 越え る ほど 長く また 威力 も 強力 と 判明 し た 


第 5 使徒 の 加 粒 子 砲 は 接近 する 
敵 を 察知 し た 途 端 、 発 射 さ れる 
その 命中 精度 も 極め て 高い 


攻撃 を 受け る と 、 強 力 な A.T. フ 
ィ ー ル ド を 瞬時 に 展開 し 、 的 確 
に これ を 回 避 す る 


ヤシ マ 作 戦 に 至る まで の 経緯 


使徒 の 確認 と 、 第 一 種 警戒 態勢 へ の 移行 


零 号 機 の 再起 動 実 験 中 
に 、 使 徒 出現 の 報告 を 受け 
た NERV 本 部 は 、 第 一 種 警 
戒 態 勢 へ と 移行 。 初 号機 の 
発進 体制 は 380 秒 で 整い 、 
使徒 が 第 3 新 東 京 市 に 到達 
する 前 に 出撃 。 完 全 な 迎撃 
体勢 を 取れ る は ず で あっ た 


EVA 初 号機 、 撤退 


リフ トビ ル か ら 地 上 へ と 
送り 出さ れ た 初 号 機 で あっ 
た が 、 リ フト オフ 直前 に 、 使 
徒 が 加 粒 子 砲 を 発射 。 使 徒 
と の 間にあっ た 高層 ビル を 
ビー ム は 貫通 し 、 初 号機 の 
胸部 に 命中 


2 


起動 に 成功 し た 零 号機 は 待機 
サー ド チ ルド レン が 初 号機 で 第 
5 使徒 迎撃 の た め に 出撃 し た 


使徒 の 加 粒 子 砲 の 威力 は 凄まじ 
く 、 初 号機 の 胸部 装甲 を 融解 
パイ ロッ ト る 意識 不明 と な る 


使徒 、 シール ド を 展開 


第 3 新 東京 市 セロ エリ ア に 
滞空 し た 第 5 使徒 は 、 底 部 よ 
り 巨 大 な 掘削 シー ルド を 垂 
直 に 伸長 し 、NERV 本 部 の 
ある ジオ フロ ント へ と 直接 
侵攻 を 開始 。 シ ー ル ド が ジ 
オフ ロン ト に 到達 する の は 
約 10 時 間 後 と 算出 され た 


ー ル ドド リル 。22 あ る 特殊 装甲 
を 充分 に 買 通 する 威力 を 持つ 


NERV、 使徒 の 能力 測定 を 実施 


葛城 一 尉 は 使徒 の 能力 測 
定 と 分 析 を 遂行 。 その 結果 、 
目標 は いわ ば 難攻不落 の 要 
塞 で あり 、EVA が 得意 と す 
る 近接 戦闘 に 持ち 込む こと 
は 不可 能 と 判断 。 そ こ で 、 
目標 の 射程 域外 か ら の 狙撃 
作戦 を 立案 する 


オペ レー ター の 日 向 マコ ト の 報 
告 を 聞き つつ 使徒 の 能力 分 析 映 
像 を 興味 深く 見 る 、 募 城 一 慰 


NERV が 総力 を 挙げ た 、 
超 長 距離 狙撃 作戦 


第 5 使徒 は 強力 か つ 射 程 の 長い 加 粒 子 砲 を 最大 
の 武器 に し て いた 。 葛城 一 尉 は 、 敵 の 射程 範囲 外 
か ら の 超 長 距離 狙撃 作戦 を 立案 。 遼 司令 の 承認 
の 元 、 戦 目 の ポ ジ ト ロン スナ イ パ ー ラ イフ ル を 徴用 
これ を 用 いて A.T. フ ィ ー ル ド を 買 く た め の 多 量 の 
電力 を 日 本 全土 の 発電 所 か ら 集 め る と いう 、 破 天 
荒 な 発想 の も と 作戦 は 決行 され た の で ある 
ヤシ マ 作 戦 の 遂行 場所 き チ 
に は 、 第 5 使徒 の 加 粒 
子 砲 の 射程 範囲 外 か ら 
の 狙撃 地点 と し て 最適 


と 思わ れる 二子 山 が 選 
ば れ た 


能力 測定 に 投入 され た 兵 侍 


1/1 バ ルー ン ・ ダ ミー 


初 号機 と まっ た く の 同 一 サイ ズ で 作ら れ た 風船 。 そ れ ら し 
く 火 器 を 携帯 し て いる が 、 こ れ は 初期 に EVA 用 に 開発 され 
た も の で 、 威力 不足 と され 、 製造 中 止 と な っ た も の 


っ ュー 


能力 測定 の 一 環 と し て 投入 され 
た 、 初 号機 の 現 十 大 パル ー ン ・ 

ミー。 使徒 の 加 粒 子 砲 の 射程 
男 囲 と 命中 精度 を 特定 する た め 
に 用 いら れ た 


独 12 式 自 走 臼砲 


使徒 の 能力 測定 に 用 いら れ た 自 走 式 の 大 口径 の レー ザー 
砲 。 本 来 は 無限 軌道 に よる 自 走 式 だ が 、 NERV で は ディ ー ゼ 
ル 機 関 車 で 牽引 し 、 列 車 砲 と し て 運用 され て いる 。 


目標 に 向かっ て レー ザー 攻撃 を 
行う こと で 、 使 徒 の 防御 力 と 外 
敵 に 対す る 自動 反撃 の 能力 が 確 
認 さ れ た 。 だ が 、 結 果 的 に 自 走 
日 砲 は 破壊 され て し まう 


| ャ シィ 作戦 の 多重 


本 狙撃 作戦 は 、 葛 城 一 妹 に より ヤシ マ 作 戦 と 命名 。 使 用 
する ポジ トロ ンス ナイ パー ライ フル の 組み 立て 後に 現地 へ の 
搬入 、 電力 供給 の た め の 準備 が 整い 、 作戦 が 決行 され た 


ヤシ マ 作 戦 の 経緯 


ヤシ マ 作 戦 発動 一 二子 山 に 前 線 指揮 所 を 設置 


変電 設備 の ある 二子 山 を 
作戦 現場 と し 、 前 線 指揮 所 
を 設営 。 夜 半 に は 本 部 に て 
組み 立て を 完了 し た ポジ ト 
ロン スナ イ パ ー ラ イフ ル が 
EVA の 手 で 搬入 され 、 送 電 
装置 と の 結線 作業 、 冷 却 装 
置 の 試運転 が 行わ れる 


組み 上 げ ら れ た ポジ トロ ンス ナ 
イ パ ー ラ イフ ル は 、EVA に よっ 
て 山頂 に セッ ティ ング され た 


ヤシ マ 作 戦 、 開始 


予定 通り 作戦 は 午前 0 時 
を も っ て 開始 され た 。 日 本 
中 の 発電 所 か ら 二 子 山 の ラ 
イフ ル に 向け て 送電 を 開始 。 
日 本 全土 か ら 灯 が 消え て ゆ 
く 。 エ ネル ギー が 充填 され 


ポジ トロ ンス ナイ パー ライ フル 
初 号機 は 射撃 体 診 に 入る ON 


で 使徒 を 狙撃 する た め に は 、 日 
本 の 全 電力 が 必要 で あっ た 


第 一 射 目 、 発射 


目標 を ロッ ク 。 そ の 直前 、 
使徒 の 内 部 に 高 エ ネル ギー 
反応 が 発生 。 初 号機 の 射撃 
と 同時 に 、 使 徒 も 加 粒 子 砲 
を 発射 。 二 本 の ビー ム が 空 
中 で 交錯 。 千 渉 し 合い 弾道 
が 変化 し 、 互 い に ミ スシ ョ 
ッ ト と な っ た 


ボ ポジトロン スナ イ バ パー ライ フル 
と 使徒 の 加 粒 子 砲 、 ど ちら も 一 
撃 で 相手 を 倒す 威力 を 持つ 


零 号機 に よる 初 号 機 の 防御 


初 号機 は 第 二 射 の 準備 に 
か か る が 、 再 充填 に は 数 十 
秒 必要 で あっ た 。 その 間 、 使 
徒 は 第 二 射 を 発射 。 即 座 に 
零 号機 が 盾 を 使い 初 号 機 を 
防御 。 し か し ビー ム 照 射 時 
間 は 予想 以上 に 長く 、 零 号 
機 の 機体 が 融解 を 始め る 


強烈 な 使徒 の 加 粒 子 砲 を 、 手 符 
通り 零 号機 が 電磁 コー ティ ング 
され た 盾 を も っ て 防御 


第 二 射 に よる 使徒 撃破 


零 号機 の 機体 が 危機 的 状 
況 と な っ た 直後 に 、 第 二 射 
の 準備 が 整い 、 初 号機 は タ 
ー ゲ ッ ト を 再 ロ ッ ク 。 ポジ 
トロ ンス ナイ パー ライ フル は 
二 回 目 の 射撃 に も 耐え 、 見 
事 に 使徒 の コア を 直撃 。 使 
徒 は 市 街 地 へ と 墜落 し た 


コア を 陽電子 砲 に 直撃 され 、 第 
5 使徒 は 煙 を 吐き 出し な が ら 、 
地上 へ と 落下 し て いっ た 


| ャ シマ 人 ff 附 に 役人 され た 支 失 機 器 


14 式 大 型 移動 指揮 車 


ヤシ マ 作 戦 の 本 部 と し て 利用 され た NERV の 移動 指揮 車 
作戦 指揮 に 必要 な 機材 が コン パク ト に 収め られ て お り 、 射 撃 
タイ ミン グ や 送電 管制 等 を 行っ た 


ニ 子 山 の 作戦 現 場 へ 直接 乗り 
付け 、 葛 城 ミ サト や 赤木 リツ 
コ の 他 、 日 向 マコ ト や 伊吹 マ 
ヤ と いっ た 主 オ ペレ ー タ ー も 
同乗 し 、 作 戦 に 当たっ た 


トレ ー ラ ー 


EVA パイ ロッ ト の 待機 用 車両 と し て 持ち 込ま れ た 。 サ ー 
ド チ ルド レン 、 フ ァ ー ス トチ ルド レン と も 、 プ ラグ スー ツ へ の 
着替え は この 車両 に て 行っ て いた 


bc 


プラ グ ス ー ツ へ と 着替え を 行う 

2 名 の EVA パイ ロッ ト 。 ブ ライ 
坦 還 選評 』 ンド て で 仕切 られ プラ イバシー は 

保護 され て いる 


ElHHHIELINI FEHH 


の 20RE 


THETIES 


デマ へ 半 Nsh 邊 を 革 アー H 


電源 車 

EVA を 第 3 新 東京 市 外 で 運用 する た め に は 必要 不可 欠 な 
車両 で 、 二 子 山 に て EVA の 稼働 に 必要 な 電力 を 供給 。 ま た 
ボ ジ ト ロン スナ イ パ ー ラ イフ ル の 電源 と し て も 使わ れ た 。 
ヤシ マ 作 戦 で は 、EVA 運 用 
と ライ フル 稼働 の た め に 、 二 
子 山 山 頂 付近 か ら 攻 ま で 、 
延々 と 縦列 する ほど の 大 量 の 
電源 車 が 投入 され た 。 


冷却 器 及 び 変 圧 器 & 開 閉 装置 


ポジ トロ ンス ナイ パー ライ フル へ の 送電 及び 電力 充填 の た 


め に 使わ れ た 変圧 器 及び 開閉 装置 。 ま た 、 
力 に よる 発熱 対策 と し て 使用 され た 


冷却 器 は 高圧 電 
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| 02 | 第 5 便 徒 ラミ エル 


正八 面体 と いう 特異 な 形状 を 持っ た 使徒 。 武 
器 は 非常 に 長い 射程 と 凄まじ い 破 壊 力 を 持っ た 
加 粒 子 砲 で 、 一 定 範囲 内 に 接近 し た 敵 を 自動 的 
に 攻撃 する 。 ま た 底部 より 直径 17.5m の 掘削 シー 
ルド を 伸長 し 、 ジ オフ ロン ト 内 へ 侵攻 する 


第 5 使徒 は 、 明 ら か に ボ ジ 
トロ ンス ナイ パー ライ フル 
の 発射 を 察知 し 、 加 粒子 砲 
を 発射 し た 。 あ る 程度 の 知 
恵 も ある と 推察 され る 


HHTH 

田 呼称 : 第 5 使徒 

較 天使 名 : ラミ エル 掘削 シー ルド 
園 象徴 : 雷 


軒 能力 : 加 粒 子 砲 、 掘 削 シ ー ル ド 


人 6 
の a 
ーーーー ョ ITTIIJI MEHPIIH 


第 5 使徒 の 加 粒 子 砲 を 回 避 す る た め に 急造 され 
た 防御 盾 。 電磁 コー ティ ング され て いる 単 段 式 宇 
夫 の 生 用 る る に 、 声 勤 い を 看 宙 往 呈 機 SSTO の 底部 を 利用 し 、 そ こ に EVA の 身 
せな い 技 術 研究 本 部 の 担当 士官 。 長 に 合わ せ た 覗 き 窓 を 突 買 で 空け た も の で ある 。 
対 使徒 戦 に 於 いて は NERV の 都 
合 が 優先 され る よう だ 


記 MEHPIHH 


戦 自 が 試作 し た 自 走 陽電子 砲 を 、NERV の 技術 
局 3 課 が EVA 用 火器 に 皿 急 改修 し た 、 狙 撃 用 ライ 
フル 。 元 来 が 野戦 用 に 設計 され て いな い の で デリ 
ケー ト な 扱い が 要求 され る 。 ま た 、 電 力 シス テム 
上 の 問題 か ら 連 射 は で き な い 。 


戦略 自衛 隊 が つく ば に 設置 し て いる 科学 技術 関 
連 の 研究 施設 。 こ こ で 試作 し た 高 出力 の 自 走 陽 
電子 砲 を 、 第 5 使徒 戦 に 用 いる と し て NERV が 敏 
用 し た 。 こ の 一 件 か ら み て 、 戦 自 の 技術 力 は 
NERV に 肉薄 する も の が ある と 考え られ る 。 


使徒 の ビー ム 攻 撃 を 17 秒 
間 防 御 可 能 と され た が 、 敵 
の 連続 照射 時 間 は 予想 以上 
に 長く 、 零 号機 は 機体 融解 
の 危機 に 陥る 


ポジ トロ ンス ナイ パー ライ フル 
の カー トリ ッ ジ 。 実包 で は な く 、 
いわ ゆる ヒュ ー ズ で あり 一 度 発 
射す る ご と に 再 装填 する 


0 | NERV : 本 部 作戦 課 第 2 分 本 室 


NERV 本 部 作戦 課 専 用 の 分 析 室 。 室 内 の 周囲 
は 大 型 モ ニタ ー と な っ て お り 、 作 戦 課 所 属 の 数 名 
の オペ レー ター に より 各種 の 分 析 を 行う 。 こ こ か ら 、 
作戦 指示 を 出す こと も 可能 。 


第 2 分 析 室 に て 解析 され た 、 

第 5 使徒 の シー ルド 侵攻 概略 
| 図 。 実況 図 や 時 間 軸 に 沿っ た 
予測 図 を 作図 する こと が 可能 


テマ へ 閉 ヾ sh や 委 半 マ アーバ H 


陽電子 砲 を EVA 用 の ポジ トロ ンス ナイ パー ライ 
フル に 改修 し た の は 技術 局 第 3 課 。 ま た 急造 され 
た 防御 兵器 の 耐久 力 を 同 2 課 が 試算 し て いる 。 


急 ビ ピッチ で ポジ トロ 
ンス ナイ パー ライ ブフ 
ル の 組み 立て 作業 を 
進め る 、 技 術 局 第 3 
課 の 面々 


INSTHLLHTIH 


NERV 本 部 内 に 併設 され て いる 病院 。 第 5 使徒 導 
の 攻撃 に より 意識 不明 の 重体 と な っ た シン ジ が 搬 』 | 
送 さ れ 、ICU に て 緊急 処置 を 受け た 。 意識 回 復 後 、 時 
外科 病棟 に 移さ れ た と ころ に レイ が 訪れ た 。 | レー 
い 
中 央 病院 内 の 外科 病棟 。 意識 四 1 g 2、 1 
を 回 復 し た シン ジ は この 病棟 ! 1 すい SS - アリ る 9) 
へ 移さ れ た 。 大 部 屋 を 個室 と 1 き 、 で SS こみ し は に 用 き 】 
し て 使用 し て いた よう で ある | 降 s、 1M レ B 時 ノブ ング 
| PL 民 NN 、 了 7 ク 
も な 34 
\ 
中 央 病院 の ICU に て 治療 を 受 SN ここ 7 
ける シン ジ 。 緊急 性 と 生命 の キ SN チー イン ルン 
危険 性 が あっ た た め 、 治 療 カ ペン 
プ セ ル が 用 いら れ た 『 
人 シン | 
二 院 の 2 0 9 
外科 病棟 へ 移さ れ た シン ジ に 出さ れ た 病院 食 | | 
牛乳 に パン 、 目 玉 焼 き や ペ ー ス ト 状 フー ド な ど 洋 | | 
風 の メ ニュ ー と な っ て いる 。 | 


筆記 翌 


エピ ソー ドガ イド 


PISHUE 6MIDE 


SEEHE/EHEEH PMIIT 


秋 ゲ ンド ウ 、 

情報 工作 の 報告 を 受け る 
ず 

ミサ ト 、 

シン ジ の 変化 を 南 ぶ 

ミサ ト 、 

シン ジ の 進路 相談 の た め 

第 壱 中 学校 へ 

和 シ ンジ 、 

EVA の 実験 に 参加 


代 ゲン ドウ 、 
SSTO 内 で 
情報 提供 者 と 接触 

〒 
シン ジ 、 
セカ ンド イン パク ト の …… 
真相 を 聞く 


ミサ ト 、 
旧東 京 に 出向 


@ ミサ ト と リツ コ 
].A. 完 成 披露 記念 会 
に 出席 


⑨J.A.、 
起動 テス ト 開始 


⑩J.A.、 
制御 不能 と な る 


答 時 田 シ ロウ 、・ 
緊急 停止 パス ワー ド 
の 許可 を 請う 


ミサ ト 、 
J.A. 停 止 作戦 を 展開 


ミサ ト 、 
J.A. に 乗り 込む 


⑱J.A.、 
リア クタ ー 臨 界 直前 
に 停止 


提 リ ツ コ 、 
J.A. の 件 を 
ゲン ドウ に 報告 
マ 
⑯ シ ンジ 、 
ミサ ト と の 関係 を 見 直す 
4 


第 八 話 へ 


PP デマ ーー 


…g 還 PO79 


学校 や ミサ ト と の 共同 生活 に 馴染 み は じ め た シ 
ンジ 。 ミ サト の だ らし な い 生 活 態 度 に 皮肉 を 言う 
ほど に は うち 解け て お り 、 良 い 兆 候 だ と ミサ ト は 
感じ て いた 。 ある 日 ミサ ト と リツ コ は 、 民 間 企 業 
が 対 使徒 用 兵器 と し て 開発 し た J.A. の 披露 記念 会 
に 招 か れ 旧 東京 へ 向かう 。 し か し 、 用 意 さ れ た 席 
は アン チ NERV の 出席 者 で 固め られ て お り 、 リ ツ 
コ は J.A. 開 発 者 の 時 田 シ ロウ に 笑い 者 に され る 。 
その 後 J.A. は 公開 試運転 の 最 中 に 暴走 、 炉心 融解 
の 危機 を 招く 。 こ の 事態 を 収集 する た め 、 ミ サト 
は 独断 で 初 号 機 を 出動 させ る 。J.A. 内 部 に 乗り 込 
み 、 手 動 に よっ て 停止 作業 を 行う ミサ ト だ が 、 プ 
ログ ラム は 何者 か に 改ざん され て お り 、 停 止 パス 
ワー ド を 受け 付け な い 。 だ が 、 J.A. は リア クタ ー 臨 
界 寸前 に 機能 を 停止 する 。 作 戦 の 成功 を 喜び 、 ミ 
サト を 見 直す シン ジ 。 し か し 、J.A. は 爆発 直前 で 
停止 する よう 予め プロ グラ ム さ れ て いた 。 翌 朝 。 
見 直し た は ず の ミサ ト が 相変わらず だ らし な いこ と 
に 失望 する シン ジ だ が 、 ケ ンス ケ か ら 、 砕け た 姿 を 
見 せる の は 、 ふた り が 家族 だ か ら だ と 言わ れる 。 


店 者 か と 通話 中 の ゲン ド 

ウ 。NERV の 執務 に 絡 

ん で 、 各 方 面 へ 色々 と 裏 工 
作 を 行っ て いる らし い 


た 目 だ け は 美人 、 そ れ 

で いて フレ ンド リー な 
ミサ ト 。 ト ウジ や ヤケ ンス ケ 
は すっ か り 彼 女 の 虜 に 


央 の 匂 い が す る 
エン トリ ー プ ラグ …… な の に 、 


と て 炒 ち 着く 克 25 


STHfFf LIST 一 ーーーーーー ヘ へ 、 
第 七 語 (初回 放映 日 : 95.11.15) 


脚 本: 榎戸 洋司 、 庵 野 秀明 
絵 コン テ : 杉山 慶一 、 庵 野 秀明 
演出: 杉山 慶一 
作画 監督 : 鈴木 俊二 


NEON 
GENESIS 


人 2 FVANGELION 
の 】 


EPISODE:7 
七 話 AHUMAN WORK 


ELIWMH 


セカ ンド イン パク ト の 一 応 の 真実 や EVA と NERV 
の 目的 に つい て が 、 リツ コ の 口 か ら シ ンジ へ 語ら れる 。 
実は 、 第 2 使徒 が ミッ シン グリ ンク と いう こと も さり ば げ 
な く 示 され て も いる の だ 。 そ の シー ン で は 、 リ ツ コ が 
セカ ンド イン パク ト に つい て 話し て いる 最 中 、 ミ サト 
は ずっ と 視線 を 外し 続け て いる わけ だ が 、 そ の 理由 は 
第 拾 式 話 で 明らか に な る 。 こ の 他 、 マ ヤ や リツ コ の 会 
話 か ら 、 前 回 大 破 し た 零 号機 が 改修 作業 中 で ある こ 
と が 伺え る 。 


で は 、 


シナ リオ 通り に 


FHE ES5EHTIHL EIHHEELIWT EHHHHIELE 


カン ドイ ン パ クト の 真 

実 を 語る リツ コ 。 サ ー 
ドイ ン バ パク ト を 防ぐ た め 
NERV が ある と 語る 


A の 公開 試運転 が 開始 
が MWT に な 
っ て し まう 。 さ ら に は 拓 心 
融解 の 危機 が 迫る 


の 協力 で JA 内 に 
サト 
た パス ワー ド で は 


ツ コ は JA 暴走 の 件 を 
「 予 定 通 り 」 と ゲン ド 


ウ に 報告 。 事 件 は 仕組 まれ 


た も の で あっ た 


カン ドイ ンク トー 


き サト の 生活 態度 に 幻 減 
ぺき の シン ジ だ が 、 そ の 関 
係 こそ 家族 だ と 友達 に 言わ 
れ 、 心 は 温か く な る 


第 七 話 


し く 、 凛 々 し い 正 装 変 

の ミサ ト 。 彼女 は 
JA 披露 記念 会 に 出席 する 
た め リ ツ コ と 旧東 京 へ 


A 停 止 パ スワ ー ド の 使用 
許可 を 取り 付け よう と す 
る 時 田 。 一 方 ミサ ト は 、 自 
分 が 止め る こと を 決意 する 。 


ア て 事 休 す ! 
JA は 停止 し 、 
何者 か が 仕組 ん 


た と ミサ ト は 気付 く 


テー へ 閉 NsH ゆ を へ デー バド H 


チェ ッ ク ボ ポイ ント 


HEEH PMIHTI 


人 型 自 走 兵器 J.A.、 公 試運転 で 
の 暴走 事件 

対 使徒 戦 用 兵器 と し て 開発 され た J.A. は 、 公 試 
運転 中 に 突如 制御 不能 と な り 、 内 蔵 リ アク ター が 
暴走 。 こ れ に 対し 、 現場 に 居合 わせ た 葛城 一 尉 は 
初 号 機 を 出動 させ 、J.A. を 押さ え 込 ん で 内 部 へ 乗 
り 込 み 、 直 接 制 御 を 試み る 。 結 果 と し て J.A. は 停 
止 し た が 、 そ れ は 暴走 後に 自動 停止 する よう 、 何 
者 か が に プロ グラ ム さ れ て いた た め だ っ た 


葛城 一 尉 の 要請 を 受け 出動 

た 初 号 機 は 、 内 部 で 彼女 
が スム ー ズ に 作業 を 行え る 
よう J.A. を 押さ え 込 み 、 動 
き を 止め て いる 


J.A. の 制御 プロ グラ ム は 

試運転 開始 直前 に 暴走 を 起 
こし 、 リ アク ター の 臨界 点 
寸前 で 自動 停止 する よう 何 


者 か に 書き 換え られ て いた 


|」.A. 停 正 作 戦 に 投入 され た 支援 兵器 及び 使用 機器 


EVA 専用 長 距離 輸送 機 


EVA の 空輸 に 使用 され る 長 距 離 輸送 機 。 機 体 下部 に EVA 
を 一 機 搭載 し 作戦 現場 まで 移送 する 。J.A. 停 止 作戦 で は 緊 
急 を 要する た め 、 現場 上 空 で 初 号 機 を 空中 分 離さ せ た 


| | NERV の 飛行 場 より 緊急 発 
進 する 長 距 離 大 型 輸 送 機 

ブー スタ ー を 利用 し て 離陸 

he する た め 短 い 滑走 路 で も 医 


寺 間 細 床 可能 で ある 


放射 能 防護 服 


葛城 一 尉 が J.A. 内 部 に 乗り 込む 際 に 着用 し た 防護 服 
J.A. の 動力 は 原子 力 エ ンジ ン で あっ た た め 、 危 険 物質 の 充満 
する 制御 室 へ 入る こと を 考慮 し て の 着用 で ある 


気密 服 の た め 下 着 変 で 着用 
する 放射 能 防 護 服 。 場 所 が 
試験 場 の た め 、 あ ら ゆ る 事 
故 を 想定 し 、 特 殊 な 防護 服 
も 常備 され て いる 


TNIETIKS 


J.A. の 暴走 と 停止 作戦 の 経緯 
確 司令 、 情報 操作 の 。<mwcmmens 
報告 を 受け る 香寺 
日 本 政府 か ら の 使徒 及び 
EVA に 対す る 情報 公 問 の 要 ーーー ーー 
請 に 関し 、 古 司令 は 監査 部 ーー 
in - コ 


の 人 間 か ら ダ ミー を 含め た 
当たり 障 り な い 情 報 を 渡し 
た 旨 、 報告 を 受け て いた 


J.A. 完 成 披露 記念 会 

の 実施 

日 本 重化学 工業 共同 体 が 
開発 し た J.A. の 完成 披露 祝 
会 が 開か れ 、NERV か ら 
葛城 一 尉 と 赤木 博士 が 出 
席 。 だ が 会 場 で NERV は 旦 
の 良い バッ シン グ を 受け る 


公 試運転 開始 、 

J.A. 制 御 不能 に 
屈辱 的 な 披露 記念 会 の あ 
と 、J.A. 公 試運転 が 屋外 で 
開始 され た だ が 突如 
J.A. は 原因 不明 の 暴走 状態 
と な り 、 搭 載 リ アク ター 爆 
発 は 時 間 の 問題 と な る 


J.A. 停 止 作戦 、 開始 


葛城 一 尉 は 緊急 判断 で 、 
初 号機 の 出動 を 要請 
J.A. 開 発 担当 の 時 田 か ら 停 
止 有 パス ワー ド を 聞き 出す 
と 、 初 号機 の 手 か ら J.A. 内 
部 に 乗り 移る 作戦 を 決行 


葛城 一 尉 、 J.A. へ 
乗り 込む 
J.A. 内 部 へ と 乗り 込む こ 
と に 成功 し た 葛城 一 尉 は 、 
制御 コン ソー ル へ と 辿り 着 
き パ スワ ー ド を 入力 。 だ が 
プロ グラ ム 改 題 に より パス 
ワー ド は 機能 し な か っ た 


J.A. 停 止 


葛城 一 尉 は 無理 を 承知 
で 、 リ アク ター 制御 棒 を 人 
力 で 押し 込 も うと する も 、 
焼け 石 に 水 。 つ い に 爆 発 か 
と 思わ れ た 瞬間 、J.A. は 不 
可 解 に も 作動 を 停止 し た 


赤木 博士 、 巡 司令 に 

報告 

NERV 本 部 に 戻っ た 赤木 
博士 は 、 古 司令 に J.A. 暴 走 
事件 を 口頭 で 報告 。 だ が 、 
その 言葉 は 「 葛 城 一 尉 の 行 
動 を 除き すべ て 予定 通り ] 
と いう 意外 な も の で あっ た 


NERV が 日 本 政府 に 提出 し た 使 
徒 に 関す る 報告 書 。 肝 心 な と こ 
ろ は 黒く 塗り つぶ され て いる 


NERV 代 表 の 葛城 一 尉 と 赤木 博 
士 に 用 意 さ れ た 席 は 、 ま る で 裁 
判 の 被告 席 の よう な 配置 だ っ た 


No、 


W 


制御 不能 と な っ た JA は 見 境 無 
く 直 進 し 、J.A. の 制御 室 に 接近 
その 屋根 を 踏み 抜い て ゆく 


輸送 機 か ら 空 中 分 離し た 初 号機 
は 、 葛 城 一 尉 を 手 に 乗せ て 
JA. の 追撃 を 開始 する 


リア クタ ー が 臨界 点 に 達する 前 
に 、 葛 城 一 尉 は JA へ の 乗り 込 
み に 成 功 し た 。 し か し 


爆発 士 前 で JA は 停止 し 事なき 
を 得 た 。 だ が これ は すべ て 事前 
に プロ グラ ム さ れ て いた の だ 


生 司令 に J.A 暴 走 事 件 の 報告 を 
する 赤木 博士 。 こ の 事件 は 科 司 
令 の 仕組 ん を だ こと だ っ た の か ? 


日 本 重化学 工業 共同 体 が 造り 上 げた 、 対 使徒 
戦 用 の 大 型 人 型 兵器 。 小 型 原 子 炉 を 動力 源 と し 
て 内 蔵 し 、 制 御室 より 遠隔 操縦 され る 人 型 ロ ボッ 
ト で ある 。EVA と ほぼ ば 同等 の 戦闘 力 を 持ち 、 和 柔軟 
か つ 安 全 に 運用 可能 と いう の が 詩 い 文句 で ある 。 


原子 炉 を 戦場 へ 持ち 
込む リスク に 関し て 
は 、 ま っ た く 考 慮 さ 
れ て いな い J.A.。 そ 
の た め 炉 心 吉 解 の 危 
険 が つい て 回 る 


HHTH 

遼 呼称 : JA. 7 
男 重力: 枝 分裂 炉 の 
較 武 装 : な し M 


セカ ンド イン パク ト 以 前 の 日 本 の 首都 で あっ た 
東京 は 、 多 く の 場 所 が 水没 し た まま 封 地 と な っ て 
いる 。 沿岸 部 地域 の み 埋 め 立て られ 「 旧 東京 再開 
発 臨海 部 ] と し て 再建 され て お り 、 J.A. の 公 試 運転 
は この 場所 の 国立 第 3 試験 場 で 行わ れ た 。 


旧東 京 の 多く の 地域 は 再開 発 も 
され ず 、 水 没 し た 高層 ビル が 放 
置 さ れ た まま 、 廃 壇 の 都 と いう 
有り 様 と な っ て いる 


HHHHETEH 


J.A. の 開発 責任 者 。NERV や EVA の 極秘 情報 も 
入手 し て お り 、 政 府 と の 強い コネ クシ ョ ン を 伺わ 
せる 。 だ が J.A. の 緊急 停止 承認 の 権限 を 持た な い 
な ど 、 実 際 は 中間 管理 職 的 な 立場 で あっ た 。 


NERV に 対し 強い 敵 悦 心 を 抱 
く 時 田 は 、 質 疑 応答 の 場 で 
得々 と 赤木 博士 を や りこ め る 


| 本 重 化学 工業 共 同体 


日 本 の 重化学 工業 関連 の 民間 企業 に よっ て 構成 され で い 
る 事業 共同 体 。 第 2 次 居 都 計画 な ど 、 い わ ゆ る NERV 関 連 の 
利権 に あぶ れ た 企業 に よっ て 構成 され て いる と いう 。 な お 、 
J.A. プ ロジ ェクト は 通産 省 と 防衛 店 主導 の 計画 で あっ た 。 


0 史 」 セル ドイ ツウ ツ ト ① 


西暦 2000 年 9 月 13 日 に 南極 で 発生 し た 大 爆発 。 
一 般 に は 大 質量 随 石 の 衝突 と され て いる が 、 真 実 
は 、 最初 の 使徒 と 呼ば れる 存在 と の 接触 で 発生 し 
た 原因 不明 の 爆発 で ある と 、 リツ コ は 語る 。 
セカ ンド イン パク ト 発 生 を 幸 
じ る 当時 の 新聞 記事 。 南 極大 


陸 が 消滅 する ほど の 、 未 信 有 
の 大 災害 で あっ た 


セカ ンド イン パク ト 後 の 世界 


3 
情勢 に つい て 記さ れ た 社会 科 
の 教科 書 。 国 連 再編 な ど に つ 
いて 記述 され て いる の | 


SSTO 

成層 圏 を 飛行 する 趣 高空 旅客 機 。 ゲ ンド ウ が 
国連 の 会 議 に 出席 する 際 に 乗っ た 。 こ の 機種 の 
底部 が ヤシ マ 作 戦時 に 盾 と し て 流用 され て いる 。 


成層圏 を 飛行 する 
SSTO。 眼下 に は 、 

選 セカ ンド イン パク ト 

記 の 影響 で 赤く 変色 し 
た 南極 海 が 見 える 


テマ へ 斗 Nsh や の へ キア マー ベビ HH 


脱 > 翌 


stEHE/EHEEH PMIIT 


エ ヒ ソ ー ド ガイ ド 


PISHUE BIIDE 


本 


人 ゲ ンド ウ 、 
何者 か と 連絡 


@ ミ サト 、 
シン ジ ら を 連れ て 
玉 半 洋 艦隊 へ 出向 …………… 


マ 


>【 団 PO83 


シン ジ ら 、 

ア 光 お 稚 画 oo [083 
ず 

ミサト ら 、 

太平 洋 艦隊 司令 と 面会 
マ 

ブリ ッ ジ に 現れ る 


@ 加 持 、 
ミサ ト と の 関係 を 匂わ す 
マ 
代 ア スカ 、 
シン ジ に 弐号 機 を 披露 … 


ぃ [Pl83 


ゅ [PO82 
> 002 


アス カ 、 
シン ジ を 伴い 
弐号 機 を 起動 


⑩0 弐 号機 、 
艦 を 足場 に 
旗艦 へ 移動 し 、 
外部 電源 を 装着 


夫 弐 号機 、 
水中 で 使徒 と 交戦 


⑫ ミサ ト の 作戦 で 、 
使徒 残 減 


8 太平 洋 艦隊 、 
新 横 須賀 港 に 入港 


夫 加 持 、 
ゲン ドウ に 
アダ ム を 渡す 


⑮ ア スカ 、 
第 壱 中 学校 に 転入 


ト 


第 九 話 へ 


ミサ ト は 、 シ ンジ 、 ト ウジ 、 ケ ンス ケ を 伴っ て 弐 
号機 を 日 本 に 搬送 する 太平 洋 艦隊 に 合流 する 。 
そこ で シン ジ は 、 弐号 機 の 専属 パイ ロッ ト 、 惣 流 ・ 
アス カ ・ ラ ング レー と 出会う 。 一 方 ミサ ト は 、 アス 
カ の 随伴 で ある か つて の 恋人 、 加 持 リ ョ ウジ と 再 
会 し 頭 を 抱え て いた 。 ア スカ は 、 初 の 実戦 で 高い 
シン クロ 率 を 出し た シン ジ に 対抗 意識 を 持つ 。 そ 
の 意識 の 現れ か 自分 の 弐号 機 を 見 せつ ける た め に 
シン ジ を 連れ 出す が 、 そ こ へ 使徒 が 襲来 。 格 の 違 
い を 見 せつ ける チャ ンス と 、 アス カ は 弐号 機 に シン 
ジ を 伴い 無断 で 発進 する 。 し か し 弐号 機 は 海中 
に 引き ずり 込ま れ た うえ 、 使 徒 に 呑み 込ま れ ピ ン 
チ に 。 こ の 状況 を ミサ ト は 逆手 に 取り 、 ト ロー リ 
ング の 要領 で 使徒 を 引き つけ 、 自 沈 し た 戦艦 を 使 
徒 体内 へ 特攻 させ 、 コ ア へ の ゼロ 距離 射撃 と 自爆 
に より 使徒 大 減 に 成功 する 。 よ う や く 新 横須賀 港 
へ 入港 し た 太平 洋 艦隊 を 後 目 に 、 いち 早く 脱出 し 
て NERV 本 部 へ 到着 し て いた 加持 。 彼 は アダ ム と 
され る 存在 を ゲン ドウ へ 渡す 。 そし て 翌日 。 シ ン 
ジ の クラ ス に あの アス カ が 転校 し て きた の だ っ た 。 


務 室 で ゲン ドウ は 、 何 

者 か と 連絡 を 取っ て い 
た 。 何 か 重要 な 物資 が 洋上 
を 移送 中 で ある らし い 


マ き サト は 非常 用 電源 の 使 
で 用 許可 を 求め る が 、 角 
隊 司 令 ら は 、NERV を 快く 
思っ て は いな か っ た 


アス カ の 随 人 f 


STWff L15T 一 一 一 ーーーーーーー へ 
第 八 語 (初回 放映 日 : 95.11.22) 
肢 け 本 : 榎戸 洋司 、 庵 野 秀明 


絵 コ ン テ : 桶 口 真嗣 
演 出 : 鈴 巻 和 哉 
作画 監督 : 本 田 雄 
第 NEON 
八 GENESIS 
4 音 。 FVANGELION 
EPISODE:8 
ア 々 /」 w 来 日 ASUKA STRIKES! 
ElHLIMMMH 


前 回 の 冒頭 で の ゲン ドウ の 電話 の 相手 が 、 今 回 よ 
り 登 場 する 加持 リョ ウジ で ある 。 こ の 第 八 話 で 彼 は 、 
表向き 弐号 機 移送 の NERV 側 の オブ ザー バー 的 な 立 
場 だ が 、 そ の 実 、 硬 化 ベ ペー クラ イト で 固め られ た アダ 
ム を ゲン ドウ へ 極秘 裏 に 届け る 役割 を 担っ て いた 。 
使徒 が 艦隊 を 襲撃 し た 理由 は 、 ラ スト に 加持 が 言う 
通り 、 こ の アダ ム を 狙っ て の こと か も し れ な い 。 そ し 
て この アダ ム が 、 今 後 シ リー ズ を 通し て の 重要 な キー 
と な っ て いく 。 


シ ンジ ら を 連れ て 太平 洋 
艦隊 へ 出向 いた ミサ ト 
弐号 機 用 の 緊急 外部 電源 を 
運ん で きた の だ 。 


-、 


紅 具 肢 よ これ …… 


ElHIMHUE 半 HMHIELI 


スカ は 、 加 持 が シン ジ 

を 衰 め る こと が 面白 く 
な い 。 対抗 意識 の 表 わ れ か 
シン ジ に 天 号機 を 披露 。 


艦 に 移り 外部 電源 を 装 
着 し た 弐号 機 は 、 使 徒 
に 水中 戦 を 挑む 。 一 方 加持 
は 艦隊 か ら ひ と り 離 脱 す る 


ま 隊 を 離脱 し た 加持 は ゲ 


加持 は アダ ム を 密か に 運ぶ 
役目 を 負っ て いた 


平 洋 艦隊 に 使徒 が 襲来 。 

自分 の 実力 を 示す チャ 
ンス 到来 と ば か り に 、 ア ス 
カ は ほ く そ 笑 む 。 


港 し た ミ 
ツ コ が 出 
ほ の 戦闘 報告 
を 見 て 驚嘆 する リツ コ 


日 。 シ ンジ の クラ ス に 

転校 生 の 美 少 女 一 あ 
の アス カ が 問 爽 と 現れ る の 
だ っ た 。 


第 人 語 


デマ 半 ヾ sh や を アミ マー で H 


ェ ッ クボ ポイ ント 


ナチ 
HEEH PHIHTI 


エヴァ ン ゲ リオ ン 弐 号機 の 
初出 撃 と 、 使 徒 と の 洋上 戦 

第 6 使徒 は 弐号 機 を 搬送 中 の 国連 軍 太 平 洋 艦隊 
を 襲撃 。 弐 号機 パイ ロッ ト は 独断 で 起動 、 交 戦 す 
る 。NERV 本 部 より 非常 用 電源 ソケット が 搬入 さ 
れ て いた た め 活 動 時 間 に 支障 は な か っ た 弐号 機 だ 
が 、 水 中 装備 で は な いた め 海 中 に 引き 込ま れ 窮 地 
に 陥る 。 し か し 、 艦 隊 に 同行 し て いた 葛城 一 尉 の 
発案 で 艦隊 の 兵力 を 併用 し 、 使徒 撃退 に 成功 し た 


DHTH 

較 呼称 : 第 6 使徒 

較 天使 名 : ガ ギ エル 

較 象徴 : 魚 

画 能力 : 体 当 た り 、 か みつ き 


海中 を 縦横 に 動き 回 る 第 6 
使徒 の 襲撃 を 受け 、 国 連 軍 
最大 を 誇っ て いた 太平 洋 艦 
隊 は 、 そ の 艦船 の 大 半 を 失 
っ て し まっ た 


弐号 機 に は 、 セ カン ド チ ル 
ドレ ン の みな ら ず サー ド チ 
ルド レン も 同乗 し て お り 、 
瞬間 的 を シン クロ 率 は マッ 
クス 値 の 記録 を 更新 し た 


魚の 天使 の 名 を 冠 す る 使徒 。 そ の サイ ズ は 、 大 
型 空母 に 匹敵 する ほど の 巨体 で ある が 、 海 中 で の 


機動 力 は 凄まじ いも の が ある 。 そ の スピ ー ド と 巨 
体 を 活か し 、AT. フ ィ ー ル ド を まとう 体 当 た り で 
艦船 を 攻撃 し た 


また 、 コ ア は 口 の 中 に 存在 する 


太平 洋 艦隊 の 旗艦 で 待ち 受 
けた 弐号 機 に 海中 か ら 飛 び 
| 上 が り 、 ボ ディ プレ ス を か 
ける ガキ エル 。 戦 艦 が 隠れ 
て し まう ほど の 巨体 で ある 


第 6 使徒 と の 戦闘 概略 図 


奇襲 一 使徒 出現 


順調 に 航行 を 続け て いた 太平 洋 艦隊 だ っ た が 、 


THETIES 


旧 伊 東 沖 


に お いて 、 第 6 使徒 の 襲 撃 を 受け た 


国連 軍 に よる 状況 対処 


太平 洋 艦隊 は 、 水 中 か ら 
体 当たり 攻撃 を 仕掛 け て く 
る 第 6 使徒 に 対し 、 魚 雷 や 
ミサ イル に て 反撃 を 試み る 
も 、AT. フ ィ ー ル ド に 阻ま 
れ ダ メー ジ を 与え られ ず 


エヴァ ン ゲ リオ ン 

弐号 機 起動 

セカ ンド チル ドレ ン は 独 
断 で 弐号 機 を 起動 。 だ が 艦 
隊 に 同行 し て いた 葛城 一 尉 
も 、EVA に よる 応戦 を 艦隊 
司令 に 具申 し て いた た め 、 
この 独断 行動 を 支持 し た 


水中 で の 戦闘 


使徒 を 捉え た 弐号 機 だ っ 
た が 、 そ の 巨体 を 支え きれ 
ず 海 中 へ と 引き 込ま れる 
通常 の B 型 装備 で は 水中 で 
の 活動 が まま な ら ず 、 口 内 
に 香 み 込ま れ て し まう 


作戦 立案 


トロ ー リ ング の 要領 で ア 
ン ビ リカ ル ・ ケ ー ブ ル を 巻き 
上 げ て 使徒 を 引き 寄せ 、 同 
時 に 自沈 させ た 戦艦 2 隻 を 
口内 へ 突入 。 ゼ ロ 距 離 砲撃 
後 自 爆 と いう 作戦 を 立案 


使徒 残 減 


ASROC や 短 魚 雷 な ど で 迎 撃 す 
る が 、 使 徒 の スピ ー ド を 捉え き 
ず 、 命 中 し て も 効果 は な い 


起動 し た 弐号 機 は 艦船 を 飛び 石 
の よう に 利用 し て 、 旗 艦 オ ー バ 
ー・ ザ ・ レ イン ボウ へ と 移動 


第 5 使 科 の 口内 に 呑ま れ 、 く わ 
えら れ た 弐号 機 は 、 そ の まま 海 
中 を 引き ずり 回 され て し まう 


葛城 一 尉 の 発案 に よる 、 艦 隊 の 
残存 兵力 を 利用 し た 使徒 撃 減 プ 
ラン が 実行 され る こと と な っ た 


弐号 機 に よる 第 6 使徒 の 開口 も 成功 し 、 沈降 し た 戦艦 が 作 
戦 通り に 口内 に て 一 斉 砲撃 。 コ ア を 直撃 され 、 使 徒 は 大 爆 
発 を 起こ し 消 減 。 弐 号機 も 無事 に 帰還 し た 


国連 軍 で 最大 規模 を 誇る 艦隊 が 太平 洋 艦隊 で 
ある 。 大 艦隊 で は ある が 、 そ の 構成 艦 は セカ ンド 
イン パク ト 以 前 の 老朽 艦 ば か り 。 旗艦 は 原子 力 空 
母 オ ー バ ー・ ザ ・ レ イン ボウ 。 弐 号機 と 専属 パイ ロ 
ッ ト を 日 本 へ 輸送 する 途中 に 使徒 と 遭遇 し た 。 


族 艦 オー バー・ ザ ・ レ イン ボウ 
の クル ー。 再編 後 の 国連 軍 は い 
| わ ゆ る 多国 籍 軍 状 態 で ある が 、 
太平 洋 艦隊 も その 例 に 漏れ な い 


| オー バー ナレ イン ボ 9 薩長 


艦隊 司令 を 務め る オー バー・ ザ ・ レ イン ボウ の 艦長 と その 副 
長 。 艦長 は プラ イド が 高く 、 艦隊 が 小間 使い の よう な 扱い を 
NERV か ら 受 ける こと を 遺 尼 に 思っ て いる 


| 9 | 間 7 ス か ラ ンタ レー 人物 


[HHHHEIEH 

弐号 機 専 属 パ バイ ロット の セカ ンド チル ドレ ン 

シン ジ に 自分 の 活躍 を 見 せつ ける た め 、 弐 号機 へ 
同乗 させ て 戦闘 を 行う ほど の 自信 家 。 


NERV 本 部 に 着任 し た アス 
カ は 、 シ ンジ と 同じ 第 壱 中 
学 2 年 A 組 の 一 員 と な っ た 


HILLLIAI 


ドイ ツ の NERV 第 2 支部 か ら ア スカ の 随伴 と し て 
同行 し て きた 男性 で 、 ミ サト の 元 カ レ 。 一 見 、 軽 
薄 な よう に 見 える が 、 と ら え どこ ろ の な い 人 物 


遼 司 令 と 内 密 に 連絡 を 取る 
加持 。NERV の 機密 任務 も 
秘 志 裏 に 遂行 し て いた 。 


| た 半 洋 騙 際 の 構成 


オー パー・ ザ ・ レ イン ボウ 


ニミッツ 級 原 子 力 空母 8 番 艦 「 ユ ナイ テッ ド ・ ス テイ ツ 」 を 
改め た 、 国 連 軍 太平 洋 艦隊 の 旗艦 。 こ の 艦 の リア クタ ー と 
非常 用 ソケット を 直結 する こと で 弐号 機 は 電力 を 得 て い た 


NERV か ら 出 向 し て きた 葛城 一 
半 招 > 艦隊 司令 の いる オー バ 
・ ザ ・ レ イン ボウ に 乗船 。 使 


ii 徒 妥 来 後 も 沈む こと は な か っ た 


国際 色 豊 か な 国連 軍 を 反映 し て か 、 米国 製 の 空 
母 オ ー バ ー・ ザ ・ レ イン ボウ の 艦載 機 の 多く は ロ シ 


ア 製 の 戦闘 機 で ある 


= PS 
Su-27 ( 左 ) と Yak-38 改 ( 右 )。 と も に ロシア 製 


105. ーー ー8HIIIHMILI 


太平 洋 艦隊 が 搬送 し て きた EVA の プロ ダク ショ 
ン モ デル で 、 ア スカ が 搭乗 する 。 彼 女 に と っ て の 
誇り で ある らし く 、 シン ジ に 自慢 げに 披露 する 


先行 量産 モデ ル だ け あ 
っ て 軽快 な 動き を 可能 
と し て いる 実戦 型 EVA 


頭 部 拘束 具 開 閉 時 ルル 


| プロ グレ ッ シ プ サイ フ 攻 (PK-02) 


弐号 機 が 使用 する カッ ター ナイ フ 型 の プロ グレ ッ シ プ ・ ナ イ 
フ 。 初 号機 の それ より も 改良 され て お り 、 万 一 刃 と ぼれ し て も 、 
刃先 を 簡単 に 新しく する こと が で きる 


アス カ の 力量 も ある が 、 


EVA 縛 有 造 タカ ー 


弐号 機 を 搬送 する た め に 
改造 され た 大 型 タ ンカ ー 
内 部 は プー ル 状 に な っ て お 
り 、 弐 号機 は うつ ぶせ の 状 
態 で 、 ケ イジ 内 同様 に EVA 
を 保存 する た め の 溶液 に 漬 
か っ た まま 運ば れ て いる 


戦艦 


太平 洋 艦 隊 で は アイ オア 
級 の 戦艦 が 確認 され て いる 
葛城 一 尉 は 残存 し て いた 2 
隻 の 戦艦 を 用 いて 、 第 6 使 
徒 を 残 減 す る 作戦 を 立案 
自沈 し て 第 6 使徒 の 口内 に 
突っ 込み 自爆 し た 


その 他 艦 船 


少な く と も 「 空 母 5、 戦 艦 
4| と 相田 ケン スケ が 確認 し 
て いる 。 空母 は 旧 ソ 連 の ア 
ドミ ラル ・ ク ズ ネ ツ ォ フ 級 が 
あり 、 ほ か に は 巡洋艦 や フ 
リ ゲ ー ト 、 日 本 の 護衛 艦 な 
ど が 配備 され て いる 


日 
4 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 『 l を 【L 


= | 
0WWMIZHTIU0 


ーー = 


ブリ ッ ジ 上 に 着 氏 し で いる へ ヘリ 
コ プ タ ー は Mi-2。 な お 、 弐 号機 
の 起動 直後 、 使 徒 の 攻撃 で 沈 


使徒 の 攻撃 か ら 生 き 残っ た 2 隻 、 


アイ オア 級 の 戦艦 、5 番 艦 「 イ 
リノ イ ] と 6 番 艦 ケン タッ キー」 


戦艦 イリ ノイ と ケン タッ キー の 
クル ー は 、 艦 隊 の フリ ゲー ト に 
収容 され た 


5 


アダ ム と 呼ば れ た 胎児 状 の 変 を し た 物体 。 ゲ ン 
ドウ が 加持 に 持ち 出さ せ た 最 高 機密 物資 で あり 、 
耐 核 仕 様 の トラ ンク に 収め られ て 運ば れ た 。 


LIMM 


硬化 ベー クラ イト で 固め られ 
た アダ ム 。 加持 に よれ ば 「 生 
き て いる 」 と いう こと だ 。 人 
類 補完 計画 の 要 と な る らし い 


輸送 ヘリ と 非常 用 ソケット 

ミサ ト が NERV 本 部 より 太平 洋 艦隊 へ 合流 する 
た め に 乗っ て きた 大 型 の 輸送 ヘリ MiL55d。 カー 
ゴル ー ム に は 、EVA 用 の 非常 用 電源 ソケット を 積 


ん で いた 。 


な お この 機体 は NERV 所 有 で は な く 、 


国連 空軍 所 有 の へ ヘリ で ある 


万 が 一 に 備え て 、 弐 
号機 を 洋上 で 起動 で 
きる よう に 持ち 込ま 
れ た 、EVA の 非常 > 


オー バー・ ザ ・ レ イ 
ン ボ ウ に 着 艦 し た 輸 
スカ イク レ 


送 ヘリ 
ー ン (CH-54A) に 
似 た 構造 を 持つ 


I63 


デマ へ 区 NH や を 革 ア マ ー マ H 
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第 
九 
中 


エビ ソー ドガ イド 


PI5HHE 5MIDE 


SEEIME/EHEEH PMIIT 


アス カ 、 
生徒 の 注目 を 集め る 

マ 
@ 加 持 、 
ミサ ト と リツ コ に 
本 部 出向 の 旨 を 伝え る 

〒 
備 合 巡 に ーー…… 
紀伊 半島 沖 に て 発見 

マ 


負 駿 河 湾 に て 


国連 軍 、 
mn 爆雷 で 
使徒 を 足止め 


m ミ サト 、 
リツ コ か ら 
加持 の 作戦 案 を 受け 取る 
〒 
回 ア スカ 、 
ミサ ト 宅 へ 引っ 越す 
〒 
介 ミサ ト 、 
シン ジ と アス カ に 
作戦 を 説明 


0⑳ シ ンジ と アス カ 、 
ユニ ゾン の 特 調 


台 ケ ン スケ ら 、 
ミサ ト 宅 を 訪問 


内 シン ジ と アス カ 、 
ユニ ゾン の 特訓 再開 
ず 
⑬ 再 戦前 夜 、 
シン ジ と アス カ 
ふた りき り で 過ごす 
マ 
層 ミ サト 、 
加持 の こと を 
考え る 


使徒 、 
再 侵攻 


マ 


ュー 


ー… ゅ [FI87 


⑯ 点 同時 過重 攻 硫 作 戦 、… 
開始 


2 
恒 使 徒 、 
残 減 成 功 
シン ジ と アス カ 、 
馬 り 合う 

4 


第 捨 基 へ 


転入 し て きた アス カ は 、 そ の 容姿 で 学校 中 の 男 
子 か ら 人 気 を 集め て いた 。 一 方 、 加持 は 本 部 出向 
の 辞令 が 下っ た こと を ミサ ト と 旧友 の リツ コ に 伝 
える 。 そん な と き 新 た な 使徒 が 出現 。 ミ サト は 、 
使徒 の 上 陸地 点 で 迎撃 を 行う が 、 分 離 と いう 特殊 
能力 を 持つ 使徒 に シン ジ と アス カ は 無様 に 敗北 。 
国連 軍 の n 爆 雷 に より 、 辛 うじ て 足止め に 成功 す 
る 。 こ の 使徒 を 倒す た め 、EVA2 機 の 完璧 な ユニ 
ゾン が 必要 と な る 。 使徒 が 活動 再開 する まで の 1 
週間 、 連携 を マス ター する シン ジ と アス カ の 特訓 が 
始ま っ た 。 だ が 、 ふ た り の 相性 は 最悪 。 シ ンジ の 
せい に する アス カ だ っ た が 、 レ イ が シン ジ と こと も 
な げに ユニ ゾン する の を 見 て アス カ の プラ イド に 火 
が つく 。 以 降 猛然と や る 気 を 出し 、 つ い に 和 再戦 の 
日 を 迎え る 。 出撃 と 同時 に 華麗 に 地 を 蹴り 宙 を 
舞い 、 使徒 を 確実 に 追い 込む EVA。 そ し て 必殺 の 
ダブ ルキ ッ ク が 使徒 の コア を 捉え る 。 使徒 は 奄 減 
し た が 、 爆 発 跡 に は 無様 に 絡み 合っ た 初 号 機 と 弐 
号機 を 前 に 、 フ ィ ニ ッシュ 失敗 の 原因 を 懲り ず に 
な すり 合う シン ジ と アス カ の 姿 が あっ た …… o 


スカ は 注目 の 的 に 。 そ 

れ を 利用 し 、 ト ウジ と 
ケン スケ は 彼女 の 隠し 撮り 
生 写真 で 小遣い 稼ぎ 


復 中 の 第 3 新 東京 市 で 
の 載 闘 を 避け 、 発 見 さ 
れ た 使徒 を 駿河 済 に て 迎撃 
する シン ジ と アス カ の EVA。 


STHFFf L15T 一 ーーーーーー へ 、 
第 九 請 (初回 放映 日 : 95.11.29) 

脚 本 : 薩 川 昭夫 、 庵 野 秀明 

絵 コ ン テ : 樋口 真嗣 

演 出水 島 精 二 

作画 監督 : 長谷 川 四 也 


第 NEON 
肖 九 (GENESIS 
e 英 。 EVANGELION 
6 EPISODE:9 
心 、 重ね て ーー UNeYou Wantto Wim! 


EILMMH 


勝ち 気 な アス カ の 隠さ れ た 一 面 を 早く も 伺う こと 
の で きる エピ ソー ド 。 レ イ が シン ジ と いき な り 阿 の 
呼吸 で 音楽 ゲー ム を こなす の を 見 て 驚い た アス カ が 、 
その 後 漏らす 「 私 は EVA に 乗る し か な いも の 」 と いう 
セリ フ や 、 寝 言 で 「 マ マ 」 と 漏らし 涙 を 一 筋 流 す シ ー 
ン は 、 第 弐拾 弐 話 へ 繋が る も の だ 。 ま た 、 こ の 回 で は 
アス カ の こと を 、 シ ンジ は 「 物 流 ] ヒカリ は 「 ア スカ さん 」 
と 、 転入 し た て の アス カ に まだ 距離 を 感じ る 呼び 方 を 
し て いる 。 


の の さっ 


HE ESSEHTIHLEUHHWELHWW 半 BHHIELE 


第 九 話 


サト が リツ コ か ら も ら 
さっ た 使徒 撃退 の た め の 
アイ デア 。 そ れ は 加持 が 立 
案 し た も の で あっ た 


ミレ ンジ が 学校 か ら 帰る と 、 スカ と シン ジ の 同居 生 
ツン な ぜ か アス カ の 次 が 。 活 は 使徒 撃退 作戦 の 特 
今日 か ら ア スカ も ミサ ト の 訓 の た め 。 ミ サト は 1 週間 で 
家 で 暮らす と いう 。 ウ マス ター し ろ と 厳命 する 。 


たり は 見 違え 
特訓 に 集中 
か ら 食事 まで 完璧 ( 
再戦 の 日 が 迫る 


て 


傷つけ られ た プラ イド は 、 


10 僧 に し < 退 し て 


テマ へ 半 NShH ゆ を キミ デー で (H 


寝ぼけ た アス カ > 
ド ギ マ ギ す る の だ っ た 。 


ey 


2 機 の EVA は 見 事 な ユ ニ ゾ ン 
攻撃 で 使徒 を 残 減 


目 に 虫 さ れ て いる と は 

知ら ず 、 フ ィ ニ ッシュ 
の 失敗 を シン ジ と アス カ は 
時 りあ い 続 ける の だ っ た 。 


部 で 仕事 中 だ っ た ミサ 

ト は 加持 に 唇 を 奪わ れ 
て いた 。 ミ サト は 加持 へ の 
感情 に 思い を 巡ら せる 。 


! 


残 時 間 00:00 を な 
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- - チェック ボイン ト 


HEEH PMIHTI 


TNCTIES 


2 体 に 分 離す る 使徒 に 対抗 する 、 
二 点 同時 過重 攻撃 作戦 

NERV は 沿岸 部 に て 第 7 使徒 を 残 減 す る た め 迎 
撃 に 出る も 、 戦 闘 中 に 使徒 は 2 体 に 分 離 。 初 号機 
と 弐号 機 の 連携 の 悪さ も あり 、 撃退 に 失敗 。 国 連 
軍 の n" 爆 軍 に より 使徒 は 一 旦 活動 を 停止 。 そ の 間 
に NERV は 新た な 対抗 策 を 考案 し 、 再戦 に 臨む 


E っ 8 第 5 使徒 を 撤去 中 の 第 3 新 東 京 
較 市 の 戦闘 能力 は 実質 皆無 で あり 、 
第 7 使徒 は 市 街 地 外 で 獲 減 する 


必要 が あっ た 


1 度 は 敗北 し た 初 号 機 と 弐号 揚 
で あっ た が 、 完 璧 な ユニ ゾン に 
よる 二 点 同時 過重 攻撃 を マス タ 
ー し 、 第 7 使徒 に 再戦 を 挑む 


| 第 7 便 徒 の 遇 現 と 迎撃 作戦 の 失敗 


第 7 使徒 の 上 陸地 点 、 駿 河 湾 に て 行わ れ た 迎撃 作戦 。EVA 
を 空輸 の 上 、 支 援 車両 を 動員 し て の 万 全 の 体勢 で 作戦 は 遂 


行 さ れ た が 、 その 結果 は 惨敗 と 言う 他 は な か っ た EVA を 第 3 新 東京 市 外 に て 運用 する た め に は 、 第 7 使徒 に 敗北 し た NERV は 作戦 遂行 を 断念 
多数 の 電源 車 や 電源 装着 トレ ー ラ ー な ど を 投入 し 、 国 連 第 2 方 面 軍 に 指揮 権 を 譲渡 。 同 軍 の N 参 


移動 指揮 車内 か ら 作 戦 指示 を 出 
所 し 、EVA の サポ ー ト 体勢 を 構築 する 必要 が ある 号 作戦 my 韻 雷 投下 に よる 使徒 攻撃 に より 目標 の 


構成 物質 の 28% を 焼却 。 一応 の 戦果 を 挙げ た 


の 戦闘 に 、 万 難 を 排 し て 望ん だ 
が 最悪 の 結果 に EVA 電源 装着 


トレ ー ラ ー 


駿河 湾 の 目標 に 対し 
my 爆 雷 を 使用 し た 結 
還 果 、 地 図 の 書き 換え 

"を 要する ほど 周辺 の 
5 地形 は 変貌 し た 


弐号 機 に 両断 され た 使徒 で あっ 
た が 、 そ の まま 2 体 に 分 離 と い 
う 予 想 外 の 展開 に 、 初 号機 と 弐 
号機 は 動揺 し て し まう 


馬 2) 


| 分 能 する 使徒 に 対す る 新た な 迎撃 作戦 : 二 点 同時 過重 攻撃 作戦 


分 離す る 使徒 の 撃退 に 考案 され た 、 2 機 の EVA に よる 連携 
攻撃 の の ち 、 合 体 す る 瞬間 の コア を 同時 に 粉砕 する 作戦 で 
ある 。 内 蔵 電 源 の み で の 戦闘 の た め 、 作 戦は 62 秒 で 完遂 す 


8 誠 , 


る 必要 が ある ド 
の と 0 『 
ー 点 同時 過重 攻撃 作戦 の プロ セス ペン ンー 格闘 戦 で 2 体 の 使 反撃 を アク ロバ テ 着地 と 同時 に 各種 
SS 徒 を 同時 攻撃 。 使 イッ ク に 回 避 し つ 携帯 火器 を 使用 し 
使 矯 の 再 侵攻 と EVA 出撃 回 第 3 新 東京 市 の 支援 Wi | 徒 は 再び 合体 つ 、 使 徒 を 誘導 使徒 を 率 制 ・ 失 乱 
合 徒 の 強制 分 離 使徒 の 合体 の 
分 離し た 使徒 の 提 乱 二 点 同時 過重 攻撃 
分 離し た 使徒 の 誘導 際 
高空 より 使徒 の コ <" ah 
二 点 同時 過重 攻撃 作戦 遂行 に 際 し て は 、 よ り ア へ の 2 機 同時 高 再 侵攻 し た 使徒 に 、 


EVA2 機 は 外部 電 


速 キ ッ ク に て 残 減 し 機 は 
源 を パー ジ し 発進 


EVA の 戦闘 と 連携 し た 援護 攻撃 が 行わ れ た 。 ま 
た 、 ポジ トロ ン ラ イフ ル も 初め て 使用 され て いる 


ボ ポジトロン ライ フル 


ト 
第 3 新 東 京 市 の 兵 2 W 1 
装 に よる 援護 射撃 ジャ ンプ 後 、 符 制 導 
に て 、EVA を 支援 し つつ 使徒 を 強制 ルイ 
的 に 分 離さ せる < ゆあ 
際 し 


| 02 | 第 7 便 仁 イス ラフ ェ ル 


< 


間 


分 離 ・ 合 体 能 力 を 持つ 人 型 の 使徒 。 他 者 に 両断 
され て も 2 個体 に 完全 分 離 で き 、 そ の 場合 コア も 
各個 体 が それ ぞ れ 有する 形 と な る 。 第 3 新 東京 市 
の 防御 シー ルド を も 容易 く 切 り 裂 く 刃 状 の 腕 と 、 
顔 ら し き 部 位 か ら 放 つ 怪 光線 が 武器 


2 個体 に 分 離し た イ 
スラ フェ ル 。 分 離 後 
は より 細身 の フォ ル 
ム と な り 、 体 色 は 甲 
と で 異な る 


中 曲目 | 上 

使徒 と 判断 する ブラ ッ ド パタ ー ン 

使徒 の 識別 は 特定 の 波長 = ブラ ッ ド パタ ー ン の 
測定 に よっ て 行わ れる 。 使徒 の それ は 青 で ある た 
め 「Type : BLUE」 は 使徒 を 意味 する 


DHTH 
賠 呼 称 : 第 7 使徒 M 使徒 は 出現 時 、 未 確 
圏 天使 名 : イス ラフ ェ ル 且 記 1 認 物体 と し て 報告 さ 
較 象徴 : 音楽 IE 』 れ 、 ブ ラッ ド タ イ プ 
較 能力 : 分 離合 体 、 怪 光線 、 釣 爪 V 『 誠 の 判定 に より 初め て 
。 字 上 。 使徒 と 断定 され る 


シン ジ と アス カ の 完璧 な ユニ ゾン を 実現 する た W 稚 
め に 用 いら れ た 特殊 な 訓練 装置 。 ツ イス ター ゲー タ 

ム を 思わ せる 機材 で 、 マ ッ ト 上 の 光っ た 場所 を 、 eo 
両者 が 同時 に リズ ミカ ル か つづ 正確 に 押さ える と ポ > に 2 これ を 用 いた トレ ー ニ ング は 、 


還 に eg 厳し い 訓練 の イメ ー ジ は な く 完 
イン ト と な り 、 間 違え る と エラ ー と な る よう だ ) 全 に ゲー ム 燥 光 と な っ て いる 


1 0 


\ ヽ | | 4 シン ジ の 
| | / 6 ペア ルッ ク 
アス カ の ! NN 
ベア ルッ ク | 
コー ドレ ス 
ヘッ ド ホ ン 
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デ で へ 半 NNh や を へ デー ベ H 


SEEIE/EHEEH PMIII 


エピ ソー ド 


PSIDE 5lllME 


すい 


珍 アス カ 、 
加持 と ショ ッ ピ ング 


@ シ ンジ と アス カ 、 
戦闘 待機 を 命じ られ る 


@ シ ンジ ら 、 
NERV の プー ル で 待機 
和 ゆ 浅間 山 火口 に 
謎 の 影 が 見 つか る 


ミサ ト 、 
浅間 山地 震 観 測 研 究 所 で …… ぃ 【 『09 
使徒 を 確認 ……y 田 E09 


@ ミサ ト 、 
A-17 を 要請 3 MI 


9 人 類 補 完 委員 会 、 
A-17 を 許可 


アス カ 、 
使徒 捕獲 の 任 に 
選ば れる 


3 上 


⑲ 初 号機 と 弐号 機 、 


浅間 山 に 出発 


⑩ 加 持 、 
課 報 員 と 接触 


簡 弐 号機 、 
浅間 山 火 口 に ダイ ブ 


W 的 式 号機 、 
使徒 を 捕獲 


使徒 、 
急速 に 羽化 


電 弐 号機 
使徒 と 交戦 


揚 初 号機 
弐号 機 を 救助 


シン ジ ら 、 
温泉 で 療 れ を 癒す 


第 捨 深 話 へ 


修学 旅行 の 準備 の た め 、 加 持 を 連れ 出し ショ ッ 
ピン グ を 楽し む ア スカ 。 と ころ が EVA パイ ロッ ト 
は 揃っ て 待機 任務 と 聞か され アス カ は 慎 す る 。 
そこ で 、 NERV 本 部 の プー ル サ イ ド で 待機 する アス 
カ た ち 。 同 じ 頃 、 浅間 山 火口 内 部 で 羽化 前 の 使徒 
が 確認 され 、 ミ サト は A-17 を 要請 する 。NERV 側 
か ら 討 っ て 出る 初 の 作戦 を 人 類 補完 委員 会 も 承 
認 し 、 使 徒 捕獲 の た め に アス カ と シン ジ が 現地 へ 
と 派遣 され る こと と な っ た 。 捕獲 任務 は アス カ が 
担当 し 、 耐熱 耐圧 装備 の D 型 装備 を 纏っ た 弐号 機 
で 火口 内 部 へ と 潜行 し て ゆく 。 限 界 深度 を 大 きく 
超え た と ころ で よう や く 使 徒 を 捕獲 。 作 戦は 成功 
し た か に 見 えた その 時 、 使 徒 が 羽化 。 作 戦は 即座 
に 残 減 に 変更 され る 。 し か し 弐号 機 は 武器 を 失い 、 
マグ マ 内 を 自由 に 活動 で きる 使徒 に 対し 、 圧 倒 的 
に 不利 で あっ た 。 だ が 、 ア スカ の 機転 で 熱 膨張 を 
応用 し 、 使 徒 を 奄 減 する 。 そ の 際 に ダメ ー ジ の 大 
きか っ た 弐号 機 は 火口 に 取り 残さ れ そ うに な る も 、 
間 一 髪 、 初 号機 が 救う 。 作 戦 終 了 後 、 シ ンジ や ア 
スカ 、 ミサ ト は 近く の 温泉 で 疲れ を 癒す の だ っ た 。 


学 旅行 の 水着 を 加持 と 
買い に 行く アス カ 。 加 
持 の 世代 は セカ ンド イン パ 
クト で 修学 旅行 は な か っ た 


っ 部 の プー ル で 待機 する 

3 人 。 遊泳 する レイ や 

アス カ を 尻目 に 、 シ ンジ は 
熱 膨張 の 問題 に 取り 組む 


STHfTF LI5T ーー 


第 捨 語 (初回 放映 日 : 95.12.6) 


脚 本 : 薩 川 昭夫 、 庵 野 秀明 
3 ン テ : 加賀 ツヨシ 、 庵 野 秀明 
出 : 加賀 ツヨシ 、 和 石堂 宏之 


人 軒 人 重田 箇 
シン GRNESN 
ダイ バー EVANGELION 
第 措 話 MAGMADIVER 
EMHLIMMH 


細か い 部 分 で の 伏線 的 な 場面 が 多い エピ ソー ド 。 
人 類 補 完 委員 会 と ゲン ドウ と の 会 話 。 「15 年 前 を 忘れ 
た の か 」 「 生 きた 使徒 の サン プル の 重要 性 ] と いっ た 
セリ フ や 、 使 徒 捕獲 作戦 時 の リツ コ と ミサ ト が セカ ン 
ドイ ン パ クト 発生 に 言及 する こと か ら 、 そ の 原因 が 第 
七 話 で リツ コ が 言う ほど 「 原 因 不 明 ] で は な いら し い 
こと が 伺え る 。 ま た 、 加 持 が 他 の 組織 に 内 通し て い 
る こと や 、 ミ サト の 胸 の 傷 、 ア スカ の 過去 に な に か あ 
る こと が 示さ れる 。 


HIE ESSEHTIHL EUHHWIHT 半 BHHIELEE 


サト と 日 向 が 現地 へ 赴 
で まき 、 観測 所 の 協力 の 下 
調査 を 開始 。 謎 の 影 は 羽 化 
する 前 の 使徒 と 確認 する 。 


ぷ 罰 問 山 火口 内 に 奇妙 な 影 

が 発見 され た 。 そ れ が 
使徒 で ある 可能 性 は 50% で 
ある と MAGI は 解答 し て いた 。 


f 徒 捕獲 作戦 に は アス カ 
が 選ば げ ばれ た が 、D 型 装 

備 に 幻滅 。 し か し 、 レ イ へ 

の 英 悦 心 か ら 任 務 を 受け る 


グ 褒 吉 使 徒 は 羽化 を 開始 

大 減 命令 が 下る 。 マ グ 
マ 内 と いう 不利 4 3 
式 号 


セカ ンド 
イン パク ト …… 


ゴメ ン だ わ 


作 :: 泉 で 汗 を 流す 
。 アス カ は 


ミサ ト の 体 の 傷 を みて 、 自 
分 の 心 の 傷 を 思う 。 


ロー 


失敗 か 。 


その と き は 人 交 そ の も の が 


上 月 えて し まう よ 


イ は 本 部 待機 。 通 常 装 

備 の 初 号 機 と D 型 装備 
の 弐号 機 が 現地 へ 向かい 、 
使徒 捕獲 作戦 に か か る 。 


。 方 、 加 持 は 箱根 の ロー 

ン イ で 見 知ら ぬ 女 

性 と 接触 。 女 は NERV と は 
別 組織 の 課 報 部 員 ら し い 
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デー へ 半 NH や を 一 へ 生 マ ー ベ (H 


チェ ッ ク ボ ポイ ント 


HEEH PHIIHT 


| 作 徒 指導 及 び 戦 闘 の 経 線 
前 半 : 火口 内 潜行 と 使徒 の 捕獲 


弐号 機 、 火口 内 に 潜行 


レー ザー に て 火口 内 の 進路 
を 確保 し た あと 、D 型 装備 を 
装着 し た 弐号 機 は 大 型 ク レー 
ン に 吊 さ れ て 火口 へ と 移動 
その まま 下降 し 火口 内 へ と 潜 
行 を 開始 する 


| 視界 ゼロ の 状況 下 で 捜索 


火口 内 は マグ マ に より 視界 

が 悪く 、 パ イロ ッ ト は CT モニ 

タ に 切り 替え る が 、 そ れ で も 
| 充分 な 透明 度 は 得 ら れ な い 。 
また 、 潜 行 を 続け る 途中 で プ 
ログ ・ ナ イフ を 衰 失 


使徒 の 発見 と 捕獲 


EVA の 限界 深度 を 上 回 り 、 
装備 に も 香 裂 が 発生 。 し か し 
葛城 一 尉 は 潜行 継続 を 命令 
弐号 機 も これ に 従い 、 つ い に 
使徒 を 発見 。 所 持 し た キャ ッ 
チャ ー に て 無事 に 捕獲 完了 


使徒 、 羽化 を 開始 


引き 上 げ 中 に 使徒 は 急速 な 
羽化 を 開始 。 葛 城 一 尉 は 、 キ 
ャ ッ チ ャ ー の 破棄 と 使徒 の 残 
減 を 直ちに 弐号 機 に 指令 。 破 
棄 と ほぼ 同時 に 、 使 徒 は 変態 
ノ を 完了 し た 。 
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火口 部 に て バッ クア ッ プ と 
し て 待機 し て いた 初 号機 は 、 
武器 を 失っ た 弐号 機 の た め に 
プロ グ ・ ナ イフ を 緊急 投下 。 し 
か し マグ マ に 阻ま れ 到 達 に は 
多少 の 時 間 を 要 す 


弐号 機 は 左腕 の 冷却 用 パイ 

プ を 切断 。 使 徒 の 口内 へ と 押 
し 込み 圧力 最大 で 冷却 剤 を 流 
し 込み 、 プ ログ ・ ナ イフ を 突き 
立て る 。 熱 膨張 を 応用 し た と 
っ さ の 戦法 で あっ た 


使徒 は 減 し た が 、 そ の 直 
前 に 弐号 機 を スリ ング し て い 
た パイ プ が 使徒 に より 破損 、 
切断 。 弐 号機 の 沈降 が 始ま っ 
た 瞬間 、 緊 急降下 し た 初 号機 
が 弐号 機 を 確保 し た 。 


後半 : 高温 高圧 下 で の 戦闘 


初 号機 、 プロ グ ・ ナ イフ を 投下 


弐号 機 、 使徒 と 接 敵 


その 間 に も 、 弐 号機 は 使徒 
と 交戦 を 開始 。 苦 戦 を 強い ら 
れる 中 、 プロ グ ・ ナ イフ を 掴み 
反撃 に 出る も 、 充 分 な 効果 は 
得 ら れず 。 使 徒 は さら に 口 を 
開き 弐号 機 に 肉薄 


熟 膨張 を 利用 し て 臣 減 


初 号機 、 弐号 機 を 救出 


THETIE5 


矯 熱 の マグ クマ の 中 で 試み られ た 、 
使徒 の 捕獲 

羽化 前 の 状態 の 使徒 が 浅間 山 火 口内 で 確認 さ 
れ 、NERV は 初め て 使徒 捕獲 を 目的 と し た 作戦 を 
立案 。 そ の た め 弐 号機 が D 型 状 備 に て 火口 内 へ 潜 
行 し 、 一 旦 は 捕獲 に 成功 する も 使徒 が 覚醒 。 そ の 
まま 弐号 機 に は 、 これ を 天 減 する 命令 が 下さ れ た 。 


浅間 山 に て 発見 され た 、 羽 化 前 
の 交 の よう な 状態 に ある 使徒 。 
どこ か 人 間 の 胎児 の 姿 を 思い 起 
こさ せる 。 


突如 覚醒 し 、 マ グマ 内 で 羽化 し 
た 第 8 使徒 は 、 高 温 高 圧下 に も 
係わら ず 、 自 由 に 泳ぎ 弐号 機 に 
衣 い か か る 


| 技 入 き れ た EVA 支援 機器 


局 地 戦 用 EVA-D 型 装備 。 


火口 内 へ 潜行 する 弐号 機 が 装備 し た 耐熱 耐圧 耐 核 防護 
服 。 ボ ディ か ら 伸 びる 5 本 の 冷却 液 循環 パイ プ は ライ フラ イ 
ン ケ ー ブ ル を 兼ね て いる 。 乃 部 は 熱 交換 ジェ ネ レ ー タ ー。 


D 型 装備 の 弐号 機 


14 式 大 型 架橋 自 走 車 


弐号 機 を 火口 内 へ 送り 込ん だ 大 型 作業 車両 。 弐 号機 を ス 
リン グ す る た め の ウ ィ ン チ クレ ー ン と し て 使用 され た 。 な お 、 
潜行 前 に レー ザー を 打ち 込み 進路 確保 も 行っ て いる 。 


上 空 か ら 見 た 14 式 大 型 架 橋 
自 走 車 。 周 囲 の 人 影 は 人 間 で 
s は な く EVA。 こ の 対比 か ら 、 
本 車両 の 巨大 さき が 判断 で きる 。 


HLHHMH 
A-17 の 発令 
NERV の 原則 は 「 襲 来 する 使徒 の 残 減 ] で ある 。 


使徒 と の 接触 は ハイ リス ク と され 、 そ の 可能 性 が 
高い 「 使 徒 の 生き た まま の 捕獲 ] は 、A-17 と いう 
特別 命令 に 基づき 遂行 され る よう だ 。 


浅間 山 火 口内 で 発見 され た 、 踊 の よう な 使徒 が 
羽化 し た 姿 。 巨 大 な 魚 を 思わ せる ボディ と 古代 生 
物 の よう な 腕 部 を 有する 。 マ グマ 内 と いう 高温 高 
圧下 に お いて も 自在 に 活動 し 、 口 まで 開く と いう 、 
生物 の 常識 を 逸脱 し た 特徴 を 見 せる 。 


手 の 指 の よう な 触手 は 、 
対象 を 握る こと が 可能 
その 握力 は 強力 で 、D 
型 装備 の 脚 部 を 握り 潰 
そう どじ た 


0HTH 

層 呼称 : 第 8 使徒 

較 天使 名 : サン ダル フォ ン 
園 象 徴 : 胎児 

国 能力 : 急速 羽化 、 か みつ き 


上 LIM 
| 03 | 浅 地震 観測 研究 所 務 串 交 第 壱 中 学校 の 修学 旅行 


IWSTHLLHIIMI 
シン ジ た ちの 通う 第 壱 中 学校 は 2 年 生 の 時 に 修 


活 火山 で ある 浅間 山 に 設置 され た 地震 観測 所 UL SN 
ーー へ 邊 衣 ー ME さ 学 旅行 に 行く こと に な っ て いる 。 T ゝ 
こと で の 観測 に より 使 人 らし きき 重体 の 存在 が 発 上 公立 校 な が ら 沖縄 と な っ て お り 、 こ れ に つい て は 
され 、 出向 し た 葛城 一 尉 に よっ て 、 その 物体 が 羽 生徒 か ら の 人 気 も 高い よう で ある 。 


aa Se ea 浅間 山地 震 観 測 研究 
化す る 前 の 使徒 で ある と 断定 され た 十 EE 


間 T 内 無人 観測 機 。NERV 
の 要請 に より 使徒 の 確 

認 の た め に 限界 苦 度 を 

使徒 の 存在 確認 後 は 閉鎖 され 大 きく 上 回 る 深度 1.4 
の 全 本 に 問 の お 。 拓 | oo 和 天 で 漠 所 ずる 3 泊 の 予定 で 、 ア スカ の チェ ッ ク か ら 、 彼 女 が スク ー 


究 所 に は 地震 波 分 析 室 が 複数 あ 1 だ け 楽 し み に いた の か 
り 、 規 模 の 大 き な 施 設 で ある も 、 圧 壊し て し まう Kamakaczcoakcy2Aoxeoacw 


スク ー 刀 用 に 
アス カ が 買っ た 水着 


デ ヾ 区 Ysh や を き メー マ (H 


ドガ イド 
0 5llDME 
1 


SEEIME/【HEEH PIT 


人 為 的 な 停電 が 第 3 新 東京 市 を 突然 に 朋 う 。 そ 
の と き リ ツ コ や マヤ は 第 二 次 稼働 時 間 延 長 試験 中 、 


半生 放し カ ーーーーー ニ ーー ニー 
ーー 


代 NERV ス タッ フ 、 
本 部 へ 出勤 


@ 和 号機 に よる ………… 


第 二 次 稼 働 延長 試験 
が 行わ れる 


⑱ ミサ ト と 加持 、 
エレ ベー ター に 
乗り 合わ せる 


人 第 3 新 東京 市 、 
電力 供給 が 突如 停止 
シン ジ ら 、 
本 部 へ 向かう 


@NERV ス タッ フ 、 
電力 復旧 の 遅 さ を 
許し む 


細 国 連 軍 、 
使徒 の 接近 を 察知 


シン ジ ら 、 
非常 ルー ト で 

本 部 を 目指 す 

@ 国 連 軍 、 
使徒 の 接近 を 

第 3 新 東京 市 に 伝え る 


0 日 向 、 


選挙 還 両 を 徴収 ………… 


介 ゲ ンド ウ ら 、 
停電 は 人 為 的 と 判断 


和 シ ンジ ら 、 
使徒 襲来 を 知る 
日 向 、 
発令 所 に 

使徒 襲来 を 報せ る 


ゲン ドウ 、 


手 勤 に より EVA 発進 準備 


を 行う 


電 シ ンジ ら 、 
ケイ ジ に 到着 


⑯EVA3 機 、 
使徒 と 交戦 


⑳⑰ 本 部 、 
電力 復旧 


y【 還 『095 
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3 III 


第 捨 式 話 へ 


ミサ ト と 加持 は エレ ベー ター に 乗り 合わ せ て いた 。 
シン ジ は 勇気 を 出し て ゲン ドウ に 電話 を し て いた 
と ころ だ が 、 会 話 の 途中 で 切れ て し まう 。 そ の こ 
と を 話し つつ アス カ や レイ と と も に 本 部 へ 行く が 、 
停電 で 本 部 内 へ は 入れ ず 、 非 常 ル ー ト で 発令 所 へ 
と 向かう こと に 。 同 じ 頃 、 第 9 使徒 が 日 本 に 上 陸 。 
国連 軍 は これ を 察 知 す る が 、 停 電 中 の NERV に 察 
知 す る すべ は な か っ た 。 動き の な い NERV に 業 を 
煮やし た 国連 軍 は 、 航 空 機 を 飛ば し 第 3 新 東京 市 
に 使徒 接近 の 警告 を 発し た 。 こ れ を 偶然 地上 に 
いた 日 向 が 知り 、 通 りか か っ た 選挙 車両 を 緊急 徴 
用 し 本 部 へ 突入 。 使 徒 接近 の 報 は 発令 所 へ と 届 
き 、 ゲ ンド ウ は 人 力 で の EVA 発進 準備 に 取り か か 
る 。 一 方 シン ジジ た ちる も 、 使 徒 が 出現 し た こと を 知 
り ケ イジ を 目指 す 。 ど うに か EVA の 起動 準備 が 進 
め ら れ て いる ケイ ジ へ 到着 する シン ジ た ち 。3 機 の 
EVA は 地上 の 使徒 に 対し 連係 に て 撃破 。 危 機 は 
去り 、 第 3 新 東 京 市 も 灯 を 取り 戻し た 。 


アグ 日 も いつ も と 同じ 朝 の 
ー グ 風景 。、 リ ツ コ や マヤ 、 
シゲ ル は 出勤 途上 で 評議 会 
に 行く 冬 月 と 出会う 


力 供給 が 止ま り 、 突 如 

NERV 本 部 全体 が 痢 に 
包ま れ た 。 誰 も が すぐ に 復 
旧 す る と 思っ た が …… 


第 拾 次 話 (初回 放映 日 : 95.12.13) 
脚 本: 榎戸 洋司 、 庵 野 秀明 
絵 コ ン テ : 摩 砂 雪 

演 出 : 渡 辺 哲 哉 
作画 監督 : 河口 俊夫 


NEON 


\u 間 EVANGELION 


EPISODE:11 
本 出 で TheDayTokyo 380odS 由 


ELIMMH 


第 3 新 東京 市 の 行政 運営 方 法 が 、 冬 月 の 口 か ら 語 
られ て いる 。 第 弐 話 で ミサ ト が 「 要 塞 都 市 ] と 言っ た 
通り 、 第 3 新 東京 市 は NERV 本 部 あり き の 都 市 で ある 
が 、 形 式 上 は NERV 本 部 (ジオ フロ ント 部 ) と 第 3 新 
東京 市 (地上 部 ) の 行政 は 分 離し て いる 。 市 議会 議 
員 選 挙 は この 地上 部 の 行政 に 絡ん だ も の だ が 、 実 際 
は MAGI が 行政 を 司 っ て お り 、 冬 月 に よれ ば 市 議会 は 
いわ ば お 飾り レベ ル ら し い 。 一般人 が 市 政 へ の MAGI 
の 介在 を 知っ て いる の か は 不明 。 


生き 残っ て いる 電源 は すべ て 、 
MAGl と セン トラ ルド グマ 
の 維 持 に 岡 せ ! 


9 使徒 が 上 陸 し た こと 

を 国連 軍 は 察知 する が 、 
NERV 本 部 へ の 連絡 が つか 
すず 茶 つ くば か り 


FHE ESSEHTIHL EIUHHEMWW WIIIELE 


急 マ ニュ アル を 読ん だ 

レイ は 発令 所 へ 向かう 

を 提案 。 ア スカ が 自称 
リー ダー と な り 行 動 する 


ws 誰 信 回 線 も 人 氏 断 され た 停 

電 が 、NERV を 疎 ま し 
く 思 う 組織 の 破壊 工作 で あ 
る こと は 明白 で あっ た 


方 


I の 報告 
ゲン ト 


さ レ ンジ ら が ケイ ジ へ 到着 

そこ で 彼 は 懸命 に 準備 
を 進め る 父 の 姿 を 見 る 。 そ 
し て 出撃 する EVA 


雪 訟 常 ル ー ト を さま よっ て 

いた シン ジ た ち は 、 な 
ぜ か 地上 へ 逆戻り 。 だ が そ 
こ に は 使徒 の 変 が ! 


f 人 徒 の 溶解 液 で 接近 を 阻 

まれ た EVA だ が 、 巧 み 
な 連係 プレ ー で 見 事 に 使徒 
を 導 減 する こと に 成功 


し AP 
エレ ベ 
ト 


れ : 


連 軍 は 航空 機 で 使徒 接 
近 の 警告 を 第 3 新 東 京 
市 に 流す 。 そ れ を 日 向 は 目 


撃 し て いた 
デ ノ 


いい ぃ から 笑っ 込め ! 
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デー で へ 北 Nsh 了 や を へ 生 ア ー ベ 日 


チェ ッ ク ボ イン ト 


HEEH PHIIHT 


手動 に に る EVA の 起動 プロ セス 


停止 信号 プラ グ の 排出 


EVA 各 機 の ケイ ジ 上 部 に 手動 式 チ ェ ー ン ブロ ッ ク を 架設 
格納 時 に 装 入 され る 停止 信号 プラ グ を 人 力 に て 排出 


エン トリ ー プ ラグ 、 挿入 準備 


続い て 、 エ ント リー プラ グ を 人 海戦 術 に て 挿入 位置 へ と 移 
動 さ せ 、 固定 準備 が 完了 する 


非常 電源 に よる 起動 


パイ ロッ ト が 到着 。 セ ル モ ー タ ー に て プラ グ 装 入 装置 を 動 
か し 、 EVA は ディ ー セ ル 発 電機 の 予備 電源 に て 起動 


第 一 ロ ッ ク ボ ルト の 解除 


油圧 パイ プ を 作業 員 が 基 で 切断 し て 、 圧 力 を 下げ ける こと で 、 
2 番 か ら 32 番 まで の 油圧 ロッ ク を 解除 


EVA、 拘束 具 を 強制 除去 


ロッ ク 解 除 に より ケイ ジ の 拘束 具 が フリ ー と な り 、EVA 各 
機 は 礎 司令 の 指示 に より これ を 独力 で 強制 排除 し 出撃 


本 部 が 停電 を 起 し た 日 は 、 第 3 新 東京 市 市 議会 
選挙 期間 中 で あっ た 。 地 上 で 使徒 接近 の 事実 を 
知っ た 日 向 マ コト は 、 通 りか か っ た 選挙 車両 を 徴 
用 し 、 NERV 本 部 へ 使徒 襲来 の 報 を も た らし た 


人 ト . 3 三 選挙 車両 の ドラ イ バ ー は 緊急 事 
に 1 操 態 に 興奮 。 フ ル ア ク セル で 車 を 
tG1 口 | 走ら せ 、 本 部 内 へ 突入 する 
wo 呈 - 


暴走 まがい の 荒っぽい 運転 に 、 
ウグイ ス 嫌 は た だ た だ 洗 える ば 
か り で あっ た 
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高橋 覗 氏 の 選挙 カー 


TNCTIES 


機能 の 麻痺 し た 本 部 内 に て 、 
EVA を 起動 させ た マン パワ ー 


テロ 行為 に より 電力 供給 を 絶た れ た NERV 本 部 
は 、 さ ら に 第 9 使徒 の 接近 と いう 二 重 の 非常 事態 
に 直面 し た 。 こ れ に 際 し 、 碗 司令 は EVA 格納 庫 へ 
と 赴き 、 陣 頭 指揮 を 執り 人 力 に て 3 機 の EVA の 起 
動 を 成し遂げ た 。 これ は 古 司 令 の 発案 で も あっ た 


生 司令 は 単に 指揮 を 執る だ け で 
な く 、 自 ら も 作業 員 と と も に 人 
力 に よる EVA 起動 作業 に 参加 
し た 


エン トリ ー プ ラグ の 挿入 等 に 於 
いて は 、 ス タッ フ が 到 眼鏡 に よ 
り 須 次 状況 を 確認 し 、 指 示 を 出 


し た 


| 目 用 上 上 | 
MMEEHHHIE NERV の 非常 用 マニ ュ ア ル 
NERV 勤 務 者 に 配布 され て いる 使い 切り の 緊急 
時 用 手引 き 書 。 各 種 の 対処 法 が 記さ れ て お り 、 発 
令 所 へ の 非常 ルー ト な ども 書か れ て いる 。 


マニ ュ ア ル は プラ カー ド 
内 に 納め られ て お り 、 常 


時 携帯 が 義務 づけ られ て 
いる よう だ 。 


L SECRET 


DHTH 

悦 呼称 : 第 9 使徒 

画 天使 名 : マト リエ ル 
画 象徴 : 十 

能力 : 溶解 液 


機能 を 失い 無防備 と な っ た 
NERV 本 部 直上 で の 攻防 

第 3 新 東京 市 が 、 停 電 で 機能 を 失う 事態 に 合わ 
せ た か の よう に 出現 し た 第 9 使徒 。 本 部 発令 所 へ 
侵攻 が 伝え られ た と き 、 既 に 目標 は 市 街 地 へ 侵入 
し て いた 。 人 力 に より 3 機 の EVA は 出撃 を 果たす 
が 、 目標 は 本 部 直上 へ 到達 、 溶解 液 に て 地下 へ 攻 
撃 を 開始 する 。 それ に 阻ま れ た EVA だ が 、 セ カン 
ド チ ルド レン 発案 の 連携 作戦 で 残 減 を 果たす 


EVA3 機 に よる チー ム プ レイ 
弐号 機 
零 号機 パッ クア ッ プ 
初 号機 と :y> オ フェ ンス 


節 足 動物 を 思わ せる 細長 い 脚 部 を 持つ 使徒 
その 脚 は 椿 円 形 の 体 駆 か ら 伸 び て お り 、 小 山 の よ 
うな サイ ズ を 誇る 。 本 体 の 底部 に 位置 する 目 の よ 
うな 紋様 か ら 放出 され る 強力 な 溶解 液 が 武器 。 こ 
れ で ジオ フロ ント の 本 部 を 直接 狙っ て きた 
本 体 底 部 の 目 の よ うな 紋様 
か ら 、 に じみ 出る よう に 溶 
解 液 を 出し 、 ま る で 涙 の よ 
うに も 見 えな く は な い 


THETIES 


第 9 使徒 は 旧 熱 海 付近 より 
上 陸 。 国連 軍 府 中 総括 総 隊 


機能 を 失っ た NERV 本 部 へ 
は 連絡 が つか な か っ た 


使徒 の 本 体 下面 より 放出 さ 
れる 強力 な 溶解 液 。 こ れ に 
より 装甲 隔壁 を 買い て 、 ジ 
オフ ロン ト 内 の NERV 本 部 
へ と 侵攻 し よう と し て いた 


弐号 機 が 上 部 に て 敵 の A._T. フ ィ ー ル 
ド を 中 和 し つつ 、 溶 解 液 か ら 他 の 2 
機 を 防御 。 溶解 液 を 直接 受け る 危険 
な ポジ ショ ン で ある 


落下 し て し まっ た パレ ッ ト ラ イフ ル 
を 、 零 号機 が 縦 寺 底部 まで 降り オフ 
ェ ン ス へ と 渡す 。 迅 速 か つ 的 確 な 行 
動 が 要求 され た 。 


バッ クア ッ プ より 手渡 され た ライ フ 
ル に より 、 目 標 に 向かっ て の 鐘 撃 を 
担当 。 内 蔵 電 源 の み の 僅か な 時 間 で 
確実 に 目標 を 撃破 する 必要 が あっ た 


MEEHHHIE 

ヤシ マ 作 戦 で の 大 破 に より 修復 作業 を 受け て い 
た EVA 零 号 機 が 再 就役 。 実 戦 向 け の 仕様 に 改修 
され て お り 、 カラ ー リ ング の 全面 変更 に 加え て 、 肩 
部 パイ ロン も 標準 装備 と な っ て いる . 


肩 に は 非常 制動 用 の ロケ ッ ト を 
持ち 、 落 下 ス ピー ド を 和らげ る 


mLIml 
EVA の 支援 装備 


停電 の た め 外 部 電源 を 使用 で き な い EVA は 、 非 
常用 バッ テリ ー を 肩 部 に 装着 し て 出撃 。 な お 、 零 
号機 の パレ ッ ト ガ ン は ハー ド ケ ー ス に 入れ て ある 。 


八 記 ド 
ae 基 


総司 令 部 が 察知 し て いた が 、 


デマ へ 千 Nsh や を デキ デー ベビ H 


エピソード ガイ ド 
5lI0E 


5EEHE/EHEEH PHIHT 
人 で ミサ ト 、 
15 年 前 を 回 想 


居 ト ウジ と ケン スケ 、 
ミサ ト 家 で 雨宿り 


和 本 部 に て 

実施 

の ミサト の 

昇進 祝い パー ティ ー が 
開か れる 


ゲン ドウ と 冬 月 、 
商科 に ie 


ロン ギ ヌ ス の 槍 を 岡 収 ……… 


@ 衛 星 軌 道上 で 
使徒 が 発見 され る 


W ミ サト 、 
D-17 を 発令 


@ ミサ ト 、 
シン ジ ら に 
作戦 を 伝え る 


EVA、 
発進 準備 が 進む 


⑩ シ ンジ 、 
ミサ ト が 

NERV に 入っ た 理由 
を 思い 起こ す 


作 使 徒 、 
降下 開始 


⑫EVA3 検 、 
作 江 開始 …… 


埋 初 号機 、 
使徒 を 受け 止め る 


特使 徒 、 
残 減 に 成功 
⑮ シ ンジ 、 


ゲン ドウ に 賞 次 され る 


⑯ ミ サト 、 
シン ジ ら に 
ラー メン を 秦 る 


EPS 


3 03 Mi 


… か [ P098 
ゅ PO90 


ゅ > 【] 『099 


第 捨 参 話 へ 


西暦 2000 年 。 南極 で セカ ンド イン パク ト が 発生 。 
ミサ ト は 、 そ の 場 に いた 唯一 の 生還 者 で あっ た 。 
一 方 現在 、 ケ ンス ケ は 出勤 する ミサ ト の 補 章 が 三 
佐 に 変わ っ た こと に 気づく 。 そ の 夜 の ハー モニ ク 
ス 試験 で リツ コ に 誉め られ る シン ジ だ が 、 嬉し さ は 
な い 。 家 で は ケン スケ た ち 主 催 の ミサ ト 昇 進 祝い 
パー ティ ー が 行わ れ た が 、 ミ サト も また 、 褒め られ 
て 嬉し そう に は 見 えな い 。 一 方 、 ゲ ンド ウ と 冬 月 
は 南極 で ある 物体 を 回 収 し て いた 。 そ ん な と き 、 
イン ド 洋 上 空 に 使徒 が 出現 。 自 身 を 質量 爆弾 と 
し て 、NERV 本 部 を 目指 し て 落下 し て くる 。 ミ サ 
ト は 緊急 宣言 D-17 を 発令 。 民 間 人 の 撤退 し た 第 3 
新 東京 市 内 に て 、 EVA で 使徒 を 直接 受け 止め る と 
いう 賭け に 近い 作戦 を 立案 する 。 作 戦 を 前 に 、 ミ 
サト は NERV に 入っ た 理由 を シン ジ に 語る 。 彼女 
も また 父 が 苦手 だ っ た こと を 知っ た シン ジ 。 そし 
て シン ジ た ち EVA チ ー ム は 、 奇 跡 の よう な 作戦 を 
完遂 する 。 作 戦後 、 ゲ ンド ウ か ら 通 信 で 誉め られ 
た シン ジ 。 それ が 嬉し か っ た と 、 ミ サト た ちと ラー 
メン を 食べ な が ら 、 シン ジ は 語る 。 


き サト は 、 幼い 頃 セ カン 
で ドイ ン パ クト の 現場 に 
いた 。 今 も 胸 に 残る 傷痕 は 、 
その 時 刻ま れ た も の 


が 、 ア スカ が な ぜ 鞭 味 を 言 
う の か 判ら な い 


STHff LIST 一 一 ーーーーーーー へ 、 
第 捨 弐 語 (初回 放映 日 : 95.12.20) 
脚 本 : 薩 川 昭夫 、 庵 野 秀明 


絵 コン テ : 摩 砂 雪 

演出: 石堂 宏之 

作画 中 督 : 重田 箇 
NEON 

育 跡 の 価値 は GENESIS 
EVANGELION 
EPISODE:12 

PT ピー 

EMILIMMH 


これ まで 何 度 か 作 中 で 言及 され て きた セカ ンド イン 
パク ト 当 日 の 様子 が 、 初め て ビジ ュ ア ル で 提示 され る 
と 同時 に 、 ミ サト の 過去 が 明か され る 。 た だ 、 セ カン 
ドイ ン パ クト の 様子 は ミサ ト 目 線 で ある た め 、 具 体 的 
な こと は まだ 判然 と は し な い 。 な お 、 セ カン ドイ ン パ 
クト 後 の 南 極 が 再度 登場 、 異 様 に 変質 し て いる こと 
が 分 か る 。 ま た 、 ゲ ンド ウ と 冬 月 が 回 収 し て いた 物体 
は この 話 で は 言及 され ず 、 実 際 は 第 拾 四 話 に て その 
名 が 明か され る 。 


そ うし て 、 人 の 毅 他 ゆり 


気 に し て いる か ら よ 


THE ES5EHTIHL EIHHEELIW EHHH 


や か に ミサ ト の 昇進 祝 

が 開か れ た 。 だ が シン 
ジ は 、 相 変わ ら ず みん な と 
騒ぐ の が 苦手 で あっ た 。 


ER 
部 消 渉 の 危機 1 
ト は D-17 を 発令 。 使 徒 を 無 
吾 に で も 倒 そ うと する 


マ サト は NEHV へ 入っ た 
で 理由 を シン ジ に 打ち 明 
を 開き 自分 と 

似 た 境遇 と 感じ る シン ジ 。 


4 人 AU 


号機 が 使徒 の 受け と め 

に 成功 。 続 く 零 号機 が 
AT. フ ィ ー ル ド を こじ 開け 、 
弐号 機 が 止め を 刺す 


を 打ち 、 
誉め られ る た め に EVA に 乗 
つて いる ん だ と 理解 する 。 


葉 げ ちゃ だ め 


ミン ドウ と 冬 月 は 南極 洋 

上 に いた 。 ふ た り は あ 

る 物体 を 回 収 す る た め に 出 
向い た の で ある 。 


人 oh を 伝え る ミサ 
ト 。 そ れ は 落下 する 使 
徒 を 直接 EVA の 手 で 受け と 
め る 、 無 謀 な 賭け だ っ た 


な 戦前 、。 シ ンジ は EVA に 

"乗る 理由 を アス カ に 問 
うと 、 自 分 の 存在 を 知ら し 
め る た め だ と 答え る 


徒 が つい に 本 部 目 が け 

て 落下 を は じ め た 。 3 
機 の EVA が 落下 予測 地点 へ 
向かっ て 疾走 する ! 


第 失語 


あん た 、 そ ん な こと で 秋 っ て ん の ? 


… ホ ント に バカ ね 


ーー へ 店 NSH ふゆ を へ エアー バド H 


チェ ッ ク ボ ポイ ント 


HEEHW PMIHI 


セカ ンド イン パク ト 発 生 の 地 。 セ カン ドイ ン パ 
クト の 爆発 に よっ て 大 陸 は 消失 し 、 そ の 周辺 海域 
| は 地球 と は 思え ぬ 環 境 に 変貌 し て いる 。 赤 紫色 の 
海 に は 生き 物 が 、 微 生物 に 至る まで 一 切 存在 せ ず 、 
大 気 組成 も 異な る の か 空 も 青空 で は な い 


赤 紫 の 死 の 海 と 不気味 に そ 
そり 立つ 塩 柱 群 。 こ の 景観 
を 古 司令 は 「 浄 化 さ れ た 世 
界 ] と 評 し た と いう 
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異形 の 世界 と 化し た 南極 で 、 
密か に 行わ れ た 回 収 作業 

硬 司 令 と 冬 月 副 司 令 。NERV の 要 と な る ふた り 
が 揃っ て 本 部 か ら 離 れる ほど の 最 重 要 事 項 一 一 そ 
れ が 南極 に て 行わ れ た 「 ロ ン ギ ヌス の 檎 」 と 呼ば れ 
る 物体 の サル ベー ジ で あっ た 。 だ が この 作業 及び 
移送 を 直接 担当 し た の は 、NERV 本 部 で は な く 国 
連 軍 で あり 、 ロ ン ギ ヌス の 槍 の 回 収 は 人 類 補 完 委 
員 会 が 主導 し た も の と も 考え られ る 


ゲン ドウ ら が 南極 に て 回 収 し た 巨大 な 物体 。 本 
来 は 死海 で 発見 され て お り 、 葛 城 調査 隊 が 必要 と 
し た こと で 、 セ カン ドイ ン パ クト 以前 の 2000 年 8 月 、 
南極 に 陸揚げ され て いた も の で ある 


4 
上 STHLLHTII 


TNETIES 


随行 する 重 巡 洋 艦 の 艦橋 上 
| 部 に 設け られ た 展望 室 。 こ 
こ か ら 礎 司令 と 冬 月 副 司 令 
は 、 変 わり 果て た 南極 の 様 
子 を 見 つめ て いた 


ロン ギ ヌ ス の 槍 を 搬送 する 
国連 軍 の 原子 力 空 母 、 そ の 
上 部 甲板 と さほど 変わ ら な 
い ほ ど 巨 大 な 物体 を 、 加 何 
て 回 収 し た か は 不明 


に し て 


03 | ハー モニ クス 試験 


適格 者 の EVA と の シン クロ 率 は 訓練 に より 伸 ば 
すこ と が で きる 。 その デー タ 測 定 と 訓練 を 兼ね て 、 
定期 的 な ハー モニ クス 試験 が 、 専 用 の テス ト プ ラ 
グ を 用 いて 実施 され て いる 


MMTOMT 


ハー モニ クス 試験 中 の ディ スプ 
レイ 。 こ の 試験 で は 、 プ ラグ 内 
の 様々 な 状況 を シミ ュ レ ー ト で 
きる 


セカ ンド イン パク ト 当 日 、 
14 歳 だ っ た 葛城 ミサ ト は そ 
の 現場 で ある 南極 大 陸 に 
いた 。 そし て 唯一 の 生存 


者 と な っ た の で ある 


ミサ ト は 父親 の 手 で 救命 カプ 
セル に 入れ られ 脱出 し た 。 


成功 確率 、0.00001% と いう 
“無謀 な 賭け " 

衛星 軌道 上 か ら 自 身 を 質量 爆弾 と し て 地表 を 
爆撃 する 第 10 使 徒 は 、 数 度 の 爆撃 で 軌道 位置 を 
修正 後 、 そ の 巨体 を 第 3 新 東京 市 へ 落下 させ て き 
た 。 こ れ を 回 避 す る 作戦 と し て 葛城 三佐 が 立案 し 
た の は 、 使 徒 を 3 機 の EVA で 直接 受け と め る と い 
う 無謀 な も る の で 、 成 功 確率 は 0.00001% と され た 
だ が EVA チー ム は 作戦 を 完遂 。 奇跡 を 起 し た 


| 05 | 第 0 信徒 すみ ハク イエ テル 


つど 
審 
SW 
IHTH 
羽 呼称 : 第 10 使 徒 
証 天使 名 : サハ クィ エル 
国 象徴 : 空 


層 能力 : 加重 攻撃 、 質量 爆撃 、 ジ ャ ミン グ 


第 3 新 東京 市 に 高速 で 落下 
し て きた 第 10 使 徒 に 対し 、 
初 号機 は A_T. フ ィ ー ル ド を 
全開 に し て 見 事 キ ャ ッ チ に 
成功 し た 


NERV 権 限 に より 出さ れる 特別 宣言 D-17。 そ れ 
は 半径 50km 以 内 の 全市 民 の 退去 命令 で ある 。 第 
10 使 徒 迎撃 の 失敗 に 備え 葛城 三佐 が 発令 し た 


イン ド 洋 上 空 に 出現 し た 巨大 な 使徒 。 シ ン メ ト 
リッ ク な ボディ と シュ ー ル アー ト の よう な 紋様 を 持 
つ 。 自身 の 体 江 の 一 部 また は 全て を 質量 爆弾 と 
し て 地表 面 へ 落下 させ て 目標 を 攻撃 する 。 ま た 
A.T. フ ィ ー ル ド を 使っ て 接近 する 物体 を 圧 壊 する 


自身 の ボディ を 爆弾 と 
する 第 10 使 徒 。A.T. フ 
ィ ー ル ド と 落下 エネ ル 
ギー の 相乗 効果 で 、 そ 
の 威力 は 絶大 


EVA 配置 、 及び 各 機 守備 範囲 


THETIE5 


使徒 、 降下 開始 | 


使徒 が 第 3 新 東 京 市 上 空 へ 到達 し 、 急 速 落下 を 開始 。 事 
前 の 落下 予測 範囲 か ら 3 方 面 に て 待機 し て いた EVA 各 機 は 、 
目標 を 最終 的 に は 目測 で 確認 し つつ 、 落 下地 点 へ 疾走 | 


初 号機 、 使徒 を 捕捉 


最初 に 初 号 機 が 落下 点 に 到着 。A.T. フ ィ ー ル ド を 全開 に 
し て 、 高 速 で 落下 する 使徒 の 巨体 を 両 腕 に て 捕捉 。 初 号機 
の 腕 部 は その 過重 に 耐え きれ ず 中 破 する も 、 保持 に 成功 


零 号機 と 弐号 機 、 合流 


続け て 零 号機 が 到着 し 、A._T. フ ィ ー ル ド を 発生 させ 使徒 の 
AT. フ ィ ー ル ド を 中 和 し ボディ 中 心 部 に ある コア を 露呈 。 弐 
号機 が これ に 続き 、 プ ログ ・ ナ イフ で コア を 破壊 


使徒 、 贅 減 


A.T. フ ィ ー ル ド と 落下 エネ ルギー を 衰 失 し た 使徒 は 、 コ ア 
も 破壊 され その 場 で 爆発 。 市 街 地 外縁 部 に は 小 規模 な クレ 
ー タ ー が で きた が 、 被害 は 最低 限 に と ど め られ た 。 


| 投入 きれ た 兵 理 - 


n^ 航 空爆 雷 
国連 軍 が 第 10 使 徒 に 対し て 使用 し た n* 兵 器 。 こ れ ま で は | 
使徒 に 対し 僅か な が ら ダ メー ジ を 与え る こと が で きた ni 兵器 
だ が 、 今回 は まっ た く 効 果 が な か っ た 


m 航 空爆 軍 に も ピク と も し な い 第 
10 使 徒 。 爆 発光 の 数 か ら す る と 、 
相当 数 の 爆 軍 が 投下 され た と 思わ 
れる 


サー チ 衛 星 

NERV が 第 10 使 徒 の デー タ 解 析 の た め に 接 有 入 し た 債 察 衛 
星 。2 機 で 対 を な し 対象 物 を 挟み 込む 形 で 探査 を 行う 。 だ が 、 
第 10 使 徒 の A_T. フ ィ ー ル ド の 力 に より 圧 壊し て し まう 。 


第 0 使徒 へ と 接近 する サー チ 衛 
星 。 デ ー タ 解析 を 始め た 途 端 に 、 
使徒 に より あえ な く 撃 破 さ れ た 。 
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ーー 


ーー へ 北 NshH 和 や を へ アーバ H 


エビ ソー ドガ イド 


記 PI5IUE BIMIUE 
5 
中 


SEEHE/EHEEH PMIHT 


WMACT シ ステ ム 、 
定期 検診 が 実施 

〒 
基 シ ンジ ら 、 
オー トバ イロ ッ ト 実 験 
に 参加 

h 
科 第 87 タ ン バ パク 避 に 
汚染 が 見 つか る 

マ 
細 タ ン パ ク 壁 の 侵食 部 、 
増殖 開始 


レイ の 模擬 体 、 
侵食 され る 


人 @ タン パク 壁 の 汚 
使徒 と 判明 


の 人 月 、 
シグ マユ ニッ ト の 
隔離 を 指示 


ゲン ドウ 
EVA の 地上 射出 を 指示 
〒 
令 所 、 
使徒 の 弱点 を 発見 
4 


⑩ 使 徒 


弱点 を 吉 服 


堆 使 徒 、 
本 部 コン ピュ ー タ に 
ハッ キン グ 


2 


物 メ ルキ オー ル 、………… 8 


本 部 施設 の 
自律 自爆 を 提訴 


⑬ 使 徒 、 
パル タ ザ ー ル に 侵入 


替 リツ コ 、 
使徒 研 滅 家 を 提示 


対 使徒 プロ グラ ム 準 備 
4 
⑯ 使 徒 残 減 
マ 
動 シン ジ ら 、 
途方 に くれ る 
晶 リツ コ 、 


母 に つい て 
ミサ ト に 語る 


PP 


3 目 妥 
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還 3315 MINI 
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>【 還 BI03 


> 【] Pi03 


MAGI の 定期 健 診 が 終了 し 、EVA の 模擬 体 を 使 
っ た オー ト パ イ ロ ッ ト 実 験 が 始ま っ た 。 その 頃 、 
搬入 され た 資材 に 付着 し て いた シミ が 驚異 的 な ス 
ピー ド で 侵食 拡大 。 模 擬 体 を 乗っ 取る 。 リ ツ コ は 
シン ジ た ちの 乗る プラ グ を ジオ フロ ント へ 射出 。 
侵食 を 除去 し よう と する が 、A.T. フ ィ ー ル ド を 発 
生 さ せ 対 抗 一 一 侵食 は 微小 サイ ズ の 使徒 だ っ た の 
だ 。 環境 適応 力 に 秀 で る 使徒 は 、 猛烈 な 勢い で 進 
化 増殖 を 続け 、 MAGI を その 制圧 下 に 置き 始め る 。 
メル キオ ー ル と バル タ ザ ー ル が 相次い で ハッ ク さ れ 、 
本 部 自爆 が 提訴 され た 。 ミ サト は MAGI の 爆破 を 
要求 する が リツ コ は それ を 拒否 。 残 っ た カス パー 
か ら 自 減 プ ログ ラム を 送り 込み 使徒 を 奄 減 させ る 
こと を 提案 。 ゲ ンド ウ は リツ コ の 案 を 承認 し 作業 
が 開始 され る 。 リ ツ コ は 作業 中 に 、MAGI は 自分 
の 母 の 人 格 が 移植 され て いる と ミサ ト に 話す 。 だ 
が 、 感 傷 で MAGI を 救う の で は な いと も 語る 。 そ 
の 間 に も カス パー は 刻々 と 侵食 され て ゆく 。 残 り 
1 秒 、 リ ツ コ は プロ グラ ム を 完成 させ 実行 。 使 徒 は 
瞬時 に 一 掃 さ れ 、 本 部 自爆 の 危機 は 去っ た 。 


ー パ ー コ ンピュータ 

MAGI の 定期 健 診 が 実 
施 。 特 に 異常 は な く 、 シ ス 
テム は 通常 稼働 へ 


オー ト 
が 開始 。 シ 


87 タ ン パ ク 壁 に 黒い シ 

ミ が 発見 され る 。 こ の 
シミ は タン パク 璧 を 侵食 し 
急速 に 拡大 し て ゆく 


STHff LIST - 一 一 ーーーーーー へ 、 
第 捨 参 語 (初回 放映 日 : 95.12.27) 
脚 本 : 磯 光雄 、 薩 川 昭夫 、 庵 野 秀明 


絵 コン テ : 岡村 天 斉 
演出 : 岡 村 天 斉 
作画 監督 : 黄 瀬 和哉 
NEON 
便 徒 侵 UNANN 
の り / EVANGELION 
EPISODE:13 
第 拾 参 話 LLLPUTAN HTCHER 
EMILIMMH 


MAGI に つい て の 様々 な 設定 が 明らか に な る エピ ソ 
ー ド 。 ま た 、 使徒 の 侵入 を 許し た ゲン ドウ が 、 初 号機 
を 最 優先 で 保護 し よう と する 場面 は 、 ビ デオ 版 弐拾 
参 話 や 劇場 版 を 見 る と その 行動 に 合点 が 行く 。 ま た 
人 格 移植 OS が EVA の 操縦 シス テム に 使わ れ て いる と 
いう 意味 深 長 な 設定 も 明か され る 。 な お 、 今 回 は カ 
スパ ー の “ 女 と し て の 人 格 " が NERV を 自爆 か ら 救 う 
が 、 劇場 版 で は それ が リツ コ を 死に 追い や る こと に 。 


時 中 = 


THE ESSEHIIHLEUHHEELOW THHMHIELE 


第 捨 大 詰 


擬 体 を 侵食 する シミ を 

等 排 除 し よう と する も 、 

シミ は AT. フ ィ ー ル ド を 発 
生 させ 防御 する 


ミン ドウ は 外部 へ の 通達 
、 使 徒 か ら 隔 離 


\m の 使徒 が 苦手 と する オ 
て ソン で 撃退 を 図る が 、 
逆 に オゾン で 増殖 する よう 
に 順応 し て し まう 


この コー ド は …… や ば ぱい! 


IMACz 侵 入 


1 ジコ は 表 っ た カス パ り 。 央 スパ ー 内 で リツ コ は 対 
ー か ら 進化 を 誘発 する 使徒 プロ グラ ム の 作業 
プロ グラ ム を 送り 、 使 徒 を Ia を 開始 。 そ し て 、 タ ッ チ の 
自 減 に 追い 込む 作戦 を 提案 1 手間 差 で リツ コ が 勝利 する 。 


し 続け る の な ら 、 
は あり ます 


AGI は リツ コ の 母 の 人 
格 が 移植 され て お り 、 
カス パー は “ 女 と 人 
格 "′ だ と 、 リ ツ コ は 語っ た 


中 


テマ へ 半 Ysh 了 を へ キマ ー ベ 日 


1 2 


_ チェ ッ ク ボ ポイ ント 


HEEH PHMIHTI 


HHTH 

較 呼称 : 第 11 使 徒 

園 天使 名 : イロ ウル 

較 象徴 : 恐怖 

較 能力 : 自己 進化 、 電 子 回 路 の 形成 


細菌 サイ ズ の 使徒 に よる 、 
NERV 本 部 中 枢 へ の 侵攻 


第 11 使 徒 は 当初 、 タ ン パ ク 壁 の 単なる 汚れ と 考 
えら れ た 。 だ が 急速 に 汚染 域 を 拡大 、 レ ー ザ ー 攻 
撃 に 対し AT. フ ィ ー ル ド を 展開 し た こと か ら 使 徒 
と 判明 。 そ の 侵食 は 食い 止め られ ず 、MAGI の ハ 
ッ キ ング を 許し て し まう 。 な お 、 古 司令 は この 事 
態 を 外部 へ は 通達 せ すず 、 そ の 後 の 人 類 補 完 委員 会 
の 席 上 で も 侵入 の 事実 は な いと 報告 し て いる 


使徒 の 生態 の 特定 と 対策 


第 87 タ ン パ ク 壁 か ら 急速 に 汚染 域 を 拡大 し て ゆく 使徒 に 
対し 、 物 理 的 隔離 を 試み る が 対処 療法 に 過ぎ な か っ た 。 使 
徒 の 生態 を 分 析 し た 結果 、 極め て 順応 性 が 高い こと が 判明 


使徒 、 ハッキング を 開始 


進化 に より 電子 回 路 を 構築 し た 使徒 は 、 NERV の メイ ン デ 
ー タ バン ク へ 侵入 を 開始 。 そ の 演算 能力 は 飛び 抜け て お り 、 
セキ ュ リ ティ は 瞬時 に 解除 され て いく 


MAGI、 使徒 に ハッ キン グ さ れる 


使徒 は MAGI へ と 侵入 し メル キオ ー ル を 制圧 。 こ の 段階 で 
MAGI 一 使徒 は 本 部 の 自爆 を 提訴 。 赤 木 博 士 の 指示 に より 、 
バル タ ザ ー ル へ の 侵攻 速度 を 遅らせ る こと に は 成功 し た 


_ ま 吉 
ーーーーー 古 ' 王 ] 


搬入 資材 に 紛れ て 本 部 に 侵入 し た マイ クロ マシ 
ン サ イズ の 使徒 。 零 号機 の A_T. フ ィ ー ル ド に 反応 
し て 活発 に 活動 を 開始 する 。 他 の 使徒 と 異な り 、 
一 種 の 群体 と し て 活動 。 強力 な 環境 適応 能力 を 
持ち 、 最終 的 に は 電子 回 路 ま で 構築 する に 至る 


g 


ー [HTW 基軸 xr s 計 we ss 


マイ クロ スコ ー プ に より 
捉え られ た 第 11 使 徒 
絶え す 環境 へ 適応 (進化 
し 続け て いる 。10*m と 
いう スケ ー ル 表示 が 、 そ 
の 微小 さ を 示 す 


イロ ウル が 侵食 し た 模擬 体 


THNETIKS 


MAGI へ 侵入 し た 第 11 使 徒 
は 、MAGI の 3 基 の コン ピ 
ュー タ の うち 、 メ ルキ オー 
ル と バル タ ザ ー ル を 短 時 間 
の 内 に 制圧 し て し まっ た 


MAGI に 侵入 し た 使徒 を 撃 
退 す る た め 、 赤 木 博 士 は 残 
っ た カス バー 内 部 で 、 対 使 
徒 プ ログ ラム を 作成 する 作 
業 に 取り か か る 


使徒 残 減 の 手法 の 提示 


赤木 博士 は 、MAGI 内 部 に いる 使徒 は コン ピュ ー タ ソフ ト 
と 同一 と 考え 、 健 在 な カス パー か ら 自 減 促進 プロ グラ ム を 送 
り 込 ん で 進化 を 促進 一 一 すなわち 自 減 さ せる こと を 提案 


作戦 の 開始 


赤木 博士 の プラ ン は リス キー で あっ た が 、 古 司令 は これ を 
承認 。 早速 カ スパ ー 内 部 に て 赤木 博士 自ら が 作業 を 開始 
その 間 に バ ル タ ザ ー ル も 制圧 され 、 自爆 が 決議 され る 


1 秒 前 の 勝利 


さら に 使徒 は カス パー へ も 侵攻 。 制 圧 領域 が 広がっ て 行 
く が 、 赤木 博士 は 動揺 する こと な く 作 業 を 続け 、 使徒 に よる 
完全 制圧 1 秒 前 に プロ グラ ム を 送信 。 使 徒 は 撃退 され た 


| 投入 きれ た 兵 


ボリ ソー ム 


プリ ブ ノ ー ボ ックス 内 に 装備 され て いる 小型 の 作業 用 無人 
潜水 艇 。 レ ー ザ ー を 装備 し て お り 、 侵食 し て きた 第 11 使 徒 を 
排除 し よう と する が 、 A.T. フ ィ ー ル ド に 阻ま れる 。 


MM 


中 」 7 ロッ ト 此 論 主人 


パイ ロッ ト が 、 プ ラグ スー ツ の 補助 無し で 直接 
肉体 か ら ハ ー モ ニク ス を 行う 実験 。 そ の た め パ イ 
ロッ ト は 裸 で プラ グ に 入る 


オー トバ パ イロ ッ ト 実 験 に は 、 模 
擬 体 に シレ ミュ レ ーション プラ グ 
を 装 入 し て 行わ れ た 


通常 の 神経 接続 と は 異な る の か 、 
各 EVA パ イロ ッ ト は 、 敏 妙 な 
違和感 を 口 に する 


上 | MAGCI シ ステ ム 


世界 初 の 人 格 移 植 型 OS を 搭載 し た 第 7 世代 有 
機 コ ンピュータ 。 ハ ー ド 的 に は 同一 スペ ッ ク の 3 機 
の コン ピュ ー タ 、 メル キオ ー ル 、 バル タ ザ ー ル 、 カス 
パー か ら な り 、3 者 協議 の 多数 決 に て 結論 を 出す 


MAGI シ ステ ム の 構成 


= 


メル キオ ー ル 


開発 者 で ある 赤木 ナオ コ 博 士 の 「 科 学者 ] と し て の 人 格 を 
移植 し た 機体 。 合 理 的 な 解答 を 出す 傾向 に ある よう だ 


バル タ ザ ー ル 
赤木 ナオ コ 博 士 の 「 母 ] と し て の 人 格 を 移植 し て ある 。 問 
題 解決 に 際 し て は 、 危険 を 避け よう と する 傾向 が 強い 
カス パー 


赤木 ナオ コ 博 士 の 「 女 ] と し て の 人 格 パ ター ン が 移植 され 
て いる 。 人 間 に 近 い 直 感 的 な 解答 を 重視 する 


| 05 | NERV : 特殊 な 実験 施設 


セン トラ ルド グマ 内 に は 、 模 擬 体 の 設置 され た 
プリ ブ ノ ー ボ ックス な ど 、EVA 関 連 の 特殊 実験 施 
設 が ある 。 実戦 向き の 運用 等 に 関す る も の より も 、 
基礎 的 研究 に 係る 実験 が 行わ れ て いる と 思わ れる 

シグ マユ ニッ ト 

セン トラ ルド グマ 内 に 設け られ た 施設 。 第 87 タ ン パ ク 壁 よ 
り 侵食 を 開始 し た 第 11 使 徒 に より 汚染 され 、 隔離 され た 

プリ ブ ノ ー ボ ックス 


NERV 本 部 B 棟 地下 の 実験 
施設 。 模 擬 体 が 設置 され た 
巨大 水槽 が 実験 場 と な っ て い 
る 。 第 11 使 徒 に 侵食 され 破棄 


中 


プリ ブ ノ ー ボ ックス で は オォ オート 詩 論 ! 1 
パイ ロッ ト 実 験 が 行わ れ て いた 


特殊 な 実験 施設 や 浄水 パイ プ な ど に よく 用 いら 
れ て いる 有機 物質 の 隔壁 。 第 87 タ ン パ ク 壁 は プリ 
ブ ノ ー ボ ックス の 上 に 位置 し て いた 


第 11 使 徒 が NERV 本 部 へ 
侵入 し た の が 、 シ グマ ユ 
ニッ ト A フ ロア の 第 87 タ 
ン パ ク 壁 で あっ た 


// よい パ 


プリ ブ ノ ー ボ ックス と 周辺 施設 


TEEHHUL0EV 


へ 


欄 NERV 本 部 司令 培 総合 分 析 所 N / 
上 N ニーーーーーーーーー 一 ーー 


HLMMMH 

NERV が 用 いる コン ピュ ー タ 端末 

NERV 本 部 の 設備 に は 、 多 く の 場 合コン ピュ ー 
タコ ン ソ ー ル が セッ ト さ れ て いる が 、 屋外 や 個室 で 
は 共通 仕様 の ノー ト パ ソ コン が 使わ れ て いる 。 ま 
た コン パク ト な 作業 ボー ド も 存在 する 。 


5 MAGI 内 部 な ど 、 狂 

具 ラン 4 いと ころ で の 作業 で 

。 ) - 半 の !/0 デ バイ ス と し 
の ーー 2 て は 、 作 業 用 ボー ド 
ルン デー97 / / 民 2 で の 


レー 


セン トラ ルド グマ の 巨大 な 垂直 
溝 を 中 心 に 、 プ リブ ノー ボッ ク 
ス な ど 様 々 な 実験 施設 が 設置 さ 
れ て いる 
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THE ESSENTIAL 


EVANGELMON」 


ン ン 
GO0OD5 COLLECTION 


グッ ズ コ レク ショ ン 
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ト 
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ー 
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ン ボ ポー ネン ト ・ デ ジタル ・ ニ ュー リマ スタ ー 版 と し て リリ ー ス され て いる DVD。 
像 面 、 音響 面 と も に ハイ クオ リティ 化 さ れ た “エヴァ” を 楽し め る 。 


NEON GENESIS NEON GENESIS 
EVANGELION EVANGELION DVD-BOX 
DVD-BOX "07 EDITION 


発売 日 : 2007 年 8 月 1 日 発売 日 : 2003 年 6 月 25 日 
価格 : 29.400 円 価格 : \41.790 (税込 ) 
発売 元 : キン グレ コー ド 発売 元 : キン グレ コー ド 
KIBA-91401 一 91410 KIBA-91001 一 91010 


で 仕様 > て 仕様 > 

11 枚 組 11 枚 組 、 EVA 友の会 封入 

で 収録 内 容 > < 収録 内 容 > 

TV シリ ー ズ 全 26 話 ビデ オフ ォ ー マ ッ ト 版 4 TV シリ ー ズ 全 26 話 ビデ オフ ォ ー マ ッ ト 版 4 
話 、 [EVANGELION : DEATH (TRUE) "|、 劇場 5 話 、 [EVANGELION : DEATH (TRUE) “|、 劇場 
版 第 25 話 [Air]、 劇 場 版 第 26 話 「 ま ご ころ を 、 つと 版 第 25 話 [Air]、 劇 場 版 第 26 話 「 ま ご ころ を 、 
君 に 」 アンノ を 君 に 

< 映像 特典 >DISC : BONUS DISC (ノン ク DDBON の mo パム の < 映像 特典 >DISC : BONUS DISC (ノン ク 
レジ ッ ト OP・ED、 先行 ビデ オ 、 劇場 版 先行 ビ 電電 臣 人 で 人 仏 こ アゲ レジ ッ ト OP・ED、 先行 ビデ オ 、 劇場 版 先行 ビ 
デオ 、 劇場 版 実写 映像 他 ) デオ 、 劇場 版 実写 映像 他 ) 


EARGEPYO 


PV 7 


NEON GENESIS 
EVANGELION Vol.01 


発売 日 : 2003 年 7 月 24 日 
価格 : \3.990 (税込 ) 
発売 元 : キン グレ コー ド 
KIBA-1001 


< 収録 話 ・ タ イト ル > 第 壱 話 [使徒 、 襲 来 」/ 第 
弐 話 [見 知ら ぬ 、 天 井 ]/ 第 参 話 「 鳴 ら な い 、 電 話 ] 
/ 第 四 話 「 雨 、 逃げ 出し た 後 」 / 各 話 30 秒 予告 


NEON GENESIS 
EVANGELION Vol.03 


発売 日 : 2003 年 8 月 27 日 
価格 : \3.990 (税込 ) 
発売 元 : キン グレ コー ド 
KIBA-1003 


< 収録 話 ・ タ イト ル > 第 九 話 「 瞬 間 、 心 、 重ね 
て 」 / 第 拾 話 「 マ グマ ダイ バー」 / 第 拾 壱 話 「 静 
止 し た 痢 の 中 で 」 / 第 拾 式 話 「 奇 跡 の 価値 は 」 
/ 各 話 30 秒 予告 


NEON GENESIS 
EVANGELION Vol.05 


発売 日 : 2003 年 9 月 26 日 
価格 : \3,.990 (税込 ) 
発売 元 : キン グレ コー ド 
KIBA-1005 


< 収録 話 ・ タ イト ル > 第 拾 七 話 「 四 人 目 の 適格 
者 ] / 第 拾 八 話 「 命 の 選択 を ] / 第 拾 刀 話 「 男 
の 江 い 」 / 第 弐拾 話 「 心 の か た ち 人 の か た ち 」 
/ 各 話 30 秒 予告 


NEON GENESIS 
EVANGELION Vol.07 


発売 日 : 2003 年 10 月 22 日 
価格 : \3.990 (税込 ) 
発売 元 : キン グレ コー ド 
KIBA-1007 


< 収録 話 ・ タ イト ル > 第 弐拾 参 話 「 涙 ]」 (OA 
フォ ー マ ッ ト 版 ) / 第 弐拾 参 話 「 涙 ] (ビデ オ 
フォ ー マ ッ ト 版 ) / 第 弐拾 四 話 [最後 の シ 者 ] 
(OA フ ォ ー マ ッ ト 版 ) / 第 弐拾 四 話 「 最 後 の シ 
者 ] (ビデ オフ ォ ー マ ッ ト 版 ) 
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NEON GENESIS 
EVANGELION Vol.02 


発売 日 : 2003 年 7 月 24 日 
価格 : \3.990 (税込 ) 
発売 元 : キン グレ コー ド 
KIBA-1002 


< 収録 話 ・ タ イト ル > 第 佑 話 「 レ イ 、 心 の むこ 
うに 」/ 第 六 話 「 決 戦 、 第 3 新 東 京 市 ]/ 第 七 話 「 人 
の 造り し も の 」/ 第 八 話 「 ア スカ 、 来 日 / 各 
話 30 秒 予告 


NEON GENESIS 
EVANGELION Vol.04 


発売 日 : 2003 年 8 月 27 日 
価格 : \3.990 (税込 ) 
発売 元 : キン グレ コー ド 
KIBA-1004 


< 収録 話 ・ タ イト ル > 第 拾 参 話 「 使 徒 、 侵 入 ] 
/ 第 拾 四 話 「 ゼ ー レ 、 魂 の 座 」 / 第 拾 何 話 「 嘘 
と 沈黙 」/ 第 拾 六 話 「 死 に 至る 病 、 そ し て 」 
/ 各 話 30 秒 予告 


NEON GENESIS 
EVANGELION Vol.06 


発売 日 : 2003 年 9 月 26 日 
価格 : \3.990 (税込 ) 
発売 元 : キン グレ コー ド 
KIBA-1006 


< 収録 話 ・ タ イト ル > 第 弐拾 老 話 「 ネ ルフ 、 誕 
生 ] (OA フ ォ ー マ ッ ト 版 ) / 第 弐拾 壱 話 「 ネ ル 
フ 、 誕生 ] (ビデ オフ ォ ー マ ッ ト 版 ) / 第 弐拾 式 
話 「 せ め て 人 間 ら し く 」 (OA フ ォ ー マ ッ ト 版 ) 
/ 第 弐拾 壱 話 [「 せ め て 人 間 ら し く 」 (ビデ オフ ォ ー 
マッ ト 版 ) 


NEON GENESIS 
EVANGELION Vol.08 


発売 日 : 2003 年 10 月 22 日 
価格 : \3.675 (税込 ) 
発売 元 : キン グレ コー ド 
KIBA-1008 


< 収録 話 : タ イト ル > 第 弐拾 仙 話 [終わ る 世界 ] 
/ 最 終 話 「 世 界 の 中 心 で アイ を 叫ん だ け も の ] 
/ 各 話 30 秒 予告 
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NEON GENESIS 
EVANGELION 
劇場 版 DVD 


発売 日 : 2003 年 11 月 27 日 
価格 : \5.775 (税込 ) 
発売 元 : キン グレ コー ド 
KIBA-1009/10 


< 収録 庄 ・ タ イト ル >「EVANGELION 

DEATH (TRUE) |、 休息 時 タイ ムカ ウン ト 、 特 
報 予告 トレ イラ ー、TV ス ポッ ト / 劇 場 版 第 25 
話 「Air]、 劇 場 版 第 26 話 「 ま ご ころ を 、 君 に 」、 
予告 トレ イラ ー、 TV スポ ボット 


NEON GENESIS 
EVANGELION 
DVD 01 TEST-TYPE 


発売 日 : 2003 年 3 月 26 日 
価格 : \1.575 (税込 ) 
発売 元 : キン グレ コー ド 
KIBA-1000 


< 収録 話 ・ タ イト ル > 第 壱 話 「 使 徒 、 襲来 


01 TEST TYPEN 


EATRA PULUMN 


エヴァ の 映像 メデ ィ ア は 、 当初 は LD や VHS ビ デオ が リリ ー ス され て いた 。 また 、 
DVD も 過去 に は ジュ エル ケー ス 版 を リリ ー ス 。 パ ナ ソ ニッ ク の 協力 の 元 、 当 時 の 最高 
技術 で デジ タル 化 さ れ た ソフ ト と し て 話題 と な っ た 


Ak kN コ ツン LNAELON 
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初期 DVD シリ ー ズ 
現在 リリ ー ス 中 の トー ル サ イ ズ の ジャ ケッ ト (リマ スタ ー 版 ) と は 異な る 初期 バー ジョ ン 
1997 年 7 月 一 1999 年 月 に みか け て 、 リ リー ス さ れ た 


セカ ンド イン バク ト BOX 


初期 DVD の BOX セッ ト 。 パ ッ ケ ー ジ は 頁 本 義行 氏 の 描き 下ろ し で 、 上 巻 、 中 巻 、 
リー ス さ れ た 。 下巻 に は 「 鋼 鉄 の ガー ルフ レン ド 」 DVD-ROM が 封入 され て いる 。 


下巻 で リ 


THE FEATURE FILM 
NEON GENESIS EVANGELION 
DTS COLLECTOR'S EDITION 


発売 日 : 2004 年 11 月 3 日 
価格 : \8.190 (税込 ) 
発売 元 : キン グレ コー ド 


KIBA-1209/10 
< 収録 話 ・ タ イト ル >「EVANGELION 
DETH (TRUE) *」、 劇場 版 第 25 話 「Air」、 劇場 


版 第 26 話 「 ま ご ころ を 、 君 に 
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LD シ リー ズ 

国内 最高 売り 上 げ と な る 累計 150 万 枚 以上 の 
セー ルス を 誇る LD 版 。TV 放 映 中 の 1996 年 2 
月 か ら リ リー ス 開 始 され た 


劇場 版 LD-BOX 

劇場 版 の ID は BOX セッ ト に て リ 
リー ス 。LD 以 外 に も 絵 コ ン テ 集 
や プラ モデ ル な ど が 封入 され た 豪 際 
華 ア イ テ ム と な っ た 
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NEON GENESIS 
EVANGELION 


発売 日 : 1995 年 12 月 16 日 
発売 元 : キン グレ コー ド 
定価 : 3.059 円 (税込 ) 
KICA-286 


< 収録 内 容 > 

01. 残酷 な 天使 の テー ゼ 
(Director's Edit Version) 

02. FLY ME TO THE MOON 

03. ANGEL ATTACK 

04. Rei | 

05. Hedgehog s Dilemma 

06. BAREFOOT IN THE PARK 

07. RITSUKO 


NEON GENESIS 
EVANGELION 想 


発売 日 : 1996 年 5 月 22 日 
発売 元 : キン グレ コー ド 
定価 : 3.059 円 (税込 ) 
KICA-300 


< 収録 内 容 > 

01. 幸せ は 罪 の 匂い 

02. 無限 抱擁 

03. NORMAL BLOOD 

04. HARBINGER OF TRAGEDY 

05. CHILDHOOD MEMORIES. SHUT AWAY 

06. Those women longed for the touch of 
others' Iips. and thus invited their kisses. 

07. BACKGROUND MUSIC 


音楽 面 に お いて も 、 エ ヴァ は 独自 の 世界 観 を 作り 出し た 。OP、ED は も ちろ ん 、 


Ss sawo NOOMI ヨ HL 〇 1 ヨ W AT *smw は ー や S 放 人 語 間 


(の / ダ の // の 4 少 PC。 


フチ 67 の ラダ S プア の fP7 アガ / 


第 巣 庄 区 必 に よる BGM な と 、 て いた ノー 


g NG ELION 


08. MISATO 

09. ASUKA STRIKES! 

10. NERV 

11. TOKYO-3 

12. 1.SHINJI 

13. EVA-01 

14. A STEP FORWARD INTO TERROR 
15. EVA-02 

他 全 23 曲 


08. BACKGROUND MUSIC 昨 

09. IN THE DEPTHS OF HUMAN HEARTS 

10. HOSTILITY RESTRAINED 

11. THREE OF ME. ONE OF SOMEONE ELSE 

12. CRIME OF INNOCENCE 

13.THE SORROW OF LOSING THE 
OBJECT OF ONE' S DEPENDENCE 

14. Do you love me? 

他 全 34 曲 


し 。 


NEON GENESIS 
EVANGELION HI 


発売 日 : 1996 年 2 月 16 日 
発売 元 : キン グレ コー ド 
定価 : 3.059 円 (税込 ) 
KICA-290 


< 収録 内 容 > 

01. 予感 

02. 残酷 な 天使 の テー ゼ (TV. Size Version) 
03. BORDERLINE CASE 

04. A Crystalline Night Sky 

05. ANGEL ATTACK 

06. ANGEL ATTACK 昨 

07. Both of you, Dance Like You Want to Win! 
08. Waking up in the morning 


NEON GENESIS 
EVANGELION ADDITION 


発売 日 : 1997 年 12 月 21 日 
発売 元 : キン グレ コー ド 
定価 : 1.733 円 (税込 ) 
KICA-334 


< 収録 内 容 > 


01. 残酷 な 天使 の テー ゼ (Director's Edit 
Version 

02. ドラ マ [終局 の 続き 」 (仮題 ) 

03. FLY ME TO THE MOON -MISATO 4 
BEAT TV. Size VERSION- 

04.FLY ME TO THE MOON (ASUKA 
Bossa Techno TV. Size Version) 

05. CHORUS : Hallelujah (MESSIAH) 


09 
10 
11 
12 
13 


14. 
15. 


BACKGROUND MUSIC 

A Moment When Tension Breaks 

The Day Tokyo-3 Stood Still 

Spending Time in Preparation 

She said, "Dont make others suffer for 
your personal hatred.“ 

MAGMADIVER 

PLEASURE PRINCIPLE 


他 全 25 曲 


06 


07 


08 
09 
10 
11 
12 


Amen 


CHORUS : Worthy is the Lamb … 
(MESSIAH) 

4th Mov : Presto (SYMPHONY No.9 IN 
D MINOR Op.125 “CHORAL”) 

て ん と う 虫 の サン バ 

FLY ME TO THE MOON (Main Version |) 
劇場 版 予告 (葛城 ミサ ト ) 

劇場 版 予告 (綾波 レイ ) 

劇場 版 予告 (物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー) 
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EVANGELION:DEATH 


発売 日 : 1997 年 6 月 11 日 
定価 : 3.059 円 (税込 ) 
発売 元 : キン グレ コー ド 
KICA-360 


< 収録 内 容 > 


01. チェ ロ 一 第 四 弦 調 弦 


02. Suiten ffr Violoncello solo Nr.1 G-dur, 


BWV.1007 1. Vorspier 
03. DVORYXK : Original Complete Version 
04. ヴァ イオ リン - 第 二 弦 調 弦 


05. Partita 日 | f*r Violino solo E-dur, 


BWV.1006 3. Gavotte in Rondo 


06. ヴィ オラ - 第 三 弦 調 弦 
NAS 


1 本 い 


1 


<refrain・ The songS 
were inspired by 
“EVANGELION" 


発売 日 : 1997 年 11 月 6 日 
定価 : 3.059 円 (税込 ) 
発売 元 : キン グレ コー ド 
KICA-378 


< 収録 内 容 > 
01. Prologue de Refrain 
02. 残酷 な 天使 の テー ゼ (Ambivalence Mix) 
03. 希望 の 空 へ 
04. 予感 (Sounds of Reverie Mix) 
05. 幸せ は 罪 の 匂い (Alter Ego Mix) 
06. FLY ME TO THE MOON 
(Touched by the Muse Mix) 
07. Forbidden Gene 


発売 日 : 1997 年 12 月 22 日 
定価 : 3.059 円 (税込 ) 
発売 元 : キン グレ コー ド 
KICA-390 


< 収録 内 容 > 

01. 合唱 "交響 曲 第 9 番 二 短調 / 東京 アカ デミ ッ 
シェ カ ペ レ 

02. TOKYO-3 

03. EVA-01 

04. MC-1/ 緒方 恵美 宮村 優子 長沢 美樹 

05. NERV/ 新 日 本 フィ ル ハ ー モ ニー 交響 楽団 

06. DECISIVE BATTLE/ 新 日 本 フィ ル ハ ー モ 
ニー 交響 楽団 


EVANGELIO 
SECOND IMPACT- 


発売 日 : 2000/9/13 
定価 : 2.000 円 (税込 ) 
発売 元 : キン グレ コー ド 
KICA-525 


< 収録 内 容 > 

01. ANGEL ATTACK(E-6) 

02. 残酷 な 天使 の テー ゼ 
(Director's Edit.Version) 

03. DECISIVE BATTLE(E-1) 

04. FLY ME TO THE MOON 

05. THANATOS(E-13) 

06. Kanon D-dur(Strings Orchestra) 

07. 魂 の ルフ ラン 


07 
08 
09 
10 
11 


12 
13 


優し さ の 代理 

吾 へ の 、 涙 

未 了 へ の 、 調 律 

Kanon D-dur (Quartet) 

THE SORROW OF LOSING THE 
OBJECT OF ONE' S DEPENDENCE 日 
慮 妄 へ の 、 依存 

脆弱 な 、 自我 境界 


他 全 16 曲 


08 
09 
10 
11 
12 
13 
14 


07 
08 


09 
10 
11 
12 
13 


LOVE ANTIQUE 

心 よ 原始 に 戻れ (Sublimation Mix 
無限 抱擁 (Return to Dew Mix) 
財 惑 の 海 か ら 

魂 の ルフ ラン (Tabris Mix) 
Epilogue de These 

FLY ME TO THE MOON 

(On the Steet 


EVA-00/ 新 日 本 フィ ル ハ ー モ ニー 交響 楽団 
STEP FOR WARD INTO TERROR.A 
新 日 本 フィ ル ハ ー モ ニー 交響 楽団 
Rei @017/ 新 日 本 フィ ル ハ ー モ ニー 交響 楽団 
RITSUKO/ 新 日 本 フィ ル ハ ー モ ニー 交響 楽 上 
Rei @017/ 新 日 本 フィ ル ハ ー モ ニー 交響 楽団 
MC-2/ 山口 由里子 長沢 美樹 

1.SHINJI 


他 全 25 曲 


II Air [ORCHESTRAL SUITE No.3 in D 
Major, BWV.1068] 


THANATOS-IF 1 CAN' T BE YOURS- 


Komm, susser Tod 


(M-10 Director's Edit.Version) 
Jesus bleibet meine Freude [Herz und 


Mund und Tat und Leben BWV.147] 
スト リン クス 


THE END OF EVANGELION 
EVANGELION 


発売 日 : 1997 年 9 月 26 日 
定価 : 3.059 円 (税込 
発売 元 : キン グレ コー ド 
KICA-370 


で 収録 内 容 > 

01. 他人 の 千 渉 

02. 真夏 の 終演 

03. 退行 へ の 緊急 待避 

04. 偽り の 、 再生 

05. 身代わり の 侵入 

06. Il Air [ORCHESTRAL SUITE No.3 in D 
Major, BWV.1068] 

07. 空 し き 流れ 


EVANGELION-VOX 


発売 日 : 1997 年 12 月 3 日 
定価 : 3.059 円 (税込 

発売 元 : キン グレ コー ド 
KICA-382 


< 収録 内 容 > 

01. EVANTRODUCTION 

02. THE IMAGE OF ME-vocalise 

03. FROM MY DREAMS 

04. EVANGELISM 

05. CAN' T GET YOU OUTTA MY HEAD 
06. X-plicit 

07. PRELUDE TO BATTLE 

08. BATTLING 


NEON GENESIS 
EVANGELION SS WORKS 


発売 日 : 1998 年 12 月 1 日 
定価 : 10.000 円 (税込 

発売 元 : キン グレ コー ド 
KICA-421 


< 収録 内 容 > 

DISC#01 全 33 曲 
DISC#02 全 42 曲 
DISC#03 全 46 曲 
DISC#04 全 29 曲 
DISC#05 全 34 曲 
DISC#06 全 18 曲 
DISC#07 全 23 曲 


EVANGELION-THE 
BIRTHDAY OF Rei AYANAMI 


発売 日 : 2001 年 3 月 30 日 
定価 : 2.000 円 (税込 
発売 元 : キン グレ コー ド 
KICA-537 


< 収録 内 容 > 
01. 残酷 な 天使 の テー ゼ [A.D.2001] 
02. Rei 1(A-1) 
03. Hedgehog s Dilemma (B-1) 
04. Rei ll (B-20) 
05. FLY ME TO THE MOON 
[AYANAMI Version] 
06. Do you love me?2(A-4 ジャ ン ボ サイ スズ のみ) 
07. HOSTILITY RESTRAINED (A-13C) 


08. THANATOS -IF 1CAN' T BE YOURS- 

09. 始ま り へ の 逃避 

10. 不安 と の 審 月 

11. Komm, susser Tod/ 甘 き 死 よ 、 来 た れ 
(Director' s Edit. Version) 

12. Jesus bleibet meine Freude [Herz und Mund und 
Tat und Leben BWV.147]/ 主 よ 、 人 の 望み の 喜び よ 

13. 閉塞 の 拡大 

14. 夢 の ス キマ 


09. interlude-THANATOS 

10. THANATOS-IF 1CAN' T BE YOURS 
(JAZZY SIDE STICK MIX) 

11.『 LL BE ALWAYS ON YOUR MIND 

12.ARMAGEDDON 

13. Komm, susser Tod (TUMBLING DOWN MIX) 

14. ANGEL ATTACK 

15. UTOPIA 

他 全 20 曲 


08. Good, or Don' t Be. (OP-2D タ イプ ) 
09. 魂 の ルフ ラン [Aqua Groove Mix] 
10. 始ま り へ の 逃避 (M-4) 
11. 閉塞 の 拡大 (M-9 改 ) 
12. 夢 の ス キマ 
(M-4 ビア ノ お まかせ バー ジョ ン ) 
13. THANATOS-IF 1CAN' T BE YOURS- 
14. FLY ME TO THE MOON 


Refrain of Evangelion 


発売 日 : 2003 年 7 月 24 日 
定価 : 2.800 円 (税込 ) 
発売 元 : キン グレ コー ド 
KICA-608 


< 収録 内 容 > 

01.Suiten fur Violoncello solo Nr.1 
G-dur.BWV.1007 1.Vorspier 

02. DECISIVE BATTLE (E-1) 

03. ANGEL ATTACK (E-6) 

04. THE BEAST (E-5 テ ン ボ 早 ) 

05. THANATOS (E-13) 

06. MARKING TIME,WAITING FOR DEATH (E-7) 

07. THE BEAST Il 


残酷 な 天使 の テー ゼ 


定価 : 1.020 円 (税込 ) 


| 発売 日 : 1995/10/25 
KIDA-114 


く 収録 内 容 > 
01. 残酷 な 天使 の テー セ ゼ 
02. 月 の 迷宮 


03. 残酷 な 天使 の テー セ ゼ (OFF VOCAL VERSION) 


04. 月 の 迷宮 (OFF VOCAL VERSION) 


残酷 な 天使 の テー ゼ 


残酷 な 天使 の テー ゼ 
発売 日 : 1995/10/25 
定価 : 1.020 円 (税込 ) 
KIDA-116 


< 収録 内 容 > 


01. 残酷 な 天使 の テー ゼ 
02. FLY ME TO THE MOON 


THE END OF EVANGELION 


定価 : 1.020 円 (税込 ) 


| 発売 日 : 1997/8/1 
KIDA-155 


< 収録 内 容 > 

01. THANTOS -IF 1 CAN'T YOURS- 
02. Komm, susser Tod 

03.1IAir 


魂 の ルフ ラン THANATOS 


発売 日 : 2006/5/24 
| 定価 : 1.200 円 (税込 ) 

KICM-3122 
< 収録 内 容 > 
01. 魂 の ルフ ラン 
02. THANATOS 一 IF 1 CAN'T BE YOURS 一 
03. 心 よ 原 始 に 戻れ 


の ル 


08. Kanon D-dure (Strings Orchestra) 
09. Rei (A-1) 
10. MISATO (B-16) 
11. ASUKA STRIKES! (B-17) 
12. FLY ME TO THE MOON 

(Aya Bossa Techno TV. Size Version) 
13. FLY ME TO THE MOON 

(Aki Jungle TV.Size Version) 
他 全 26 曲 


EAILNE 回 


山 有 1 
NEON GENESIS EVANG 加 40N 


04. THANATOS 一 IF 1 CANT BE YOURS 一 "Nine Years After Mix" 


05. 魂 の ルフ ラン (OFF VOCAL VERSION) 


THE ES5EHTIHI 


NEON GENESIS 
EVANGELION DECADE 


発売 日 : 2005/10/26 
定価 : 2.800 円 (税込 ) 
発売 元 : キン グレ コー ド 
KICM-718 


で 収録 内 容 > 


01. 残酷 な 天使 の テー ゼ (Director's Edit Version) 
02. FLY ME TO THE MOON 


0 9. 心 よ 原始 に 戻れ 


11. Komm, susser Tod 


10. THANATOS-IF 1CAN' T BE YOURS- 


03. 月 の 迷宮 (M-10 Director's Edit. Version) 
04. 予感 12. 残酷 な 天使 の テー ゼ 

05. 幸せ は 罪 の 匂い (10th ANNIVERSARY VERSION) 
06. 無限 抱擁 13. 魂 の ルフ ラン 

07. FLY ME TO THE MOON (メイ ン バ ー ジ ョ ン ) (10TH ANNVERSARY VERSION) 
08. 魂 の ルフ ラン 14. 天国 の 記憶 


FLY ME TO THE MOON 


定価 : 1.020 円 (税込 ) 


| 発売 日 : 1995/10/25 
KIDA-115 


く 収 録 内 容 > 

01. FLY ME TO THE MOON 

02. FLY ME TO THE MOON 一 4 BEAT VERSION 一 

03. FLY ME TO THE MOON(OFF VOCAL VERSION) 

04. FLY ME TO THE MOON-4 BEAT VERSION 一 (OFF VOCAL VERSION) 


魂 の ルフ ラン 


定価 : 1.020 円 (税込 ) 


| 発売 日 : 1997/2/21 
KIDA-146 


< 収録 内 容 > 

01. 魂 の ルフ ラン 

02. 心 よ 原 始 に 戻れ 

03. 紅 の ルフ ラン (OFF VOCAL VERSION) 
04. 心 よ 原始 に 戻れ (OFF VOCAL VERSION) 


残酷 な 天使 の テー ゼ 
FLY ME TO THE MOON 


発売 日 : 2003/3/26 
定価 : 1.200 円 (税込 ) 
KICM-3041 


NE 
で 収録 内 容 > EV 
01. 残酷 な 天使 の テー ゼ ピー 
02. FLY ME TO THE MOON 
03. 残酷 な 天使 の テー ゼ (OFF VOCAL VERSION) 
04. FLY ME TO THE MOON(OFF VOCAL VERSION) 
05. 残酷 な 天使 の テー ゼ (Director's Edit) 


IN 


中 | 


vm で HAS 


し 音 計 グッ ズ コレ クシ ョ ン 
IUU5 [MLLEETIIIH 


500DS COLLECTODMHT 


AETIDN FIEURE 


、 


、10 年 以上 の 間 、 新 商品 の リリ ー ス が 続く て エヴァ の アク ショ ン フ ィ ギ ュ ア 。 そ の プ 
レイ バリ ュー は も ちろ ん 、“ フ ィ ギ ュ ア ” と し て の 人 造 形 力も 大 き な 苑 力 と 言え よう 。 


リボ ル テ ッ ク [第 1 世代 ] 


エヴァ アァ 初 号機 


発売 日 : 2006 年 6 月 15 日 
価格 : 1.995 円 (税込 ) 
備考 : デザ ー ト イー グル 、 パ レッ トラ イフ ル 、 

プロ グレ ッ シ ブ ナイ フ 、 マ ゴ ロ クソ ー ド 、 オプ 5 
ショ ン ハ ンド x6、 暴 走 モ ー ド 頭 部 、 ア ン ピ ーー 
リカ ルケ ー ブ ル 付属 
企画 制作 : 海洋 党 
販売 元 : オー ガニ ッ ク 


EUA-01 
UIEW 01 


EVA-01 
UIEW 02 


リボ ル テ ッ ク [第 1 世代 ] 
エヴァ 答 号 機 
ア / ア 含 ケ 

発売 日 : 2006 年 6 月 15 日 
価格 : 1.995 円 (税込 ) 
備考 : ポジ トロ ンス ナイ バー ライ フル 、 オ リ 
ジ ナ ル シ ョ ッ ト ガ ン 、 シ ー ル ド 、 オ プシ ョ ン 
ハン ド X6、 アン ビリ カル ケー ブル 付属 
企画 ・ 制 作 : 海洋 党 
販売 元 : オー ガニ ッ ク 


リボ ル テ ッ ク [第 1 世代] 


エヴァ 参 号 機 


発売 日 : 2006 年 8 月 15 日 

価格 : 1.995 円 (税込 ) 

備考 : ラン チャ ー 銃 、 オ リ ジ ナ ル サ ブ マシ ン 
ガン 、 トンファー、 庵 野 版 シ ー ル ド 、 暴 走 モー 
ド 頭 部 、 オプ ショ ン ハ ンド x6、 アン ビリ カル 
ケー ブル 付属 

企画 ・ 制 作 : 海洋 堂 

販売 元 : オー ガニ ッ ク 


アク ショ ン ブ ィ ギュ ア 


リボ ル テ ッ ク [第 1 世代 ] 
エヴァ 式 号 
7 の 
発売 日 : 2006 年 7 月 15 日 
価格 : 1.995 円 (税込 ) 
備考 : ソニ ッ ク グ レイ ブ 、 ス マッ シュ ホー ク 、 
プロ グレ ッ シ ブ ナイ フ 、 パレ ッ ト ラ イフ ル 、 オ 
EUA-00 リ ジ ナ ル ハ ンド ガン 、 オ プシ ョ ン ハ ンド x6、 
VIEW01 アン ビリ カル ケー ブル 付属 
企画 ・ 制 作 : 海洋 党 
販売 元 : オー ガニ ッ ク 


EUA-02 
UIEW 01 


EVA-03 
VIEW 02 


リボ ル テ ッ ク [第 1 世代 ] 
エ ウ ヴァ 雰 号 機 ・ 改 


発売 日 : 2006 年 9 月 15 晶 
価格 : 1.995 円 (税込 ) 
備考 : ポジ トロ ン ラ イフ ル 、 ス ナイ パー ライ 
フル 、 パ レッ トラ イフ ル 、 プロ グレ ッ シ ブ ナイ 
フ 、 N* 爆 弾 、 オ プシ ョ ン ハ ンド x6、 アン ピリ 
カル ケー ブル 付属 
企画 ・ 制 作 : 海洋 堂 
販売 元 : オー ガニ ッ ク 
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vu で USS 


グッ ズ コ レク ショ ン 


UU0U5 MLLEETIIIH 


5 
シ た 
タ 、 ム 
ン リボ ル テ ッ ク [第 1 世代 ] 0) リボ ル テ ッ ク [第 2 世代 ] 
KJ 1 「。 oe 
纏 エヴァ 四 号 機 「W 1 劇場 版 
3 3 人 ヾ ヽ 

芋 閲 6jMoronic 3 ば アァ アン グ リオ ン 
ア 時 ぎゃー よー 紀 ー ド 

2 ント ン ファ ー、Wg シ ー ル ド 、 ま モー 式 号 機 

ケー ブル 付属 発売 日 : 2007 年 5 月 15 日 


企画 制作 : 海洋 党 価格 : 1.995 円 (税込 
9 備考 : アン ビ ピリ カル ケー ブル 、 オ プシ ョ ン ハ 

ンド x5、 交換 用 肩 バ パー ツメ 2、 プ ログ レッ シ 

ブナ イフ 、 両 刃 刀 (ロンギヌス の 槍 コ ピー)、 

ディ スプ レイ ペー ス 付 属 

企画 ・ 制 作 : 海洋 堂 

販売 元 : オー ガニ ッ ク 


9 / 
EVA-04 
UIEW 01 
ーー マジ ーーーー コ 


| 「 に 
み ふ 人 ふ 為 あ 紀 ラテ 


EUA-02 
UIEW 01 


リボ ポル テッ ク [第 2 世代 ] 
エヴァ ン ゲ リオ ン 2 
量産 機 細 Ver. 


発売 日 : 2007 年 5 月 15 日 

価格 : 1.995 円 (税込 ) 

備考 : オプ ショ ン ハ ンド x4、 デ ィ ス 還 
プレ イベ ペー ス 、 専用 思 セ ッ ト 付 属 / 
企画 ・ 制 作 : 海洋 堂 

販売 元 : オー ガニ ッ ク 〆 


っ ・ EUA-MASS 
PRODUETION 
イ MODEL 
VIEW 01 


EUA-MASS 
PRODUETION 
MODEL 

UIEW 02 


中 


エヴァ ン ゲ リオ ン 
初 号機 F 型 装備 


発売 日 : 2007 年 6 月 15 日 
価格 : 【 初 回 版 】 1.995 円 (税込 ) を 
【 通 常 版 】2.415 円 (税込 
備考 : イ ン パ クト ・ ボ ルト x2、 プ ログ レッ シフ プ ・ 
ダガーx2、 オ プシ ョ ン ヘ ッ ド 、 オ プシ ョ ン ハ 
ンド xX6、 デ ィ ス プレ イペ ベース 付属 
企画 制作 : 海洋 党 
販売 元 : オー ガニ ッ ク 


ーー 
ンー ラレー 江 。 外 
金 < 多 


5 


EUA-01 
VIEW 01 


サン ディ エゴ コミ コン 限定 
エ ヴ ア 初 号 機 
蓄光 Ver. 


発売 日 : 2006 年 7 月 19 日 
価格 : 2.200 円 (税込 ) 


EVANGELION STORE 限 定 


エヴァ ン ゲ リオ ン 飼 機 


山下 いく と オリ ジ ナ ルカ ラー バー ジョ ン 


発売 日 : 2006 年 12 月 

価格 : 1.995 円 (税込 ) 

備考 : デザ ー ト イー グル 、 パ レッ トラ イフ ル 、 プ ログ レッ 
シブ ナイ フ 、 マ ゴロ クソ ー ド 、 オ プシ ョ ン ハ ンド xX6、 暴 
走 モー ド 頭 部 、 ア ン ビ リカ ルケ ー ブ ル 付属 

山下 いく と 氏 メ 海洋 堂 x ガ イナ ックス の コラ ボ に よる 
EVANGELION STORE 限 定 品 

企画 ・ 制 作 : 海洋 堂 

販売 元 : EVANGELION STORE (株 式 会 社 ガ イナ ッ ク 
ス ) 


備考 : デザ ー ト イー グル 、 パ レッ トラ イフ ル 、 プ ログ レッ 
シブ ナイ フ 、 マ ゴロ クソ ー ド 、 オ プシ ョ ン ハ ンド x6、 暴 


走 モ ー ド 頭 部 、 ア ン ビ リカ ルケ ー ブ ル 付属 
EVA-01 サン ディ エゴ ・ 四 き な コン oy ョ ン 2006 で の 会 場 に 
VIEW 01 限定 販売 品 EVA-01 
画 ・ 制 作 : 海堂 ViEW01 
販売 元 : オー ガニ ッ ク 
EMA-00 
VIEW 01 
ハイ パー ホビ ー 誌 上 限定 フィ ギュ ア 王 誌上 限定 
va 二 ゞ ゝ ペ さ ヽ N = に す 
エヴァ ン ゲ リオ ン フ ィ ギ ュ ア コレ クシ ョ ン エヴァ 窒 号 機 
《e ーー ー ヾ て ヽ /99 光 の 巨人 Ver. 
グリ アカ ラー エディ イ ンコ ヨン 発売 日 : 2006 年 5 月 
発売 日 : 2006 年 12 月 価格 : 一 
価格 : 4.300 円 (税込 ) 備考 : フィ ギュ ア 王 100 号 に 付録 と し て 同 梱 
備考 : 初 号機 デザ ー ト イー グル 、 パレ ッ ト ラ イフ ル 、 プロ グレ ッ 企画 ・ 制 作 : 海洋 堂 


シブ ナイ フ 、 マ ゴロ クソ ー ド 、 オ プシ ョ ン ハ ンド X6、 暴 走 モ ー ド 
頭 部 、 ア ン ビ リカ ルケ ー ブ ル 付属 

弐号 機 プ ソニ ッ ク グ レイ ブ 、 スマ ッシュ ホー ク 、 プロ グレ ッ シ ブ ナ 
イフ 、 パ レッ トラ イフ ル 、 オ リ ジ ナ ル ハ ンド ガン 、 オ プシ ョ ン ハ ン 
ド x6、 アン ビリ カル ケー ブル 付属 

零 号機 ・ 改 - ボ ポジ トロ ン ラ イフ ル 、 スナ イ パ ー ラ イフ ル 、 パレ ッ ト 
ライ フル 、 プロ グレ ッ シ ブ ナイ フ 、 N* 爆 弾 、 オプ ショ ン ハ ンド x6、 
アン ビリ カル ケー ブル 付属 

ハイ パー ホビ ーVOL.100 突 破 記 念 と し て 誌上 通販 され た 限定 品 
企画 制作 : 海洋 党 


企画 協力 : フィ ギュ ア 王 編集 部 


EUA-0DO' 
UIEW 01 


フレ ンド ショ ッ プ 限定 5 
エヴァ ン ゲ リオ ン 量産 機 
武器 Ver 3 
コ し 
発売 日 : 2007 年 5 月 15 昌 吉 間 

価格 : 1.995 円 (税込 ) ee 

備考 : ロン ギ ヌ ス の 槍 、 ロ ン ギ ヌス の 栓 レプ リカ 、 ダミ ー 

プラ グ 、 ダ メー ジ パ ー ツ x2、 オ プシ ョ ン ヘ ッ ド x2、 オプ EUA-MASS 

ショ ン ハ ンド x4、 ディ スプ レイ ベー ス 付 属 PRODUETIUN MDDEL 

企画 制作 : 海洋 堂 VIEW 01 


販売 元 : オー ガニ ッ ク 
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NmNNY マ で HIS 


グッ ズ コ レク ショ ン 


UUU5 ULLEETIHH 


シリ ー ズ 1 シリ ー ズ 2 


4 発売 日 : 2000 年 4 月 3 も 発売 日 : 2001 年 1 月 

2 定価 : 2.079 円 (税込 = ョ 定価 : 2.079 円 (税込 ) 
ジ 原型 製作 : 平田 英明 原型 製作 : 平田 英明 

ヨ KUBRICK MASTERD MODELS KUBRICK (MASTERD MODELS) 
ン RI LN kN に 発売 元 : メデ ィ コム ・ ト イ 座れ K 発売 元 : メデ ィ コ ム ・ ト イ 
放 新 志 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 新 剛 紀 エ ヴァ ソン ゲ リ オン 

エエ 

ア 


ム 4 サ キ エ ル 
| 人 綾波 レイ 
(包帯 バー ジョ ン ) 
人 4 零 号 機 
(テス ト タ イ プ ) 

発売 日 : 2001 年 1 月 発売 日 : 2001 年 7 月 

定価 : 2.079 円 (税込 定価 : 2.079 円 (税込 ) 

原型 製作 : 平田 英明 原型 製作 : 平田 英明 
KUBRICK (MASTERD MODELS KUBRICK (MASTERD MODELS) 

発売 元 : メデ ィ コ ム ・ ト イ 弥 発売 元 : メデ ィ コ ム ・ ト イ 
新 革 編 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 新選 弓 エ ヴァ ン ゲ リオ ソ 
ジリ ー ズ シリ ー ズ 4 

2 ーー 
| 問 人 零 号機 ( 改 ) 
| ラン グレ ー 

発売 日 : 2001 年 7 月 発売 日 : 2001 年 12 月 

定価 : 2.079 円 (税込 ) 定価 : 2.079 円 (税込 ) 

原型 製作 : 平田 英明 原型 製作 : 平田 英明 
KUBRICK (MASTERD MODELS) KUBRICK (MASTERD MODELS) 

ゞ 発売 元 : メデ ィ コ ム ・ ト イ ゞ 5 発売 元 : メデ ィ コ ム ・ ト イ 

新選 紀 エ ヴァ ノン ゲ リ オン 新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ソ 
ジリ ー ズ 5 シリ ー ズ 6 


の 


^ ム EVA 初 号 機 暴走 版 


ム 競 城 ミサ ト ^ ム セル エル 


NN 
4 ジェ ッ ト ・ ア ロー ン 
人 鈴原 トウ ジ 
4 ム EVA 参 号機 輸送 台 兼 拘束 具 


5 


【 


発売 日 : 2001 年 12 月 
定価 : 2.604 円 (税込 
原型 製作 : 平田 英明 


KUBRICK 2 0 rp 
N NN $ 売 元 : メデ ィ コ ム ・ 

新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 

シリ ー ズ 7 


ーーーー タ ーーーー 


A ム EVA 量産 機 


人 る 潜 カ ヲ ル 
人 る 量産 機 専用 輸送 機 
発売 日 : 2002 年 5 月 
定価 : 2.079 円 (税込 ) 
原型 製作 : 平田 英明 
(MASTERD MODELS) 
KUBRICK 呈 所 。 (WASTERD MODE 
新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 
シリ ー ズ 9 


が w 
SS、 あ 
SW 


沈 / 


ムレ リエ ル 
4 加持 リョ ウジ 
ム 初 号機 返り 血 版 
KUBRICK 
新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 
初 号 機 400% 


HMV 限定 


発売 日 : 2002 年 5 月 
定価 : 2.604 円 (税込 ) 
原型 製作 : 平田 英明 


KUBRICK (MASTERD MODELS) 
ws N 発売 元 : メデ ィ コ ム ・ ト イ 

新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ソン 

シリ ー ズ 8 


4 サン ダル フォ ン 


4 物流 アス カラ ング レーD 型 


2 プラ グ ス ー ツ タイ プ | 
発売 日 : 2002 年 5 月 
定価 : 2.604 円 (税込 ) 
原型 製作 : 平田 英明 
(MASTERD MODELS) 
か N St さ に 発売 元 : メデ ィ コ ム ・ ト イ 
新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン | | 
シリ ー ズ 10 きっ | | 


4 キー ル ・ 


2 と 、 ロー レン ツ 


4 巡 ゲ ンド ウ 
人 ム セ ー レ 01 


蓄光 タイ プ な ど 全 9 種類 が ラ 


発売 日 : 2003 年 8 月 3 日 
定価 : 5.040 円 (税込 ) 
原型 製作 : 平田 英明 
(MASTERD MODELS) 
備考 : ワンダー フェス ティ バル 2003 ( 夏 ) 
開催 記念 限定 品 
発売 元 : メデ ィ コ ム ・ ト イ 


初 号 機 400% 


KUBRICK 


イン ナッ プ さ れ た HMV 限定 版 
KUBRICK。HMV に お ける エ ヴ 
ァ の DVD 購入 特典 (2003 年 に 
実施 ) と し て 配布 され た 。 
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Nm で TS 


だ こい いい てい | 


員 


グッ ズ コ レク ショ ン 


HU0H5 ILLEEU 細 0H 


ミク ロア クシ ョ ン 
新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 


綾 流 レイ 


(プラ グ ス ー ツ Ver.) 


価格 : 1.575 円 (税込 ) 
発売 元 : タカ ラ ト ミ ー 


| 発売 日 : 2006 年 5 月 
備考 : 専用 武器 、 オ プシ ョ ン ハ ンド 付属 


4 


ミク ロア クシ ョ ン 
新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 


綾波 レイ ie 


発売 日 : 2005 年 

価格 : 1.365 円 (税込) 

発売 元 : タカ ラ ト ミ ー 

備考 : オプ ショ ン ハ ンド 、 学生 カバ ン 付 属 


2 
ミク ロア クシ ョ ン 7 gg 博 
ヴァン ゲリラ ヲ ン 新劇 場 版 6《=「 

ゃ nf 有利 

綾波 レイ We) 6 

ュ 「 レ 
発売 日 : 2007 年 8 月 し / 
価格 : 1.500 円 (税込 ) UI 4 
発売 元 : タカ ラ ト ミ ー 


備考 : イベ ント 限定 品 


ミク ロア クシ ョ ン 
エヴァ ン ゲ リラ ヲ ン 新劇 場 版 


物流 アス カッ ラン グレ ー 


(新劇 場 版 制 服 Ver.) 


発売 日 : 2007 年 9 月 20 日 
価格 : 1680 円 (税込 ) 


発売 元 : タカ ラ ト ミ ー 
備考 : カバ ン 、 ノ ー ト パソ コン 、 オ プシ ョ ン ハ ンド 
付属 


ミク ロア クシ ョ ン 
新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン 


物流 アス カラ ング レー 


(プラ グ ス ー ツ Ver.) 


価格 : 1.575 円 (税込 
発売 元 : タカ ラ ト ミ ー 


に 2006 年 5 月 
備考 : 専用 武器 、 オ プシ ョ ン ハ ンド 付属 


ミク ロア クシ ョ ン 
新 世 紀 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 


物流 アス カラ ング レー 


(私 服 Ver.) 


価格 : 1.365 円 (税込 
発売 元 : タカ ラ ト ミ ー 


| 発売 日 : 2005 年 
備考 オプション ハン ド 、 サル の ぬい ぐる み 付 属 


ミク ロア クシ ョ ン 
エヴァ ン ゲ リラ ヲ ン 新劇 場 版 


綾 流 レイ 


(新劇 場 版 制服 Ver.) 


発売 日 : 2007 年 9 月 20 日 

価格 : 1680 円 (税込 

発売 元 : タカ ラ ト ミ ー 

備考 : カバ ン 、 ノ ー ト パソ コン 、 オ プシ ョ ン ハ ンド 
付属 


ミク ロア クシ ョ ン 
了 エヴァン ゲリラ ヲ ン 新劇 場 版 公開 記念 


プラ グ ス ー ツ セッ ト 


発売 日 : 2007 年 9 月 20 日 
価格 : 3.675 円 (税込 ) 
発売 元 : タカ ラ ト ミ ー 
備考 : 専用 武器 X2、 オプション ハン ド メ 2 付 属 


ー 


か す た ま P 1 か す た ま P 


綾 渡 レイ と 物流 アス カラ ング レー 


M 
発売 日 : 2007 年 5 月 20 日 発売 日 : 2007 年 5 月 20 日 
価格 : 7.140 円 (税込 ) 価格 : 7.140 円 (税込 ) 


発売 元 : ボー クス ク 発売 元 : ボー クス 
ず 


NmNN で HASS 


備考 :PVC 製 塗装 済み 完成 。 未 塗装 * 未 組立 品 の " カ 備考 : PVC 製 塗装 済み 完成 。 未 塗装 未 組立 品 の " カ 
スタ マイ ズ フ ィ ギ ュ ア " 版 も 限定 販売 され た スタ マイ ズ フ ィ ギ ュ ア " 版 も 限定 販売 され た 


カス タマ イズ フィ ギュ ア で ヽ カス タマ イズ フィ ギュ ア 


人 シン ジ 潜 カ ラル 


発売 日 : 2006 年 9 月 20 晶 発売 日 : 2006 年 8 月 20 晶 

価格 : 7.140 円 価格 : 7.140 円 

発売 元 : ボー クス 発売 元 : ボー クス 

備考 : 未 塗装 ・ 未 組立 品 、 専用 デカ ー ル 付属 備考 : 未 塗装 ・ 未 組立 品 、 専用 デカ ー ル 付属 
限定 販売 商品 限定 販売 商品 


Pinky:cos 


エヴァ ン ゲ リオ ン Pinky 


Pinky:cos 


綾波 レイ Ver.2& 
アス カ Ver.2 


発売 日 : 2004 年 6 月 発売 日 : 2007 年 9 月 

価格 : 1.050 円 価格 : 2.856 円 

発売 元 : GSI ク レオ ス 発売 元 : GSI ク レオ ス 

原型 : 金谷 ゆう き 原型 : 金谷 ゆう き 

備考 : PVC 製 塗装 済み 完成 フィ ギュ ア 2 体 セ ッ ト 、 備考 : PVC 製 塗装 済み 完成 フィ ギュ ア 2 体 セッ ト 、 | 
ブリ スタ ー 仕 欄 ブリ スタ ー 仕 様 、 包 帯 ド レス アッ プシ ー ル 、 布 製 包帯 、 圭介 | 


イン ター フェ ー ス 付 お さげ パー ツ 付 属 


デマ く ヤ ペー で 之 


グッ ズ コ レク ショ ン 


UUU5 [MLLEETIIIH 


500DS COULECTION 有 HH 


5ARADE ,, 
KIT 


昨今 の 美 少 女 フィ ギュ アブ ー ム に お いて 、 エ ヴァ の ガレ ー ジ キッ ト の 存在 は 大 きい 。 
数 々 の 名 作 フ ィ ギ ュ ア が この ムー ブ メ ント を 牽引 し て きた の で ある 。 


竜 人 G-PORT 
綾波 レイ & 
惣 流 ・ ア スカ ・ 
ラン グレ ー 


藤 縄 和彦 ツク ダ ホ ビ ー 
綾 渡 レ イ く る 
物流 ・ ア スカ ・ 
ラン グレ ー 
プラ グ ス ー ツ 


エヴァ フィ ギュ ア を 
チェ ッ ク す る な ら 
竹 書房 刊 「 レ プリ カン ト 」 は 、 
GK を 含め た フィ ギュ ア の 数 々 を 
掲載 、 エ ヴァ 関連 フィ ギュ ア も 最 
新作 を チェ ッ ク で きる 。 最 新 の 
GK 事 情 を 知る の に 最適 な 定期 刊 
行 誌 と な っ て いる 。 


深山 伸 志 コト ブ キ ヤ 


織 渡 レイ 


入水 到 純 コト ブ キ ヤ 
綾波 レイ 
(制服 Ver.2) 


きこ れ ら ガ レー ジ キ ッ ト の ディ ー ラ ー 名 、 メ ー カ ー 名 は 発表 当時 の まま で 掲載 し て お り ま す 。 基本 的 に 個人 ディ ー ラ ー の も の に つい て は イベ ント 限定 品 、 ま た は 
12 1 アマ チュ ア 版 権 シ ステ ム に よる も の 、 メ ー カ ー 品 に つい て は 絶版 と な っ て お り ま す 。 そ の た め ー ラ ー、 各 メ ー カ ー へ の 問い 合わ せ は ご 遠慮 下さ い 


K.PIERO リアライズ 


物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 


あげ た ゆき を Free-X 


綾 濾 レ イ フォ ー エ ヴァ ー 


宮川 武 ク レイ ズ 


綾波 レ イ 


河合 孝典 (まけ いぬ ) - ア ミエ ・ グ ラン 


呈 城 ミサ ト 


佐々 木 明 P-UNiT 


惣 流 ・ ア スカ ・ 
ラン グレ ー ィ W 


員 


ガレ ー ジ キッ ト 


vumN で US 


グッ ズ コ レク ショ ン 


WUU5 MLLEETIIIH 


浅井 真紀 -F-FACE 


潜 カ ラル 


海 BOME Pia PINK・CADILLAC2000GTR 
アス カ と シン ジ アク セス し て ね わ 学 の レイ 


属 - 人 - 生 に 凍 - り ド ど 了 g ま いい 8 3 介 


五 右 衛門 ニュ ー ラ イン 
物流 ・ ア スカ ・ 
ラン グレ ー 
(スク ー ル 水着 Ver.) 


12 7 


竜 人 7 ュー ノ ス 
綾波 レイ 
[転校 生 Ver.」 


河野 忠男 ご ムサシ ヤ 


アス カ 2000 


17 3 


Nm で US 


グッ ズ コ レク ショ ン 


UUU5 HLLEETIIIH 


で 稲垣 洋 コト ブ キ ヤ 
ー% レイ & ア スカ 
4 プラ クス メー ツ Yer, 


ペーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 


aw の ( 軽 音 堂 ) "Wonder 川上 宗 武 Do ! LUCK 
howcase Plus マツ 

3 y 立 レ 
綾波 レイ 、 炎 流 レイ 
惣 流 ・ ア スカ ・ 

タッ アグ レー 


| 


ガレ ー ジ キッ ト 


西村 直 起 Pilot 


物流 ・ の カ ・ 
ラン グレ ー 


人 山科 H2-Project 
綾波 レイ 
(スク ー ル 水着 ) 


[ぐり むろ っ く !] コ ミッ クエ ディ ショ ン 
ー- Ma ! ) / 海 


二 ( 綾波 レイ & 
sb 2 みる / 
ラン グレ ー 
et ま ・ わ ・ る 王国 
綾波 レイ SN 
(水着 Ver.) 提 


ゴス ロリ Ver. 


KNON へ 4 くべ: 


グッ ズ コ レク ショ ン 


UUU5 EMHLLEETIIH 


suzu(ATOMIC-BOM) アミ エ ・ グ ラン 斉藤 厚志 "メガ テク ボディ 


We バイ クミ サト 綾波 レイ (改造 )、 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 


YOSMI (how (Ss) ) コトブキ ヤ 
還 語 綾 渡 レ イ レー ス 
) グイ ー ン Ver. 


白 明 創 ご コ トブ キヤ 


綾波 レイ BMX 


北原 =Choro 三 康介 (造型 村 ) / ボ ー ク ス 


トリ ッ ク Ver. 綾 渡 レ イ 


綾波 レイ 
メイ ド 服 Ver. 


山本 苦 力 猿 /D-SPEC 
綾波 レイ 、 
物流 ・ ア スカ ・ 
ラン グレ ー 


片桐 克 博 Vispo 


物流 ・ ア スカ ・ 


ラッ グレ ー 


間 太 誠 (造型 村 ) / ボ ー ク ス 
綾波 レイ 、 ' 
物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 


05 ド レス アス カ & 
iD 代 レイ 


12 7 


Nm で US 


THE ESSENTIAL 


EVANGELION 
SHDE 


誌上 限定 通販 の お 知ら せ 


発行 日 2007 年 11 月 25 日 分 冊 百 科 「 エ ヴァ ン ゲ リオ ン ・ ク ロニ クル 」 の た め に 描き 下ろ され た イラ スト を モチ ー フ に 、 フ ァ ン の 人 気 も 
発行 人 。 元 木 和志 高い 二 人 の 原型 師 が 新規 造形 し た フィ ギュ ア は 、 他 で は 手 に 入ら な い ス ペ シ ャ ル アイ テム で す ! この フィ ギュ 


発行 。 株 式 会 社 ウ ィ ー ヴ ea 
PPPPYS ア を 、 ぜ ひ 、 あ な た の コレ クシ ョ ン に 加え て くだ さい 。 


上 会 ソニ ー マガ ジン ズー 
0 お 申し 込み 方 法 と 注意 事項 


0 時 了 雇 語 誌 エッ セン シャ ル エヴァンゲリオン ・ ク ロニ クル SIDE Al に 付い て 
共同 製作 株 式 会 社 テ レビ 東京 p・ いる 申 し 込み は が き に 必要 事項 を 記入 し 、 ご 投函 く だ さい >。 その 際 、 申し 込 
印刷 製本 大 日 本 印刷 株 式 会 社 み は が き の 表 面 と 、 申 し 込み 個数 を 記入 し た 裏面 を コピ ー し て 、 お 手元 に お 
落丁 ・ 乱 丁 本 は お 取り 替え いた し ます 控え くだ さい 。 
定価 は カバ ー に 明記 し て あり ます 。 ヽ ヽ へ い ーー ー ミ 
Printed in Japan Step 半 申 し 込み / \ ガ キ 到 着 後 、 振込 み 用 紙 を お 送り いた し ます 。 同封 の 案内 状 に 記 
ミト トミ ミミ ミミ トミ トス スス まま まま まま えよ に る 載 の 振込 期限 内 に お 振込 みく だ さい 。 
編集 株 式 会 社 ウ ィ ー ヴ (石川 裕人 田代 大 久保 圭 ) 6 
有限 会 社 メガ ロマ ニア フィ ギュ ア お 受け 取り (2008 年 2 月 下旬 発送 予定 ) 。 
縮 M 間 完全 受注 生産 商品 の た め 、 発 送 予定 日 より 遅れ る 場合 が あり ます 。 
イラ スト 市川 裕文 、 深 野 洋一 (M.L.C.) 、 木 下 と も た け 、 、 
か 画 申 込 期限 2007 年 11 月 30 日 まで (当日 消印 有効 
デザ イン L.S.D. (角田 正明 ) ※ 振 込 期 限 は 申し 込み 時 期 に よっ て 変わ り ま す の で ご 注意 下さ い 。 
YUMEX 
写真 協力 竹 書 房 「 レ プリ カン ト 」 ※ 送 料 は レイ 、 ア スカ 合計 の お 申し 込み 個数 が 
監修 株 式 会 社 ガイ ナッ クス 1 2 個 な ら 480 円 (税込 ) 、3ー4 個 な ら 誌上 通販 に 関す る お 問い 合わ せ 先 
8 2 96O 円 (税込 ) と な り ま す 。 ー 『 > 
ONNX- の ラー 人 商品 不 委 以外 で の 返品 、 お よび キャ ン セ ル ょ 「「!71-8464 東京 都 豊島 区 南 池 負 
2 あお 受け 付け られ ませ ん 。 1-13-23 池袋 YS ビル 5F 
還 読 者 お 問い 合わ せ 先 (制作 部 ) ※ 申 し 込み は が き の 到 着 に つい て 、 事務 局 か ら [エヴァ ン ゲ リオ ン ・ ク ロニ クル 」 
TEL : 03-5211-6261 (平日 13 : 00 一 18: 00) ご 連絡 は 致し て お り ま せん 。 通 受付 事務 
因 丁 落丁 本 に 関す る お 問い 合わ せ 先 (お 補 相 謎 作 ) 。。 :※] 枚 の 申し 込み は が き で 各 2 休ま で お 申込 信 販売 受付 事務 局 
TEL : 03.3234.7375 (平日 10:0012:00、13:00<17:00) みい た だ け ま す 。 Tel : 03-5951 -1936 
っ = = ae ※ お 申し 込み 方 法 に 不備 (記入 漏れ 、 誤 記 等 ) 受付 時 間 : 平日 (月 ~ 金 )10 : 00~18 : 00 (土日 祝 休 ) 
エヴァ ン ゲ リオ ン ・ ク ロニ クル が ある 場合 に は 、 お 申し 込み 無効 と させ て い bc 
パイ ンダ ー & バッ ク ナ ン バー ご 購入 の 案内 た だ く 場 合 が ご ざい ます 。 送料 合計 お 申し 込み 個数 
エヴァ ン ゲ リオ ン ・ ク ロニ クル 専用 バイ ンダ ー、 及び すでに 刊行 ※ ご 記入 いた だ いた 個人 情報 は 商品 ・ サ ービス 1 個 3 個 | 4 個 
済み の バッ ク ナ ン バー を ご 希 望 の 場合 は 、 電話 も し く は イン ター を お 届け する た め に 利用 し 、 そ の 目的 以外 で 
PE な お 、 送 料 は お 客 欄 の 利用 は いた し ませ ん 。 送料 (税込) 9g60 円 
※ 在 庫 に は 限り が あり ます の で 、 品切れ の 際 は ご 容赦 くだ さい ※ 住 所 変更 等 の あっ た 場合 は すみ や か に ご 連絡 
※ 専 用 バ イン ダー の 送料 は 1 冊 あ た り 190 円 で す 。 バッ ク ナ ン くだ さい 。 


バー は 1 同一 3 冊 ま で が 一 括 送料 190 円 、 4 冊 以上 の 場合 は 宅配 
便 で の 発送 と な り 、 一 括 送料 525 円 と な り ま す 


一 フ リー ダイ ヤル 

0120-721-040 (受付 時 間 平日 9 : 00 一 18: 00) ms に か 

受付 後 、 代金 を お 支払 いた だ く 振 込 用 紙 を お 送り し ます の で 、 指 綾波 レイ 組 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 

yenp に kao に っ ンク Net 

沸い た し まれ oo 原型 製作 : 冬 音 ( 雨 の 日 晴 の 日 ) 原型 製作 : 西 村 直 起 (pilot) 
る 請 着 目 症 議 商品 No.A-1/No.A-2 商品 No.B-1/No.B-2 

田 イ ンタ ーネット 

http://www.sonymagazines.jp/eva/ (24 時 間 受 付 ) 

お 支払 方 法 は クレ ジッ トカ ー ド に な り ま す 。 代引き で ご 注文 希望 

の 場合 は 、 上 記 ペ ー ジ に アク セス 後 、 お 問合せ 窓口 に メー ル に て 

お 問合せ くだ さい 

携帯 電話 か ら の 受付 も 可能 ! 

i:-modeb http://www.catchbon.jp// 

EZwebp http://www.catchbon.jp/ez/ 

Yahoo! ケ ー タ イ b http://www.catchbon.jp/V/ 


本 庄 信 和 号 

前 (| 定価 590 円 (本 体 562 円 + 税 ) 
坦 只 千本 庄 2 号 一 30 号 

{ 定価 690 円 (本 体 657 円 + 税 ) 


EVANG 


! 綾波 レイ 
トノ 


専用 バイン ダー ロ 
価格 1.600 円 (本 体 1.524 円 + 税 ) 

※ 全 30 号 を ファ イリ ング する に は 
3 冊 必 要 で す 


新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン オフ ィ シ ャ ル ペ ー ジ 
エヴァ ン ゲ リオ ン の リア ル タ イ ム 情 報 は こち ら で ! 
PC サイ ト 

p http://www_gainax.CO.jp/anime/eva/ 
携帯 サイ ト 

b http://Wpp.jp/eva/ 
エヴァ ン ゲ リオ ン オフ ィ シ ャ ルス ト ア 
p http://www.evastore.jp/ 


、 高 さ : 約 13 
本 体 価格 (税込 ) 非 フ な ル 可 PVO 才 


1 体 あ た り スタ ンド 付き 


1 .980 円 内 業 済 み 完成 品 
” (送料 串 ) 臣 修 : ガ イナ ックス 
企画 協力 製造 : や ま と 


